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本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。
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　有史以来、人間の歴史に戦争はつき物と言えるだろう。世界の各地で行われる戦争は、時代を経へるごとに形態を変えつつも繰くり返かえされる。

　鎧よろいで身を固めて剣けんを持った歩兵や、馬を駆かる騎き兵へいによる戦争。

　石いし飛礫つぶてや矢に代わり、鉛の鉄てつ砲ぽう玉だまが飛とび交かう戦争。

　鉄砲玉の代わりに砲ほう弾だんが飛び交う戦争。

　陸地では戦車が、海では戦せん艦かんが、空では戦せん闘とう機きが投入された戦争。

　時代を経るごとに高度化し、多くの人命や様々な資源が投入される。

　後に、第二次世界大戦と呼ばれることになるその戦争もまた、その当時にあっては最新の技術を結集し、昇しよう華かさせた戦争だった。無論、全ての技術が戦争によって創つくられたわけではない。他分野の技術の転用による新技術も多いだろう。

　――だがその日、世界は、まったくの未知となる存在と遭そう遇ぐうすることとなる。




　１９４３年２月１日、ガダルカナル島北東上空。

　その日、所属する空母から発はつ艦かんしたアメリカ軍のアルファ小隊は、高度五百メートルにて分隊ごとにエシュロン隊形を組んで哨しよう戒かいに当たっていた。

　Ｆ４Ｆワイルドキヤツトにて空を翔かける彼らは、機体の操縦を行いながらも自身の目を空域に向けて何かしらの異常がないかを確認する。発艦した空母にてレーダーによる探知も行っているが、それも絶対ではない。機体に積んだ無線機で空母の無線通信手と言葉を交わしながら、異常がないことを確認していく。

『こちらアルファ１ワン、担当空域に異常なし』

『こちらアルファ２ツー、同じく異常なし』

　目視でも異常はない。敵機でも接近していれば話は別だが、空に浮かんでいるものといえば、精々雲ぐらいだ。その雲も、それほど雲量があるわけではない。

『了りよう解かいした。アルファ３スリー、そっちはどうだ？　何か異常はないか？』

『こちらアルファ３、同じく――』

　だが、定期的に報告を行っていたアルファ小隊の言葉がそこで途と切ぎれる。

『アルファ３？　どうした？』

　不意に訪おとずれた沈ちん黙もく。それを不思議に思った通信手が、疑問の声を投げかけた。

『――馬ば鹿かな』

　僅わずかな沈黙の後、無む理り矢や理り絞しぼり出すような声が無線から響ひびく。呆ぼう然ぜんとしたような、感情の抜けた声。それを聞いた通信手は何事かと緊きん張ちようの色を強くする。

『どうした？　何があった？』

　敵部隊でも発見したのか、確かに大規模な攻こう勢せいの前兆はあったが、などと考えた通信手は、頭の中でアルファ３が言うであろう言葉を予測した。

『……こちら……アルファ３……人が……人が、空を、飛んでいる……』

　だが、その言葉を聞いた通信手は思わず額ひたいに手を当て、頭痛を堪こらえるように沈黙する。

『おいおい、昼間から酒でも飲んでいるのか？　人が空を飛ぶなんてあり得ないだろ？』

　無線越ごしに告げられた言葉に、呆あきれたような声を返す。人が空を飛ぶなどあり得ない。緊張から大型の鳥を人と見み間ま違ちがえたのか、それとも酒に酔よっているのか、あるいは妙みようなクスリでもやっていなければ、そんな言葉が出てくるはずもない。

　きっと、アルファ３は疲れているのだろう。この任務が終わったら、上官秘蔵の酒を拝借してその一いつ杯ぱいでも飲ませて労ねぎらってやるべきかと、通信手は苦く笑しようしながら思い――。

『こちらアルファ２！　アルファ３の言葉は噓うそじゃない！　なんなんだアレは!?』

　――他のパイロットから出てきた、先ほどの虚きよ言げんを肯こう定ていする言葉に驚きよう愕がくする。

『なんだコイツは!?』

『速いぞっ！』

　次々に、無線から驚愕の声が響いてくる。無線の通信手は咄とつ嗟さにレーダーの観測を行っていた者に視線を向けるが、慌あわてたように首を振られるだけだ。

『レーダーに反応はない！　一体何が起きている!?　詳しよう細さいに報告せよ！』

『こちらアルファ４フオー！　人型の――っ!?』

『くっ！　背後に回り込まれた！　なんだこの機動性は!?』

　無線越しの声がいっそうの緊きん迫ぱく感かんを帯び、次いで、何かが爆ばく発はつするような音を最後にアルファ２の無線が途切れる。

『アルファ２？　アルファ２!?』

　ここまでくれば、本当に何かが起こっているのだろうと察するに余りある。無線でアルファ２に対して呼びかけるが、返ってくる言葉はない。

『こちらアルファ１！　人型の飛行物体と交戦中！　なんだコイツ……新型兵器か!?』

『人型!?　ゼロファイターでもないのか!?』

『ゼロファイターじゃない！　本当に人型で――』

　その言葉を最後に、無線越しに爆音が響き通信が途と絶ぜつする。それが何を意味するのかを悟さとり、通信手は一いつ瞬しゆんの沈黙のあと激げき昂こうした。

『アルファ１!?　クソッタレ！　一体なんだというんだ!?』

　近年日本軍が実戦投入してきた零れい式しき艦上戦闘機――ではない。ならば、一体何がアルファ小隊と交戦しているというのか。

『こ、こちらアルファ４！　人だ！　人が空を飛んで――』

『アルファ４!?　くそっ！　こちらアルファ３！　アルファ４もやられた！　現在人間サイズの敵性飛行物体と交戦中！　速度はこちらよりも上！　武装は……』

『武装はなんだ!?　機き関かん銃じゆうか!?』

『違う！　むしろこっちが教えてほしいぐらいだ！　何だよアレは!?』

　銃じゆう器きではない。その悲鳴を聞いた通信手は、余計に混乱しながら口を開く。

『だったら何を使っているんだ!?』

『見えないんだよ！　腕うでを振って何かが光ったと思ったら、みんな爆発したんだ！』

　なんだそれは。通信手はそう怒ど鳴なりたいのを必死になって堪えつつ、上官に救きゆう援えんの航空部隊を発艦させ、アルファ３を撤退させるよう上じよう申しん。すぐさま許可が下り、飛びつく勢いで無線へ声を飛ばす。

『撤退命令だアルファ３！　すぐにその空域から離り脱だつしろ！』

『撤退!?　無理だ！　今もしっかりとケツに食らいつかれてる！　逃げ切れ――』

　遮さえぎるようにして響く爆音。それに遅おくれてノイズ音が無線機から漏もれ、通信手は呆然としたように膝ひざを折る。

「一体、何と戦っていたんだ……」

　そう呟つぶやくと同時に、空母に巨きよ大だいな衝しよう撃げきが走った。その衝撃は空母を揺ゆらし、通信手は近くの壁かべに強したたかに打ちつけられることとなった。そして、薄れゆく意識と視界の中で、通信手は空母へと飛来する人間の姿を目もく撃げきし――意識を手放す。

　それが、のちに『ＥイーＳエス能力者』と呼こ称しようされる存在の初めての登場だった。
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　バスのリクライニングシートに背中を預けながら、少年――河か原わら崎ざき博ひろ孝たかは窓の外へ視線を向けていた。窓の外では高層ビルや巨きよ大だいなマンションが建ち並び、博孝の目から見れば『都会』の一言に尽つきる。

　外の景色を眺ながめる博孝の表情は明るく、ワクワクする子供のような表情を浮かべていた。目的地に着くのはまだかと内心で呟つぶやきつつ、暇ひまを誤ご魔ま化かすように体を伸ばす。

　発売を心待ちにしていた新作ゲームを買いに行くような心境だ。バスには博孝のクラスメート達が乗っているが、それぞれが博孝と似たような様子だった。

　博孝達が向かうのは、ＥイーＳエス適性検査と呼ばれる検査を行うための施し設せつである。

　ＥＳ適性検査――それはその名の通り、ＥＳの適性を検査することを指す。

　国際名称『Evolutionエボリユーシヨン Seedシード』。その頭文字を取って『ＥＳ』と略されるその物体は、日本では『進しん化かの種たね』と呼ばれている。

『進化の種』が発見されたのは、今をさかのぼること約七十年前。宇宙からの隕いん石せきとも、地下深くから採さい掘くつされた鉱石とも噂うわさされる物体であり、形状は磨みがき抜かれた宝石のようなものだ。発見されれば国で保管されるため博孝も実物を見たことはないが、テレビやインターネットではその姿を見ることができる。

　国家機密に該がい当とうするため博孝も一般的な情報しか知らないが、今回のＥＳ適性検査は『進化の種』に適合するかどうかの検査だ。

『進化の種』に適合した者を『ＥＳ適合者』、両親からその力を受け継ついだ者を『ＥＳ能力者』と呼び、一般的には『ＥＳ能力者』の呼び名が定着している。博孝はその存在に対し、幼少の頃ころから憧あこがれを持っていた。

　曰いわく、人を超ちよう越えつした生き物。

　曰く、熟練者になれば空も飛ぶことができる。

　曰く、『ＥＳ能力者』が一人いれば一つの国を滅ほろぼすことができる。

　そんな、常人ならば鼻で笑い飛ばしたくなるような噂話が飛とび交かうような存在だ。それでも、博孝は『空を飛ぶことができる』という点に惹ひかれた。

　――人が、飛行機に乗らなくても空を飛ぶことができる。

　そんな夢物語に、博孝はこれ以上ないほど惹かれたのだ。生身で空を飛ぶというのは、どのような感覚なのだろうか。どうやって、何な故ぜ飛べるのだろうか。そんな不思議な現象を自分が体験できるかもしれないと考えると、博孝としては興奮せずにはいられない。

　第二次世界大戦時、劣れつ勢せいの状態から巻き返した武名から『武ぶ神しん』とまで呼ばれる『ＥＳ能力者』もいる。だが、博孝にとっては武名などよりも空を飛ぶ方が重要だった。

　中学校生活も終わりに差し掛かった時期、百七十センチを僅わずかに超こえる体を期待で揺ゆらしながら博孝は待つ。法定速度を守って走るバスがもどかしく、いっそのこと運転手からハンドルを奪うばって自分で運転したい気分になるほどだ。

「お？　見ろよ、そろそろ着くみたいだぞ」

　博孝が期待と興奮を持て余していると、クラスメートの誰だれかがそう言う。それが聞こえた博孝は即そく座ざに窓に張りついて周囲の様子を確認すると、遠目にもわかるほどの巨大な施設が目に入り、自分でもわかるほど口の端はしを吊つり上げた。

　その施設は周囲を高い壁かべに囲まれ、一見すると刑けい務む所しよのようにも見える。しかしその実、機密保持と防ぼう御ぎよ性せいの観点から造られた要よう塞さいのような建物だった。その周囲には緑色の制服に身を包んだ兵士らしき人物が複数立っており、外部に鋭するどい視線を向けている。

　バスが減速して施設の入口へと近づくと、一人の兵士がバスへと近づいてきた。

「お、おい！　見ろよ！　あれ、『ＥＳ能力者』じゃないのか!?」

　近づいてきた兵士を見るなり、隣の席のクラスメートが驚おどろきの声を上げる。その声に周囲の席に座っていたクラスメートも窓の外へ視線を向け、博孝も視線を向けた。『ＥＳ能力者』の姿を確認した博孝は、バッグからデジタルカメラを取り出す。

「写真撮とったらダメかな？」

「……たしか、理由なく『ＥＳ能力者』の写真を撮ったら逮捕されるんじゃなかったっけ？　ほら、機密保持？　だっけ？」

「そうなんだけどな……くそっ！　俺おれに盗とう撮さつの技術があれば！」

　声こわ高だかに盗撮の技術を求める博孝に、周囲の女子から氷のような視線が向けられる。しかし相手が博孝だとわかると、『なんだアイツか』と言わんばかりに視線を外された。

　バス内で騒さわぎつつ、博孝は兵士の男性に観察の目を向ける。本物の『ＥＳ能力者』を生で見る機会など中々ない。博孝自身、間近で『ＥＳ能力者』を見たことはなかった。

　男性の年ねん齢れいは二は十た歳ちを超えるかどうか。しかし、『ＥＳ能力者』ならば外見年齢は当てにならない。何故ならば、『ＥＳ能力者』は著いちじるしく加齢の速度が遅くなるからだ。

　調査結果では、およそ三年で一歳加齢するという話である。つまり、二十歳程度に見えても実際には三み十そ路じ四よ十そ路じである可能性もあるのだ。『武神』と呼ばれる『ＥＳ能力者』は、年齢は九十歳前後なのに外見は壮そう年ねんの男性にしか見えないという話である。

　ＥＳ適性検査は国民の義務として定められており、十五歳になった国民は全員が受けることになっていた。十五歳時に適性がなくとも三十歳まで三年ごとに受ける必要があり、それを過ぎれば適性がないものとして検査を受ける必要がなくなる。

　ＥＳ適性検査には二通りの通過方法があり、一つは『進化の種』に適合する場合。そしてもう一つは、遺い伝でんによってＥＳ能力を引き継いでいる場合だ。もっとも、両方とも可能性としては非常に低く、博孝もそこは弁わきまえている。なりたいと思ってなれるものではなく、確率も非常に低いものだと理解していた。

『進化の種』に適合する確率は公表されていないが、遺伝でＥＳ能力を発現するよりも遙はるかに低い確率だとされている。真しん偽ぎの程ほどは定かではないが、数年に一人適合する者が出るかどうか、という噂を博孝も聞いたことがあった。

　そうなると、現実的に考えればＥＳ適性検査で引っ掛かるのは血族に『ＥＳ能力者』を持ち、ある程度年齢を重ねたことでＥＳ能力の発現が認められる者ぐらいだろう。

　博孝の知る限り、血族に『ＥＳ能力者』はいない。その上、仮に血族に『ＥＳ能力者』がいたとしても、ＥＳ能力が発現する確率も低い。

『ＥＳ能力者』と普通の人間の間では子供ができにくく、子供が生まれたとしてもＥＳ能力を発現するのはコンマ一パーセント以下の確率とされていた。両親がともに『ＥＳ能力者』でも、精々一割程度の確率である。

（まあ、『ＥＳ能力者』になったら戦争の道具扱いされるかもしれないのがなぁ）

　憧れはするが、『ＥＳ能力者』になることで発生する様々な問題もあった。

　第二次世界大戦以降、『ＥＳ能力者』は国家間の争いに利用されてきた。新人の『ＥＳ能力者』でも武ぶ装そう集団を相手に戦うことが可能であり、熟じゆく練れんの『ＥＳ能力者』は戦せん闘とう機きに匹ひつ敵てきする速度で空を飛び、『武神』などは単独で一国を落とすとまで言われている。

　元が普通の人間である以上訓練を行う必要はあるが、戦闘機等を作るよりも費用が安価で、その戦略性は既存の兵器を大きく上回る存在だ。『ＥＳ能力者』の保有数が少ない国は、国際社会での発言力も大きく減少するとまで言われている。それ故ゆえに、国内の『ＥＳ能力者』を発見するためのＥＳ適性検査は重要視されていた。

　博孝が心中で呟つぶやいていると、『ＥＳ能力者』の男性による確認が済んだのか、再度動き出したバスが施設内へと入っていく。

　ＥＳ保管施設は敷しき地ち外がいと同様、複数の『ＥＳ能力者』が警備に当たっている。ＥＳ適性検査に利用されるだけでなく、『進化の種』を保管しているため警備が厳げん重じゆうなのだろう。

　入口は金属製の頑がん丈じようそうな扉とびらが設けられ、周囲には自じ動どう小しよう銃じゆうを肩かたから提さげた兵士が待機しており、施設内へ入ってきた博孝達に鋭い視線を向けている。気の弱い女子は肩かた身みを寄せ合っているが、施設の重要性を思えば仕方のないことに思えた。

（さすがに、施設の中まで『ＥＳ能力者』を配置するわけじゃないのか……）

　兵士の服ふく装そうや装そう備びからそう判断した博孝は、ぼんやりとそんなことを考える。『ＥＳ能力者』と話す機会があるかもしれないと期待したが、それは無理なようだ。

『それでは、お名前を呼ぶまでは椅い子すに掛けてお待ちください』

　天てん井じようのスピーカーからそんな声が響き、博孝達は入口近くに用意されていた椅子へ出席番号順に座る。周囲のクラスメート達は緊張して会話をする余よ裕ゆうもないが、博孝はＥＳ適性検査でどんなことをするのかと期待する気持ちの方が強い。

　待つこと五分。出席番号が若い順に五人の生徒の名前が呼ばれる。その中に自分の名前が入っていた博孝も立ち上がると、兵士に連れられて施設の奥へと歩いていく。

　外部からの侵しん入にゆう対たい策さくのためか、窓がない白いリノリウムの廊ろう下かを歩いていくと、博孝達は一ひと際きわ頑がん丈じようそうな扉で閉ざされた部屋へと通される。

『そこで少しお待ちください』

　通されるなりスピーカーから声が聞こえ、博孝達は顔を見合わせながら待機することにした。周囲を窺うかがってみるが、特に機材などもない。入ってきた入口と、部屋の隅すみに人ひとりが入れそうな扉があるだけだ。

（これがＥＳ適性検査……なのか？）

　さすがに学力的な意味でテストを受けるとは思っていなかったが、検査と聞いて血液の採取などを考えていた博孝は、僅わずかに拍ひよう子し抜ぬけする。内心で首を傾かしげていると、入ってきた扉とは別の扉が開き、再度スピーカーの方から声が響く。

『……それでは、河原崎博孝君。あなただけその扉を通ってください』

「……はい？」

　なんで俺だけ、と周囲のクラスメートと視線を交わし合う。

　個別検査があるのだろうかと疑問に思うが、普通は五十音順などで呼ぶだろう。『河原崎博孝』は出席番号四番目の名前だった。しかしここで止まっているわけにもいかず、困こん惑わくの表情を浮かべながら博孝は歩き出す。そして小さな扉をくぐると、すぐに扉が閉まる。入った扉の先では細長い廊下が続いており、博孝は眉まゆを寄せた。

『そのまま進んでください』

　言われるままに進むと、再度小さな扉が視界に入ってくる。扉は博孝が近づくと自動で開き、その中には検査室まで博孝達を案内した兵士が立っていた。

「目を閉じたまえ」

　一体何をされるのか。そんな不安を覚えながらも、博孝は言葉通り目を閉じる。すると兵士が背はい後ごへと回り、手に持った布状のものを博孝の目を覆おおうようにして巻いた。

　罪人の拘こう束そく具ぐのようにしっかりとした造りの布地で目を覆われた博孝は、目隠しされたまま兵士に手を引かれ、覚おぼ束つかない足取りで前へと進む。

「ここで少し待ちたまえ。すまないが、質問はなしだ」

　そう言われ、博孝は足を止める。何が起きているのかと、内心で僅かに不安を覚えた。

　そうやって立ち続けることしばし、頭上から小さなノイズ音が響く。

『河原崎博孝君ですね？　目の前の扉が開きますので、一分ほどお待ちください』

「……わかりました」

　スピーカー越しに、女性の声が響く。その声を聞いた博孝は返事をすると、緊張と淡あわい期待を等分に抱いだきながら扉が開くのを待つ。すると、前方から空気が抜けるような音がした。

『それでは中に入ってください。段差などはないですが、気をつけて歩いてください』

　その声に従って歩き出すが、視界がゼロのためゆっくりと歩く。周囲の様子はわからないが、それでも博孝が前へ進んでいくと不意に暖あたたかい風のようなものを感じた。

『どうかしましたか？』

　博孝が思わず足を止めると、すかさずスピーカーから声が飛んでくる。

「いや、何か風が吹いたような……」

『それは、あなたから見てどの方向ですか」

　そう言われ、博孝は無意識の内に右手を風が吹いたと思われる方向へと向けた。

　その瞬間、指先に強めの静電気が走ったかのような衝しよう撃げきが伝わる。

「うおおおおおぉっ!?」

　思わず博孝は悲鳴を上げつつのけ反ぞるが、指先の感覚は消えない。それどころか、徐じよ々じよに強くなっていくように感じられた。

「ちょ、ちょっとすいません！　俺、何かに触さわりましたか!?」

　何か触ってはいけないものに触ったのではないか。そう思った博孝が声を上げるが、スピーカーから返ってくる声は冷静なものだ。

『いえ、気にしないでください……手配、急いで』

　最後に小さく、非常に気になる一言を付け加えて、スピーカーから音が消える。

　それと同時に、博孝は心しん臓ぞうが大きく脈打つのを感じた。そして、体が急に熱を持ったかのように熱くなっていく。

「う……ぐ……いきなり、なんだ？」

　その熱さに、博孝は思わず膝ひざを突いた。スピーカーに向かって助けを求めようと口を開くが、それよりも早く意識が遠とお退のいていく。

　そして、高まる熱に耐たえきれなくなった時、博孝は意識を失うのだった。




　自分の体が組み変わる感覚。

　まるで、別の何かに生まれ変わるような、奇き妙みような感覚。

　心臓を中心に全身に熱が広がり、次いで、指先から凍こおっていくような感覚。

　手の先、足の先から、少しずつ肉体が自分のものではなくなる感覚。

　博孝は夢のような、それでいて現実と認識できる奇妙な心境のまま、自分の体に起こる不思議な感覚を体感させられる。体は指一本動かず、目を開くこともできない。

　一秒か、一分か、一時間か、一日か、一週間か、一ヶ月か、一年か。時間が経たったようにも、経ってないようにも感じられ、博孝の中の時間に対する感覚が狂くるっていく。

　それでも揺蕩たゆたうような意識の中で思考していると、不意に体が楽になっていく。指先から血が通っていくような温かい感覚を覚え、博孝は意識が覚かく醒せいしていくのを感じた。

「んん……」

　寝ね起おきのような声が口から漏もれ、ゆっくりと瞼まぶたを開き――そこで博孝は、寝起きの頭を硬こう直ちよくさせた。目を開けると、自分の周囲に複数の男女が立っている。それもやけに殺気立ったような、鬼き気き迫せまる表情だった。

　博孝は声が出ずに口を開閉させるが、それを見た周囲の男女は表情を緩ゆるめる。

「やっと起きたか」

「『進化の種』に適合した子は久しぶりだったから、心配したわ」

「でも、問題はなさそうですね。これなら来期の訓練校にも間に合うでしょう」

「来期はあの方のお孫さんもいるんだろ？　中々豊ほう作さくそうじゃないか」

　周囲の男女――合計で四人ほどいたが、それぞれ気軽に会話を始める。博孝はようやく頭が働き始め、なんとか口を開いた。

「……あの、すいません」

「あら、なにかしら？」

　博孝の声に、一番若そうな女性が答える。年は二十歳に届とどくかどうか、と博孝は女性を見ながら思った。

「こ、ここは？」

「ＥＳ保管施設に備えつけられている……そうね、わかりやすく言えば保健室よ」

「はぁ、保健室……」

　周囲を見回すが、博孝が見たことのない機材がいくつか置かれているだけで、学校にある保健室のようには見えなかった。博孝が寝かされている場所もベッドではなく、金属製の水平な台に、手足を拘束するための輪が取り付けられているのだ。

「……拷ごう問もん室しつか何かですか？」

　思わず博孝が呟くと、四人の男女は笑い声を上げる。

「いやいや、この状じよう況きようで冗じよう談だん飛ばす余裕があるとはな！　お前、将しよう来らい大物になるわ！」

「……冗談じゃないんですけど」

　腹はらを抱かかえて笑う周囲の男女に困惑しつつも、博孝は自分の状況を確かめる。

　誰かが着き替がえさせたのか、学校の制服ではなく緑色の病院着を着せられていた。周囲の男女はＥＳ保管施設に来た際に目視した陸戦――陸上戦闘部隊の隊服を着ている。

　緑色の頑丈な生き地じで作られた上下に、赤色で正方形の土台に軍ぐん靴かと医い療りよう用ようのメス模も様ようが刻きざまれた、『ＥＳ能力者』としての技量を示すバッジを胸元につけていた。

「そのバッジ……」

「ああコレ？　お察しの通り、わたしは陸戦部隊に所属する『ＥＳ能力者』よ。ずいぶん久しぶりだったけど、『進化の種』に適合した子が出たって聞いて慌てて飛んできたの」

　疑問を呈ていした博孝に女性が答え――その言葉を聞いた博孝は一瞬、何を言われたか理解できなかった。しかし言葉を反はん芻すうし、状況の理解に努め、震ふるえそうになる口を開く。

「……『進化の種』に適合した？　も、もしかしてですけど……俺、が？」

「ええ。『進化の種』に適合して『ＥＳ能力者』になりました。本当は『ＥＳ適合者』と呼ぶべきなんですが、一般的な呼こ称しようを考えると『ＥＳ能力者』と呼ぶべきですね」

　もう一人の女性が博孝の言葉を肯こう定ていするが、博孝は思わぬ事態に思考を停止させた。

「あなたの御両親に対しては、既すでに通知がされています。また、あなたが進学予定だった高校に対しても進学を取り消し済みです。あなたにはこれから――」

「よっしゃああああああああああああああああああああ！」

　そして、理解が及およぶと同時に、博孝は咆ほう哮こうを上げながらガッツポーズをした。一度、二度、三度とガッツポーズを決め、両手を天に向かって突き上げる。『Ｆｏｏｏｏｏｏｏ！』と奇き声せいを上げるその様は、周囲から見ればおかしくなったようにしか見えなかった。

　周囲の四人は何事かと視線を交わし合い、その内の一人の男性が気の毒そうな顔をしながら口を開く。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　もしかして、どこか悪いのか？」

　頭がおかしいのか、と聞かなかったのは、彼なりの優しさだったのだろう。博孝はそのことに気づかず、興奮した様子で頭を下げた。

「いえ！　なんでもないです！　話の腰こしを折ってすいません！」

　今なら何の躊ちゆう躇ちよもなく土ど下げ座ざができる。そんな心境で博孝は頭を下げる。

「え、ええ……あなたの状況について説明を行おうと思うのですが……」

「是ぜ非ひともよろしくお願いします！」

　先程説明を行おうとしていた女性がやや引くほどの勢いで、博孝は頷うなずいた。




　詳くわしい説明を行うということで別室に移動した博孝は、一人残った女性と対面していた。深呼吸をして気持ちを落ち着けると、対面している女性に視線を向ける。

「まずは自己紹介を。わたしは第二十陸戦部隊に所属している丸まる山やま清きよ香かと申します。階級は陸りく戦せん少しよう尉いですが……これは特に気にしなくて良いです」

　そう言って女性――清香は小さく頭を下げた。その際、ショートカットの黒くろ髪かみがさらりと揺れる。歳としは二十歳に届くかどうかに見えるが、実際の年齢はわからない。知性と冷静さを感じさせる瞳ひとみが印象的だった。相手の挨あい拶さつに対し、博孝も頭を下げる。

「知っていると思いますけど、俺は河原崎博孝です」

「はい。それではあなたの今後について説明を行います。まず、ご家族や進学予定校にはあなたが『ＥＳ能力者』になったことを通知済みです。所属中学校に対しても通知済みで、あなたは中学校卒業が認にん定ていされました。ここまではよろしいですか？」

「……卒業式とかは？」

「出られません」

　今は二月の半ばだが、残りの学校生活はおろか卒業式にも出られないようだ。友人と別れの挨拶もできないのかと、博孝もその点だけは残念に思う。

　少し落ち込んだ様子の博孝をどう思ったのか、清香は一度咳せき払ばらいをしてから口を開く。

「ＥＳ適性検査で『進化の種』に適合する、あるいはＥＳ能力者の血族がその力を発現していることが確認された場合は国で管理されることになります。これは学校でも習うことですね。あなたは前者、ＥＳ適性検査で『進化の種』に適合しました」

　これは三年ぶりのことです、と清香がつけ足す。その言葉で実感が湧き、再度歓声を上げたくなった――が、清香が冷たい目で見るので博孝は自重する。

「これにより、あなたの身み柄がらは我が国での管理が行われます。もちろん、管理といっても人じん権けんはありますし、お給料も出ます」

「え？　給料も出るんですか!?」

「ええ。『ＥＳ能力者』によって差はありますが、それなりに高給取りですよ？」

　後半は冗談だろうが、それを聞いた博孝は俄が然ぜんテンションが上がるのを感じた。

「やっべ、テンション上がってきた。両親に報告してきて良いですか？　ダッシュで」

「ご家族には通知済みです。それと、外出は許可できません。『ＥＳ能力者』になってすぐの人間が外出したら、一日と経たずどこかの国に拉ら致ちされますよ？　そのあとは……まあ、少なくともこの国よりも良い扱いがされるとは思えないですね」

　冗談半分、脅おどし半分だろうが、釘くぎを刺さされた形になった博孝は笑えない。

『ＥＳ能力者』の数が国際バランスに直結するような時代なのだ。一人でも多くの『ＥＳ能力者』を抱え込むか、あるいは削るべくどの国も必死なのである。

「余よ所その国に連れて行かれるくらいなら……っと、これは脅かすことになりそうですね」

「……そこで区切られると余計に怖いんですが」

　今度は完全に脅しだろうか、と内心で嫌いやな汗あせをかく。自国の脅きよう威いになるのならば、脅威になる前にその脅威をなくしてしまえば良いのだ。

「それで、俺はこれからどうなるんですか？」

『ＥＳ能力者』になれればと思っていた博孝だが、実際になってみると今後の身の振り方がわからない。博孝が尋たずねると、清香は一つ頷く。

「当面は詳しよう細さいな身体検査を行い、問題がなければ『ＥＳ能力者』用の訓練校に入っていただきます。訓練校の受け入れが半年に一度なので、来期の入校になりますね」

「訓練校……学校なんですよね？　軍事施設じゃなくて」

「ええ、もちろん。あなたの年齢なら、次に進学するのは高校になると思います。それと同じと思ってください」

　そう言って、清香が小さく微笑ほほえむ。

（高校と同じって……『ＥＳ能力者』が集まる学校？　うわ、テンション上がるわ）

　表情は変えずに、心の中だけで博孝は喜びの声を上げる。そしてそんな博孝に構わず、清香は話を続けていく。

　家族構成の調査と、これまでの学生生活の考課の確認などが行われること。

　これからは国こく防ぼうを担になう存在として訓練校で教育を受けていくこと。

　訓練校の期間は三年だが、在学中に簡単な任務にも駆かり出されること。

　将来に職業選択の自由はほとんどなく、訓練校卒業後はほとんどの『ＥＳ能力者』が国防のための部隊に配属されること。

　当分は無理だが、外出などが可能になった場合は『ＥＳ能力者』であることがわかるよう常にバッジをつけること。

　後日携けい帯たい電でん話わが支給されるが、これは絶対になくさないこと。

「……詳細な検査前の説明としてはこれぐらいですね。何か質問はありますか？」

　説明を終えた清香が博孝へ視線を向ける。それを受けた博孝は、興味本位で口を開く。

「なんで『ＥＳ能力者』の学校なんてあるんですか？　すぐに部隊とかに放り込んでも良さそうなものですけど……」

　それまでに博孝が知っていた情報に重なる部分もあったが、とりあえずは疑問を口にする。すると、清香は僅かに沈ちん黙もくしてからそれに答えた。

「簡単に言うと、『ＥＳ能力者』としての体に慣れるためです。あなたもこれまでに、『ＥＳ能力者』がどんな存在かは聞いたことがあるでしょう？」

「それはもちろん……あ、空を飛べるんですよね？　俺、子供の頃から、一度で良いから生身で空を飛んでみたいって思ってたんですよ。清香さんも飛べるんですか？」

　目をキラキラとさせながら博孝が言うと、清香は苦く笑しようしながら首を横に振る。

「ある程度以上の技量を持つ『ＥＳ能力者』なら空を飛べますが、わたしは無理です」

「あ、陸戦部隊の人でしたね。どれぐらい時間をかければ飛べるようになるんだろ？」

　どの程度の年月、どれほどの修練を積めば空を飛べるようになるかわからず、博孝は首を傾げた。そもそも、『ＥＳ能力者』になったは良いが、自分がどんな存在に変わったのかもわからない。そのことを問うと、清香は小さく笑う。

「訓練校でもその辺は習いますから、楽しみにしておいてください」

　そう言って小さく微笑む清香に、博孝は頷き返すのだった。




　その後、詳細な検査を受けることになった博孝だが、辟へき易えきとする事態に直面した。常に『ＥＳ能力者』が複数監かん視しにつき、博孝の様子をチェックしてくるのである。

　体調に変化はないか、何か今までに感じなかったものを感じないか、意識ははっきりしているか、等々を一日に何度も聞かれ、その上プライベートな時間もほぼない。

（これじゃあ、検査というよりは重罪人の監視みたいだな……）

　プレッシャーとまでは言わないが、それでも落ち着かない。自分が『ＥＳ能力者』になれたことは喜ばしいが、それとこれとは別である。専任なのか、清香が常に傍そばにいたことは一人の少年として嬉うれしくもあり恥はずかしくもあったが。

　そうやって検査を受けること一ヶ月。これまでの人生で一番長く感じた一ヶ月だったが、それでも検査の終了を告げられた博孝はようやく安あん堵どの息を吐ついた。いくつもの検査室が並ぶ廊下に置かれたソファーに腰を掛け、実際に大きな息を吐く。

　既に三月も半ばを過ぎ、母校では卒業式も終わっている。そのことに悲しみを感じたが、検査を終えた嬉しさも等分に感じた。

「お疲れ様」

　そうやって博孝が感かん慨がいに浸ひたっていると、清香が声をかけてくる。その手には缶コーヒーが握にぎられており、博孝へと手て渡わたしてきた。『ＥＳ能力者』になってからは缶コーヒー程度の熱さでは火傷やけどしないため、礼を言ってからプルタブを開けてすぐに口をつける。

「ああ、これはどうも、ありがとうございます。そういえば、清香さんもこの検査を受けたんですよね？　こんなに大変だったんですか？」

　一ヶ月も拘束されるとは思っていなかった博孝がそう尋ねると、清香は苦笑する。

「わたしは君と違って『進化の種』に適合したわけじゃないから、これだけ長い検査は受けなかったわ……それでも、二週間近くかかったけど」

　最初に話した時とは違う、少し砕くだけた口調で清香が語る。それを聞いた博孝は『そんなものか』と納なつ得とくした。

「これからは、四月の頭から訓練校に入校って流れになるんですよね？」

「そうね。あと二週間か……それまでに護送と入校の準備を済ませる必要があるわね」

「護送、ですか。物々しいですね」

「誘ゆう拐かいされたら困るわ。お互いに、ね」

　そう言ってウインクを一つ向けてくる清香に、初対面の頃は冷たい人なのかと思っていた印象が崩くずれる。意外と茶ちや目めっ気けがある人なのかと、博孝は小さく笑った。

「そうですね。それじゃあ、それまでよろしくお願いします」

　博孝がそう言うと、清香は申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「あー……わたし、護送任務は担当しないのよ。他の部隊の人が割り振られているの」

「そうなんですか？」

「次に会うとすれば、訓練校での任務の指導先がうちの部隊になるか、外出した時に偶然会うかってところね。もしくは、卒業後にうちの部隊に配属されるかだけど」

　そう言って、清香は博孝を見て笑顔を浮かべた。

「それじゃあ、これから頑がん張ばってね。もしも卒業後にうちの部隊に配属されたら、たっぷり可か愛わいがってあげるわ」

　そんな言葉を残し、清香が背を向ける。軍人らしいと言うべきか、あっさりとした別れの挨拶だった。それを聞いた博孝は慌てて立ち上がると、頭を下げる。

「ありがとうございました！　お世話になりました！」

　博孝がそう言うと、清香は肩越しに振り返って小さく苦笑を向けてきた。

「空を飛びたいって夢、応援してるわ。でも、訓練校ではもう少し大人しくしなさいね」

　最後に忠ちゆう告こく染じみた言葉を受けて、博孝も苦笑を返す。

　これから先、清香のようなＥＳ能力を扱う軍人になる可能性が非常に高い。そのことに思うところはあるが、それでも、努力次し第だいで空を飛べるかもしれないのだ。その一点を前にすれば、努力することも惜おしくない。

　博孝は一度だけガッツポーズをすると、これから先の生活に思いを馳はせる。




　――『ＥＳ能力者』、否いな、『ＥＳ適合者』として、様々な苦く難なんが待ち受けていることなど、この時の博孝は考えもしなかった。
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『ＥＳ能力者』のための訓練校は、初めて見た博ひろ孝たかが口を開けて思わず呆ぼう然ぜんとするほどに大きかった。広大な土地を五メートルほどの高さを持つ壁かべで囲い、その壁よりも高く造られた校舎らしき建物や体育館らしき建物が見える。

　ＥＳ保管施し設せつと同様、周囲を巡じゆん回かいしている兵士や『ＥＳ能力者』が存在し、あちこちに監かん視しカメラも設置されていた。

　警けい戒かいの厳げん重じゆうさに緊きん張ちようする博孝だが、学校の正門を潜くぐると感かん嘆たんのため息を吐つく。

　正門から入ってすぐの道は桜さくら並なみ木きになっており、丁度満開となって咲さき誇ほこっていたのだ。道に沿そって等とう間かん隔かくに桜の木が植えてあり、もしも花見ができれば、さぞや人気スポットになるだろうと思わずにはいられないほどの咲きっぷりだった――そのすぐ傍そばに、装そう甲こう車しやらしき物体やら何故か穴あなが開いている武ぶ骨こつな鉄材が置いてなければ、だが。

　五十メートルも進むと視し界かいが開け、やけに大きな運動場へと到とう着ちやくした。直線だけで四百メートル走ができる規き模ぼであり、博孝は再度となるため息を吐く。

　視線を動かしてみれば、同じ広さの運動場がいくつか点在していた。そして、そのすぐ傍に校舎らしき建物や体育館らしき建物、そして二階建てのマンションらしき建物も見えた。さらに、遠くを見てみれば飛行機用の滑かつ走そう路ろらしき場所まで見える。

　博孝を乗せた車は、その中でも最も奥の運動場を目指して走り出す。窓の外へ視線を向けてみると、いくつかの人ひと影かげを見ることができた。博孝と同じく『ＥＳ能力者』であり、世間一般で言うところの先せん輩ぱいなのだろう。

　そうやって博孝が車の中から観察を続けていると、車が徐じよ々じよに減速してマンションの前で止まる。他に車は止まっておらず、博孝は首を傾かしげた。

「ここで降りるんですか？」

「はい。入校は明日になりますので、今日のところはあなたがこれから住む場所の説明になります。まずは部屋に案内いたします」

　そう言うなり車に同乗していた人間の兵士が降り、博孝もそれに倣ならって車から降りて案内されるままにマンションへと向かう。

　マンションは鉄筋コンクリート造りの二階建てで、一階は八部屋、二階は十部屋用意されている。一階の一部屋は大家の代わりに兵士が常じよう駐ちゆうしており、さらに二に十じゆう畳じようほどの談話室も用意されていた。談話室にはソファーやテレビ、飲み物やお菓か子しを販はん売ばいする自じ販はん機きが設置されている。談話室の隣となりには救きゆう護ご室しつと書かれた部屋も設置されていた。

　兵士の案内に従い、博孝は二階へと向かう。そして『２０３』と書かれたプレートがかかった部屋の前で止まると、兵士が鍵かぎを開けて中へと通された。

「おお……」

　部屋に入った博孝は、思わず小さく声を漏らす。マンション自体が大きな造りとなっていたため予想していたが、部屋の中はとても広かった。

　玄げん関かんから入って右手に小さいながらもキッチンがあり、その対面には別々に風ふ呂ろ場ばとトイレが設けられている。風呂場は脱だつ衣い所じよが別になっており、そこには新品の洗せん濯たく機きも置かれていた。

　博孝が部屋の方を覗のぞいてみれば、テレビやベッド、冷れい蔵ぞう庫こやテーブル、簞たん笥すなどが置かれている。部屋の広さ自体は十五畳近くあり、博孝の実家の部屋よりも二倍以上広かった。クローゼットも備えつけられており、ベランダも用意されている。

「え？　あの、ここに住むんですか？　俺おれ一人で？　ルームメートとかはなしで？」

「はい。一人暮らしになります」

　部屋の広さ的に、もう一人ぐらいは住めそうだった。そんな部屋に一人で住んで良いと言われ、博孝は少しばかり及および腰ごしになる。

「鍵はこちらです。なくした場合は速すみやかに常駐している兵士へ報告を。私し物ぶつなどは実家から送っていただいでも良いですが、検けん閲えつが入りますのでご注意ください」

　手渡された鍵を怖こわ々ごわ受け取り、博孝は手の中の鍵を見つめる。いずれ一人暮らしをすることがあるかもしれないと思っていたが、ここまで早まるとは思っていなかった。

　兵士は部屋の中に入ると、簞笥やクローゼットを開ける。

「当面着る下着や訓練着、制服はここに入っています。それと、こちらを」

　そう言いつつ、兵士が簞笥の上段から小さな段だんボール箱を取り出す。蓋ふたを開けると、中から手の平よりも少しばかり大きい携けい帯たい電でん話わが出てきた。濃こい緑一色で、折りたたむことはできそうにない。長方形の液えき晶しようディスプレイやボタンが配置されているが、一見しただけで頑がん丈じようだとわかるほどゴツい造りだった。

「衣服が破損したり足りなくなったりした場合は、こちらの携帯電話から『服ふく飾しよく』という名前のメールアドレス宛あてにご一報ください。名前や部屋番号、必要な物の数量を書いて送信していただければ、早くて当日、遅くても三日以内に届きます」

「これでメールを送ったら届けてもらえるんですか？　もしかして、無料で？」

「はい。全て支給品となります。ただし悪戯いたずらで発注すると給料から天引きされるのでご注意を。もっとも、届ける際に破損したものと交こう換かんするのであまりないことですが」

　携帯電話を手渡され、博孝は思わず携帯電話に視線を向けた。

「頑丈そうですね」

「小しよう口こう径けいの拳けん銃じゆう程度なら、直撃を受けても動作に支し障しようがない造りになっています」

　鈍どん器きになりそうだ、と心中だけで呟く博孝。兵士はそんな博孝に構わず、話を続ける。

「携帯電話が故こ障しようした場合は、速やかに近くにいる兵士もしくは『ＥＳ能力者』に報告してください。ＧＰＳが積まれているため、故障する、電でん源げんが切れるなどした場合は、所有者に何かがあったものとして付近の『ＥＳ能力者』が急行します。また、防衛、保護の観点からも常に携帯電話を所有することが義ぎ務むづけられています」

「それはまあ、なんというか……首輪みたいなものですかね？」

　思わず博孝がそう言うと、兵士は苦く笑しようした。

「訓練生のうちは、誘ゆう拐かいされる危険性もありますからね」

　そう言われて、博孝は再度手に持った携帯電話へ視線を向ける。

（これ一つ作るのに、一体いくらかかるんだろう……）

　純じゆん粋すいな疑ぎ問もんから、そんなことを考えた。画面を起動してみると白黒ではなくフルカラーであり、高い解像度のディスプレイが使われていることが理解できる。適当に番号を押してみると画面に数字が表示され、普通の電話としても使えるようだった。

「これって、実家に電話をかけても良いんですか？」

　ＥＳ適性検査を受けてから二ヶ月近くが経過しているが、いまだに両親と連絡が取れていない。通知が行われたと聞いたが、そろそろ両親の声が聞きたかった。

「ご家族が心配だというのはわかりますが、『ＥＳ能力者』の場合、身内が誘拐される可能性もあります。そのため、住所や電話番号なども変更していまして……」

「そうなんですか……って、それじゃあ連絡がつかないじゃないですか!?」

　理解するのに数秒を要したが、それでも博孝は両親が置かれた状じよう況きよう――自分が原因で引っ越しをさせられたのだと悟った。

「うわー……父さん、引っ越したら職はどうなるんだろ。まさか、無職になってる？」

　母親は専せん業ぎよう主しゆ婦ふのため影響は大きくないだろうが、父親は別だった。息子が『ＥＳ能力者』ということで、住所だけでなく職すらも変わっている可能性がある。さすがにこれは問題だと思った博孝だが、説明をしていた兵士は小さく微笑んだ。

「安心してください。引っ越しも無事完了し、職の方も国からの紹介で新しいものになっています。電話番号については……」

　兵士が博孝から携帯を受け取り、操作をしてアドレス帳が表示される。その中には博孝の両親の名前が登録されていた。

「この番号にかければ連絡できますよ。ただ、『ＥＳ能力者』には機き密みつ保ほ持じの義務が課せられるので、その点はご注意ください」

「……驚かさないでくださいよ。あと、機密保持？」

「はい。まあ、親子として話す分には何も問題ありません。『ＥＳ能力者』として知り得た情報などを漏らさなければ、特に問題はないです」

「ついうっかり喋しやべってしまった場合は？」

「内容の程度によりますが……最悪」

　兵士はそこで言葉を切り、肩かたを竦すくめた。それを見た博孝は、下へ手たなことを口にしないよう心に誓ちかう。自分だけで済めば良いが、情報を話した相手も罰せられそうだった。

「携帯電話については付属の説明書を読んでください。一緒の箱に『ＥＳ能力者』の扱いや訓練校に関する資料も入れてあるので、そちらも。もう少しすれば携帯電話に明日の入校に関して指示が来ると思いますので、あとはそれに従したがってください」

「わかりました」

「あと、今日のところはこの部屋から出ることができませんのでご了承ください。食事については後のち程ほど弁当が届けられますので……それでは、小しよう官かんはこれにて失礼します」

　本日は外出禁止と口にした兵士は、敬けい礼れいしてから部屋を出ていく。他の『ＥＳ能力者』と接触させないためだろうと判断した博孝は、非常に広く感じられる部屋の隅すみに設置されたベッドに腰を掛け――とりあえず、両親に電話をかけることにしたのだった。




　久しぶりとなる両親との会話を終えた博孝は、携帯電話をテーブルに置き、携帯電話の説明書と『ＥＳ能力者』の扱いや訓練校についてまとめられた資料を手に取る。

　博孝は携帯電話の説明書を開くが、基本的には兵士から聞いたことを詳しよう細さいに書いてあるぐらいで目新しい情報はなかった。それならば、と『ＥＳ能力者』の扱いや訓練校の施設についてまとめられた資料を開いてみる。

　外出の際は申しん請せいすること、民間人がいる場所でＥＳ能力を使用しないこと、『ＥＳ能力者』の証あかしとして支給されるバッジを身につけることなどが記き載さいされている。ただし、外出については訓練生になって当面は禁止、民間人がいる場所でのＥＳ能力の使用については有事の際は除のぞくとなっていた。バッジについては、支給されるのは入校してから一定期間が経たってからとなっている。

「有事の際？」

　一体どんな状況を指すのかとページを捲めくってみれば、〝敵性の『ＥＳ能力者』に遭そう遇ぐうした場合〟、〝駆く除じよすべき『ＥＳ寄き生せい体たい』に遭遇した場合〟、〝自身の身に危き険けんが及ぶ場合〟、〝民間人に危険が及ぶ場合〟となっていた。

「『ＥＳ寄生体』？　ああ、そっか。『ＥＳ能力者』の仕事ってそっちが基本だよな」

『ＥＳ寄生体』という単語を目にした博孝は、苦笑しながら呟く。

『ＥＳ能力者』が出現して以来、いつしかＥＳ能力を持つ動植物も出現しており、それらを総そう称しようして『ＥＳ寄生体』と呼んでいる。

『ＥＳ能力者』の基本的な仕事は、人が住まない場所に発生する『ＥＳ寄生体』に対する警戒や駆除だ。『ＥＳ寄生体』は『ＥＳ能力者』と同じく遺い伝でんで増えることもあるため、世界各地で発見されていた。ただし、その発はつ祥しようについては不明だが。

　自身の知識を補ほ足そくする部分、新たに知る部分があり、博孝は集中して読みふける。一時間ほどかけて資料に目を通した博孝は、今度は訓練校に関する資料を開く。

　訓練校については入校から卒業まで三年となっており、一般の高校と同じらしい。身分は『ＥＳ能力者』でありながら、高校生扱いされると書かれている。驚いたのは、ＥＳ能力だけでなく普通の高校と同じように一般科目の授業もあることだろう。

　施設の説明については、一期生ごとに校こう舎しやと運動場、体育館と寮りようが与えられているとのことだった。校舎には職員室や教室だけでなく、食堂や売店も用意されている。

　同期の生徒次し第だいで学生生活がどうなるか決まるが、さすがに資料にも入校生の人数や素す性じようについては書かれておらず、こちらは実際に顔を合わせてみないとわからない。

　そうやって博孝が資料を読みふけっていると、携帯電話から『ピー』という機械音が連続して上がる。それを聞いた博孝は携帯電話を手に取った。

　そこにはメールで明日の九時に教室にて入校式を行うこと、十分前に案内の兵士が来ることが書かれており、博孝は画面を送って必要な物をチェックする。

「えーっと、とりあえず制服を着ていけば良いのか……」

　朝食は朝の八時に弁当が届けられるとも書かれており、メール画面を閉じた博孝は携帯電話をテーブルの上へと置く。明日から本当に『ＥＳ能力者』としての生活が始まるのだと理解して、嬉うれしいような、不安のような感情を覚えた。

　明日の入校式でどんな人と出会うのか。それを楽しみに思う気持ちを頭の片かた隅すみに移動させて、博孝は再度資料を読みふけるのだった。




　翌朝、時間通り八時に届けられた弁当を平らげ、ペットボトルのお茶で食後の一服を終えた博孝は、訓練校の制服に着き替がえていた。

　制服は全体的に焦こげ茶ちや色で統一されており、ところどころに金茶色のラインが入っている。カッターシャツを着た後は上着を羽織り、前部分をファスナーで閉め、その上からボタンで留とめた。頑丈な生き地じを使っているのか、ちょっとやそっとでは破れそうにもない。携帯電話用のホルスターも用意されており、携帯電話を差し込んでベルトから吊つるした博孝は鏡かがみに映うつった自分の姿すがたを見る。

「うん、似合ってねぇ」

　鏡にはにやけ顔の少年が映っており、博孝は似合っていないと断じた。これからの生活を思うと、多少ならず期待感が刺し激げきされるのだ。自身が『ＥＳ能力者』になっても『ＥＳ能力者』に対する憧あこがれは消えておらず、博孝は自制するために深呼吸をした。

（調子に乗らないようにしないと……）

　テンションが上がると、後先を考えずに行動してしまうことがある。博孝はその傾けい向こうが強く、中学校時代もそれで苦労したのだ。自業自得だが。

　用意されていた洗面用具で歯は磨みがきを済ませると、八時五十分になって案内の兵士が呼びに来た。兵士に従って校舎まで移動する途と中ちゆう、博孝は自分と同じように移動する人達の姿を見かける。博孝が見たところ、男女の比率はほぼ同じ。年齢も博孝と同じようで、ほとんどの少年少女が顔に緊張を浮かべながら歩いていた。

　博孝は表面上いつも通りだが、内心は徐々に興こう奮ふんから緊張へと傾かたむいてきている。それでも周囲の少年少女よりは余よ程ほど気楽な顔つきで歩き――ふと、その視線が吸い寄せられるように一人の人物へと移動した。

　おそらくは少女なのだろう。背を向けているため顔は見えないが、腰まで届きそうな黒くろ髪かみを白いリボンでポニーテールにしている。女子の制服として、男子用の制服をワンピース型にしたような服を身に着けていた。男子の制服とは異なり、首元から胸むな元もとにかけてオレンジ色のスカーフが垂たれている。

　しかし、博孝が目を惹ひかれたのは外見ではない。目に見えない、圧あつ迫ぱく感かんのようなものを覚えたのだ。真まっ直すぐに伸びた背せ筋すじに、一定で進む歩調。まるで抜ぬき身みの刃やいばを首筋に当てられたような気分にもなるが、不思議と怖くはない。













「へぇ……あれも今日から御ご同どう輩はい、と」

　感嘆混じりに口笛を吹ふき、博孝は視線でその後ろ姿をなんとなく追う。

（背中で語るってわけじゃないけど、なんともまあ物ぶつ騒そうな感じがするお嬢じようさんだこと）

　自分の年齢を棚たなに上げ、そんなことを思う博孝だった。




「入学おめでとう。私はこの訓練校の校長、大おお場ば恵けい次じだ」

　教室に案内され、席がすべて埋うまるなり入室してきた男性は、そんな言葉を皮切りに話を開始していた。

　白髪しらが混じりの髪に、意志の強さを宿す瞳ひとみ。年齢は六十歳を超えているように見えるが、それなりに引き締まった体たい軀くがそれよりも若く見せる。人の前に立つことに慣れているのだろう、堂々とした態度で教室に揃そろった少年少女を見渡していた。

「第七十一期、総勢三十二名を無事迎むかえ入れられたこと、嬉うれしく思う。君達はこれから三年間、この学校で様々なことを学んでいく。『ＥＳ能力者』としての技能や知識、将来を見越して部隊の一員としての連れん携けい行こう動どうの習得、そして簡かん易いな任務を行っていくことになる」

　さすがに身振り手振りは交えないが、それでも人の心に訴うつたえかけるような声だった。一度聞いたら忘れないような、感情のこもった声である。

「世間では『ＥＳ能力者』を兵器だなんだと騒ぐ声もあるが、私はそんなことはないと思っている。君達は『ＥＳ能力者』だが、同時に一人の子供だ。私にできることは、そんな諸しよ君くんを守り、育てていくことだ」

　校長――大場は教室中の訓練生の顔を見回し、少しだけ語調を柔やわらかいものにする。

「私から君達に望むことは二つだ。一つは、決して命を投げ出すような真ま似ねをしないこと。そしてもう一つは『ＥＳ能力者』として、人間として悔くいの残らないよう生きてほしいということ。この二つだ」

　そこまで言うと、大場は一転して笑みを浮かべた。

「さて、長話は年寄りの特権だが、あまりに長いと嫌われてしまうからここまでにしておこう。私は訓練校の中央にある教員用の校舎にいることが多い。何か相談事があったら、遠えん慮りよなく来なさい。ああ、恋愛相談も受け付けているからね？」

　最後の一言は冗じよう談だんか、本気なのか。教室の中でもところどころで笑い声が上がる。大場はその笑い声を受けて満足そうに頷くと、教室の扉とびらに視線を向けた。

「それでは、砂すな原はら君」

「――はっ」

　短い返事が響ひびくと共に、教室の扉が音を立てて開かれる。そして一人の男性が教室に足を踏み入れ、教きよう壇だんへと上がった。

「俺は教きよう官かんの砂原浩こう二じ。階級は空くう戦せん軍ぐん曹そうだ。ヒヨコどころか殻からが割れていない卵たまごに過ぎん諸君らを、『ＥＳ能力者』として鍛きたえるのが仕事だ」

　そう言って壇上から博孝達を睥へい睨げいするその男は、鍛え上げられた鉄のような印象を振り撒まいていた。短く刈かり上げた黒髪に、百八十センチを超える身長。席に座った博孝達を見回す視線は鋭く、知らず博孝の背筋も伸びる。

　一般人が知り合う教師と違い、『ＥＳ能力者』を育てるための教官だ。その物もの腰ごしからも、生半可な人間ではないことが窺うかがえた。藍あい色いろの野戦服を身に纏まとっているが、服の上からでもその肉体が鍛え上げられていることが推すい察さつできる。

　見た目は三十代手前といったところだが、『ＥＳ能力者』になれば外見的な成長が著いちじるしく遅れる。そのため、見た目通りの年齢ということはないだろう。

「大場校長が仰おつしやったように、諸君らはこの訓練校で三年間生活する。訓練校については部屋で資料を読んでいるだろう。そのため、まずは訓練校での規則について説明を行う」

　砂原はそう言って生徒達に背を向けると、黒板に向かってチョークを走らせ始める。

「さて、諸君らがこれから生活していくに当たって重要なことは三つだ。一つ、教官の言うことには必ず従え。一つ、無断外出をするな。一つ、訓練校には他の期生の訓練生がいるが、彼らへの無意味な接触をするな。これら三つは必ず守れ」

　何か質問は、と砂原が尋ねた。それを聞いた博孝はすぐさま手を挙げる。

「はい先生！　じゃないな……えっと、教官？」

「ああ、教官と呼びたまえ」

「では教官、その三つのルールの意図はなんですか？　破ったら罰ばつ則そくはあるんですか？」

　説明がないのならば聞けということだと判断して、博孝は尋ねた。砂原はその質問に対して一つ頷くと、ニヤリと笑ってみせる。

「一つ目のルールに関しては、諸君らに上位者からの命令を徹てつ底ていさせるためだ。これを破ったら、俺が直々に指導を行う。二つ目のルールについては、諸君らの身を守るためだ。これを破ると、下手すれば脱だつ走そう扱いになるぞ。三つ目のルールについては、これも諸君らの身を守ることにつながるな。まあ、罰則はないが」

　一つ目のルールについては、博孝も納得できた。『ＥＳ能力者』はいずれ国こく防ぼうの要かなめとして、軍組織に入る可能性が高い。そのため、今の内に軍組織の統制について学ぶのだろう。そして二つ目のルールについても、誘拐される云うん々ぬんと清きよ香かに脅おどされた博孝には理解できた。しかし、三つ目のルールについては理解できない部分がある。

「罰則はないんですか？　それなのに、無意味な接触は駄だ目めと」

　どういうこっちゃ、と博孝は首を捻ひねった。すると、博孝の隣に座っていた少女が挙手をする。眼鏡めがねをかけた、どこかオドオドとした雰ふん囲い気きを持つ少女だった。

「つ、つまりそれは、教えを乞こうといった意味のある接触は問題がない、という解かい釈しやくで合っていますか？」

　少女がそう言うと、砂原は片かた眉まゆを上げた。

「その通りだ。相手は諸君らよりも、少なくとも半年は長く『ＥＳ能力者』として生活している。学ぶこともあるだろう。もっとも、それだけで済むかはわからんがな」

　そう言って、砂原は意地悪く笑う。少女はその笑みを受けて、少しだけ怯おびえたように視線を逸そらした。博孝はそんな少女と砂原の表情を見て、再度挙手する。

「ないとは思いたいんですけど、その先輩方が俺達後輩にちょっかいを出してきた場合は？　具体的に言うと、喧けん嘩かを売られるとか」

「そういった事態の対たい処しよを学ぶという意味では有効だろう。ああ、なんなら叩たたきのめしても構わんぞ？」

「うぇ……いや、平和主義なんで遠慮しますわ」

「そうか。まあ、殺しさえしなければ多少の喧嘩は問題ない……が、可能な限り教官に届け出ろ。実戦形式の模も擬ぎ戦せんという形で決着をつけさせてやる」

　そう言って、砂原は迫はく力りよくのある笑みを浮かべた。獰どう猛もうと形容できそうなその笑顔に、博孝は降こう参さんするように両手を上げる。

　砂原は他に質問がないことを確認すると、食事は校舎の食堂もしくは売店を利用すること、購こう入にゆうの際は携帯電話の読み取り機能で支払いができることなどを伝える。他にも細々とした説明があったが、それほど重要なことはなかった。

「それでは、これから自己紹介をしてもらう。何もなければこれから三年間付き合っていくクラスメートだ。しっかり覚えろ。自己紹介後の質問も許可する」

　入学時やクラス替え時のオリエンテーションのようなものか、と気楽に考える博孝。しかし、砂原の視線が自分へ向いたことで背筋を伸ばした。

「まずは男子からいくか。名前の順番でいけば河か原わら崎ざき、お前が最初だ」

　名前を呼ばれて博孝は椅い子すから立ち上がり――砂原へと視線を向けた。

「教官、ここはトップバッターとして場を温めるためにボケるべきでしょうか？」

「……滑すべっても良いのなら好きにしろ。その発言自体がボケたようなものだろうが」

「わかりました。それでは真ま面じ目めに……」

　そう言いつつ、博孝はこれからクラスメートになる少年少女達へ視線を向けた。どうやら博孝の発言はあまり好意的に受け取られなかったようで、いささか視線が冷たい。

「ちょ、やめて、俺はそんな目で見られて喜ぶ趣しゆ味みはないんで、勘かん弁べんしてっ」

　視線の冷たさに耐えかねてそんなことを口走ると、一部の生徒からの視線がますます冷たくなったように感じられた。博孝は視線から逃のがれるように身を捩よじっていたが、さすがに砂原から注意が飛びそうだったので姿勢を正す。

「まあ、今のは冗談ですから！　本当に俺、そんな趣味ないですから！　いたって普通の十五歳ですから！　というわけで俺、河原崎博孝です。将来の夢はＥＳ能力で空を飛ぶこと！　呼ぶ時は名字でも名前でも良いから、気軽に話しかけてくれよな！」

『というわけで』とはどういうわけだ、という視線がいくつか飛んできたが、それに耐えながら博孝は自己紹介を終える。残念ながら、質問はされなかった。それでも、一仕事終えたと言わんばかりに満足した表情で博孝は椅子に座る。

　これで他の人は気軽に自己紹介をするだろうと、場を温めたつもりになった博孝である。しかし、博孝以外の男子は当たり障さわりのない、いたって普通の自己紹介をしていく。

（――あれ？　これって、俺だけ孤こ立りつするオチじゃね？）

　入学早々から調子に乗るんじゃなかったと若じやつ干かん後こう悔かいするが、後の祭りである。思わず博孝が頭を抱えていると、砂原から名前を呼ばれて次の男子が立ち上がった。

「俺、武たけ倉くら恭きよう介すけっす！　年齢は十五歳。趣味はゲームで、好きな食べ物は鶏とりのから揚あげ。良かったら恭介って呼んでほしいっす！　これからヨロシク！」

　教室中に響くほどの声で自己紹介を行う少年――恭介に、周りからまばらな拍はく手しゆが上がる。身長は博孝よりも若干高く、百七十五センチを超えているだろう。染めているのか地毛なのか、適度に伸びた濃い赤茶色の髪と少年らしい潑はつ剌らつとした笑顔が印象的だった。

　博孝はどこかシンパシーを――具体的に言うと、『あ、こいつとは仲良くなれそう』という直感を覚えた。

　そんな博孝と恭介の視線が不意にぶつかり合い、恭介も同じことを考えていたのか両者は同じタイミングでサムズアップをする。博孝は立ち上がると、無言のまま恭介に握あく手しゆを求めた。そして、いつの間に移動したのか砂原が両者の頭ず蓋がいに拳げん骨こつを落とす。

「仲が良いのは結構だが、場を弁わきまえろ」

　冷たさを通り越して凍こおるような声でそう言われ、博孝と恭介は何度も頷く。それと同時に多少なりとも笑い声が上がり、博孝は安心したように椅子に座った。

　そうやって男子生徒の自己紹介が進むと、今度は女子生徒の番になる。まずは博孝の隣の女子――先ほど博孝と共に砂原に質問をした少女が名前を呼ばれて立ち上がった。

「あ、あの、その……岡おか島じま里り香か、です。十五歳、です。よろしく……お願いします」

　先程と同じようにオドオドとした態度で少女――里香が自己紹介を行う。

　栗くり毛げ色いろのボブカットの髪に、黒色のフレームの眼鏡。百五十センチを僅わずかに超える身長は非常に細く、強く抱きしめればそのまま折れてしまいそうな印象があった。俯うつむきがちに喋るその姿は、気弱そうにも見える。柔らかく膨ふくらんだ髪の中には一ひと房ふさにまとまった三つ編みが垂れているが、本人の気き性しようを反映するように頼たよりなく揺れていた。

　もっとも、先ほど砂原に質問をした姿を見るに、本当に気弱な人間なのかと博孝は疑問を覚える。本当に気弱な人間なら、あの場でも黙だまっているだけだろう。

（しかし、何か質問したらそれだけで卒そつ倒とうしそうだなぁ……）

　クラスメートとして名前と顔は覚えたが、関わる機会があるのか、とも思う。周囲から質問もなく、里香は俯きながら椅子へと座った。

　その後は普通の自己紹介が続いていくが、次に立ち上がった少女を見て博孝は僅かに目を見開く。そこにいたのは、校舎に来る際に見かけた白いリボンの少女だった。

「……長は谷せ川がわ沙さ織おりよ」

　ぶっきらぼうに、それだけを口にする少女――沙織。だが、ぽつりと呟かれた『長谷川』という名字に、教室の中が僅かにざわめく。そこまで珍めずらしい名字ではないが、『ＥＳ能力者』で『長谷川』という姓せいを持っているのならば、その出自に目星がついた。

　博孝よりも先に恭介が挙手をすると、沙織に対して質問をぶつける。

「はいはーい！　長谷川さんに質問っすけど、『武ぶ神しん』さんの身内っすか？」

『武神』――長谷川源げん次じ郎ろう。日本の『ＥＳ能力者』でも最も有名な人物だ。世界的に見ても最初期の『ＥＳ能力者』であり、現在の日本は彼の存在があるからこそ成り立っていると言う者もいるほどで、日本の国防においては最強の矛ほこにして盾たてである。

　この国では子供でも知っている有名人であり、沙織はそんな『武神』の血けつ縁えん者しやかもしれない。深い興味を惹かれ、博孝は少女に観察の視線を飛ばす。

　身長は博孝より十センチ近く低く、顔立ちは整っているものの、やけに鋭するどい雰囲気を持っている。博孝から見ても、必要以上に刺とげ々とげしい態度としか思えない。

「――それが、なにか？」

　睨にらむという形容すら超えた、抜身の刃のような鋭い視線。その視線を受けた恭介は手と首を横に振り、最後には腰を九十度に折って音が立つほどの勢いで頭を下げた。

「あ、や、なんでもないっす！　失礼しましたー!?」

　このままいけば土ど下げ座ざでもしそうなその勢いに気が削そがれたのか、沙織は尖とがった気配を僅かに緩めて視線を外す。恭介は『ちょーこえーっす。でもあのツンツンっぷりはなかなか……』などと呟いているが、気にしない方が良いだろうと博孝も視線を外す。

　ある意味、非常にインパクトのある自己紹介だったと一人頷いていると、今度は目を惹かれる女性が椅子から立ち上がった。

「松まつ下した希のぞ美みです。みなさん、これから三年間よろしくお願いしますね」

　そう言って丁てい寧ねいな物腰で頭を下げる女性――そう、女性だ。

　周囲に座る少年少女にはない落ち着いた物腰。その所作は大人びており、積み重ねた時の数が違うのだろうと思わせる。背中まで伸びた茶色の髪と、博孝達に比べれば成長した面おも差ざし。それらを見れば、希美と名乗った女性が年上であることは明白だった。

「あの、おねーさん。同い年じゃ……ないですよね？」

　思わず博孝が尋ねた。すると、希美は苦笑しながら頷く。

「ええ。わたしは三年前のＥＳ適性検査では引っかからなかったんだけど、今回の適性検査でＥＳ能力の発現が認められたの。だから、あなた達の三歳年上になるわね」

「へぇ……そうなんですか」

　穏おだやかな笑みを返され、博孝は頰ほおを掻かく。すると、今度は恭介が挙手をした。そして、真しん剣けんな表情に変わる。

「松下さん……いえ、希美さん。年下の男の子に興味はあったりするっすか？」

　恭介がキリッとした顔で尋ねると、希美は頰に手を当てて困ったように微笑んだ。

「あらあら、年上をからかったら駄目よ？」

「からかうなんてとんでもないっす！　あとできたらスリーサイズを――」













　最後まで言うよりも早く、再度砂原の拳骨が恭介へと落とされた。鈍器で殴ったような音が教室内に響き渡り、沈黙が訪れる。博孝も思わず聞きたくなるぐらい女性的なプロポーションだったのだが、さすがに自重をしていたのだった。

　そうやって、クラス全員の自己紹介が終わる。砂原は時間を確認すると、未だに蹲うずくまっている恭介を無視して口を開く。

「言い忘れていたが、昼の休きゆう憩けいは十二時から一時までだ。そろそろ十二時になるので、ひとまずこれで解散とする。一時になったら今度はグラウンドに集合すること。以上だ」

　それでは解散、と告げて砂原が教室から出ていく。

　それを見送った博孝は、とりあえず恭介を介かい抱ほうする作業に移るのだった。




　第七十一期訓練生の倍の人数は入れそうな食堂で昼食を終えた博孝達は、砂原の指示通りに午後一時、正確にはその五分前になると校舎前のグラウンドに集合していた。

「しかし、グラウンドで何をするんだろうなぁ……」

「アレっすよきっと、体力測定！　五十メートル走とか幅はば跳とびとか！」

「いやいや、さすがにそれはないだろ。俺らは良いけど、女子とかスカートだぜ？」

「でも、それが良いんじゃないっすか？」

「はははこのスケベめ」

「あ、それは心外っすよ!?　というか、博孝も絶対同じことを考えたからスカート発言したんじゃないんすか!?」

　博孝は自身が予想通り意気投合した恭介と気楽な会話をしつつ、砂原の到着を待つ。

「ところでさー、恭介の地元ではそんな喋り方が流は行やってるのか？」

　舎しや弟てい口く調ちようとでも言うべきか、恭介は妙みような話し方をする。もっとも、頭に似え非せがつきそうな舎弟口調だ。そんな博孝の質問に、恭介は困ったように笑う。

「いやー、俺、中学の部活がバリバリの体育会系だったんすよ。その時先輩から厳きびしくされたんで、常に敬語で話すようにしてるっす」

「……それ、間違っても敬語じゃないからな？」

「うぇっ!?　マジっすか!?」

　博孝のツッコミに、心底驚いたと言わんばかりに目を見開く恭介。体育会系的には敬語なのだろうかと不思議に思うが、博孝がいた中学校では日頃からそんな喋り方をしていた体育会系の知り合いがいないので、確信は持てない。

「時と場合を弁えてれば良いんじゃね？」

「そうっすよね！　今更この口調を変えるのも、それはそれで面倒っす！」

　そう言って笑う恭介に対して笑い返しつつ、博孝はそれとなく周囲の様子を窺う。

　博孝達の周りでは、博孝と恭介のように談笑に興じている者の姿がいくつか見えた。中でも希美は年齢と人柄からか、三人ほど女子生徒が傍に寄ってあれこれと質問をしている。反対に、沙織や里香などは一人で立っているだけだった。

　沙織は周囲との関わりを断たつように、腕組みをしながら目を瞑つぶっている。その雰囲気に押されたのか、何人か話しかけようとして失敗していた。

　里香は周囲の人間に話しかけようとしているが、生来の性格が原因なのか、それも上手くいっていない。

　折せつ角かくだから話しかけてみようかと博孝は思ったが、それよりも早く、砂原がグラウンドに姿を見せた――何故か、武装した兵士を三人ほど連れて。

「整列！」

　そして、怒ど号ごうに近い声が上がった。空気を震わせるようなその声を聞いた博孝達は、喋っていた口を閉ざして慌てて三列横隊で整列する。砂原はそんな博孝達の様子を見て満足そうに頷くと、時間が午後一時になっていることを確認して口を開く。

「では、これから午後の授業を行う。もっとも、授業といっても新入生向けのオリエンテーションのようなものだ。気楽にしていろ」

　ニヤリと笑う砂原。それを見た博孝は、気楽にできる雰囲気ではないと嘆たん息そくする。

「まず、諸君らには『ＥＳ能力者』がどんな生き物なのかを理解するところから始めてもらう。そうだな……河原崎、ちょっと前に出ろ」

「え？　俺ですか？」

　嘆息したのを咎とがめられたのかと驚く博孝に、砂原は僅かに眉を動かした。

「一回目だからうるさくは言わんが、そこは『はい、教官』だ。訓練校ならまだ大目に見てやれるが、任務の際や卒業後に正規部隊へ配属された時に指導が入るぞ？」

「う……はい、教官！」

　指導とやらの内容がどんなものかわからないが、決して楽しいものではないだろう。博孝ができる限り大声で返事をすると、砂原は満足そうに頷く。

　上位者の命令は絶対だった、と博孝は自身の失敗を悟る。訓練校のため多少は大目に見てもらえるようだが、注意が必要だろう。これが通常の軍隊の訓練校だったら更なる徹底が必要なのだろうが、『ＥＳ能力者』は訓練校の段階ではまだ一般の高校生と同じ扱いになるのだ。それが理由なのか、砂原の雰囲気にもまだ柔らかさがある。

「では……そうだな、そこでは少し場所が悪い。そこへ立て」

「はい、教官」

　他の生徒から離れた場所を指差され、砂原に背を向けて駆け足で移動する。距離は砂原から五メートルも離れていない。そして指定された場所に立ち、砂原へと振り返り。

「――え？」

　何故か、黒い銃じゆう口こうが博孝に向けられていた。

（え？　なに？　モデルガン？　エアーガン？　つーか、なんで銃口がこっちを向いて）

　パァン、という乾かわいた音で、博孝の思考が遮られる。そして音が届くのとほぼ同時に、博孝は額ひたいに衝しよう撃げきを感じて真後ろへと倒れた。

「きゃああああああああああっ!?」

　成り行きを見守っていた生徒、特に女子生徒から悲鳴が上がる。なにせ、目の前でいきなり発はつ砲ぽうされたのだ。それも、今日新しくクラスメートになった男子生徒へ、である。

　狙ねらいは正確に、額のど真ん中。片手で拳銃を保持していたにもかかわらず、微み塵じんのズレもなく博孝の額を撃ち抜いた。

「ぎゃああああああああああああああああああああああ！」

　額を撃たれた博孝は、悲鳴を上げながら地面をのたうち回る。両手で額を押さえながら、跳はねる魚のような動きで地面を転げた。それを見た恭介は慌てたように駆け寄る。

「ひ、博孝！　大丈夫っすか!?」

「き、恭介か……俺の家族に伝えてくれ……幸せな人生でした、と」

「さすがにそれは荷が重いっすよ!?　ってかなんで頭を撃たれて喋れるんっすか!?」

「寸すん劇げきはいいから立て。服が汚れているぞ？　土を払いたまえ」

　そうやって騒ぐ博孝と恭介に対し、砂原から冷たい声がかかった。博孝は言われた通り立ち上がり、服についた土を手で払い――そこで我に返って砂原に詰め寄る。

「『立て』じゃないですよ!?　なんでいきなり撃たれにゃいかんのですか!?　危うくチビるかと思いましたよ！　やっべ、マジでチビってねえかな……うん、セーフ！」

　衝撃的過ぎて漏らしていないかと一瞬だけ心配した博孝だが、問題はなかった。対する砂原は、抗こう議ぎする博孝を見て僅かに驚いたような顔をする。

「河原崎は本当に元気が良いな。これは新入生の恒こう例れい行ぎよう事じなんだが、撃たれた直後でそんなに元気の良い者は初めて見たぞ。武倉も、河原崎が撃たれたのによく動けたな」

　そう言いつつ、砂原は手に持っていたノートに何事かを書き込む。そして博孝に列に戻るよう言うと、博孝が立っていた付近へとしゃがみ込んだ。

「さて、諸君らも見た通りだ。口で言うより見た方が早い。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずというやつだな。我々『ＥＳ能力者』はこの通り――」

　喋りながら、博孝の額に命中した弾だん丸がんを拾い上げる砂原。そして、先せん端たんがひしゃげたその弾丸を生徒たちへと見せる。

「拳銃の弾丸程度では傷一つもつかん。衝撃ぐらいはあるが、それも僅かだ。まあ、それはあくまで諸君らに限った話であって……おい」

「はっ。失礼します」

　立ち上がった砂原に向けて、控えていた兵士の一人が拳銃を抜く。そして砂原に向けて発砲した――が、砂原は微動だにしない。

「このように、ある程度熟練の『ＥＳ能力者』ならば衝撃すら感じない。さすがに対戦車ライフルなどを持ち出されると多少の衝撃はあるが、そうそう当たらんしな」

　そこまで言うと、砂原は博孝へと視線を向ける。

「で、どうだ河原崎。撃たれた感想は？」

「ビックリしましたよ……でも、衝撃はあったけど痛くはなかったですね」

　博孝の言葉を聞いて、砂原は何度も頷く。

「河原崎の言った通り、『ＥＳ能力者』ならば弾丸程度は問題ではない。諸君らでも、衝撃は感じても痛みは感じないだろう。そして次に……折角だ、武倉、前に出ろ」

「は、はいっす、教官！」

「……まあ、いい。とりあえず前に出ろ。そして肩幅に足を開いて直立していろ」

　砂原に言われ、恭介は三歩ほど前に出て足を肩幅に開く。すると、それを見て兵士の一人が前に出た。その手には何故か大型の槌つちを持っており、恭介は顔を引きつらせる。

「あの、教官……なんか、餅もちつきどころかコンクリートの壁を破は壊かいするのに使えそうなものが出てきたんっすけど……」

「拳銃より、こちらの方が見た目のインパクトがあるだろう？　動くなよ」

「そんな問題じゃないっすよ!?　あ、やめ、ちょ、そんな振りかぶらないで、ぎゃああああああああああああ！」

　砂原の言いつけ通り、動かなかった恭介の腹部へ槌が叩きつけられる。それを見た生徒達から再度悲鳴が上がり――博孝はすぐさま恭介へと駆け寄った。

「恭介！　無事か!?」

「へ、へへ……やられちまったっすよ……こ、こんなことなら、あの子に告白しておけば良かったっす……」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　それは漫まん画がとかでも中盤から終盤ぐらいに言うべき台詞せりふだろうが!?　まだ俺達は入学したばっかりなんだぞ!?」

「ぬぅ……台詞のチョイスをミスったっすか……よっこいしょ、と」

　博孝と恭介がそんなやり取りを終えると、恭介がゆっくりと立ち上がる。そして槌で殴られた腹部を触り、不思議そうな表情で口を開いた。

「本当に衝撃しか感じないっすね。正直、内ない臓ぞうとかが『ぐちゃっ』となったかと……」

　そうやって二人が列に戻ると、砂原が呆あきれたような視線を向ける。

「お前ら、本当に元気が良いな。試しに対戦車ライフルの的になってみるか？」

「や、それはちょっと……でも衝撃しか感じないんだったら……」

「『ＥＳ能力者』になりたてのやつなら、出血ぐらいはするかもしれんが」

「やっぱり遠慮します！」

　断る博孝に、砂原は若干残念そうな顔をする。『良い実験になるのだが』と呟いているところが、余計に恐ろしかった。砂原は一度咳せき払ばらいをすると、生徒達を見回す。

「それでは、諸君らも二人のように実際に体験してもらう。まずは十人ずつに分かれろ」

　砂原は博孝と恭介を除き、生徒を十人ずつに分ける。それを見た博孝は挙手した。

「教官！　俺と恭介はもう良いんですか？」

　実際に撃たれ、殴られたのだ。もう終わりかと尋ねると、砂原は口の端はしを吊り上げる。

「お前らは元気が良すぎるから、俺が直々に指導をしてやろう。さあ、喜べ」

　その言葉に、博孝と恭介は顔を青ざめさせるのだった。




「痛いっす……マジで痛いっす……」

「なんかこう、頭の中まで響くんだよなこの痛み……」

　さすがに目に余ったのか、砂原から拳骨をもらった博孝と恭介は頭を押さえていた。

「お前らのように場を盛り上げるタイプは重要だが、それも度が過ぎれば注意を行う。これからはほどほどにしろ」

「了解です……っと、教官、一つ質問を良いですか？」

　兵士に撃たれて上がる生徒達の悲鳴をバックに、博孝は砂原へと質問の許可を求める。

「構わん。なんだ？」

「銃弾が当たった時は衝撃があったぐらいで痛くはなかったんですけど、教官に殴られたら痛かったんですよ。それってなんでですか？」

　疑問を込めて尋ねると、砂原は顎あごに手を当てた。

「ふむ……あとで話すつもりだったが、まあいい。『ＥＳ寄生体』や『ＥＳ能力者』が相手ならば、拳銃の時のように衝撃だけでは済まん。直接攻撃……これにはＥＳ能力を使っての攻撃も含むが、その場合はダメージを負う。下へ手たをすれば死ぬ場合もある」

「『ＥＳ能力者』って頑丈なのかそうじゃないのか、わかりにくいっすね。戦せん闘とう機きが相手だとどうなるんすか？」

　恭介も会話に加わり、質問を行う。それを聞いた砂原は少しばかり苦笑した。

「戦闘機と熟練の『ＥＳ能力者』ならば、後者が勝つ。だが、お前らのようななりたての『ＥＳ能力者』ならば、戦闘機どころか戦車の相手をするのが精々だ。さすがにミサイルなどの威い力りよくが高い兵器が直撃すれば、そのまま死にかねん」

「教官なら大丈夫なんですか？」

「俺か？　そうだな、何度かミサイルの爆発に巻き込まれたことがあるが……熱湯風呂に放り込まれたような感じだった」

「……つまり、大丈夫ってことですね」

　砂原の回答に、博孝は呆れたように言う。砂原はそんな博孝に苦笑を向け、次いで、兵士によって撃たれている生徒達へ視線を向ける。

「そろそろ全員終わったな……よし、全員整列！」

　その声を聞いた博孝と恭介は整列するために移動するが、何人かの生徒は撃たれたショックで呆然としていた。里香は涙なみだを流して座り込み、沙織は動揺した様子がなく、希美は顔色を悪くしながらも泣いている生徒に話しかけて慰なぐさめている。

「さて、諸君らも体験したように、銃弾で撃たれても怪け我が一つなかっただろう。しかし、『ＥＳ寄生体』や『ＥＳ能力者』が相手ならばそうもいかん。殴られれば痛みを感じ、下手をすれば死ぬ。まずはそのことを心に刻んでおけ。いいな？」

　砂原がそう言うが、返事はまばらにしか返ってこない。砂原はそのことを咎めず、手元の時計に視線を落とした。

「三十分休憩を取る。次は体力測定だが、それほど大げさなものでもない。諸君らには『ＥＳ能力者』としての運動能力を把握してもらう。教室の隣に更こう衣い室しつがあるから、休憩時間内に着替えるように。運動用の服や靴については、更衣室に用意してある。名札をロッカーにつけているので、それをよく確認するように。では、解散！」

　そう言って、砂原は兵士を従えて去っていく。生徒達は顔を見合わせるが、砂原の命令は絶対だ。最初に博孝と恭介が歩き出すと、他の生徒達もノロノロと動き出す。

「……あー、やっぱり、ショックが大きいのかね？」

「そりゃそうっすよ。いきなり銃で撃たれるなんて……って、なんで俺だけ槌で殴られたんっすか!?　まさか差別っすか!?」

「違うだろ恭介。あれは差別じゃない、特別扱いなんだ」

「あ、そ、そうなんすか？　それなら納得するっす！」

　詭き弁べんだったが、恭介は納得したらしい。そうやって博孝と恭介が更衣室に向かおうとすると、沙織が二人を追い越していく――が、その際に二人へと鋭い視線を向けた。

「……アンタ達、もっと真面目にやりなさいよ」

　それだけを言い残し、沙織は歩き去る。沙織の突然の発言に対して博孝と恭介は顔を見合わせるが、今度は後ろから声がかかった。

「そこの二人……えっと、河原崎君と武倉君？　ちょっとこっちに来てもらえる？」

　名前を呼ばれ、博孝と恭介は振り返る。すると、困ったような顔の希美が立っていた。

「あれ、松下さん？」

「な、なんっすか希美さん!?　あと、自分のことは気軽に恭介って呼んでほしいっす！」

　何か用かと首を傾げる博孝に、勢い込んで希美へと声をかける恭介。希美は少しばかり身を引いたが、それでも踏みとどまった。

「ちょ、ちょっとお願いがあるんだけど、良いかな？」

「の、希美さんのお願い!?　なんっすか!?　舐なめろと言われれば靴くつでもぎゃっ!?」

　暴走している恭介を殴って黙らせ、博孝はため息を吐く。

「恭介ー、さすがにはしゃぎ過ぎだろー」

「い、痛いっすよ博孝!?　あと、ちょっと羽目を外しただけっす！」

「はぁ……あ、ごめん、松下さん。それで、用って？」

　希美は博孝と恭介の顔を見比べると、少しだけ誤ご魔ま化かすように微笑ほほえむ。

「あ、じゃあ、河原崎君に手伝ってもらいたいんだけど……」

「えっ!?　お、俺は!?」

「武倉君はちょっと……」

　申し訳なさそうに希美が言うと、恭介はショックを受けたように硬こう直ちよくする。しかしすぐさま博孝達に背を向けると、校舎に向かって走り出した。

「ひ、博孝の裏うら切ぎり者おおおおぉぉぉ！」

　砂すな埃ぼこりを上げて走り去る恭介。博孝と希美はそれを無言で見送ると、互たがいに見なかったことにした。

「それで、用って？」

　恭介をいなかったことにして、博孝が尋ねる。すると希美は、移動を開始していた女子生徒達――正確には、その最後尾を見た。

「まだ何人か、ひどく気が動転している子がいてね……手を貸してほしいのよ。他の人にも声をかけたかったけど、みんな少なからずショックを受けているみたいで……」

「ああ、なるほど。俺で良ければ喜んで」

「そう？　助かるわ」

　博孝の回答にほっとした表情を見せつつ、希美は歩き出す。博孝もそれに続くと、何人かの女子生徒が希美へと視線を向けた。

「みんな大丈夫？　とりあえずここから移動しましょう。動ける？」

　希美が問うと、女子生徒達はゆっくりとした足取りで歩き出す。しかし、その中に一人、座ったまま動かない者が一人いた。

「岡島さん、大丈夫？　動ける？」

　座り込み、泣いたままの里香へと希美が声をかける。しかし、里香は小さく首を振るだけだ。それを見た希美は、困ったように博孝へと視線を向ける。

　さすがに空気を読み、博孝は真面目な表情を作った。

「岡島さん、立てる？　もしかして、腰が抜けてるとか？」

　博孝はなるべく相手を刺激しないよう、優しく尋ねる。里香は希美ではなく博孝に話しかけられたことで身を震わせたが、それでも小さく首を横に振った。

「ぐすっ……わ、わからない」

「そっか……よし、じゃあ、ちょっとだけ待っててくれ」

　それだけを言うと、博孝は校舎に向かって走り出す。その際体に違い和わ感かんを覚えたが、今はそれどころではない。食堂に飛び込み、自販機でペットボトルのスポーツドリンクを購入し、すぐさま走って戻る。里香はまだ座り込んでおり、動けないようだった。

　突然走り去って突然戻ってきた博孝に、里香は泣くのを止やめて博孝を見上げた。泣くのに邪じや魔まだったのか、眼鏡を取り払ったその目は若干赤い。博孝は手に持っていたペットボトルのふたを開けると、里香の手を取って持たせた。

「ほら、これでも飲んで落ち着いて」

「あ……ありがとう……」

　博孝に言われるまま、里香はペットボトルに口をつける。そして一口、二口とスポーツドリンクを飲むと、少しばかり落ち着いたようだった。

「んじゃ、次は深呼吸でもしようか。ほら、吸って、吐いて」

　言われるがままに深呼吸をする里香。その瞳には理性の色が戻ってきており、それを見た博孝は頷く。

「よし、少しは落ち着いた？」

「う、うん……ありがとう」

「さて、それじゃあ立てる？」

　博孝が尋ねると、里香はようやく自分が座り込んでいることに気づいたのか、慌てて立ち上がろうとする。しかしいくら力を入れても立ち上がれず、再度目に涙を溜ためた。

「……た、立てない、です……」

「ありゃ……本当に腰が抜けたのか。んー……」

　校舎の壁の掛け時計を確認すると、既に十分が経過している。着替える必要があるのだが、女子生徒を支えながら更衣室に向かった希美もまだ戻ってきておらず、博孝は困ったように頭を掻いた。だが、すぐに決断すると里香の傍にしゃがみ込む。

「時間も押してるし、動けないなら俺が運ぶけど良いかな？」

「……え？」

「いや、だから俺が運ぼうかと思うんだけど。おんぶか、お姫ひめ様さま抱だっこかで」

「……えぇっ!?」

　博孝の発言を聞き、里香は驚いたように目を見開く。

「松下さんが戻るのを待つのが一番だろうけど、もう少し時間がかかりそうだし……着替える時間も必要だろ？」

「う、うん、そう、だけど……でも……うぅっ」

　顔を赤らめて、里香が俯く。名前と顔ぐらいしか知らない異い性せいに抱きかかえられるのが恥ずかしいのだろう。しかし、博孝としては時間をオーバーして砂原にありがたいご指導をいただく危険性の方が重要だった。

「ええい！　ちょっとごめんよ！」

　一言声をかけ、博孝は里香の背中と膝ひざ裏うらに腕を通す。そして、無理矢理持ち上げた。

「時間があまりないから文句は聞きません！　……まあ、いきなりですいませんね！」

　とりあえず謝りつつ、博孝は校舎へと向かう。里香は暴れようとしていたが、博孝に他意がないことを悟ったのか、やがて力を抜いた。

「そ、その……お、重くない、ですか？」

「いんや、全然軽いわ。というか、ちゃんとメシ食ってるか？」

　実際にはそれなりの重さがあるが、博孝も男の子である。余裕を装よそおって答えた。里香は恐縮しながら博孝を見上げるが、それに気づいた博孝は口を開く。

「んー……」

「な、なに？」

　怯える小動物のような仕草の里香を見て、博孝はつい口を滑らせた。

「やー、泣いて濡ぬれた目元がちょっとセクシー……なんつって」

「っ！」

　ぺちり、と赤くなった里香に頰を叩かれる。しかし微塵も痛くなく、博孝は苦笑した。

「ごめんごめん。冗談……ってわけでもないけど、申し訳ない。なんなら後で土下座するんで、許してください」

　博孝はそう言うが、里香は顔を赤くしたまま顔を逸らしてしまう。

（やっべえええええ！　やっぱ相手を選んで冗談を飛ばすべきだった!?）

　表面上は普通に、内心では慌てる博孝だった。それでもなんとか気を取り直すと、校舎に入って更衣室へと向かう。すると、丁度更衣室から出てきた希美と目が合った。

「あ、あれ？　河原崎君……何してるの？」

「ええ、はい、言いたいことはわかります。ただ、時間が危なそうだったんで、無理やりにでも連れてきました。あ、ここからは任せても良いですかね？」

　博孝も着替える必要があるのだ。希美は困ったように微笑む。

「さすがに、わたし一人だと抱えられないかも……岡島さん、立てる？」

「……えっと、た、多分……」

　博孝が里香を床ゆかに下ろすと、里香は足をプルプルと震わせながら立ち上がる。その様子から問題がなさそうだと判断した博孝は、自分も更衣室に向かおうと思った。

「ありがとう、河原崎君。助かったわ」

「……そ、その、ありがとう」

　しかし、その前に希美と里香から声をかけられる。博孝はそれに手を振って応えると、時間が迫っていることを思い出して慌てて更衣室に飛び込むのだった。




　砂原の言葉通り、更衣室には名札がつけられたロッカーが置いてあった。ロッカーには服や靴が入っており、サイズはＥＳ適性検査を受けた際に調べたのか、見事にピッタリである。

　白い無地の半はん袖そでシャツに、紺こん色いろの半ズボン。シャツの胸の部分には名前が刺し繡しゆうされている。白い運動靴も用意されており、服も運動靴も頑丈な素材が使われていた。

「……で、俺が希美さんに拒否られて泣いてる間に、博孝は女の子をお姫様抱っこして更衣室まで運んだわけっすかー。ふーん、いいっすねー」

「はっはっは、羨うらやましかろう？」

「羨ましいっすよマジで！　……で、で、で？　誰をお姫様抱っこしたんっすか？」

　博孝が着替え終えると、博孝の脇わき腹ばらを肘ひじで突きつつ恭介が尋ねる。

「岡島さんだよ。ほら、俺の隣の席の子」

「あー……ん？　んん？　そ、そんな子いたっすか？」

　首を傾げる恭介に対し、自己紹介の時に何を聞いていたんだ、と博孝は怪け訝げんそうな顔を向けた。すると、恭介は胸を張って堂々と言い放つ。

「希美さんを見たら、他の女の子の自己紹介を見事に忘れたっすよ！」

　恭介にとっては、希美の存在は他の女子生徒を忘れるほどに衝撃的だったらしい。

　更衣室を出た博孝と恭介がグラウンドに到着すると、すでに到着していた他のクラスメートに交じって整列する。女子生徒達も博孝達男子生徒と同じように白の半袖に紺の半ズボンだったが、それを見た博孝はため息を吐いた。

「なあ、恭介君」

「なんっすか、博孝君」

「女子がブルマだったら、と思わないかね？」

「うっわ！　オヤジっすよオヤジ！　その発想はオヤジっす！」

「お、オヤジちゃうわ!?　俺は健全な男子としてだな！」

　博孝がそう言うと、恭介は真顔になる。

「いや、さすがに引くっすわ」

「……よし、ちょっと教官に申請して、拳こぶしで決着つけようぜ」

「暴力反対っすよ!?」

　拳を鳴らしながら近づくと、恭介は焦ったように身を引く。しかし、遠目に砂原の姿が見えたため、二人はすぐさま直立不動の体勢を取る。

（って、岡島さんと松下さんがまだきてない……あ、出てきた）

　博孝の視界の先で、慌てたように里香と希美が校舎から出てきた。そして砂原の姿を見つけると、さらに慌てながらグラウンドへと走ってくる。

　二人は砂原の到着よりも先に列に並ぶと、安心したように息を吐く。里香は博孝と視線が合うと、恥ずかしそうに頰を赤く染めながら頭を下げた。博孝はそれに苦笑をすると、すぐに意識を切り替えて砂原へ視線を向ける。

　恭介共々マークされてしまったのか、騒ぐとすぐに拳骨が飛んできそうだ。先ほどと同様に兵士を三人引きつれた砂原は、黙って整列している生徒達を見て満足そうに頷く。

「それでは授業の続きだ。先ほども言ったが、今度は体力測定のようなものだ。いきなり銃で撃ったりはしないから安心しろ」

　そう言った砂原は、どこか楽しそうですらあった。さすがに加か虐ぎやく趣味ではないと思いたかった博孝だが、その思考を読んだかのように砂原の視線が博孝へ向く。

「そうだな……そこで余裕そうな顔をしている河原崎。それと武倉。前に出ろ」

「はい、教官！　なんで俺と恭介なんですか？」

「はい、教官！　さすがにさっきみたいなことは勘弁してほしいっす！」

「元気良く返事をすれば良いってものじゃないぞ。選んだ理由は俺の独断だ」

　そんな、理由になっていないことを口にして、砂原はグラウンドへ視線を向ける。

「このグラウンドは直線が約四百メートル。一周で千五百メートルほどある」

　砂原の言葉を聞き、博孝と恭介はグラウンドに視線を向けた。この無駄に広いグラウンドで、一体何をするというのか。

「喜べ、好きなだけその元気を発散させてやる。全力で一周走ってこい」

「げっ!?　俺、長距離走は苦手っすよ……」

　博孝と恭介はげんなりとした顔をするが、砂原はそれに取り合わない。何を言っても撤てつ回かいされそうになく、博孝と恭介は嫌いや々いやながらスタートラインに立った。

「せめて準備運動ぐらいは……」

「必要ない。ほら、スタートしろ。全力疾しつ走そうだ。手を抜いたら指導だ」

「酷ひどいっすよ！　ええい、ちくしょおおおおおお！」

　叫びながら走り出す恭介に続いて、博孝も走り出す。千五百メートルも全力疾走することは無理だが、何か意図があるのだろう。そう思った博孝は指示通り全力で走る。

（……お？）

　そして、すぐに違和感を覚えた。地面を蹴けって進むスピードが、やけに速い。それに加えて、百メートルを通過した時点で息切れもしなかった。

（……おおっ!?）

　自分の体を不思議に思いつつ、全力疾走を続ける。僅かに先を走る恭介を見てみれば、恭介も驚いているようだった。

　そしてそのまま千五百メートルを走り切り、二人は砂原達の元へと戻ってくる。

「で、どうだった？」

　口の端を吊り上げながら尋ねる砂原。博孝と恭介は互いに顔を見合わせると、勢い込んで口を開く。

「全然余裕でした！」

「いつもならすぐにバテるのに、息切れもしなかったっす！」

「そうだろう。あと、これを見てみろ」

　そう言って、砂原はいつの間に取り出したのか、ストップウォッチを見せてくる。それを受け取った博孝は、思わず目を疑った。

「二分!?」

「え？　ちょ、マジっすか!?」

　仮に百メートルを十秒で走れたとしても、そのペースを保てたとしても、千五百メートル走るのに百五十秒――二分半はかかる。博孝と恭介はストップウォッチを二度三度と見直すと、呆ほうけたような表情で砂原へと返した。

「細工も何もしていない。お前らがスタートをすると同時に計り始めたぞ」

「はぁ……これは、なんとも……」

　自身が出した記録に、博孝はなんとかそれだけを口に出した。ＥＳ適性検査の後、碌ろくに体を動かす機会がなかったため、自身の体の変化に気づかなかったのだ。二人は砂原に促されて列に戻り、砂原はそれを見た後、他の生徒達に向けて言葉を向ける。

「今の通り、諸君らはこの程度の運動なら息一つ乱さないだろう。個人差はあるが、千五百メートル走ぐらいなら差は出ないはずだ。まずはそれを体感してもらおう」

　走ってこい。砂原がそう言うと、生徒達は弾はじかれたように走り出す。博孝と恭介もそれに続こうとしたが、それよりも先に砂原から次の指示が下った。

「お前らは倉庫に行って、赤色のカゴを持って来い」

　砂原が校舎の傍に建てられた倉庫を指差しながら言うと、博孝と恭介は断れないと判断して頷く。

　倉庫の中は器具が整せい頓とんして置かれており、恭介が先に気づいたのか声を上げる。

「お、これじゃないっすか？」

「たしかに、赤いのはこれしかない、けど……」

　赤いカゴは確かにあった。しかし、博孝が想像していたようなプラスチックのカゴではなく、金属製である。

「中身は……砲ほう丸がん!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を上げた。金属製のカゴの中には、砲丸投げに使うような金属製の球が敷き詰められている。

「え？　なに？　これ持っていくの？」

「二人だけで持ち上がるんっすかねぇ……」

　カゴには五十個近い砲丸が入っており、二人で持てるような重さとは思えない。

「……まあ、教官のことだから意図があるんだろ。んじゃ、そっち持って」

　二人でカゴを摑つかむと、声を掛け合って持ち上げようとする。博孝は持ち上がらないだろうと考えたが、その考えに反し、カゴはあっさりと持ち上がった。

「あれ？　あっさりと持ち上がったぞ……そっち、重たいか？」

「重たいは重たいっすけど、きつくはないっす」

　互いに疑問符を浮かべながらも、二人は倉庫から出る。そしてグラウンドを走り終わったクラスメート達がいる場所に戻ると、砂原の傍に赤いカゴを下ろした。

「ご苦労。言いたいことはあるだろうが、説明は全員に行う」

　機先を制してそう言われ、博孝と恭介は整列に向かう。砂原は生徒全員が走り終わったことを確認すると、満足そうな様子で口を開く。

「自分の体について少しは理解できたか？　それでは、次はもっと理解を深めようか」

　砂原はカゴから砲丸を取り出すと、手の上で弄もてあそびながら笑みの種類を変えた。

「今度はこれだ。これは男子高校生用の砲丸で、重量は約六キロ。大きさは十二センチのものを用意している。これで――」

　にこやかに、楽しそうに、砂原は告げる。

「――キャッチボールを行う」

（笑顔で言うことじゃねえええええええええ!?）

　思わず、心中で叫ぶ博孝。周囲の顔色を窺えば、ほとんどが博孝と同じ気持ちなのだろう。引きつった顔をしている。

「二人組を作れ。距離は……そうだな、まずは三十メートルもあれば良い。ほら、動け」

　動けと言われて、博孝達は顔を見合わせながらも動く。博孝は恭介と組み、とりあえずは砲丸を確保した。

「これ、投げる方も大変だけど、受ける方はすっげー怖そうだよな」

「同感っす。あ、俺が先に投げるっすね」

　博孝の手から砲丸を奪い、砂原に言われた通り三十メートルほど離れる恭介。見た目や色を無視すれば、大きめのソフトボールを握っているようにも見える。博孝は膝を折ってしゃがむと、左手をキャッチャーミットのように構えた。

「よし、それじゃあナックルボールを投げてくれ」

「野球の素人しろうとに注文する変化球じゃないっすよね!?」

　博孝が右手でサインを出すが、恭介にピッチャー経験はない。それでも振りかぶって投げると、砲丸はゴムボールでも投げるように宙ちゆうを飛ぶ。その様があまりにも平へい凡ぼんすぎたため、博孝は金属製の球であることを忘れて左手で捕ほ球きゆうした。

「おっと!?　ちょっと衝撃が……って恭介、全然変化しねーぞ！」

「そこっすか!?　投げたこともそうっすけど、受け止めたことにも驚くべきっす！」

　恭介からのツッコミを受けて、博孝は手の中にある砲丸を見つめる。三十メートル近い距離を、恭介は放物線も描かずに投げた。それはまさに、人にん間げん業わざではない。

「これが……『ＥＳ能力者』か」

　呟きつつ、博孝は恭介に向かって砲丸を投げる。そうやって砲丸をキャッチボールしつつ距離を取るが、五十メートルほど離れても問題なくキャッチボールが続く。

　博孝達がそうやって自身の力を確認していると、砂原から集合がかかった。それを聞いた博孝達は慌てて整列すると、砂原の言葉を待つ。

「さて、これで簡単ながら諸君らの体力、腕わん力りよくは理解できたと思う。ちなみにこの砲丸だが、俺は一キロメートルぐらいなら投げられるぞ」

　冗談混じりにそう言う砂原だが、事実なのだろう。目が笑っていない。そのことに博孝は戦せん慄りつするが、これこそが『ＥＳ能力者』なのだ。

　そのことに少しばかり恐ろしくなる。博孝が周囲をそれとなく見てみると、博孝と同じ気持ちなのか複雑な顔をする者が多くいた。それは特に、女子生徒に多いようである。沙織はまったく気にしていないのか平然としているが、それはあくまで例外だろう。

（よく考えてみたら、『空を飛ぶ』ってのは一体どうやれば実現するんだ……）

　走るのも投げるのも、これまでの人間としての性能の延えん長ちよう線せん上じようにあるが、人間に空は飛べない。そんな風にはできていない。思わず考え込んでしまうが、答えがすぐに出るはずもなかった。博孝は思考を切り替えると、砂原の話に意識を向ける。

「あとは跳ちよう躍やく力りよく、瞬しゆん発ぱつ力りよく、反はん射しや神しん経けいなどの確認も行う。気を抜くなよ？」

　釘くぎを刺すように告げる砂原に、各自返事をする。ここまでくれば、再度世界記録を上回ってもそう驚くこともない。今は『ＥＳ能力者』としての力を確認するべきだと、博孝は集中することにしたのだった。
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　入校日の翌よく日じつ、博ひろ孝たかは食堂で朝食を取っていた。前日あれほど動いたのに筋肉痛もなく、むしろ調子が良いぐらいである。

　博孝が朝食を食べていると、和食セットを金きん属ぞく製せいのトレイに載せた恭きよう介すけが近寄ってきた。互たがいに挨あい拶さつを交かわすが、恭介は携けい帯たい電でん話わを持ち上げて首を傾かしげる。

「支し払はらいを携帯でやったんすけど、どのぐらいまでなら使えるか知ってるっすか？」

「んん？　たしか、支給される給料とかを調べる機能があったような……」

　恭介の疑ぎ問もんに対し、博孝は説明書を思い出しながら自身の携帯電話を操作していく。

「っと、あったあった……ぶふっ!?」

　そして、振り込まれている金額を確認した博孝は、思わずお茶を噴ふいてしまった。

「な、なんだこれ!?　一、十、百、千、万、十万……なあ恭介、俺おれの目の錯さつ覚かくかな？　なんか、支し度たく金きんって名目で五十万円振り込まれているみたいなんだけど……」

「や、いやっ、目の錯覚じゃないっす！　こっちも同じっす！　やばいっすよ！」

　震える手で携帯を見せてみれば、恭介も同じように自分の携帯を見せてくる。そして互いに間違いがないことを確認すると、ため息を吐ついた。

「給料がもらえるって聞いたけど、支度金だけでこんな金額をもらえるなんてな……」

「金って、あるところにはあるんすね……」

　訓練生がこれほどの額がもらえるのならば、卒業したらどれほどになるのか、その給料に見合うだけの仕事をさせられるのかと、嬉うれしいような怖いような気持ちになる。

「とりあえず貯金しておこう」

「俺はゲームを買うっす。知ってるっすか？　売店にゲームは売ってないっすけど、注文すれば取り寄せてくれるそうっすよ」

　自分で注文できないのが難なん点てんだが、と嘆なげく恭介。さすがに訓練校の寮りようまで配達してくれるような業者はいないらしく、売店経由で注文しなければならないらしい。

「なにはともあれ、食費だけで全部なくなるような額じゃないみたいで安心だ」

「家や賃ちんや光熱費も免めん除じよらしいっすからね。食費と、あとは遊ゆう興きよう費ひに使うぐらいっすか」

　博孝達の声が聞こえたのか、周囲から博孝達と似たような驚おどろきの声が上がる。そんな声を背景に、博孝と恭介は長年の付き合いがある友人のような雰囲気で雑談をした。

「そういえば、今日は座学中心らしいっすね」

「昨日みたいなドッキリがなければ、なんでもいいよ……」

　さすがに、いきなり拳けん銃じゆうで撃うたれるのは勘かん弁べんしてほしい。砲ほう丸がんキャッチボールの後は跳ちよう躍やく力りよくや瞬しゆん発ぱつ力りよく、反はん射しや神しん経けいなどを測定したのだが、この結果も人間離ばなれしていた。

　跳躍すれば五メートルは跳び、反復横跳びでは目で追えない速度で移動、反射神経では再び拳銃を向けられ、『撃たれてから避よけろ』と言われた。

「最後は絶対、おかしいっすよね……」

「でも、本当に避けた奴もいたじゃん。ほら、長は谷せ川がわとか」

「長谷川さん以外、全員直撃したじゃないっすか」

　跳躍力と瞬発力については納得もできたが、最後に拳銃で撃たれたのだけは納得ができない。博孝も目で弾だん丸がんを追うことはできたのだが、体がついていかなかったのだ。その点、顔色一つ変えず弾丸を避けてみせた沙さ織おりには驚かされたのである。

　そのことを思い出しつつ、朝食を食べ終えた博孝達は売店へ向かう。授業を受ける以上、ノートや筆記用具が必要だろうと判断したのだ。

　売店は教室と同じ程度の広さで、筆記用具や日用品、菓か子しや飲み物、さらには衣服や雑ざつ誌しなども売られており、コンビニの品しな揃ぞろえをさらに充じゆう実じつさせたような有様だった。

　二人はノートに筆記用具、そしてそれらを入れるための鞄かばんも購こう入にゆうする。それぞれ携帯電話から引き落としを行い、その場で買ったものを鞄に詰め込んで教室へ向かった。

　クラスメートはほとんど揃っており、博孝と恭介も席に着く。博孝は鞄を開けて買ったばかりのノートや筆箱を取り出し――そこでふと、隣の席の里り香かと目が合った。

「あ、おはよう岡おか島じまさん」

「っ……お、おは……おはよう……」

　昨日のことが尾おを引いているのか、里香はすぐに目を逸そらしてしまう。それを見た博孝は、『よしきた』と言わんばかりに立ち上がった。

「よし、俺は有言実行の男です！　前言通り、土ど下げ座ざして御ご寛かん恕じよを乞こいましょうや！」

「えっ？　ちょ、ちょっと、やめてっ。ひ、必要ないから」

「なに？　土下座ではご不満ですと？　では仕方ない。最終奥義土ど下げ寝ねを――」

　そう言いつつ博孝が床ゆかに五体投地をしようとした瞬間、いつの間に教室に来ていたのか、砂すな原はらのありがたい指導によって謝罪は強制的に終了させられるのだった。




「全員揃っているな。それでは授業を行う」

　何事もなかったかのように話を開始する砂原。博孝はズキズキと痛む頭を押さえつつ、ノートを広げる。さすがに悪ふざけが過ぎたと、少しばかり反省した。

「さて、昨日は諸君らに『ＥＳ能力者』となって初めての体力測定だったわけだが……最初に言っておこう。ＥＳ能力と身体能力はまた別物である、と」

　砂原の言葉に生徒がざわめく。『ＥＳ能力者』だからこそ、あれほどの身体能力を得られたと思っていたのだ。ＥＳ能力とは関係ないと言われれば、疑問も湧わくのだろう。

　生徒の反応を予想していたのか、砂原は特に気にした様子もなく話を続ける。

「それでは、ＥＳ能力とは何か？　諸君らには、まずそこから学んでもらう」

　そう言って、砂原は生徒に背を向けて黒板に向かう。

「ＥＳ能力と密みつ接せつに関係するものとして、『構こう成せい力りよく』と呼ばれるものがある。これは全ての『ＥＳ能力者』が持つもので、相手が『ＥＳ能力者』かどうかも判断できる」

『構成力』と黒板に書かれ、それを見た博孝もノートに書き写す。

「では『構成力』とは何か？　これは文字通り、構成する力だ。『ＥＳ能力者』を構成するための力であり、ＥＳ能力を扱うための源みなもととなる」

　黒板に人型の絵をつけ足し、砂原が人型の絵に重ねるようにして『構成力』と書く。

「諸君らの体には既すでに『構成力』が発現しているが、まだまだ脆ぜい弱じやくなものだ。しかし、時を経へるごとに強くなっていく。訓練を行うことでも『構成力』は向上する。諸君らはこれからこの『構成力』の制せい御ぎよ、利用の手段を学んでいくわけだ。例えば――」

　一度言葉を切り、砂原が振り返る。そして一いつ瞬しゆんでその体が薄うすい白色の光に覆おおわれた。

「これは『ＥＳ能力者』としての基本中の基本、汎はん用よう技能の『防ぼう殻かく』だ。『構成力』で身を覆うことで防ぼう御ぎよ力りよくを向上させる技能だが、基本中の基本だからと言って侮あなどれないぞ？　『ＥＳ能力者』の技量を見たければ『防殻』を見ろとまで言われる技能だ」

　汎用技能と『防殻』という言葉が黒板に追加される。しかしチョークはそこで止まらず、新たに『射しや撃げき』、『盾たて』、『接せつ合ごう』という単語が加えられた。

「汎用技能はこの四つを指す。『ＥＳ能力者』としては基本の技能となる。『射撃』は文字通り、『構成力』を使った射撃技能だ。『盾』は『構成力』を使って防御用の盾を生み出す。『接合』は傷口などの接合を行う技能だ」

　四つの単語を並べ、砂原は一度チョークを下ろす。

「我が国の『ＥＳ能力者』では、これらの技能がすべて使えて半人前といったところだ。これらの技能に加えて五年も生存すれば一人前。ただし、得え手て不ふ得え手てがあるためこれらの技能が使えない者もいる」

　そう言って、砂原は実際に『射撃』として白く発色する『構成力』を飛ばし、空中に半透明の『盾』を生み出してぶつけ、最後は手の平を淡あわく光らせた。

「『接合』は実演できればわかりやすいんだが……武たけ倉くら、少し怪け我がをしてみないか？」

「冗じよう談だんじゃないっすよ!?　マジで勘弁してほしいっす！」

　視線を向けられた恭介が、机ごと後ろに下がる。そして今度は自分に視線が向きそうだったので、博孝はノートで顔を隠した。

「仕方ない……それで、だ。これらの技能は『構成力』を使って発現するのだが、注意点……いや、必ず守らなければならないことがある」

　そこまで言うと、砂原は至し極ごく真ま面じ目めな表情を浮かべる。

「『ＥＳ能力者』の死因は、九割が『ＥＳ寄生体』や『ＥＳ能力者』との戦いによるものだ。だが、それ以外にも死因となる事象がある」

　突然出てきた死因という不吉な言葉に、生徒の数人が音を立てて唾つばを飲み込む。

「それは、『構成力』の枯こ渇かつおよび暴ぼう走そうだ。ＥＳ能力を使い過ぎて『構成力』が尽きた場合、『ＥＳ能力者』は死ぬ。そしてもう一つ、『構成力』が暴走した場合だが……これは『構成力』の制御に失敗した場合に起こり得る。過去に何件か発生したが、周囲を巻き込んでの自じ爆ばくだ。山一つを吹き飛ばしたこともある」

　過去にその光景を見たことがあるのか、砂原の目が何かを回かい顧こするように細められた。砂原の年齢を聞いたことはなかったが、外見年齢だけを見れば三十代手前。『ＥＳ能力者』になれば加か齢れいが遅くなるため、それを加味すればおおよその年齢が割り出せた。

（『ＥＳ能力者』になって四十年ぐらい、かな……）

　その間に何があったのか、博孝には知る術すべもない。だが、少なくとも『ＥＳ能力者』として生きることは、平和な世界とかけ離れている。

　砂原は一度だけ目を瞑つぶると、すぐに開いて生徒達を見回した。

「諸君らにＥＳ能力の制御や利用を学ばせる意味は、わかるな？」

『はいっ！』

　問いに対し、揃った声が返る。それを聞いた砂原は、どこか寂さびしそうに微笑んだ。

「よろしい。では次に、汎用技能よりも上の技能について説明しよう」

　再度黒板に向かい、砂原が何事かを書き込んでいく。汎用技能の隣となりに特とく殊しゆ技能と書き込まれ、さらにその下に五段の表が書かれた。

「汎用技能よりも難易度が高い技能、これを特殊技能と呼ぶ。この技能については五つの等級に分けられており、一級から五級となっている。一級に近づくほど難しく、五級に近づくほど簡単だ。だが、汎用技能よりも難しいことに違いはない」

　そう言いつつ、砂原は五段の表をさらに縦に三つに分ける。

「ＥＳ能力は用途によってさらに細かく区分される。攻こう撃げき系、防御系、支し援えん系といった具合にな。まあ、今のところは各級の代表的な技能さえ覚えていれば良いだろう」

　砂原が書き込むのに合わせて、博孝達生徒もノートを取っていく。これらの情報が、これからの一生に影えい響きようするのだ。全員が真しん剣けんになる。

「まずは知識として覚えろ。実際に体で覚えるのは汎用技能を覚えてからだ……しかし、代表的なものぐらいは教えておくか」

　ふむと頷き、砂原が右手をかざす。すると、右手に棒ぼう状じようの光が出現した。

「まずは『固こ形けい化か』だ。これは『構成力』を圧あつ縮しゆくして発現する攻撃系の技能だな。棒状にして殴るぐらいにしか使えんが、武器状に変化させることができれば四級特殊技能の『武ぶ器き化か』になる。熟練者は手から離したり、投げたりすることも可能だ」

　生徒に対して実演を行いつつ、砂原の話は続く。

「次に射撃系の技能である『狙そ撃げき』だ。汎用技能の『射撃』に比べれば、威い力りよくも射しや程ていも段違いだ。支援系の五級特殊技能である『療りよう手しゆ』は怪我人がいないからお預けだが……」

　今度は博孝へと視線が向いたため、博孝はそれよりも早く顔を背そむける。砂原はそれで諦あきらめたのか、再度口を開いた。

「五級特殊技能の半分ほどは自身の手足の延えん長ちようで発動する。それを体から離す、形状を変化させる等ができれば四級特殊技能に該がい当とうすると思え。では、次に『防ぼう壁へき』だ」

　言うなり、砂原の周囲一メートルほどを覆うようにして膜まく状じようの白い光が出現する。厚みはそれほど感じられないが、それを見た博孝は鉄の壁を前にしたような錯覚に陥おちいった。

「これが『防壁』だ。『防壁』と『防殻』を二重に展てん開かいすることで、防御力は飛ひ躍やく的てきに上昇する。自分以外を対象として『防壁』を張れれば四級特殊技能の『防護』に該当する」

　次々に黒板に文字がつけ足され、博孝達は砂原の話を聞きながらも必死に書き写していく。砂原は生徒達がノートに書き写すのを待ってから、次の説明を行う。

「あとは有名な特殊技能として『飛ひ行こう』がある。これは三級特殊技能に分類され――」

「ひ、飛行!?　マジで!?　って、三級ってめっちゃ難易度高そうじゃないですか！」

　飛行という単語に、思わず博孝は大きな声を上げながら立ち上がってしまった。それを見た砂原は、とても嬉しそうに、楽しげに笑う。

「そうか河か原わら崎ざき、『接合』や『療手』の実演が見られなかったことがそんなに残念だったのか。よし、俺も鬼おにではない。お前の願いを叶かなえてやろう」

「やっ、今のは条件反射と言いますかぴぎゃっ!?」

　砂原が人差し指を向けると同時に、右頰に痛みが走る。博孝は自身の右頰に恐る恐る触れてみると、僅わずかに血が流れていた。咄とつ嗟さに抗こう議ぎしようとする博孝だったが、砂原の『授業の邪じや魔まをするな』と言わんばかりに鋭するどい視線を受けて硬こう直ちよくした。

「そのまま立っていろ。そして動くな」

「サーイエッサー！　了りよう解かいであります教官！」

　ぴしっと敬けい礼れいをして、そこから両りよう腕うでを後ろに回して『休め』の体勢をとる。砂原はやれやれとため息を吐くと、今度は博孝に向けて右手をかざした。それと同時に博孝の右頰が白い光に覆われ、瞬またたく間に傷きずを癒いやす。

「今のが『接合』だ。切り傷を接合する汎用技能で、支援系の『ＥＳ能力者』の場合は『防殻』のあとはこれを覚えることになる……座っていいぞ」

「了解ですサー！　大変失礼いたしました！」

「……時と場合を弁わきまえれば多少は目を瞑るが、今は非常に重要な知識を教えている。ここを押さえておかなければ、お前だけでなく他の者も危険に遭わせるぞ」

「……すいませんでした」

　たしなめるような声色で言われて、博孝は素直に頭を下げた。それを見た砂原は苦笑を浮かべた。

「素直でよろしい。さて、授業を続けるが、三級特殊技能の『飛行』は『構成力』を使って空を飛ぶ。この技能は熟練の『ＥＳ能力者』でも難しく、訓練生レベルでは三年に一人、二人、使える者が出れば上出来だ。わが国では『ＥＳ能力者』全体の一割程度しか使えない技能だが、それでも、他国に比べれば高い水準になる」

　その話を聞いた博孝は、『飛行』の難しさに眉まゆを寄せた。訓練生レベルで三年に一人か二人も出れば良い方というのは、六期分の『ＥＳ能力者』のうち一人か二人しか『飛行』を使える者がいないということだ。他にも多くのＥＳ能力を習得する必要がある以上、『飛行』の習得には長い時間がかかりそうだった。

「一級や二級は難易度が高すぎるから飛ばすが……あとは、汎用技能や特殊技能に該当しない、独自技能について教えておこう。これは世界的にも確認数が少なく、今のところ同一の技能を持った『ＥＳ能力者』が確認されていない独自の技能だ。有名なところでは、ロシアに『猛もう毒どく』、アメリカに『溶よう解かい』の独自技能を持つ『ＥＳ能力者』が確認されている。他にもいるだろうが、ある程度の情報が出ているのはその二つぐらいだ」

　黒板の端はしに、今度は独自技能という言葉が追加される。

「『猛毒』は『ＥＳ能力者』に対しても有効な毒を生み出す技能だ。『ＥＳ能力者』は基本的に毒物も効かん。しかし、『猛毒』は例外だ。通常の治療方法では解げ毒どくもできない。攻撃が掠かすっただけでも死ぬから注意しろ。『溶解』はそのままだな。相手が『ＥＳ能力者』だろうがＥＳ能力で張った『防壁』だろうが、問答無用で溶とかす」

『猛毒』に『溶解』。毒殺や溶けて死ぬのは勘弁してほしい、と博孝は心の底から思う。そんな死に方は絶対に嫌だった。

「独自技能を持つ者と遭そう遇ぐうした場合、可能ならばすぐ逃げろ。相手は独自技能だけでなく、通常の『ＥＳ能力者』と同じようにも戦える。生半可な敵ではない」

　最後にそう締しめ括くくり、砂原は指についたチョークの粉を払う。

「では、説明はこれぐらいにしておこう。あとは必要な時に説明する。質問はあるか？」

　生徒達を見回しながら、砂原が尋ねる。すると、博孝の隣から手が挙がった。

「えと……さっき河原崎君の怪我を治した時、『接合』なのに離れた場所から手で触れずに治しました。その、それも汎用技能に入るんですか？　特殊技能ではなく？」

　つっかえつっかえながらも質問を口にする里香。それを聞いた砂原は小さく笑う。

「良い着眼点だ。岡島の言う通り、『接合』は手で触れながら使うものだ。五級特殊技能の『療手』もな。こちらは『接合』よりも遙かに強力だが」

「で、では……さっきのは？」

「さっきのは四級特殊技能の『治ち癒ゆ』だ。これは対象がある程度離れていても問題なく使用できる。遠えん距きよ離り版の『療手』だと思え」

　里香は砂原の回答に納得半分、疑問半分で頷く。砂原はそんな里香の疑問を読み取ったのか、意地悪げに笑った。

「さて、何故俺が『接合』と偽って『治癒』を使ったか、わかる者はいるか？　ああ、岡島は答えるな。お前はもう、答えがわかっているだろうからな」

　そう言われて、里香は俯く。本当に答えがわかっているのだろうかと博孝は思ったが、俯いた里香の顔には一種の確信が宿っていた。

（さすがに、俺の頰の傷が『接合』では治りきらないから、それを誤ご魔ま化かすために使ったなんてオチはないだろうしなぁ……）

　手加減を間違い、予定より深い傷を負わせたというのはなさそうだ。国の今後を左右する訓練生の教育を担当する教官ならば、手加減などお手の物だろう。

　そうやって博孝が思考していると、希のぞ美みが手を挙げる。

「教官が『接合』を使えないため、『治癒』を使った……とか」

「なるほど、面白い回答だ。俺が最初に『接合』の実演をしようとした時から、『治癒』を使っていたということだな？」

「はい。それなら話が合うかな、と」

「ふむ……想定していた答えと合ってはいないが、良い発言だ。これも覚えておくべきことだが、『接合』が使えないのに『療手』は使える、『射撃』が使えないのに『狙撃』は使える……そういった基本を飛ばすようなことはほぼ不可能だ」

　砂原の言葉に、希美が小首を傾げる。

「ほぼ、ということは不可能ではないですね？」

「そうだ。極きわめて稀まれなケースだが、その技能しか使えないような者もいた。『狙撃』しか使えない、『治癒』しか使えない、といった状態だな。だから松まつ下したの答えは合っているが、レアケース過ぎる。今回の答えには相応ふさわしくない」

　砂原が求める答えには合っておらず、今度は違う場所で手が挙がった。

「長谷川か。答えがわかったか？」

　手を挙げた人物に、何人かの生徒がぎょっとしたような視線を向ける。昨日出会ったばかりだが、授業中に発言するような人物には見えなかったのだ。

「使用する技能を見れば相手の力量がわかるから……ですか？」

　その回答に、生徒の大半がクエスチョンマークを浮かべた。だが、里香はその答えを聞いて小さく頷き、博孝は『それがあったか!?』と頭を抱えている。

「正解だ。それを理解させるために、一芝居打たせてもらった」

　そして、沙織の答えを肯こう定ていするように砂原が頷く。

「長谷川の言う通り、相手が使った技能によって力量を推測することができる。『飛行』が使える『ＥＳ能力者』と、汎用技能しか使えない『ＥＳ能力者』。前者は強敵だが、後者は訓練生レベルか、卒業したてだ。もっとも、過信はできないがな。油断させるために、わざと簡単なＥＳ能力しか使わない者もいる。それでも、思考することは重要だ」

　砂原の言葉を聞いた博孝は、すぐさまノートに書き取る。そしてついでとばかりに赤線を引き、『重要』という言葉もつけ足した。

「相手の力量がわからない場合だが、その時は交戦しながら見極めるしかない。先ほども言ったが、『防殻』を見るのも手だ。『構成力』の量も個々人で大きく異なる。攻撃しても傷一つつけられない場合は、交戦を切り上げて逃げの一手を打つことも重要だ」

　逃げ切れるかは別の話だが、と最後につけ足される。

「汎用技能でも、『射撃』は『狙撃』に比べれば威力や弾速、射しや程ていは大きく異なる。十キロも離れた距離から攻撃されれば、それは『狙撃』だと判断して良いだろう。反対に、百メートル程度離れたぐらいでは『射撃』か『狙撃』かは判断しにくい」

　下手すれば死ぬ可能性があるため、被ひ弾だんした時の威力で判断するわけにもいかない。

「実戦では様々な状況が発生する。今日話したことは、その内のほんの一部だ。今後は戦訓を元にした話もしていくが……今の段階でも言えることは一つだ」

　砂原は、自身の頭を指差す。

「常に思考しろ。その結果、相手の力量がわかれば逃げられるかもしれないし、有効な攻撃方法が思いつくかもしれん。接近戦が得意な相手ならば遠距離戦、逆に遠距離戦が得意な相手ならば接近戦か、離り脱だつするか。それらを判断するために思考を放ほう棄きするな」

　そう言って、砂原は時計を確認する。

「そろそろ昼ひる休きゆう憩けいの時間だな……よし、それでは午前の授業はここまでとする。午後は着替えてグラウンドに集合だ。では、解散！」

　授業の終了を宣言する砂原。それを聞いた博孝達は、ノートに記き載さい漏もれがないことを確認してから席を立つのだった。




　午後になると、生徒達は初日と同じくグラウンドに並んで砂原の到着を待っていた。

「さあ、二日連続での恐怖体験になるのか……」

「言わないでほしいっす。さすがにそれはないと思いたいっすよ」

　拳銃で撃たれたり、槌つちで殴られたりするのは勘弁してほしい二人である。今のところ、インパクトの強い体験でトップバッターを任されるのが博孝か恭介のどちらかだ。何かあれば、また実験台になるに違いないと内心で恐怖する。

「お、教官が来たぞ」

「物騒な物は持ってないっすね。見慣れない人が三人ほどいるっすけど」

「ん？　んん？　おおっ!?　バッジをつけてるぞ!?」

「え？　ということは、『ＥＳ能力者』っすか？」

　恭介が疑問の声を上げるが、私語は止やめて砂原が到着するのを待つ。

「全員揃っているな。午後の授業では実際にＥＳ能力を扱う。だが、諸君らはその方法もわからないだろう。そのため一班八人に分けてそれぞれ『ＥＳ能力者』をつける」

　そう言って砂原が背後の三人を紹介するが、正式な教官ではないらしい。本来の仕事は訓練校の防衛に当たるのだが、時折授業の手伝いにも駆かり出されるそうだ。

「四級特殊技能を持つ『ＥＳ能力者』だ。よく学べ。班割りについてだが――」

　そこで、博孝と恭介に視線が向けられた。博孝と恭介は、咄とつ嗟さに視線を横に逸らす。

「河原崎と武倉。お前達二人は俺が指導してやろう。どうだ、嬉しいか？」

　獲え物ものを見る肉食動物のような視線を向けられ、博孝と恭介は慌てて姿勢を正す。

「はい！　嬉しいです教官！」

「嬉しすぎて涙が出るっすよ！」

「そうか、ならばその期待に応えてやろう。さて、残りの割り振りについてだが……」

　色々な意味で、本当に涙が出そうだった。それでも博孝と恭介は顔を見合わせると、仕方がないとため息を吐く。

　絶対に砂原を怒らせないように気をつけようと、互いに誓ちかうのだった。




「うおおおおおおおおお！　目覚めろ！　俺の秘められたパゥワアアアアアァァァ！　具体的に言うと空を飛べえええぇぇっ！」

「なんで無駄に良い発音してるんっすか!?　じゃあ俺も……はああああああぁぁっ！」

「おっ、バトル漫画っぽい掛け声！　やっべぇかっけぇ！」

　十分も経てば、二人は誓いを忘れてはしゃいでいた。しかし、砂原は呆あきれたような顔をするだけで特に止めてはいない。

　ＥＳ能力には、こうすればできるというマニュアルはない。『ＥＳ能力者』ごとに得手不得手があり、同じ技能を発現する場合に一人がＡの方法でできても、もう一人が同じようにＡの方法でできるとは限らなかった。

　最初の段だん階かいとして自身の『構成力』を感じ取り、そこから『防殻』を発現する。この時点で『構成力』の感知と操作を学ぶのだが、その段階で教官ができることは少ない。

「そこの阿あ呆ほう二人」

「とうとう阿呆扱い!?」

「酷ひどいっすよ教官！」

　砂原が話しかけると、恭介と博孝は動きを止めた。四班がグラウンドの各地に散っているため他の班に迷めい惑わくはかからないが、同じ班の人間には十分に迷惑になるのだ。

「感情を昂たかぶらせるというのも方法の一つではあるが、何か摑つかめたか？」

「いえ、全然」

「そっすねー。なんかこう、胃いの中に重たいものを感じるぐらいっす」

「いやいや、それは昼飯の食い過ぎだろ」

「む、違うっすよ！　なんかこう、違い和わ感かんというか、破は裂れつしそうな感じっす！」

　博孝の言葉に恭介が食ってかかるが、それを聞いた砂原は片眉を上げた。

「ふむ……武倉、上の服を脱ぬいでみろ」

「……え？　い、いや、申し訳ないっすけど、俺はそっちのケはないっすよ!?」

「安心しろ、俺もない。さっさと上の服を脱げ……それとも吹き飛ばされたいか？」

　ドスの利いた声で言われ、恭介はしぶしぶ上着を脱ぐ。

「腹の中の違和感に集中しろ」

　砂原が何かをすることを察し、恭介は自身の腹部の違和感を感じ取ろうと集中する。そして、そんな恭介の腹部に砂原が手を当てた。

「……これか。武倉、その違和感を全身に広げるよう意識しろ」

　そう言われて、恭介は自身の違和感を操作するように全身へ移動させる。すると、弱々しいながらも白い光が恭介の身を包み始めた。

「おわっ!?　なんっすかコレ!?」













「集中を乱みだすな！　いいか、これが『構成力』だ」

　砂原が手を離すと、光はすぐに霧む散さんする。それを見た砂原は顔をしかめた。

「集中を乱すなと言っただろう。だが、自身の『構成力』は摑めたのではないか？」

　砂原がそう言うと、恭介は自身が行ったことを遅れながらも理解する。

「ちょ、い、今のが『構成力』っすか!?」

「うわ、マジかよ！　すげーな恭介！　あっさりとできたじゃねーか！」

　恭介の体が白い光に包まれたのを見ていた博孝は、驚きながらも恭介の肩かたを叩く。肩を叩かれた恭介は、気を取り直したように目を閉じた。

「も、もう一回やってみるっすよ！」

　そう言うなり、恭介は集中を始める。そして三十秒も経つと、再度恭介の体が白い光に包まれ始めた。

「そうだ。あとは『構成力』を全身に回したままで維い持じしろ。それが『防殻』だ」

　砂原がそう声をかけると、恭介は目を開いて自身の体を見下ろす。

「お、おおぉっ!?　お、俺、できてるっすよ！　ってああ!?　光が消えた!?」

　喜びの声を上げるなり、集中が切れて恭介の光が消える。それでも『防殻』を発現することに成功して嬉しいのか、恭介は両手を突き上げて喜びの声を上げた。

「早い者なら数時間程度で習得できるが……武倉は中々才能があるのかもしれんな」

「え？　マジっすか!?　そんなこと言うと、俺調子に乗っちゃうっすよ!?」

「調子に乗りたいなら、まずは『防殻』を維持できるようになれ。熟練者は息をするように『防殻』を発現できるぞ」

　砂原の言葉に恭介は肩を落とし、それを見た砂原は小さく笑う。

「少しでも良いから調子に乗らせてほしかったっす……」

「ははは。まあ、修練を重ねれば難しいことではない。歩く、走る、複雑な動作を行う。どんな時でも集中を切らさず、『防殻』が維持できるようになれ」

「先は長いっすね……でも了解っす！　頑張るっすよ！」

　拳を握りながら頷く恭介。それを見た博孝は、負けてられないといわんばかりに自身の集中に移る。恭介はその横で『防殻』の発現の練習をしつつ、砂原に話しかけた。

「ちなみにっすけど、遅い人ならどれぐらいでできるようになるんっすか？」

「そうだな……遅くても、一週間もあればできるようになるだろう」

「へー……でも、一時間かからなかった俺ってば、もしかして天才っすか!?」

　どうあっても調子に乗りたいらしい。それを聞いた砂原は、顎あごをしゃくる。

「それは、アレを見てから言うんだな」

　砂原に言われて視線を向けた先には、沙織の姿があった。博孝や恭介と同じように砂原の班に選ばれたのだが、少し離れた場所に一人で立っている。目を瞑り、集中しているようだった。すると、すぐさま体の周囲が白い光に覆われる。

「長谷川は俺の補助なしで『防殻』を発現させているぞ？　天才と呼ぶなら、向こうだな。見ろ、その上もう歩き出している」

　二人の視線の先で、目を開いた沙織がゆっくりとだが歩き出す。それでも『防殻』は消失しておらず、そこからさらに屈くつ伸しん運うん動どうを始めた。

「どうやら、走りながらでも『防殻』を維持できるか試すようだな」

「ぐぬぬ……お、俺も練習するっすよ！」

　沙織から視線を切り、恭介も練習に戻る。それを見た砂原は、優しげに笑うのだった。




　四時間ほど経ち、傾いてきた太陽が照らすグラウンドで博孝は腕組みをしていた。

「――うん、わからん！」

『構成力』がまったく摑めず、博孝は両手を上げて降参のポーズを取る。

　視線を巡らせてみれば、『防殻』を維持しながら歩いている恭介の姿が見えた。そして、そんな恭介を尻しり目めに走る沙織の姿もある。

　クラスメート達の中にもちらほらと『防殻』を発現している者がいた。砂原の班では八人中四人が『防殻』の発現に成功しており、その中には里香や希美の姿もある。

　砂原は博孝と同じように『構成力』が感知できていない生徒にアドバイスを行っており、傍にいない。

「あー……こうなったら、できている人からアドバイスもらうか」

　そう言って歩き出すが、近くにいたのは里香だった。希美は他のクラスメートから質問を受けており、故ゆえに博孝は里香の元へと歩み寄ったのだが――。

「んん～～～～～～っ！」

　両手を胸むねの前で構えて、顔を真っ赤にしながら『防殻』を発現する里香の姿がそこにあった。余よ程ほど集中しているのか、自分の声に気づいた様子はない。一日二日の付き合いしかないが、大き目の声を出している里香に新鮮さを覚える博孝だった。

（もしや……あの構えと掛け声に秘密がっ!?）

　そう思うなり、博孝は両手を胸の前に構え、体を丸め、腰を落とす。しかしそれは、傍から見ればボクシングのピーカブースタイルにしか見えなかった。

「んお？　何やってるんっすか？」

　そこで休憩のためか、恭介が戻ってくる。しかし博孝の構えを見るなり首を傾げた。

「岡島さんを見習ってこの構えをしているんだが……どうだ？　光は出ているか？」

「『防殻』じゃなくて、デンプシーロールを練習しているようにしか見えないっす」

　すっぱりと切り捨てる恭介。それを聞いた博孝はゆっくりと体を振り始める。

「よし、それじゃあボクシングごっこしようぜ。お前サンドバッグな！」

「ちょちょちょっ!?　どんな遊びっすか!?」

　８の字を横にしたような軌き道どうで頭を振りつつ、恭介に近づいていく博孝。それを見た恭介は慌てて『防殻』を発現させた。

「卑ひ怯きような！　『防殻』を使うなんて……って、『防殻』を殴なぐったらどうなるんだろ？」

『ＥＳ能力者』同士ならば拳も攻撃として意味があるのだが、と博孝は首を傾げる。それを聞いた恭介も、『防殻』を維持しながら首を傾げた。

「たしかに……殴った方が痛いとかっすかね？」

　恭介も疑問に思ったらしい。しかしすぐに右手を広げて構えると、楽しげに口を開く。

「試してみるっすか？」

「おうともさ！　……でも、何かあったら困るから軽くな？」

　そう言って、博孝は恭介の手の平を軽く殴ってみる。すると、まるで金属でも殴ったかのような感触が拳に伝わってきた。

「つっ!?」

　その感触に博孝は拳を引く。恐る恐る拳を見てみると、拳の表面が赤くなっていた。

「それ、めっちゃ硬いぞ……」

　手の平を殴ったはずなのに、博孝の拳の方が痛むほどである。博孝は自身の拳を見下ろしながら、深刻そうな息を吐いた。

「ＥＳ能力が使えないと、これだけの差があるのか……『ＥＳ能力者』としての素すの身体能力だけじゃどうにもならないな」

「博孝は『構成力』の感覚がつかめないっすか？」

「全然。それで『防殻』が発現できる人にアドバイスをもらおうと思ったんだが……」

　そう言いつつ博孝が里香に視線を向けると、丁度息継ぎをしていた里香と目が合う。

「っ!?　な、なにっ？」

　驚いたように、顔を真っ赤にしたままで一歩後ろに下がる里香。それを見た博孝は、ついからかいの言葉を口にした。

「いやー、顔を真っ赤にして可愛いなーって」

　特に考えなく博孝が言うと、里香はさらに顔を赤くしながら後ろへと下がる。

「お？　なんっすか？　助言をもらうんじゃなくてナンパっすか？」

「ちげーよ！」

　恭介の発言に対して平手でツッコミを入れるが、『防殻』を発現したままだったので容易たやすく防がれる。むしろ手の方が痛かったため、博孝は恭介を恨めしそうな目で見た。

「ツッコミを拒否するとか、お前はそれでも芸人か？」

「誰が芸人っすか!?　自分は芸人ですなんて自己紹介をした覚えはないっすよ!?」

「え、えっと……」

　博孝と恭介が騒いでいると、里香は戸惑いながら首を傾げる。それを見た博孝は慌てたように手を振った。

「っと、邪魔してゴメン。俺、『構成力』が全然わからなくてさ。良かったらアドバイスがほしいんだけど……」

「あ、アドバイス？」

「イエス。あ、まずは土下座か土下寝をしてからの方が良いですかね？」

　そう言いつつ博孝が地面に膝ひざをつこうとすると、里香は慌ててそれを止める。そして博孝の求めるアドバイスを考え、小さな口を開いた。

「そ、その、えっとね？　わ、わたしの場合は自分の中に違和感があったから、それを教官に伝えて、それで……」

「えっ？　まさか、恭介みたいに服を脱いだの？」

「ええっ!?　ち、ちがっ！」

「博孝、それはさすがにセクハラだと俺は思うっすよ……」

　恭介に呆れたように言われ、博孝は自身の発言を振り返る。そして、真顔になった。

「いや……マジすんません。今のは素で疑問に思っただけでした。他意はありません。でも、それで納得できないのなら土下座しますんで、頭を踏んで『それで謝罪のつもりかこの豚ぶため！』と罵ののしっていただければ……」

「博孝、博孝！　落ち着くっすよ!?　もしかしてそんな趣味があるんすか!?」

「ば、バーローオメー！　んんんなわけねーですよ!?」

「ならなんでつっかえた上に目が泳いでるんっすか!?」

　再び博孝と恭介が言い合いを始めると、里香は困ったように笑いつつ、一歩後ろに引く。その動きを見た博孝は、絶望に染そまったような声を絞り出した。

「ああっ!?　一歩引かれた！」

「さすがに頭を踏んで罵れと言われたら、誰でも引くっすよ。俺もドン引きっす」

　そう言われて、博孝は思考を切り替える。さすがに冗談が過ぎた。

「冗談なのに……で、岡島さんも違和感を覚えたのか。そうなると、まずはその違和感とやらがわかるようにならないといけないな」

「え？　あ、う、うん……違和感があって、あとは教官にそれを伝えたら、手を取られて、それで集中したら、『防殻』が、その、できた……よ？」

「博孝ー、切り替えが急すぎて岡島さん、目を白黒させてるっすよー」

「おっと、そいつは失礼。ありがとう岡島さん。色々試してみるよ」

　恭介の茶々に答えつつ、博孝は礼の言葉を口にする。恭介も里香も違和感を覚え、そこからすぐに『防殻』を発現した。自分もその違和感を摑もうと決意をした博孝は集中のために目を瞑り――そこで、午後の授業の終了を告げるチャイムが鳴り響く。

「……明日に持ち越しか」

「まぁ、『構成力』の感覚さえ摑めればすぐっすよ」

　肩を落とす博孝に笑いかけ、恭介が肩を叩く。肩を叩かれた博孝は、唇くちびるを引き結んだ。

「へーん、すぐに追いついて強烈なツッコミを入れてやるからなー。覚悟しろよー」

「『ＥＳ能力者』同士だとツッコミも痛いっすから、ほどほどにしてほしいっす」

　ほどほどなら良いんだ、と話が聞こえていた里香は思った。博孝達は里香が不思議そうな顔をしていることに気づかず、そのまま整列する。

『構成力』の感覚を摑めた者は九名、『防殻』を発現した者は六名の計十五名。クラスの半数ほどだが、それに漏れた博孝は拗すねたように視線を逸らした。その顔が先ほどまで騒いでいた博孝の姿に似合わず、隣に並んで整列していた里香は小さく微笑む。

（クラスの半数が次のステップか……俺も早く『構成力』を理解しないとな）

　当の博孝は表面上拗ねた顔をしつつ、内心ではそんなことを考えていた。博孝が目指す『飛行』は三級特殊技能で、先は長いのだ。こんなところで躓つまずいてはいられない。

（よし、部屋に戻ってからも練習してみるか）

　こっそりと自主訓練を行うことを決意し、博孝は砂原の解散の言葉を待つ。

（明日の訓練で、『防殻』を発現した状態で恭介にツッコミを入れてやるわ……）

　ククク、と悪い笑みを漏らす博孝だが、その目もく論ろ見みは見事に失敗することになる。

　――訓練開始から一週間が経っても、博孝は『構成力』を感知することができなかったのだから。




　訓練校に入学してから十日ほど経ったその日、恭介は隣の席にて死んだ目をしながら夕食を食べている博孝を見て頰を引き攣つらせていた。

　入学当初に知り合い、色々と気の合う友人ではある。しかし、ここ数日は非常に大人しい。時折、『おかしい、こんなはずじゃ……』と呟いているのが若干怖かったが。

「博孝ー……落ち込み過ぎじゃないっすか？」

　見かねた恭介がそう言うと、博孝が振り向く。正確に言うと、首がそのまま横にスライドしたような動きだったため、呟きと合わせて恐怖感を煽あおった。

「でも、入学して十日目だぜ？　休日も練習してみたけど、駄目だったし。今日も駄目だったし……知ってるか？　長谷川なんて、自主訓練で『防壁』使ってたんだぜ……」

「五級特殊技能っすか……さすがは『武ぶ神しん』の孫っすねぇ」

「おお……才能なのかわからんけど、爪つめの垢あかを煎せんじて飲みたいわ」

　藁わらにも縋すがりたいといわんばかりにうなだれる博孝を見て、恭介は苦笑を深める。

　入学から十日が経った今、クラスの中で『防殻』を発現できないのは博孝だけだ。あまりにも上達が見られないため、クラスメート達から向けられる視線が気になって仕方がないほどである。疑ぎ心しん暗あん鬼きか、見下されているような雰ふん囲い気きを感じるのだ。

　博孝の思考がネガティブな方向に傾いているのを察した恭介は、自身の好物である唐から揚あげが盛られた皿を示す。

「努力は報むくわれるものっすよ。ほら、唐揚げ食うっすか？　美う味まいっすよ？」

「俺が食い物で機嫌を直すような単純な人間に……ってなんだコレ!?　マジでうめぇ!?　ちょっと注文してくるわ！」

　機き嫌げんが直るものかと言いつつ、唐揚げの美お味いしさに感激した博孝はダッシュで注文に向かう。そんな博孝を見た恭介は、思わず苦笑した。

「うんうん。博孝は元気な方がらしいっすねぇ」

　訓練は上う手まくいっていないが、落ち込むのは博孝らしくないと思う恭介だった。友人になってまだ十日ほどだが、凹へこんでいるよりも騒いでいる方が似合うだろう。

　しかし、と恭介は食事を進めながら思考する。

　生徒のほとんどが『防殻』を発現できるようになったが、博孝がまだのため全体の進みが遅くなっている部分がある。それを不満に思う者がいるのも事実だった。

　普通の人間だった頃と違い、『ＥＳ能力者』になったことで得られる様々な力。それに全能感を覚え、気が大きくなっているクラスメートもいる。

「面倒なことにならなければ良いっすけどね……」

　恭介はため息を吐くようにそう呟くが、それが叶わないのではないかと、無意識の内に思うのだった。




　訓練校での生活は、午前が座学で午後が実技訓練となっている。座学はＥＳ能力に関することを中心に教えており、一般科目については時間が短い。

　そんな座学の時間でも、博孝は常に『構成力』を感知するべく集中を行っている。

　それが原因で授業が静かに進むのは良いことだが、と砂原は思う。博孝は集中をしていても授業は聞いているため、ノートの取り忘れや聞き漏らしがなかった。

　ある意味器用だと感心するが、授業中でも『構成力』を感知するための鍛たん錬れんを重ねる博孝に思うところは多々ある。入学して十日も経つというのに『防殻』どころか『構成力』を感知できないのは、平均と比べても遅いのだ。

　砂原は『遅い者でも一週間』と言ったが、博孝を除いた全員が三日で自身の『構成力』を感知することに成功した。最初は遅い方だと思っていたが、さすがに遅すぎる。

　博孝とは逆に、沙織が一週間と経たずに『防壁』を発現したのは早すぎる成長だろう。他にも『射撃』や『盾たて』も発現しており、あとは支援系汎用技能の『接合』を覚えれば訓練校の卒業生レベルだ。天才と呼ぶしかないが、すべての技能が実戦に堪え得るかどうかは別の話である。できることは増えているが、その熟練度はまだまだ低い。

　他にも恭介や希美、里香も成長が早い。そろそろ、『防殻』以外の汎用技能を扱えるようになりそうだった。特に、里香は『接合』が形になりつつある。

　砂原は教官という立場上、博孝が努力をしているのを知っている。しかし、その努力がここまで結実しないのも珍しかった。砂原が知る限りでも初めての事例だろう。

（授業の速度を調整するのもそろそろ限界だが、どうしたものか……）

『防殻』は『構成力』の消しよう耗もうがほとんどないため自宅での練習も許可しているが、消耗以前の話だった。博孝が『構成力』を感知できれば良いが、その兆きざしもない。このままでは、博孝個人ではなくクラス全体の進しん捗ちよくを考えて授業を進める必要がある。

　現に、授業の進みが遅いと感じているのか、それを不満に思う生徒もいるのだ。下手をすると、その不満が博孝に向くかもしれない。

（……しかし、荒あら療りよう治じが必要かもしれんな）

　表情には出さず、砂原は心中だけで呟く。きっかけがあれば、大化けする可能性もある。未熟な『ＥＳ能力者』が実戦を経験し、飛躍的に能力を向上させることもあった。

（さすがに実戦に放り込むことはできんがな……簡単な任務程度ならば問題はないだろうが）

　それならば自分が引いん率そつすればどうかと砂原は考えるが、それでも許可は下りないだろう。最良の結末は、今日にでも博孝が『構成力』の感知を可能とすることだが――。

（望み薄、といったところか）

　博孝は今も授業を聞いているようで、その実自身の『構成力』を感知しようと集中している。しかし、表情を見るだけでそれが上手くいっていないことが見て取れた。

　このままでは、博孝の言う『空を飛ぶ』どころか卒業すら難しいかもしれない。入学からそれほど経っていないが、今の状態はそれほどまでに深刻である。

　だが、砂原は博孝の性格に似合わない勤きん勉べんさと努力家の部分に賭かけ、もう少しだけ様子を見ることにするのだった。




　その日の午後、博孝は『防殻』を維持する訓練を行っている生徒達から離れ、一人で集中を続けていた。しかし相変わらず上手くいかないため、集中もすぐに切れてしまう。

　授業の時間中『構成力』を感知する訓練を続けたが、結果は惨ざん敗ぱいだった。授業が終わってからもグラウンドに残って自主訓練を続けるが、上手くいかない。恭介も一時間ほど自主訓練に付き合っていたが、授業で疲れていたため引き上げていった。

　無茶をしてコツが摑めるならいくらでも無茶をするが、八方ふさがりだ。夕日に照らされて自分の影が地面に伸びるのを見ながら、博孝は苛いら立だちにも似た感情を覚える。

「うーん……『ＥＳ能力者』になれたことで、運を使い果たしていたかな？」

　苦笑するように言うが、その声に力はない。ＥＳ適性検査を通った時は嬉しくて仕方がなかったが、それでも、まさかここまで上手くいかないとは思っていなかった。

「あれかなー……『ＥＳ適合者』と『ＥＳ能力者』の違いなのかなー」

　両親のどちらか、あるいは両方が『ＥＳ能力者』ならば、その子供は生まれながらにして『ＥＳ能力者』と接して生きてきたことになる。十五歳まで『ＥＳ能力者』の傍で生活をしていれば、自然と『構成力』の感知はできそうだと思った。

「やめだやめだ！　あれこれ考えていても仕方ない！　ここはアレだ、精神集中ということで結けつ跏か趺ふ坐ざをしながら瞑めい想そうでも――」

　悪い気分を振り払う博孝。しかし、複数の足音が近づいてくるのが聞こえたため視線を動かすと、クラスメートの男子三人が博孝の方へと歩み寄ってきていた。

　顔は覚えているが、名前の方は記憶が怪しく、博孝は首を傾げる。

「えーっと、佐さ藤とうと鈴すず木きと高たか橋はしだっけ？」

「なんだよその、『日本人に多い名字を並べておけばいいや』みたいな発言は!?」

　博孝の言葉に、三人の内一人が思わずツッコミを入れる。しかし、他の二人に肩を叩かれて我に返ったのか、咳せき払ばらいをした。

「自主練か？　大変だなぁ。少しは先に進めそうなのかよ？」

　一人がそう言うと、残りの二人が笑い声を上げる。それを聞いた博孝は、おどけるように自身の額を叩いてみせた。

「いやまぁ、現在人生という名の道に迷っていまして。中々先に進めないですなぁ」

「ほー……そりゃ大変そうだなぁ」













　博孝の言葉を聞いた三人は、どうでも良さげに相あい槌づちを打つ。しかし三人の内一人が顔をにやつかせながら、博孝へと一歩近づいた。

「最近静かだからさぁ、心配してるんだよ。何か嫌なことでもあったのか？」

「あ、マジで？　心配させちゃあいかんな。よし、お詫わびに一発芸を――」

　言い切るよりも早く、三人の内一人が殴りかかってくる。それを予想していた博孝は上体を後ろに反らし、左頰を狙った拳を避けた。そしてさらに三歩ほど距離を取る。

　拳を避けられてたたらを踏んだクラスメートは、怒りか羞しゆう恥ちか、顔を赤くする。しかし、それを誤魔化すように凄すごんでみせた。

「お前、舐なめてんのか？」

「舐める？　意味がわからんね。少なくとも男を舐めたりする趣味はないけど」

　近づかれた分だけ下がり、博孝は肩を竦すくめる。時折クラスメートから嫌な視線を向けられることがあったが、まさかここまで直接的な手段に出てくるとは思わなかった。

「お前のせいでさ、クラス全員が迷惑してるんだよね」

「俺ら、君と違って優秀だからさ、早く新しいＥＳ能力を覚えたいわけ」

「しかも授業中にうるせえしよ。出来損ないは静かにしていることもできねえのか？」

　ニヤニヤと笑いながら好き勝手に言うクラスメート達。それを聞いた博孝は、わざとため息を吐いた。

「それなら、俺がみんなに追いつくための練習時間を邪魔しないでほしいなぁ。これでも上手くいかなくて凹へこんでるんだぜ？」

　ため息混じりのその言葉は、紛れもない博孝の本心だ。難なん癖くせをつけられるのもそうだが、ＥＳ能力が使えないというのは非常にストレスがかかった。一足飛びに『飛行』を使えれば、とまでは思わないが、周囲ができることを自分だけができないというのは辛い。博孝は奔ほん放ぽうな性格をしているが、悔しさと劣等感がないわけではないのだ。

「なんなら、『構成力』を感知するためのコツでも教えてくれよ。それで上手くいけば、一週間ぐらい飯を奢おごるから。そりゃもう、喜んでな」

　博孝がそう言うと、三人はニヤけた笑い顔をさらに歪ゆがめる。

「へぇ……飯を奢ってくれるのか。そういえば、お前も結構な額が携帯に振り込まれてたんだろ？　それじゃあ、まずはそれを寄よ越こせよ。迷惑料だ」

「……はあ？」

　さすがに発言が理解できず、博孝は首を傾げた。そして、自分が俗に言う『カツアゲ』を行われているのだと、遅れながらも気づく。

「お断りだ。というか、お前ら馬鹿だろ？　クラスメートからカツアゲなんかしたら、教官からどんな指導をされるかわからんぞ？」

　教官を引き合いに出せば退ひくだろうと、博孝は考える。しかし、相手はそれでも笑っているままだ。

「お前が自発的に差し出すんなら問題ないだろ。いいからほら、出せよ」

　ニヤニヤと笑いながら、手を差し出してくる。

　さすがにここまでくれば、博孝も穏おん便びんに済ませる気が失うせてきた。

「アホなこと言ってないで部屋に帰れ。こっちはお前らみたいに暇じゃないんだよ」

　少しばかり言葉を荒くするが、クラスメート達はそれに構わず距離を詰め始める。

「なんだよ、つれないなぁ。武倉だけじゃなく、俺達とも仲良くしようぜぇ」

「お？　なんだ？　親しん睦ぼくを深めるためにトランプでもするか？　俺、インディアンポーカーならめっちゃ強いぞ」

　少しずつ距離を取りつつ、博孝は答える。それを聞いた三人は少しだけ顔を見合わせ、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「あー、駄目だコイツ。自分の立場わかってねえよ。よし、ちょっと遊んでやろうぜ」

　そう言いつつ、三人は『防殻』を発現させる。弱々しいながらも白い光が体を包み、それを見た博孝は顔をしかめた。

（こいつら、本気かよ……）

　ＥＳ能力を扱えることで、ここまで増長したのかと驚きよう愕がくする。しかし、そんな博孝の動揺を三人は違う意味に捉とらえたようだった。

「なぁに、手加減はしてやるって。『防殻』使っているだけじゃ相手は死なねえしな」

「そう言えばほら、コイツ前に面白い遊びを口にしてたな。なんて言ってたっけ？」

「あれだよ、『ボクシングごっこしようぜ。お前サンドバッグな』」

　聞いていたのか、と博孝は思った。だが、サンドバッグになる気は微み塵じんもない。

　ここは走って逃げるか、と校舎の方に視線を向けてみるが、それに気づいて三人が博孝の行く手を遮さえぎるように移動した。

「逃げんなよ……なんだ、いつも騒いでいるけど、口だけかぁ？」

「喧けん嘩か上じよう等とう、みたいな感じで騒いだ記憶はないぞ。うるさかったなら、謝る」

「お？　良いね。謝るなら当然、土下座だよな？」

「その後靴くつも舐めさせてやるよ。嬉しいだろ？」

　笑いながらそこまで言われれば、博孝としても我慢の限界だった。怒りはあったが、一周回って逆に冷静になる。

「はん、誰がそんな汚ねぇ靴を舐めるか。舐めてほしけりゃ動物にでも頼むんだな」

　挑発するように嘲あざ笑わらうと、それを見た三人の顔色が変わった。

「……ああ、駄目だコイツ。本気でボコるわ」

「顔はやめとけよ。サンドバッグなら、腹で十分だ」

「まあ、やり過ぎても大丈夫だろ。どうせ治してもらえる」

　そう言って、三人が博孝を逃がさないよう注意しながら近づいてくる。

「あー……ったく、俺って平和主義なんだけどなぁ……喧嘩とか本気で勘弁してほしいんだけどなぁ……カツアゲとか喧嘩上等とか、いつの時代のヤンキーだよまったく」

　でもまあ、と唇を湿らせながら呟く。上手くいかなくてイライラしていた。八つ当たりにもならない――むしろ、ボコボコにされるしかないだろう。『防殻』を発現した相手に素手で殴りかかればどうなるか、恭介と実験済みだ。

　それでも、やりようはある。

「――喧嘩、上等ォッ！」

　柄がらでもないと理解しつつも、博孝は三人に向かって飛びかかるのだった。




「あー……いってぇ……」

　山間に太陽が沈み始め、徐々に夜の帳とばりが降り始めた頃。

　博孝はグラウンドに寝転がり、夕暮れの空を見上げていた。心境と大きく異なる雲一つない、カラスの一羽すら飛んでいない空を眺め、博孝は大きくため息を吐く。

「くっそー……途中までは良い感じだったんだけどなぁ……」

　クラスメート三人を相手にした喧嘩は、予想通りと言うべきか、博孝の敗北で終わった。それでも多少なり痛手を与えることができたため、今は満足である。

『防殻』を発現できない博孝が取ったのは、『自分が使えないなら相手を利用すれば良い』という単純な戦法だった。幸いにも、相手は三人。全員が『防殻』を発現していたため、一番近くにいた生徒の襟えり首くびを摑み、全力で振り回したのである。

　ＥＳ能力が使えなくとも、腕わん力りよくに影響はない。博孝も『ＥＳ能力者』の端はしくれであり、相手が『防殻』を発現できるようになって日が浅かったのも助け舟となった。

　仲間を振り回した瞬間、それに慌てて『防殻』の維持に失敗したのだ。それを見た博孝は何の躊ちゆう躇ちよもなく跳びかかり、一人を殴り倒した。

「あそこで逃げときゃ良かった」

　思わず、博孝は呟く。一人殴り倒して相手が動揺した時点で、逃げれば良かった。しかしそのまま喧嘩を継続し、もう一人と取っ組み合いになっている間に残りの一人に殴り倒されてしまったのである。あとは、殴る蹴るの暴力に晒さらされるだけだった。

　相手が『防殻』の発現を忘れたのは幸いだったが、殴られ、蹴られたことに違いはない。体のあちこちがズキズキと痛み、骨は折れずとも打だ撲ぼく程度にはなったようだ。

　暴れたことで多少気は晴れたが、負けたことで悔しさと歯は痒がゆさが残る。すると、そんな博孝の隣に誰かが座りこんだ。

「ボロボロだな」

「……教官」

　傍に座り込んだ人物を見上げ、博孝は呟く。そこにいたのは砂原だった。失礼になるからと体を起こそうとするが、疲ひ労ろうと痛みを訴うつたえる体は言うことを聞いてくれない。

　砂原は仰向けに転がる博孝へと視線を向けると、小さく苦笑した。

「ああ、そのままで良い」

「……もしかしてですけど、見てたんですか？　だったら、止めてくださいよ……」

　思わず、愚ぐ痴ちのようにそう言った。常ならば怒声が飛び、最悪殴られかねないが、今だけはそう言って良い気がしたのだ。

　砂原はくくっ、と笑うと、懐ふところから僅かに凹んだ煙草たばこの箱を取り出す。そして煙草に火を点つけると、大きく息を吸い込んでから紫し煙えんを吐き出した。

「きょうかーん、ここに生徒で怪我人がいるんですけどー」

「教官の仕事は定時で終わりだ」

「そんな、定時ですぐに仕事を終われるのって、公こう務む員いんだけじゃないんですか？」

　少なくとも、博孝の父親は定時で帰ってくることはなかった。サービス残業という名の会社への奉仕を行ってから帰宅する毎日だったのである。

「国に管理される『ＥＳ能力者』は、世間では公務員扱いだ。待たい遇ぐうも良いだろう？」

「そりゃ、携帯に振り込まれている金額を見て驚きましたがね……」

　さすがに高すぎるでしょう、と呟き、博孝は砂原を見上げた。

「つーか、煙草吸うんですね」

「意外か？」

「意外というか、教官ってそういうのには手を出さないイメージがありました」

　もはや遠慮もなく博孝が言うと、砂原は苦笑する。

「ただの嗜し好こう品ひんだ。俺ぐらいの『ＥＳ能力者』になると、麻ま薬やくも効かんからな」

「麻薬が効かないって……俺もいずれそうなるんですかね」

　それとも、このまま成長しなければ無理なのだろうかと内心でため息を吐く。砂原はそんな博孝を見下ろし、意地悪げに笑う。

「で、同じ時期に入校した生徒に喧嘩で負けた感想はどうだ？」

　その問いに、博孝は無言で答える。意地の悪い質問だ、と視線で抗議もしてみるが、砂原は笑うだけだ。

「最悪っすよ……くっそー、同じ条件なら負けなかったんだけどなぁ……」

　取り繕つくろうこともできず素直に答えると、砂原は笑いながら紫煙を吐き出した。

「ああ、実際上手い戦い方だったぞ。素人しろうとにしては上出来だ」

　自分の攻撃が通じないのならばと、相手を利用した点は素直に褒ほめられる。ただ、一人倒したその後の対応がお粗そ末まつだったが。

「えぇ？　上手いって言っても、負けたんですけど」

「なら、逃げれば良かっただろう？　それで少なくとも、負けではないはずだ」

「……正論過ぎて反論もできません」

　拗ねたように言うと、砂原は笑みを深めた。

「前から思っていたが、お前は変なところで素直だな」

「品ひん行こう方ほう正せいで素直な人格だと自負していますから」

「品行方正な人間は、武倉と一緒に授業中に騒がん」

　冗談を言う博孝だが、呆あつ気けなく切って捨てられる。そして、それもそうだと納得してしまった。痛む体を我慢して、博孝は右手を額へと当てる。

『構成力』が扱えない博孝にとって、多少とはいえ『構成力』を操り始めた他の訓練生との喧嘩は非常に危険だ。訓練生は『構成力』を操る感覚を覚え始めたからか、他者に対する攻撃性を見せていた。今回は、それが表に出た形である。

　今回クラスメート達が行ったのは、自分という存在がどれだけのことをできるかの確認だ。そして博孝は、確認のためのサンドバッグに近い。無論、クラスメート達が口にしたように、博孝の普段の行動が目に余ったのもあったのだろうが。

　当然のことだが、クラスメート全員が暴力を振るいたいと考えているわけではないだろう。恭介や里香、希美はＥＳ能力の成長も早いが、それを周囲に向けて振るうことはなかった。自分の力量を正確に把は握あくしている沙織は、黙もく々もくと訓練に励はげんでいるだけだ。

　入校当時は大人しい性格だったクラスメートが、いつの間にか攻撃的な性格へと変わっている。博孝は名前を覚えていなかったが、それでも、今回喧嘩を仕掛けてきた三人が割と大人しい性格だというのは認識していた。

　そんな人間が突然喧嘩を吹っかけてきたのだから、この短期間でどれだけ精神的な変化があったのかと疑問に思わざるを得ない。それだけＥＳ能力というのは全能的なものなのかと、博孝はクラスメートの顔を思い出しながら思考する。

「あー、駄目だ。ちくしょー……顔を思い出したら腹が立ってきた」

「負けるとわかっていて、それでも受けた喧嘩だろう？　だが、良かったな。卒業後に正規部隊へ配属された後だったら、軍規を乱したということで懲ちよう罰ばつ房ぼう行きだぞ」

「……そういえば、訓練校って一応高校になるんでしたっけ？　普通の学校なら、喧嘩したら停学処分とかになりそうですけど……」

「なんだ、あの三人を停学にでもしてほしいのか？」

『防殻』も発現せずに殴る蹴るの打撃を受けただけのため、今回は打撲の痛みに苦しむだけで終わるだろう。それに、博孝としても停学は納得がいかない。

「いや、教官が見逃してくれるのなら好都合です。怪我を治したらリベンジしますよ。教官に届け出れば、実戦形式の模も擬ぎ戦せんという形にしてもらえるんですよね？」

　悔しさと闘志をむき出しにした博孝が尋ねる。それを聞いた砂原は思わず苦笑した。

「お前は素直で馬鹿でお調子者だが、負けず嫌いでもあるのか？」

「……なんかさらっと酷いことを言われた気がしますけど。でも、負けず嫌いかと尋ねられると、まあ、そうですね」

　博孝の返答に、砂原は苦笑を楽しげなものに変える。博孝はそんな砂原の笑みを見た後、視線を再び空へと戻した。

「教官、ちょっと聞いてみたいことがあるんですけど、良いですか？」

「内容によるが……なんだ？」

　煙草の煙を吐きつつ、砂原が首を傾げる。

「教官の夢っていうか……戦う理由？　みたいなものって、なんですか？　『ＥＳ能力者』になって長いんですよね？」

　博孝は、特に深い考えもなくそんなことを砂原に尋ねていた。

　自身と比べて遙かに長い間『ＥＳ能力者』として生きてきた砂原に聞けば、現状を打破する何かしらの切っ掛けを得られるかもしれない。そう思っての問いかけだった。

「俺が戦う理由か……」

　そう呟くと、砂原はどこか遠くを見るように目を細めた。そして何事かを考えるように二度三度と煙草をふかす。そして視線を博孝へと戻すと、口元を緩めて苦笑する。

「俺が戦う理由は……こいつだ」

　そう言って、砂原は懐から一枚の写真を取り出した。

　そこには常日頃の険しい顔つきとは無縁な、穏やかな笑みを浮かべた砂原の姿がある。強しいて言えば、今博孝の隣で砂原が浮かべている表情に近い。

　そして、そんな砂原の隣には柔にゆう和わな笑みを浮かべた若い女性と、その腕に抱かれた幼児の姿があった。おそらくだが、幼児の年齢は一歳前後といったところだろう。

「以前撮った写真だが、妻と娘だ。俺はこの二人の平和な生活のために戦っている。今は部隊を離れているが……娘が小さい時ぐらいは、なるべく傍にいてやりたくてな」

　短くそう言うと、砂原は写真を懐に戻す。夕日に照らされているからか、それとも別の理由からか、砂原の顔は僅かに赤かった。

（……まさか、照れているんだろうか？）

　奇妙な生き物を発見した心境である。普段の砂原からは考えられないリアクションに、博孝の思考が停止する。

「照れているんですか？」

　故に思わず、顔を上げてそう聞いていた。すると、砂原は口に煙草を咥くわえたまま無言で博孝の頭上へと拳骨を落とす。

　ガン、という拳骨にしてはおかしい音が上がり、博孝は再び地面へと倒れ伏ふす。脳のう天てんに振り下された拳骨は、クラスメートに殴られたものと比べると遙かに痛かった。

「……照れ隠しにしては痛いですよ」

「年上をからかうからだ、馬鹿者」

　砂原はそう言うと、空気を入れ替えるように咳払いをする。短くなった煙草を携帯灰皿に押しつけると、博孝に向けて真剣な、しかしどこか温かみのある目を向けた。

「妻は普通の人間だが、『ＥＳ能力者』である俺と結婚して娘を産んでくれた。家族を守り、平和な生活を送らせたい……俺の夢はそんなところだ」

「……なんというか、意外でした。『お国のためだ』とか言うかと思ってたのに」

　――意外と、普通なんですね。

　呟くようにそう言うと、砂原は口の端を笑みの形に吊つり上げる。

「言い方は悪いが、良くも悪くも俺達『ＥＳ能力者』は国によって生かされている。もちろん、中には純粋に国のためにって奴もいる。俺にもその気持ちはあるが……」

　そう言いつつ、砂原は再度煙草を取り出して口に咥えて火を点けると小さく笑った。

「俺にはそれ以上の理由がある。妻と子を守りたいという理由がな。だから『ＥＳ能力者』として戦える」

　――妻と子を守る。

　それはきっと、普通の人間でも口にする言葉だ。陳ちん腐ぷで、ありふれた、使い古された言葉だ。人間だとか『ＥＳ能力者』だとか、そういった建前をすべて蹴り飛ばした、一人の男の言葉だった。それを聞いた博孝は、空を見上げながら大きく息を吐く。

「俺、ＥＳ能力で空を飛んでみたいんですよねー」

「知っている」

　砂原が相槌を打つ。それは博孝がことあるごとに口にしているため、砂原も知っているのだ。だが、博孝はそれに構わず言葉を続ける。

「なんか、空を飛ぶって楽しそうじゃないですか。ガキの頃、『ＥＳ能力者』なら空を飛べるって聞いた時、滅め茶ちや苦く茶ちや憧れたんですよねー」

「お前はまだガキだろうが……楽しいかと問われると微妙だが、世界が変わるぞ？」

「うっわ、世界が変わりますかー。それは楽しみだ」

　そう言って空を見上げる博孝の目は、純粋な子供のように光っていた。それを見た砂原は、小さく笑う。

「その前にまず、自分の『構成力』を感知できるようにならんとな」

「それで『防殻』を発現して、クラスメートにリベンジですね。やっぱり同じ土俵に立ってリベンジした方が気分も良さそうだ。新しい目標ができてやる気が出ますよ！」

　空元気のように言うが、博孝はやる気が湧くのを感じた。普通の『ＥＳ能力者』ならばとっくにできていることができていないのは歯は痒がゆいが、それもまた、目標を達成した時に覚える達成感のためのスパイスだ。

　博孝は痛みを無視して体を起こすと、砂原に向かって頭を下げる。

「――ありがとうございます、教官。気が晴れました」

「そうか、なら良い」

　博孝の顔を見て納得したのだろう。砂原はズボンについた砂を払いながら立ち上がる。

　それがどこか急いでいるようにも見えて、博孝は心の底から笑みを浮かべた。

「やっぱり照れてます？」

　悪戯いたずら混じりにそう言うと、砂原は薄く笑い、再度博孝の頭に拳骨を降らせる。それを受けた博孝は、またもや地面に転がることへとなった。

「いったっ!?　うっわ、今までで一番痛いですよ!?」

「やはり、お前は馬鹿だな……」

　そう言いつつ、砂原は博孝に向かって右手をかざそうとする。『治癒』をかけて、怪我を治してやろうと思ったのだ。しかし、砂原の持つ『ＥＳ能力者』としての感覚が、こちらに向かってくる一つの気配を捉えてそれを止める。

（この『構成力』は……ほう、なるほどな）

　動きを止めた砂原に、博孝は不思議そうな視線を向けた。

「あれ？　なんか今、俺の怪我を治してくれそうな感じがしたんですけど」

「気のせいだ。さて、俺はそろそろ戻ろう。そうだな……もしも今日中に怪我が治らなかったら、俺のところへ来い。治療してやろう」

　そう言い残して、砂原が歩き出す。その背中を見送った博孝は、地面に転がったまま苦笑した。今日は痛みに苦しんで反省をしろということだろうか。博孝は思わずそう考えたが、クラスメートと喧嘩をした代だい償しようがこの程度で済むのなら安いものである。

　そう自己完結した博孝は、少しだけ休もうと目を閉じた。しかし、足音が聞こえてすぐさま目を開けると、予想外の人物が歩み寄ってきたことに気づく。

「……岡島さん？」

　それは里香だった。授業の終了と同時に校舎へ引き上げたため、今は制服姿である。

「っ……え、と、あの、こんばんは」

「ああ、はい、こんばんは。時間的に微妙だけど、こんばんは」

　オドオドと、それでも挨あい拶さつをされたので挨拶を返す博孝。里香は視線をあちこちに彷徨さまよわせていたが、それでも地面に寝転がる博孝の姿を見て痛ましそうな顔をした。

「その……ぼろぼろ、だね」

「あー……お恥ずかしながら、喧嘩で負けまして」

「う、うん。知ってる……」

「え？　知ってる？」

　まさかの回答に、博孝は眉を寄せる。しかし、すぐさまその理由を導き出した。

「はっ!?　まさか、岡島さんがあいつらを差し向けた黒幕!?」

「ち、違うよぉ！」

　違ったらしい。涙目で否定されて、博孝は地面に転がったままで目礼をした。

「失礼。取り乱しました」

「あ、うん。その、クラスの男の子達が河原崎君と喧嘩したって騒いでいたから……」

「まさかとどめを――いや、冗談だからね？　お願いだから涙目にならないでね？　明日地球が爆発するって言われた時ぐらいにありえないと思ってますよ？」

　博孝の言葉に、いちいち狼狽うろたえる里香。それを見た博孝は、冗談が通じそうにないと判断してふざけるのをやめる。

「それで、どうかした？　あ、もしかして俺に何か用があった？」

　真面目に質問すると里香は顔を俯かせ、自身の髪をいじりつつ答えた。

「えっと、その……お礼……したくて」

「お礼？　俺、岡島さんにお礼をしてもらうようなことしたっけ？」

　記憶を掘り返し、博孝は首を傾げる。ここ数日は博孝も切せつ羽ぱ詰つまっていたため、里香と話した記憶がなかった。

「あの、ほら、に、入学初日に、迷惑をかけたから……」

　そう言われて、博孝は記憶を遡さかのぼっていく。里香が言うからには何かがあったはずだと考え、腰が抜けてしまった里香を更こう衣い室しつまで運んだことを数秒経ってから思い出した。

「あ……あー！　そういえば、岡島さんをお姫ひめ様さま抱だっこして更衣室まで運んだっけ」

「お、お姫様抱っこ……」

　すると、里香が顔を真まっ赤かにする。沈みかけの太陽に負けないほど、その顔は真っ赤だった。その様子を見た博孝は、つい悪戯心が湧いてくるのを感じる。そしてそれをすぐさま実行に移してしまうあたりが、砂原から『馬鹿』だと評される所以ゆえんだった。

「お礼って言うのなら、いっそあっついベーゼを……」

　冗談でそう言うと、里香の向ける視線が冷たいものに変わる。それはまるで、地を這はう蛆うじ虫むしを眺めるような目だった。

「いや、すいません、調子に乗りました！　ごめんなさい！」

　そんな視線に晒された博孝は、すぐさま体を横に転がし、うつ伏せになって両手を伸ばす。それは土下座の進化系、土下寝である。

「あぅ……そ、その、そんなことしないで……」

「いや、マジすんません！　調子に――」

　そこで博孝は顔を上げ、思わず言葉を切ってしまった。

　訓練校の女子生徒の制服は、ワンピース型である。ミニスカートと呼ぶほど短くはないが、スカート丈たけは膝よりも上だ。

　そして、博孝は地面に転がっており、視点は非常に低い位置にあった。そこから見上げてみれば――その結果は、一つしかない。













「――白か。タイツと見分けがつきにくいけど、それはそれでグッドなぶほぁっ!?」

　瞬間、再び顔を真っ赤にした里香の咄嗟の蹴りが博孝を強きよう襲しゆうした。踏み込み、膝から下を鞭むちのようにしならせた見事な蹴りが、最短の軌道を描いて博孝の側頭部に直撃する。

　博孝はサッカーボールの如ごとく蹴り飛ばされ、体を地面に擦りながら横に三回転する。その際首の骨が『ポキッ』という危険な音を立てたが、自業自得だった。博孝は砂を巻き上げながら停止し、謝罪しようとするが体が痛くて声が出ない。

（あ、やばい。なんか首が痛い。こう、危険な感じ）

　クラスメート三人に殴られた時よりも切実に命の危険を感じ、大いに反省する。誓ってわざとではないが女の子のスカートの中を覗のぞいてしまい、その上蹴り殺されたとあっては、両親に顔向けもできない。親不孝というレベルではなかった。

　幸いにも、博孝は『ＥＳ能力者』だ。通常の人間よりも遙かに体が頑がん丈じようで、死んではいない。もっとも、里香も『ＥＳ能力者』のため蹴りの威力が尋じん常じようではなかったが。

「あ、わ、ご、ごめんなさいっ」

　砂煙を上げながら停止した博孝を見て我に返ったのか、里香が慌てたような声を上げ、博孝へと近づいてくる。今度はしっかりと、スカートを手で押さえながらである。

「すいません。ごめんなさい。申し訳ございません。何でもしますから許してください。出来心だったんです。決して計画的犯行じゃないんです。魔が差したんです」

　痛みを堪えながら立ち上がると、今度は三歩下がって土下座を敢かん行こうする博孝。

「蹴られるのは仕方ないけど、頭とか顔面は勘弁してください。蹴るなら、せめてボディでお願いします。あ、でも、爪つめを剝はいだりするのはやめてほしいです。あと、頭は踏むぐらいなら大丈夫です。むしろ、岡島さんになら是非お願いしたいです」

「そ、そんなことしないよ……」

　博孝の言葉に、里香は困ったように答えた。非常に恥ずかしく、反射的な行動だったが、それでも怪我をしている人間を蹴り飛ばしてしまったのだ。罪悪感もある。

「あの、と、とりあえず、顔を上げて？」

「ははぁ！　この卑ひ小しような蛆虫めを許していただけるのですか？」

「え？　えっと、うん、許す、許すから……」

　そこまで言われると、さすがに博孝も顔を上げた。いくらなんでも調子に乗り過ぎだと思ったが、里香の反応がいちいち可愛らしかったのだ。それでも体が痛いことに変わりはないので、いい加減に冗談をやめ、地面に胡坐あぐらをかいて座る。

「ふぅ……えーっと、それで、なんだっけ？　お礼だっけ？」

　話していたことを思い出し、博孝が尋ねる。すると、里香は小さく頷いた。

「う、うん、怪我してるならわたしが治せればな、って。一応、『接合』使えるし……」

『ＥＳ能力者』の傷を癒す汎用技能『接合』。多少の裂傷は治すことが可能であり、打撲程度なら十分に効果を発揮する技能である。それを聞いた博孝は、里香がわざわざ治療をしにきてくれたということを理解し、非常に嬉しく思った。

「その優しさにキュンときた！　お付き合いを前提に俺と結婚してください！」

「えっ？　あ、っと、その、勘弁してください……あと、普通は逆……」

　その返答に、博孝は思わず地面へ崩れ落ちる。ごめんなさいではなく、勘弁してくださいだ。『ノーサンキュー』などと言われて頰を叩かれるよりも、傷ついた。言い方が悪かったのだろうが、存在を全否定されたような気分だった。

「……さすがに、ごめんなさいじゃなくて、勘弁してくださいは傷つきます……」

　冗談に走った自分が悪いのだが、と博孝は半ば本気で泣きたくなる。右手で顔を覆い、左手で地面を叩いてもみた。すると、里香が慌てたように口を開く。

「そ、そのね？　河原崎君のこと、そんなに知らないし……ね？」

「……あかん、さすがにこの流れはあかん。本気で泣くわ」

　必死に理由を並び立てる里香を見て、博孝は体を起こす。わざわざ治療に来てくれたというのに、これ以上長引かせるわけにもいかなかった。

「それで、治療をしてくれるってことでいいの？」

　いきなり真面目な顔になった博孝に戸惑いつつも、里香は頷く。それを見た博孝は、座ったままで頭を下げた。

「お世話になります」

「う、うん……でも、上手くできないかもしれないから……」

　そう言いつつ里香が集中するために目を閉じると、右手が淡く光り始めた。

「……い、痛いのは、どこ？」

「体中が痛いけど、まあ、ひどいのは背中とかかな」

　首が痛いとは言えない博孝である。里香は博孝の言葉を聞くと、その小さな手を博孝の背中にそっと当てた。すると、温かさと共に少しずつ痛みが引いていくのを感じる。

「ど、どう？」

「うーん、極ごく楽らく極楽……なんかこう、疲れた時に温おん泉せんに浸かっている気分」

　博孝がそう言うと、里香はほっとしたように息を吐く。そして背中のあちこちに手を移動させ、最後には首に手を当てた。どうやら、痛いのがバレていたらしい。

　そうやって無言のままにいると、里香が小さく咳払いをした。間がもたないらしく、時折手が不規則に動く。それを感じ取った博孝は、世間話でもすることにした。

「そういえば、岡島さんって両親が『ＥＳ能力者』なの？」

「え？　あ、う、うん。お母さんも、お父さんも、両方とも『ＥＳ能力者』なの」

「へぇ……つまり『ＥＳ能力者』のサラブレッドってわけかー」

「そ、そんな大したものじゃないよ……か、河原崎君は？」

「俺？　俺はＥＳ適性検査で『進化の種』に適合したパターン。両親は普通の人間だよ」

「あ、そうなんだ……」

　博孝の言葉に、里香は小さく頷く。

「そう。だから、ＥＳ適性検査に通ってなかったら、ここにはいなかったねー。もし通ってなかったら、普通に高校に行ってたよ」

「そ、そうなんだ……高校は、どこを志望してたの？」

　里香に問われた博孝は、自身が進学する予定だった地元の高校の名前を口にする。その名前を聞いた里香は、驚いたように目を見開いた。

「そ、そこ、わたしの志望校と、一緒だ……」

「え？　マジで？　すごい偶然だな。もしかして家が近い？　同じ市？」

「ううん。わたしが住んでたのは隣の市なの。でも、そこの調理系の科に行きたくて」

　そう言って、里香は小さく微笑んだ。それを間近で見た博孝は、なんとなく頰を掻く。

「ということは、将来の夢は料理人？」

「う、うん。食べた人に、美お味いしいって言ってもらえる料理を作りたかったんだ」

　過去形で語られた夢に、博孝は返す言葉を持たなかった。里香の声にも、どこか寂しさのようなものが滲にじんでいる。だが、それを聞いた博孝は敢あえて笑ってみせた。

「岡島さんの手料理かー。是非とも一度食べてみたいね！」

「あの、その、それはちょっと……まだ、全然自信がないし……」

「えー……それなら、自信がついた時に食べさせてほしいな。試食でも良いから！」

　両手を合わせて頼むと、里香は目を白黒とさせる。しかし、すぐに微笑んだ。

「……自信がついたら、ね？」

「おっし！　約束な！」

『ＥＳ能力者』になった以上、料理人にはなれない。そう考えていた里香だが、博孝の言葉に少しだけ前向きな気持ちになれる。そして、それを見越したように博孝は言う。

「『ＥＳ能力者』で料理人か……かっけぇ！　そういうのって憧れる！　そこで料理するのが食材じゃなくて、敵の『ＥＳ能力者』だったら一気に恐ろしくなるけどな！」

　笑い飛ばすような、励はげますような言葉だった。それを聞いた里香は、くすりと笑う。

「うん……そう、だね……それができたらいいね」

「え？　て、敵の『ＥＳ能力者』を料理するんですか？」

「ち、違うよっ。普通の料理っ！」

　博孝の言葉を慌てたように訂てい正せいする里香。その間も『接合』は続いており、里香の『ＥＳ能力者』としての才能が窺うかがえた。

　そのことを羨ましく思う気持ちは、博孝にもある。だが、それを里香に伝える必要もない。ここからさらに努力して、自分も夢を叶えれば良いだけの話だ。

　そう自分を奮ふるい立たせ――。

「えと……その、河原崎君も、が、頑張って……『空を飛ぶ』って夢、応援してる、ね」

　そんな里香の言葉に、思わず言葉を失った。恭介や砂原以外でそんな言葉を言ってくれるとは、思っていなかったのだ。

　思わず絶句し、しかし、すぐに喜びから笑みを浮かべる。

「俺頑張る。超頑張る。やっばいわー、さらにやる気が湧いてきた！　よし、徹てつ夜やで自主練だ！」

「あの……ほどほどに、ね？」

　一気にテンションを上げる博孝に、里香が困ったような声で注意を促す。

　博孝はそんな里香の言葉を聞き流しつつ、今後も努力を続けることを誓うのだった。




　入学から三週間ほど経ち、博孝達が生活サイクルにも慣れた頃。

　相変わらず『構成力』の感知もできない博孝だが、以前のように落ち込んだり苛いら立だったりすることはなくなっていた。周囲に置いていかれているという焦りはあるのだが、ここまでくれば焦り過ぎても仕方ないと開き直っている。

　授業や実技訓練に加えて夜間にも自主訓練を行っているが、結果は惨敗だ。集中力や体術を鍛えることは可能でも、『構成力』の感知は上手くいかない。

　それでもできることがあるのだからと自分を慰め、博孝は日々を送っていた。

「おはよーっす」

　そう言いながら博孝が教室に入ると、教室のあちこちから視線が飛んでくる。その中には見下した視線が混じっているが、博孝はそれを気にせず自分の机に座った。

「あ……お、おはよう……」

「っと、おはよう岡島さん。うーん、今日もとってもプリティーですねぇ」

　里香からの挨拶に、挨拶を返しつつボケる博孝。半分冗談だが、半分は本心だ。

「うぅ……」

　しかし、里香は博孝の言葉を受けてそのまま赤くなり、顔を俯かせてしまう。その様子を見た博孝は、朝から良いものを見たと言わんばかりに頰を緩ませた。

　毎回里香のリアクションが可愛らしく、ついつい余計なことを口走ってしまうのだ。

（うん、これは岡島さんが悪いんだ。そんな可愛らしい反応をするもんだから、俺も自重が――）

　そうやって博孝が内心で言い訳をしていると、砂原が教室に姿を現した。砂原は全生徒が揃っていることを確認すると、授業を開始する。

「さて、今日は諸君らのほとんどが将来的に所属するであろう、陸りく戦せん部ぶ隊たいや空くう戦せん部ぶ隊たいについて教えようと思う」

　そんな言葉を授業のスタートとして、砂原は黒板に向かって『陸戦部隊』と『空戦部隊』と書きつけた。知識は重要なため、博孝も授業に集中する。

「両部隊ともその名の通り、陸上戦闘と空中戦闘を主とする部隊だ。ただし、空戦部隊については三級特殊技能の『飛行』が使えなければ所属することはできない。そのため、陸戦部隊に比べて数が少ないが、練度が高い部隊となっている」

　そう言いつつ、砂原は黒板に数字を追加する。

「陸戦部隊は約五千二百名、空戦部隊は約八百名。空戦部隊の数が少なく感じるだろうが、日本は全『ＥＳ能力者』に対する空戦部隊の割合は世界でもトップだ」

「教官、質問ですが、割合はトップなんですか？　トップクラスではなく？」

　クラスメートの一人が尋ねた。すると、砂原はそれに対して頷く。

「今のところはトップだ。もっとも、これは各国が公表している『ＥＳ能力者』の数をもとに算出している。他国に公表せずに『ＥＳ能力者』を抱えている国もあると思われるので、あくまで参考程度に思った方が良いがな」

　砂原はどこか気に食わないような口調で言い放つ。

　砂原の言う、『各国の公表』というのは世界的に定められた『ＥＳ国際法』にて定義されたものだ。無駄な警戒を行わないために、『ＥＳ能力者』を保有する国はその保有数や質を情報として共有しているのである。もっとも、素直に自国の戦力を報告する国は存在せず、逆に疑心暗鬼を生んでいる法律でもあった。

「では、この陸戦や空戦の部隊についての説明に移る。これから先、諸君らがある程度の技量まで達すれば、一小しよう隊たい四人ごとの訓練も開始する」

「あれ？　陸軍とかだと、小隊って三十人くらいじゃなかったっすか？」

　砂原の説明に、恭介が挙手しながら疑問の声を上げる。

「良い質問だ。通常の軍とは異なり、『ＥＳ能力者』は数の少なさ、特性から四人で一小隊としている。二人一組で分ぶん隊たいとも定義しているから、覚えておけ。そしてこの小隊だが、三個小隊で中ちゆう隊たい、三個中隊で大だい隊たいとなっている。通常の軍ならば連れん隊たいや師し団だんといった考えもあるのだが、『ＥＳ能力者』は基本的に大隊以上の部隊を規定していない」

　砂原がそう言うと、今度は希美が挙手をした。

「特性とはなんでしょうか？　それと、一小隊を四人とした理由はなんですか？」

　首を傾げながら質問する希美。それを見た砂原は一つ頷いてチョークを手に持つ。

「『ＥＳ能力者』は四通りに分けられる。以前話したＥＳ能力の区分に紐ひも付づく部分もあるが、まずは『攻撃型』、『防御型』、『支援型』の三つについて話そう。『攻撃型』、『防御型』は読んで字の如く、ＥＳ能力が攻撃や防御に秀ひいでている者を指す」

　黒板に『攻撃型』、『防御型』、『支援型』と達たつ筆ぴつな字で書きながら、砂原は話を続ける。

「『支援型』もそのままの意味だ。治療系のＥＳ能力である『接合』や『療手』、『治癒』が得意だな。『攻撃型』や『防御型』も治癒能力を持たないわけではないが、『支援型』に比べれば劣る。また、『支援型』は言葉通り支援系のＥＳ能力を発現しやすい」

『攻撃型』は攻撃、『防御型』は防御、そして『支援型』は治癒と支援と書き、砂原は一旦チョークを置く。

「これら三通りのＥＳ能力者を小隊単位で組ませることによって、攻撃、防御、支援に穴がないようにする」

「攻撃に防御、そして支援ですか……バランスが良いですね」

　砂原の説明に対して、沙織が小さく呟いた。それを聞いた砂原は頷いてみせる。

「そうだな、バランスは良い。ただし、『攻撃型』や『防御型』に比べると『支援型』の数は少ない傾向にある。そのため、必ずしもこの三タイプで小隊を組むとは限らない」

「その場合はどうするんっすか？」

　砂原の言葉に疑問を覚えたのか、恭介が挙手しながら尋ねた。

「その場合は『攻撃型』を二人、『防御型』を二人で組むのが一般的だ。『支援型』に比べれば不向きとはいえ、支援系のＥＳ能力の発現も不可能ではないからな」

　黒板に人数の割り振りを書き、そこでふと、砂原が振り返る。

「ただし、『攻撃型』が三人、『防御型』一人のような形で組むのは極力避けるようにしている。何故かわかるか？」

　砂原が質問をすると、今度は博孝が挙手する。

「生存率を少しでも上げるためですか？　攻撃に偏かたよると防御が疎おろそかになりそうですし」

「その通りだ。例外もいるが、『攻撃型』は防御が脆もろい。『支援型』がいない場合は少しでも生存率を上げるために『攻撃型』と『防御型』の数を等しくするんだ」

　黒板に追加で情報を書く砂原。すると、今度は里香が手を挙げた。

「そ、その、『攻撃型』が三人なら、攻撃の手が増えて良いと思いますけど……こ、攻撃は最大の防御とも言いますし」

「ふむ……そういった見方もできるが、場面によるだろう。『ＥＳ能力者』同士だと余程の技量差がない限り一撃で勝負が決まることはない。大抵は相手の防御を削りつつ、ダメージを蓄ちく積せきさせていくんだ。つまり、戦闘が長引く可能性がある」

「あ、その、そう、ですか……」

「しかし、岡島の言う通り小隊を攻撃に偏らせる場合もある。例えば、特定拠点に対する強襲を行う場合は『攻撃型』四人で組むこともある。逆に『防御型』四人で組んで遅延戦闘を行うこともある。ああ、間違っても『支援型』四人で組むことはないからな」

　余程人員に余裕がない限りはとつけ足して、砂原は走らせていたチョークを止める。

　黒板には各タイプの下に、いくつか補足事項が書かれていた。

「それぞれのタイプの中でも違いが出る。『攻撃型』ならば接近戦か、遠距離戦が得意。『防御型』の場合は自身の『防殻』や『防壁』が硬い者、『盾』の扱いが得意な者などだ。『支援型』の場合は『治癒』が得意だったり、他の『ＥＳ能力者』の位置を探る『探知』が得意だったりと様々だ」

　博孝は砂原の言葉を聞くと、すぐさま手元のノートに書き留めていく。

「理想としては近距離型、遠距離型の『攻撃型』が一人ずつに、『防御型』と『支援型』の四人で小隊を組むべきだ。この組み合わせならば、大抵のパターンに対応できる」

　砂原はそう言うと、どこからともなく板状の磁じ石しやくを取り出した。磁石はそれぞれ赤、青、黄色に色分けされており、それぞれを黒板に張りつける。

「近距離型の『攻撃型』が斬きり込んで、『防御型』がその防御。遠距離型の『攻撃型』がサポートに回り、『支援型』がサポートの補佐に回る、というのが基本だ」

　ペタペタと磁石の配置を入れ替えつつ、砂原は様々な戦い方を説明していく。生徒達はそれらをノートに書き写しつつ、時折質問も行っていた。

「教官、ＥＳ能力が使えない奴もいますけど、その場合はどのタイプになるんですか？　何もできない奴が同じ小隊にいたら、勝てるものも勝てなくなると思うんですけど」

　そこで不意に、クラスメートが揶や揄ゆするようにそう言った。それを聞いた博孝はやれやれまたか、と苦笑する。

（授業中にそんな質問をするとはなぁ……）

　馬鹿な奴だ、と呆れる気分だった。いくら博孝でも、授業中でも、授業中でなくとも、その手のネタで騒いだりはしない。そして、それを裏付けるように砂原が口を開く。

「――黙れ。他人と自己の優ゆう劣れつを楽しむ暇があれば、授業の理解に努めろ」

「っ……は、はい。すいません……」

　冷たさを通り越し、冷れい徹てつさすら滲ませた声と視線に、発言をした生徒が声を小さくする。砂原はしばらくその生徒を睨んでいたが、やがて静かに口を開いた。

「他人を揶揄する暇があれば、授業や訓練に身を入れろ。他の『ＥＳ能力者』を侮るような考えでは、実戦では生きていけんぞ」

　そこまで言うと、生徒は何も言えなくなったのか顔を俯かせる。砂原は一つ息を吐いて空気を変えると、再び黒板に向き直る。

「さて、授業の続きだ。先ほど三つのタイプについて説明したが、これら三つのタイプに属さない『ＥＳ能力者』もいる。それが『万ばん能のう型がた』だ。もしも敵がこの『万能型』だった場合は注意しろ。相手の技量にもよるが、かなり手て強ごわい」

　黒板に『万能型』とつけ足す砂原。その文字を見た博孝は、まさかと思いながらも挙手して尋ねる。

「もしかしてですけど、三つのタイプすべてが得意……なんてことはないですよね？」

　さすがにそれは手強いだろうと思うが、同時に、それはないだろうと博孝は思った。しかし、そんな博孝の疑問を肯定するように砂原が頷く。

「その通りだ。『万能型』というのは、八割程度ながらも各タイプの特性を持つ。だが、それはあくまで同程度の技量だった場合だ」

　砂原はチョークを置くと、指についたチョークの粉を払う。

「諸君らにもわかりやすく言うならば、『武神』長谷川源げん次じ郎ろう氏は『万能型』だ。その辺の『攻撃型』よりも攻撃が強力で、『防御型』よりも防御が硬く、『支援型』以上に治療もできる。言うまでもないことだが、あの方は強いなんてレベルじゃないぞ？」

　どこか誇るように砂原が言った。すると、博孝の視界の隅で沙織が身を震わせる。

（ん？　何事？）

　その動作が思わず気になった博孝はこっそりと沙織へ視線を向け、思わず驚愕した。

　――沙織が、嬉しそうに微笑んでいたのだ。

　入学以来ツンとした表情を崩したことのない沙織が、である。

（うわ、やべー……なんか、見てはいけないものを見た気分だぜ……）

　視線が合うより先に、博孝は目を逸らす。おそらくだが、沙織が『武神』の孫だというのは博孝も予想していたことだった。しかし、今回の沙織の反応を見て確信する。

（にしても、笑うと可愛いじゃん……勿もつ体たいないねぇ。いつもあんな笑顔なら良いのに）

　そしてついでに、思考を脇に逸らしてしまった。それでも博孝は集中を取り戻すと、砂原の授業に耳を傾ける。

「『万能型』が小隊にいる場合は、各タイプを一人ずつ組ませるのがベストだ。『万能型』はどんな局面でも力を発揮するからな」

「教官、質問っす。ないとは思いたいんすけど……全員が『万能型』っていう小隊が相手だったら、どうすればいいんすか？」

　砂原が『万能型』について説明すると、恭介が疑問の声を上げた。それを聞いた砂原は、恭介の質問の意図を理解して苦笑する。

「その時担当している任務次第だが、可能なら逃げろ。勝てるとすれば『攻撃型』四人で小隊を組んでいる場合だけだ。敵を上回る火力を叩きつけて勝機を見み出いだすしかない」

「うっへぇ……おっかないっすねぇ」

「ああ。だが安心しろ。『万能型』は『支援型』より数が少ない。普通ならば、『万能型』だけで小隊を組むような運用はしない。他のタイプと交ぜた方が有効に使える」

　苦笑しながら砂原が言うと、それを聞いた里香が何事かをノートに書き込む。隣の席のためそれを見て取った博孝は、思わず視線を向けてしまった。

　そこには、砂原が語った通り『攻撃型』を集中運用して撃退する方法が書かれている。そして、少し時間を置いてもう一文書き加えられた。

『多分、純粋に技量で上回る小隊をぶつけるか、数で勝れば攻略可能。』

　さらりとつけ足されたその一文に、博孝はなるほどと思った。砂原が話しているのは全て同程度の技量ならば、という話である。

（ふむふむ、単純だけど効果的だな……俺も書いておこう）

　参考になる、と博孝も同じように一文を書くと、その音が聞こえたのか、里香が博孝へ視線を向ける。そして博孝のノートに視線を向け、首筋から顔に向かって徐々に赤くなり始めた。それを見た博孝は、思わずサムズアップする。

「良かったら、あとで他のノートも見せてよ。すっげぇ勉強になりそう」

　小声でそう言うと、里香は首を横に振った。どうやら、自分の考えを知られるのが恥ずかしいらしい。その様子を見た博孝は、それなら仕方がないかと諦めた。

　見せてもらえないなら、自分も状況を打破する方法を考えれば良いのだ。

（ＥＳ能力もまったく成長しないし、補えるなら違う部分で補わないとな）

　戦術や戦略で戦闘を引っくり返せるなら、それに越したことはない。中学校時代は勉強嫌いだったが、こういった勉強なら大歓迎の博孝だった。

　ノートに『観察力を養うこと。体も鍛える』と書くと、隣の席から小さく『くすっ』という声が聞こえた。それを聞いた博孝は、調子に乗って『あと岡島さん可愛い』と書き加える。すると、今度は『あぅ……』という声が聞こえた。博孝は満足だった。

「では、なぜこういった構想で小隊を組むか？　それは、『ＥＳ能力者』の数が少ないからだ。損失を少しでも防ぐために、一小隊の組み方を考えてある」

　そうやって博孝が少しばかり息抜きをしていると、砂原が生徒達を見ながら真剣な表情で話を続けている。その表情を見た博孝は、思わず背筋を伸ばしていた。

「諸君らもいずれ、己の鍛錬だけではなく、周囲と連携することも重要であると気づくだろう。それは己だけでなく、同じ小隊の仲間の身も守る。それを肝きもに銘めいじろ」

　言い聞かせるように、砂原が言う。砂原は軍人然とした人物だが、それと同時に、教官として生徒を鍛え育てることを大切に思っている。博孝もそれを理解しているが故に、ノートにもう一文だけつけ足した。

『教官みたいに強くなる』

　再び隣の席から『うん』という小さな声が聞こえ、博孝はノートを閉じるのだった。




　訓練校に入学して一ヶ月経つと、世間はゴールデンウィークに突入した。しかし、博孝達に世間の祝日は適用されていない。

　博孝達はいつも通りに午前の授業を受け、いつも通りに午後の実技訓練を行う。しかし、その日砂原が言い出したことは、いつも通りとは言えないことであった。

「それぞれ、この一ヶ月で『ＥＳ能力者』としての身体能力、ＥＳ能力のことを理解できただろう。本日の実技では、模擬戦を行う」

　準備運動を終えてから言われた砂原の言葉に、恭介は首を傾げる。

「模擬戦？　訓練生同士で戦うんすか？　組手とか？」

　これまでは主に、体の動かし方やＥＳ能力の使い方を学んできた。そのため、今度はそれを利用した訓練を行うのだろう。そう思った恭介だったが、砂原は首を横に振る。

「違う。俺と、諸君ら全員とでの模擬戦だ。ＥＳ能力の使用も許可する」

　静かに、砂原がそう言う。それを聞いた訓練生達は言葉をなくし、近くにいた者と視線を交わし合った。博孝は口を閉ざし、砂原の言葉を心中で吟ぎん味みする。

（教官と俺達全員での模擬戦ねぇ……教官のことだから何か意図があるんだろうけど）

　何故、訓練を始めて一ヶ月経ったからといって砂原と模擬戦をする必要があるのか。それも、博孝達訓練生全員とだ。その理由を考える博孝だが、その思考を遮るように砂原が口を開く。砂原は顎に手を当て、どこか楽しそうな様子だった。

「そうだな……ただ模擬戦をするだけでは、諸君らもやる気が出ないだろう。もし俺に一発でもまともに攻撃を当てることができた者は、好きな部隊に配属できるよう推すい薦せん状じようを書いてやろう。もしくは金でも構わん。一千万程度なら渡してやる」

　そう言って、砂原は僅かに口元を笑みの形に歪めた。

　一撃。この場にいる全員で攻めかかり、一撃当てることができた者には推薦状や一千万円。そう言った砂原の言葉を、博孝は静かに検討していく。

　この場にいる生徒は三十二人だ。いくら『ＥＳ能力者』になって日が浅いとはいえ、三十二人で同時に攻めかかれば一撃ぐらい当てることは――。

「いやぁ、どう考えても無理だよなー」

　周囲の人間に聞こえないように、小さく呟く博孝。

　多対一。それも三十二人で戦うとなれば、普通に考えれば勝ち目は限りなく大きいだろう。だが、それはあくまで人間同士が戦うという前提に基づいた話だ。

　相手は教官にして、熟練の『ＥＳ能力者』。その身のこなし、立ち振る舞いから、教官職に就つく前はそれなりに高位の士官だったのではないかと博孝は推察する。

（そういえば、教官は家族のために部隊から離れたって言ってたな……娘が小さい時ぐらいは傍にいてやりたいって。そうなると、実戦から離れて一年ぐらいか？）

　実戦から離れたからといっても、自身の鍛錬を怠おこたるわけではないだろう。砂原の性格からすれば、部隊に所属していた頃の練度は極力保とうとするはずだ。

（はてさて、教官は何を考えているのやら……）

　未いまだにＥＳ能力が扱えない博孝は、戦う以前の問題だった。知略面や身体能力を鍛えてはいるが、一ヶ月で大きく能力が向上するわけもない。そうなると、この場合はクラスメートに冷静になるよう働きかけるぐらいしかできない。

「い、一千万？　よっしゃあ！　やる気がみなぎってきたっすよおおおおおお！」

　博孝が言葉をかけるために口を開こうとしたが、それよりも早く恭介が叫ぶ。

「あらあら、どうしましょうか」

　その隣では、どこかやる気が見える表情の希美が首を傾げる。

「…………」

　そして、無言で何かを考え込む沙織。

（まずい、こいつらご褒ほう美びに釣られすぎだ……）

　博孝が周囲を見回すと、他の生徒も砂原の言葉に魅み力りよくを感じたのかやる気を見せている。この一ヶ月でＥＳ能力の扱いを覚えた『ＥＳ能力者』が、博孝を除いて三十一人。

　これだけいれば砂原に一撃を入れることができる――そんな楽観があるのだろう。

　聞いた話では、砂原は今年で五十四歳になるらしい。十五歳の時に『ＥＳ能力者』になったのなら、四十年近く『ＥＳ能力者』として過ごした計算になる。『ＥＳ能力者』は五年生存すれば一人前と言われるが、その何倍もの時を生き抜いているのだ。

（勝てるか？　いや、どう考えても無理だよなぁ……）

　砂原からは思考を放ほう棄きするなと言われたが、思考しても結果は変わらない。喩たとえるならば、生まれて一週間の赤ん坊三十二人が大人に挑むようなものだ。さすがに全力を出してくるとは思わないが、砂原に勝つ未来図が博孝には浮かばなかった。

　盛り上がる周囲の様子を見ながら博孝が思考していると、不意に服の裾すそが引かれる。

「あ、あの……」

「ん？　っと、岡島さんか。なになに？　何か秘策でもある？」

　里香が見た目に反して知略面で優れているということは、一ヶ月の付き合いで理解していた。そのため何かあるのかと尋ねるが、里香は小さく首を横に振る。

「う、ううん……多分、いや、絶対勝てないと思って……」

「絶対っすか。俺もそう思っていたけど、言い切られるとそれを覆したくなるね」

「だ、だめっ。き、教官は、すごい強いと思う……だから、勝てないから……」

　小声で話す里香。それを聞いた博孝は、『一千万円で何をするか』と話し合っているクラスメートを冷めた目で眺めながら尋ねる。

「教官は三級特殊技能を持ってると思うんだけど、岡島さんの予想は？」

　砂原と過去に交わした会話からそう予想し、博孝はそう言った。自己紹介の際に『階級は空戦軍ぐん曹そう』と砂原も言っており、その後も三級特殊技能の『飛行』が使える口振りだったため、そう判断したのだ。

「そ、その……確証は、その、ないんだけど……」

「ん？　乙女おとめの勘？　そいつぁさぞかし的中しそうだ」

「うぅ……た、多分だけど……最低で三級特殊の『ＥＳ能力者』だと、思う……」

　最低で、という部分を強調する里香。それを聞いた博孝は、額に冷や汗が浮かんだ。

「お嬢様、その理由をお聞かせ願いたいのですが」

「お、おじょ？　え、えっとね、教官は授業で色々なＥＳ能力を実演してくれるよね？」

「うん、ＥＳ能力を説明する時は説明と一緒に実演してくれるな……ってことは？」

　さすがに砂原がどのタイプの『ＥＳ能力者』なのかまではわからないが、攻撃系だろうが防御系だろうが支援系だろうが、満まん遍べんなく使っている。ＥＳ能力が使えない博孝からすると、これは余程すごいことなのでは、と思えた。

　そして、そんな博孝の思考を肯定するように里香が話を続ける。

「わ、わたしもＥＳ能力が使えるようになってわかったんだけど、その、自分の得意なＥＳ能力以外は、すごく使いにくいの……わたしは多分『支援型』だと思うけど、攻撃系や防御系のＥＳ能力は、難しく感じるから……」

「へぇ……って、そうなると、もしかしてだけど……」

　博孝は、思わず里香の顔を注視した。それを受けた里香は、小さく頷く。

「た、多分、教官は『万能型』の『ＥＳ能力者』だと思うよ……そ、それと、けっこう難しいＥＳ能力を使っても、余裕な感じがするから……もしかすると、二級以上の特殊技能が使えるかも……っていう予想なんだけど……」

　里香がそう言うと同時、『いつでもかかってきて良い』と開始の宣言をする砂原。それを聞いた博孝は、慌てたように口を開いた。

「ちょっと待――」

「武倉恭介、突貫するっすよ！」

　止めようとした博孝の声が聞こえる暇もなく、恭介が地面を蹴って砂原へと突っ込んでいく。すると、それを見た他の面々も遅れまいと砂原へと飛びかかった。

　遅かった、と後悔する暇もなく、博孝は思考を回転させる。里香の話したことは、本人の言う通り確証がない。それに、二級以上の特殊技能が使えるとしても、それが本人の実力に比例するわけではない――と、思いたかった。

　そんな博孝の目の前で、『防殻』を発現した恭介が砂原へ殴りかかる。しかし砂原は表情を変えずに恭介の拳を手の平で受け流し、勢いを利用して地面へと叩きつけた。恭介は受け身を取ることもできずに地面へ叩きつけられ、それと同時に『防殻』が消失してしまう。そこで砂原は、何の躊ちゆう躇ちよもなく恭介の鳩みぞ尾おちに蹴りを叩きこんで意識を奪った。

　それと同時に、恭介と同じように殴りかかってきた他の生徒の攻撃を軽く捌さばく。

　向けられた拳を手の平で受け流し、蹴りは紙かみ一ひと重えで避け、組みつこうとした者は膝蹴りで顔面を蹴り上げた。中には『射撃』を使って光こう弾だんを飛ばす者もいたが、それを見た砂原は傍にいた『防殻』を発現している生徒を盾にして防ぐ。

　容赦もなく、躊躇もなく、向かってきた生徒の意識を一撃で奪っていく砂原。表情は普段の砂原が時折見せる、冷徹な軍人そのものだ。さすがに殺気などはないが、それでも淡たん々たんと作業をこなすように生徒達の意識を刈かり取っていく。

　そうやって、砂原に生徒達が立ち向かうこと三分。中には恐きよう慌こうを起こしたように殴りかかる者もいたが、そういった者も例外なく地面に沈んでいる。

　砂原に立ち向かった生徒二十九人――そう、二十九人だ。恭介を筆頭に、訓練生二十九人は全員一撃で叩き伏せられ、地面へと転がっている。残っているのは博孝と里香ともう一人、初めから突撃に交ざる気がなかった沙織だけだ。

　周囲を気絶した生徒が埋め尽くすという事態に、どれほど実力が隔かく絶ぜつしているのかと博孝は頭を抱えた。

　以前、砂原は授業の中で『ＥＳ能力者』同士の戦いは『余程の技量差がない限り一撃で勝負が決まることはない』と言ったことがある。普通は少しずつ削り合うものだ。そして、目の前の光景はその言葉を違う意味で裏付けるものだった。

　――余程の技量差があれば、一撃で勝負は決まるのだ。

　博孝は、熟練の『ＥＳ能力者』の力量を僅かながらに理解し、ため息を吐く。

（ありえねぇ……喧嘩だって、いくら強くても大勢でかかれば無傷じゃいられないぞ）

　四方八方から襲いかかられれば、武術や武道を学んだ者でも敗れる。それほどまでに数の暴力は強い。一人で大人数を倒すなど、それこそ漫画やゲームの世界の話だ。

　博孝は自身の知る現実との乖かい離りの激しさに、頭痛すら覚えた。しかし、そんな博孝に構わず、突撃に交ざらずその場に残っていた沙織が一歩前へと出る。

「教官が先ほど仰おつしやった言葉は、本当ですか？」

　周囲に訓練生達が転がっているというのに、その声に怯おびえや震えは一切ない。博孝や里香と同じように、砂原の実力を分析して初めから勝てないと思っていたのか、それとも別の理由か、砂原を見る沙織の眼まな差ざしは平静ですらあった。

「ああ、本当だ。俺に勝ったら金でも推薦状でも好きな方を用意してやる」

「……では、『零ゼロ戦せん』への推薦状を」

　砂原に勝った際の条件を提示する沙織。それを聞いた砂原は片眉を上げ、博孝は驚いたように沙織を見た。その名前は、訓練校に入る前でも聞いたことがある。

　零戦――第零空戦部隊の略りやく称しようであり、日本の『ＥＳ能力者』の中でもトップクラスの者が集まるとされる、日本ＥＳ戦闘部隊の最強部隊。

　空戦部隊の名が指す通り、所属部隊員は全員が空中戦闘を可能とする『ＥＳ能力者』ばかりだ。しかし、『零戦』はその中でも最強と呼ばれる部隊である。かつて『武神』長谷川源次郎が隊長を務めた部隊であり、今では『武神』直ちよつ轄かつの戦闘部隊だ。

（そんな部隊への推薦状だって？）

　何を言い出すんだ、と博孝は思った。たしかに、沙織の力はクラスの中でも突出している。頭一つどころか、体一つ突き抜けていると言って良い。それでも、『零戦』は空戦部隊なのだ。『飛行』が使えなければ、所属することはできない。

「わたしは、訓練生の間に『飛行』を習得してみせます」

　しかし、それは沙織も理解しているのだろう。訓練生の間に『飛行』を、熟練の『ＥＳ能力者』でなければ習得が困難な技能を使えるようになってみせると言い切った。

　自じ信しん過か剰じようとも思える沙織の発言だが、その内容に反して砂原に向ける視線には敬意がこもっている。態度と発言からすれば砂原のことを見下しているようにも思えたが、その視線は砂原を上位者として認識している。敬意を払うに足る人物だと認めている。

「教官は、かつて『零戦』で中隊長を務めていたと聞きます」

　そんな沙織の言葉を聞き、博孝は目を見開いた。ただ者ではないと思ったが、日本最強の部隊に所属し、その中でも三人しかいない中隊長のうちの一人だったと沙織は言う。

（ああ、そりゃ誰も一撃も当てられないわけだ）

　博孝がそんな風に諦てい観かんしていると、砂原と沙織は生徒達が気絶している場所から僅かに移動する。砂原は油断なく距離を取る沙織を見て、口の端を吊り上げた。

「いいだろう。俺に一発でもまともに攻撃を当てることができたら、『零戦』への推薦状を書いてやる。だが、そんな希望を出すならどうして他の連中と一緒に来なかった？」

　数に任せてかかってくれば、あるいは一撃入れることができたかもしれない。そう問う砂原だが、沙織は小さく首を横に振った。

「邪魔になるので」













　短く吐き捨て、沙織は右手を持ち上げる。それと同時に、沙織の右手に白い光が集まり始めた。そして徐々に形を変えると、最後には一振りの大おお太だ刀ちへと変へん貌ぼうする。

　刃は渡わたりはおよそ一メートル。峰みねや鎬しのぎは厚く、波は紋もんは細ほそ直すぐ刃は。形状は大太刀ながらも、どこか鉄てつ塊かい染みた印象も受ける。

　小柄とは言わないが、少女の沙織が使うには巨大すぎる得え物ものだ。傍はた目めに見ると酷くアンバランスに見える。それでも沙織は大太刀を両手で持つと、大だい上じよう段だんに構えてみせた。

　博孝は何もない場所から大太刀を出した沙織に驚くものの、砂原の顔に驚きの色はない。むしろ、感心するような視線を向けるばかりだ。

「ほう、『固形化』……いや、『武ぶ器き化か』か。その歳で、僅か一ヶ月で、そこまでＥＳ能力を操れるとはな。見事なものだよ。しかも、その大太刀は……」

　目を細めるようにして、砂原は沙織が構えた大太刀を見た。そんな砂原の視線を受けても、沙織は構うことなく砂原の隙すきを窺う。その沙織の様子を見て、砂原は一つ頷く。

「さすがは、『あの方』の孫といったところか」

　沙織の力を目の当たりにした砂原は、混じり気なしの称しよう賛さんを漏らした。

『武器化』は攻撃系の四級特殊技能に該当し、間違っても訓練を開始して一ヶ月の訓練生が使える技能ではない。五級特殊技能『固形化』のその先、自身のイメージを反映し、そのイメージした武器などに『構成力』を変化させる技能だ。扱う者の想像力や技量によるが、熟練者ならば二刀でも槍やりでも好きなように変化させられる。

　沙織が生み出した大太刀は、並の『ＥＳ能力者』が生み出したものよりも強力に思えた。沙織自身の実力が高いのか、それとも作り出した大太刀に対する思い入れが強いのか、切れ味も強度も油断できるものではない。

「本気でいきますので、教官も本気を出してください。わたしはまだまだ未熟な身ですが――この大太刀は、全てを斬きり捨てます」

　そう、心から信じているのだろう。沙織は一片の迷いもなく言い切った。砂原はそんな沙織を見て、ふむと呟く。

「本気で、か……たしかに、訓練生としては破格の力だ。だが……」

　沙織と、その手に持つ大太刀を見て、砂原はニヤリと笑った。

「半分、いや、三分の一もいらんな。本気を見せるのはまたの機会だ」

「っ……わかりました。それでは、嫌でも本気を出していただきます」

　大太刀を構える沙織と、余裕を崩さない砂原。砂原は『防殻』すら発現しておらず、もしも沙織の大太刀が直撃すれば生命の危険すらあるだろう。

　だが、対たい峙じする沙織は砂原の言葉が真実であることを感じ取っていた。本気を出すまでもないと、その砂原の表情が物語っている。

「はああああああぁぁっ！」

　大上段に大太刀を構えたままで、沙織が地を蹴る。博孝の目でギリギリ追えるかどうか、一瞬消えたようにも見える速度で踏み込み、大太刀を振り下ろす。

　空気すら斬きり裂さく速度で振り下された大太刀に対し、砂原は半身引くことで斬撃を回避する。鼻先を通過する大太刀に眉一つ動かさず、冷静に太た刀ち筋すじを見切っていた。

　大太刀は地面を斬り裂き、柄つかの部分まで深々と埋まる。それを見た砂原が沙織に向かって蹴りを放つが、沙織は右手を柄から離しながら身を捻ひねって回避した。そして残った左手に力を込め、大太刀が地面に埋まっていることを物ともせずに切り上げを行う。

　地面に埋まった大太刀が、押し固められた土を斬り裂きながら顔を見せる。片手で振り上げたとは思えないほどの速度で砂原の股また下したから頭上へ斬り裂く軌道で奔はしるが、砂原はそれも読んでいたのだろう。一歩横に動くだけで回避してみせた。

　沙織は大太刀を避けられると同時に、『射撃』で光弾を生み出し、砂原に放つ。銃弾に勝るとも劣らぬ速度で砂原に迫り、しかし、それも難なく避けられる。

　だが、『射撃』はあくまで囮おとり。沙織は砂原が『射撃』を回避している間に踏み込み、体を独こ楽まのように回転させながら横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放った。

　砂原がＥＳ能力を使って防御しなければ、そのまま胴を両断しかねないほどの一閃。仮に『防壁』や『防殻』で防いだとしても、それすらも斬り裂くだろう。

　故に、沙織は自身の勝利を確信した。

　そして、砂原は――笑った。

「甘い」

　真横から自身に迫る大太刀に対し、砂原は右の掌しよう底ていを振り下ろす。一見何の変へん哲てつもない掌底だが、斬撃よりも速く放たれたその掌底は、寸分違たがわず大太刀の横腹を打つ。

　瞬間、澄んだ音を立てて大太刀が半ばから圧へし折おれ、先の部分が回転しながら砂原の後方へと飛んで行く。

「なっ!?」

　砂原が行った武器破壊の芸当に、沙織は驚愕の声を漏らす。それでも冷静に柄から手を離し、距離を取ろうとしたことは称賛に値するだろう。

　もっとも、砂原は平然とその上をいったが。

「良い判断力だが――まだまだだな」

　身を引いた沙織に合わせて踏み込み、砂原が掌底を叩きつける。沙織は咄嗟に『防殻』で防御するが、それでもなお威力を失わなかったその掌底は、沙織の肺から強制的に空気を吐き出させ、後方へと吹き飛ばす。

　沙織は空中で意識を失うと、跳ねるようにして転がっていく。掌底を繰り出した体勢で残心を取っていた砂原は、沙織が気絶しているのを確認してから構えを解いた。

　そして、そんな二人の戦いを見ていた博孝と里香に視線を向ける。

「それで、お前達は戦わないのか？」

「勝ち目がないってわかってるんで。というか、『防殻』も使えない俺にどうしろと？」

「ぼ、暴力は、その、に、苦手です」

　砂原の言葉に博孝は両手を上げて降参のポーズを取り、里香は震えながら答える。

　砂原と自分達では年季も実力も違うのだ。たとえ生徒三十二人で同時にかかったとしても容易く蹴散らされる。沙織のように飛び抜けた才能があろうと、手も足も出ない。

「ふむ……互いの力量差を正確に見極めたか。岡島が動かないのは予想通りだったが、河原崎が動かないとはな。普段の性格はアレだが、案外、指揮官向きかもしれん。もしもこいつらを指揮して戦えていたら、満点だったが」

「無理ですよ。そんな権限もなければ、強要するだけの力もないです」

　あるいは沙織なら、指揮することができただろう。しかし、本人の性格的にそれは無理だった。他の生徒を邪魔だと言い切るあたり、協力を求めても断られるに違いない。

　博孝と里香の様子を見た砂原は、顎に手を当てて思考するように呟く。

「調子に乗ったひよっこ共を叩きのめすのが目的だったが、お前達には必要ないか」

　砂原の今回の目的は、ＥＳ能力を覚えて調子に乗った生徒達の鼻っ柱を折ることだった。そう言われて否定する者もいるだろうが、その心の中では無意識の内に調子に乗っている。それがわかっているからこそ、砂原も生徒を容赦なく叩きのめしたのだ。

　沙織のように、純粋に自身の能力の向上を願っている者もいるが、挫ざ折せつというのも貴重な経験である。特に沙織は、今回のことを糧かてにしてより一層力を伸ばすだろう。

　しかし、博孝は未だにＥＳ能力が使えず、里香は性格上、間違っても調子に乗ることがない。砂原は、やれやれと息を吐いた。

「河原崎は真っ先に向かってくるだろうから、念入りに教育しようと思ったんだがな」

「うっわ、ひでぇ……教官、俺のことをそんな目で見ていたんですか？」

「ふっ、冗談だ。お前は高い確率で戦闘を回避すると思っていたぞ」

　ホントかよ、と思いつつ、博孝は気絶しているクラスメート達を見回す。

「ところで、誰も死んでいませんよね？」

「当然だ。早い者で一時間、遅い者でも訓練が終わる頃には目を覚ます」

「……訓練の終了まで、まだまだ時間があるんですけど」

　時間を確認してみれば、実技訓練の終了まで三時間以上あった。

「そうだな……喜べ。それなら、お前達二人に特別訓練を行おう。河原崎は『構成力』の感知、岡島は支援系ＥＳ能力の習得だ」

　嬉しいだろう、と尋ねる砂原に、博孝と里香は無言で頷く。クラスメートで死し屍し累るい々るいなグラウンドでは集中できるかわからなかったが、断るという選択肢はなかった。

　――結局、その日も博孝は自身の『構成力』を感知することができなかったが。




　砂原と生徒達による模擬戦以降、午後の実技訓練に体術の強化も追加された。ＥＳ能力を活いかすためにも、体術の習得は必須なのである。当面はＥＳ能力よりも体術を重視して鍛えると宣言され、その手始めとして体力の強化を行うことになった。

「……でも、この重たいリュックを背負って走れってのはどうかと思うんだ」

「このリュック、どんな素材でできてるんすかね。俺、そっちの方が気になるっすよ」

　愚痴のように呟く博孝に、自身が背負ったリュックの素材を気にする恭介。

　体力をつけるためにランニングを行うと言われ、砂原から手渡されたのだ。無論、ただのリュックではなく、中には約五百キロの鉄塊が入っている。女子生徒は体格や体力に応じて重量を変更されているが、男子は一律五百キロからのスタートだった。

　容赦なく肩に食い込んでくるリュックの肩紐に辟へき易えきとしつつ、博孝はため息を吐く。『ＥＳ能力者』でも五百キロはさすがに重い。『防殻』などを発現しても、肩紐の食い込みは防げるが重さは変わらないのだ。

「お、おい博孝、アレ、見るっすよ……」

　そうやって博孝が背中に背負った鉄塊の存在に辟易としていると、恭介が慌てたような声を出す。それを聞いた博孝は、何事かと振り向いた。

「あん？　一体なに……ば、馬鹿なっ!?」

　そして、思わず絶句する。背負う重量こそ男女で差があるが、リュックを背負うことに違いはない。だが、問題はそこではなかった。

　体操着に着替えた女子も、重量のあるリュックを背負っている――これが重要だった。具体的に言うならば、両腕を通した肩紐と背中の鉄塊の重みによって体操着の前面が引っ張られ、そのボディラインを浮き上がらせていたこと。それが重要だった。

「ほほう……これは中々……」

「へっへっへ……アンタもお好きっすなぁ」

「いやいや、君こそ良い目の付け所だよ」

　中年のエロオヤジのような言葉を交わしつつ、二人は女子生徒達の姿を観察する。他にも女子生徒達の姿に気づいた男子がいたが、慌てて視線を外していた。それでもチラチラと視線を向けているあたり、男の子であることに間違いはないようだが。

「おおう……やっぱり希美さんは、デカいっすね……」

　心底感嘆したように恭介が呟く。その視線の先では、背負ったリュックの重みに対して困った笑顔を浮かべている希美の姿がある。しかし博孝達の視線は希美本人ではなく、その一部へと向いていた。直ちよく截せつに言うならば、その胸へと視線が向いていた。

「これが年上の魅力ってやつか……感無量っ！」

「俺、これだけで『ＥＳ能力者』になれて良かったと思えるっすよ！」

　三歳年上だからか、それとも希美だからなのか、非常に大きい。博孝と恭介は思わず両手を合わせて、神仏を拝おがむように頭を下げた。

　そして二人は他の女子へも視線を向けると、それぞれ口を開く。

「長谷川さんはスレンダーな感じっすね！　プロポーションが良いというか」

「アレだね恭介クン。本人の容姿も相まって、普段とのギャップがイイネ」

「まったくっすよ博孝クン。眼福っす」

　好き勝手に感想を言い合うと、博孝は他の女子に視線を向ける。すると里香の姿が目に入り、そちらへと注目した。里香は一番軽そうなリュックを背負っていたが、それでも十分以上に重たいのか、顔を真っ赤にしてリュックを持ち上げている。

　それでも他の女子同様の状態になっていた――いたのだ、が。

「……うん、今後に期待、ですかね？」

「いやぁ、あれはあれで需じゆ要ようがあるらしいっすよ？　俺は断然大きい派っすけど」

　したり顔で頷く二人。すると、不意にリュックの重量が倍増してひっくり返った。

「うおっ!?　何事!?」

「な、なんっすか!?　ビックリしたっすよ！」

　甲こう羅らがひっくり返った亀かめのように暴れると、それを見下ろすような砂原の視線がぶつかる。砂原は穏やかな笑みを浮かべると、洒落しやれにならないことを口にした。

「お前ら二人は、元気が有り余っているようだからな。特別サービスだ。なあに、その元気があれば一トンぐらい楽なものだろう？」

　いきなり倍の重量に増えたリュックを見てみると、いつの間にか鉄塊が入っていると思わしき袋が五つほどぶら下がっていた。博孝達に気づかせないほどの早はや業わざである。

「ちょ、教官!?　さすがに重すぎであると小しよう生せいは愚ぐ考こうするのですがっ!?」

「やばいっす！　亀の気持ちが理解できるっすよ！」

　立ち上がろうとする二人だが、五百キロと比べて遙かに辛い重量に膝が笑う。

「その重量で訓練するのは一ヶ月後の予定だったが、その元気さを称して特別メニューだ。その程度の重さなら『ＥＳ能力者』が潰つぶれることはない。元気で訓練に励めよ」

　生まれたての小こ鹿じかのように膝を震わせる二人を見て、楽しそうに笑う砂原。それを見た博孝は、『この人絶対ドＳだ』と内心で呟いた。

　その重量から、さすがに走るのは無理だと二人は判断する。だが、砂原はそんな二人を見て笑みを深めた。

「お前ら、何をしている？　今日の授業は、そのリュックを背負って走るんだぞ？」

「……本気ですか？」

「……マジっすか？」

　思わずそう尋ねる博孝と恭介。だが、砂原は至極当然と言わんばかりに頷いた。

「――さっさと走れ。走れないというなら、嫌でも走りたくなるようにしてやるぞ？」

　最後は笑顔ではなく真顔で、砂原が言う。博孝と恭介は顔を見合わせると、恐怖に押されるようにしてのろのろと走り出した。

「やってやんよおおおおおおおお！」

「頑張るっすよおおおおおおおお！」

　一歩進むごとにグラウンドが少し凹むのに構わず、二人は進んでいく。

　それを見送って、砂原は『これで真面目に取り組むか』とため息を吐くのだった。




「はぁ……はぁ……し、死ぬっ」

「も、もう動けないっす……」

　グラウンドを十周ほど走らされた博孝と恭介は、汗だくになりながら地面に転がっていた。気合と根性で走りきったが、その疲労は重い。周囲では他の生徒達も息を荒げていたが、さすがに博孝達ほど酷い有様ではなかった。

　砂原はそんな生徒達を見ると、口の端を酷薄に吊り上げる。

「さて、準備運動はこれぐらいにしておくか。本命の体術の訓練に移るとしよう」

　その発言で、地面に寝転ぶ博孝と恭介の体がびくりと震えた。ぜーはーと荒い息を吐きながら、二人は体を起こす。この上何をさせる気だと戦せん慄りつするが、砂原が冗談を言っている気配はない。すなわち、本気なのだ。

「さて、道場のように最初は型かた稽げい古こ――などと生なま温ぬるいことは言わん。その頑丈な体を活かして、組手中心に鍛えていく。組手を通して、必要なことを学べ」

　砂原は二人組を作るように指示を出し、博孝は迷わず恭介と二人組を作る。

「打撃技、投げ技、絞め技、関節技……自分に合っていると思う戦い方を選べ。もしも教えてほしいなら、大抵の武道、武術なら、俺が叩きこんでやる」

　拳を鳴らしながらそう告げる砂原。それを聞いた博孝は、顔を青ざめさせる。

「やべぇ……マジだよ教官。殴り方とか基本とかすっ飛ばす気だ」

「ま、まあ、普通の武道や武術をやっても仕方がないのかもしれないっすよ」

　そう言いながら、二人は向き合って構えを取る。

　博孝は左手を開いて前に出し、右手は腰の位置へ移動させ、腰を落とす。それに対する恭介は、ファイティングポーズのように両こぶしを構え、軽くステップを踏む。

「お？　なんだその構え？　ボクシング？」

「少し習っただけっすけど、空手っす。博孝はやけに堂に入った構え方っすね」

「ふふん、聞きたいか？　これは我が家に伝わる一子相伝の流派、河原崎流に伝わる奥義――ただ適当に構えているだけだ」

「えー……」

　運動は好きだが、博孝には武道の経験がほとんどない。『ＥＳ能力者』は身体能力だけで戦うことが可能だが、実戦ではＥＳ能力を織り交ぜて戦う。そのため、型にはまった訓練をする必要はないのだ。そのため、博孝は思うがままに構えを取る。

　もちろん基本は重要だが、砂原の方針としては基本から学ばせるよりも、実際に組手を通して体を動かすことで体に覚え込ませることを重視した。

　そして組手が始まるが、ほとんどの生徒は殴り合いを経験したことがない。『ＥＳ能力者』になって身体能力に自信を持ったが、人を躊躇なく殴れる者は少なかった。

「いくぞ恭介ええええ！」

「来るっすよ博孝あああああ！」

　そんな中で、声を張り上げてド突き合いを始める博孝と恭介は異質だろう。

『ＥＳ能力者』としての体の頑丈さを認識しているのか、それともただの馬鹿なのか、時折『アチョー』やら『ホアー』やら、謎なぞの掛け声を上げて拳を交えている。

　恭介は、空手を習っていたというのは噓ではないらしく、綺き麗れいな動きで博孝に対して拳や蹴りを繰り出している。それに対して博孝は、前に出した左手で恭介の攻撃を捌きつつ、隙を見ては前へと踏み込んで右拳を放っていた。

「や、やるな恭介！　空手を習っていたってのは伊だ達てじゃないみたいだな！」

「そ、そっちこそ！　なんっすかその構え！　意外と攻めにくいっすよ！」

　手数で押す恭介と、それを防ぎつつ一撃に賭ける博孝。恭介は博孝の予想外の防御の上手さに驚き、博孝は恭介の器用さに舌を巻く。

　二人が組手を行っていると、周りもそれに触発されたのか組手を始める。男子は時折声を上げながら、女子は戸惑いつつもゆっくりとした動きで組手が始まった。

『攻撃型』は特に重要だが、『防御型』や『支援型』も接近戦ができなければ敵の『ＥＳ寄生体』や『ＥＳ能力者』に殺される。『ＥＳ能力者』としての知識に、ＥＳ能力、それに体術を修めなければ、その身を危険に晒してしまう。

　砂原が生徒達を見て回り、アドバイスをしていると、一番騒がしい二人組――博孝と恭介の姿が視界に入った。そして、ほう、と感心したような声を漏らす。

　恭介は特にそうだが、博孝も素人の割には中々肝きもの据すわった戦い方をしていた。今も、砂原の目の前で二人は真剣に組手に取り組んでいる。

「食らうっすよ！」

　恭介が踏み込み、左の引き手を意識しながら右拳を突き出す。それを見た博孝は、左の手の平で恭介の拳を受け止め、すぐさま手首を取った。そして体を恭介の懐に潜り込ませると同時、襟えり元もとを摑んで体を回転させる。

「見様見真似！　一本背負い！」

「ちょっ！　これ一本背負いっていうか背負い投げっていうかげふっ!?」

　体操着は半袖のため、袖が摑めない。そのため博孝は手首と襟元だけ取って適当に投げたのだが、意外と上手く投げられたのか、恭介が地面に叩きつけられた。それを見た博孝は、テンションが上がって嬉き々きとして追つい撃げきする。

「そして食らえ！　岡島さん直伝！　サッカーボールキック！」

「ぬおおおおぉぉっ!?」

　何やら聞き逃せない技名を叫びつつ、恭介に向かって下段蹴りを放つ博孝。それを見た恭介は、跳ね起きるようにして地面から飛び上がった。

「あ、危ないっすね！　てか、岡島さん直伝って!?」

「ん？　以前この身で味わった、岡島さんの必殺技だ。あの綺麗で細い足からは想像できないほどの威力で、危うく頭がサッカーボールのようにいたぁっ!?」

　真面目な顔で説明をする博孝だが、ぺちりという音を立てて背中を叩かれる。慌てて振り向くと、そこには件くだんの必殺技の持ち主、里香が顔を赤くして涙目で立っていた。

「ああっ!?　し、師し匠しよう!?」

「し、師匠じゃ、ないっ」

　そして放たれる、本物の下段蹴り。

　顔を真っ赤にして、それでも、剃かみ刀そりのような鋭さを持つ下段蹴りだった。その小柄な体のどこにそんな力があったのかと不思議に思わざるを得ないほどの一撃は、博孝の両足を容易く刈り取り、その勢いを以もって博孝の体を縦に回転させる。以前と違い、横だけではなく縦にも二回半回転した博孝は、頭からグラウンドに突き刺さった。

「ぐえぇっ!?」

「も、もうっ。へ、へんなこと言っちゃだめっ」

　頭から落下し、車に轢ひかれたカエルのような声を上げ、そのあとは死体のように脱力した博孝に対して里香が涙目のままで小さく声を張り上げる。そして、自分が二人組を組んでいたクラスメートの元へと小走りで戻っていった。

　遠くから、『お、岡島さん、お願いだからあの蹴りだけは』という切実な女子の声が聞こえ、博孝は身を起こす。そして首の骨を鳴らすと、得意そうな顔で口を開いた。

「ふふふ……見たか、我が師匠の必殺技って足が痛い!?　頭より足が痛い!?」

　しかしすぐさま自身の足から伝わってくる激痛に、地面をのた打ち回ることになる。恭介はそんな博孝の姿に戦慄し、里香に対する見方をほんの少しだけ変えた。

　途中まで良い調子だったのに、最後にはいつも通り馬鹿なやり取りを始める二人。砂原はそんな二人に対して呆れたような苦笑を向け、最後に里香の方へ視線を向ける。

「中々良い蹴りだったな……」

　真剣に呟くその姿は、少しばかりシュールだった。
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　訓くん練れん校こうへ入学して三ヶ月。その間、博ひろ孝たか達訓練生は砂すな原はらの元で『ＥＳ能力者』としての訓練に励み続けていた。

　生徒達はＥＳ能力を順調に鍛きたえ、今では『防ぼう殻かく』以外のＥＳ能力を発現した者が増えている。しかし、その内容は自身の得意な方面に限定されていた。『防殻』に加えて『射しや撃げき』か『盾たて』、『接せつ合ごう』のいずれかが使えるというレベルでしかない。

　沙さ織おりのような例外もいたが、卒業までに汎はん用よう技ぎ能のうを全て発現し、なおかつ実戦で使用できる練度まで使いこなすようになれれば良い、とは砂原の弁べんである。

『防殻』までは簡単に習得できたが、そのあとが上う手まくいかない。自分が得意な技能以外は発現が難しく、『防殻』を発現しつつ他の技能を使うまでは至いたっていない生徒が多い。

　ＥＳ能力を同時に使用するのが非常に難しいからだ。しかも汎用技能はあくまで基本であり、将来的には『防殻』と『防ぼう壁へき』を発現しつつ『射撃』を行い、隙すきを見ては『治ち癒ゆ』を使うなど、三つ以上の技能を同時に使う技量も必要となる。

「まあ、俺おれには微み塵じんも関係ないことですけどねー」

　そう呟つぶやき、博孝は食堂の机つくえに突つっ伏ぷす。三ヶ月経たっても『構こう成せい力りよく』の感知ができていない博孝は、知識や知略、肉体を鍛きたえることしかできていない。

　これまでは体力の許す限り、限界まで休まず自主訓練に励はげんできた。そのおかげというべきか、体術についてはクラスの中でもトップクラスになっていたが、そこにＥＳ能力を加えられると一気に弱くなる。

　それでも博孝は、『防殻』を発現しているだけの『ＥＳ能力者』ならば十分打倒し得ることを悟さとりつつあった。腕わん力りよくにそれほど差がない以上、鍛えた分博孝の方が有利だ。相手の攻撃を避けつつ投げ技や絞め技、関節技で攻撃すれば良い。多対一ならば、敵の一人を武器代わりに振り回せば良い。攻撃を受ければ、丁度良い盾にもなる。

　そうやって博孝は『ＥＳ能力者』としてではなく、ある意味人間らしい鍛たん錬れんを重ねていた。そのおかげか、クラスの中でしつこくちょっかいを出してくる者もいなくなった。それでも時折絡んでくる者もいるが、その時は煙けむに巻いている。

　しかし、相手が『射撃』が得意だと博孝は手も足も出なくなる。特に、沙織は体術でもほぼ互ご角かくであり、ＥＳ能力を使用されると一分ももたずに敗北する。沙織が『武ぶ器き化か』で大おお太だ刀ちを作り出し、『防殻』を発現すれば、博孝には逃げるしか打つ手がない。

「しかし、もう三ヶ月っすかぁ……」

　すると不意に、隣となりの席に座っていた恭きよう介すけが感かん慨がい深ぶかそうな声を漏らす。それを聞いた博孝は、顔を上げてそちらに目を向けた。

「いきなりどうしたよ？」

「いや、なんというか、あっという間だったなぁ、と思っただけっす」

　そう言いつつ、恭介は食堂にいるクラスメート達へ視し線せんを向ける。

「もうすぐ夏になるっすねぇ……」

「ん？　さっきからどうしたんだ？」

　脈みやく絡らくのないことを口にし続ける恭介を心配に思いつつも、博孝もクラスメート達へ視線を向けた――正確には、クラスメートの女子生徒達へ視線を向けた。

　初夏となり、訓練校でも衣ころも替がえが行われている。男子生徒は上着を脱ぎ、半はん袖そでのカッターシャツに長ズボン。女子生徒は冬服を半袖にしたデザインへと変わっていた。博孝は恭介の視線が女子に向いており、そして鼻の下が伸びているのを見てため息を吐つく。

「恭介って気楽でいいよな……何事かと心配して損したわー」

「む？　博孝に気楽って言われるのは心外っすよ！」

「さすがに、女子の夏用制服を見て鼻の下を伸ばす余よ裕ゆうはなかったわー」

　恭介に対する悪い意味ではなく、博孝は自身に対して呆あきれるような感情を覚えた。少しばかり、余裕を失っていたのかもしれない。

　そう判断した博孝は、意識を切り替えて女子達へ視線を向ける。休きゆう憩けい時間ということで気を抜いているのか、各おの々おのが楽しそうに食事と雑談に興じていた。

「ふむふむ……それで恭介クンよ、君は誰を見ていたのかね？」

「え？　俺っすか？　そりゃもちろん、希のぞ美みさんっすよ！　半袖っすからね。二の腕が眩まぶしいし、胸が強調されるし、ふとした拍ひよう子しに袖口から――」

「おっとシャラップだボーイ。言いたいことはわかるが、それを言えば午後の訓練で女子と組まされた時、全力でボコボコにされるぞ？　死にたくなかったら黙りたまえ」

「う、うっす！　口が滑るところだったっす……」

　普通の高校生ならほとんどありえないことだが、クラスメートは全員『ＥＳ能力者』である。冗じよう談だんも誇こ張ちようも抜きに、ボコボコにされる可能性があった。

　それでも博孝と恭介は女子生徒達へさり気なく視線を送り、会話を続ける。

「でよ、夏って言ったら、やっぱアレだよな？」

「アレっすね……でも、授業であるんすかね？」

「ないかなー……水中戦の訓練とか言って、やってくれねーかなー」

「是ぜ非ひともやってほしいっすね……プールで女子の水着が見たいっす」

　博孝達がそんな会話をしていると、周囲の男子も少しばかり興味を惹ひかれたのか聞き耳を立てた。博孝はすぐさまそれに気づくと、手近にいた男子の肩かたに手を乗せる。

「ヘイ、そこの聞き耳立ててるムッツリボーイ。君なら誰の水着姿を見たい？」

　自分もボーイであることを無む視しして、博孝は尋ねた。すると、クラスメートの男子は慌てたように視線を彷徨さまよわせる。

「え、お、俺？　い、いや、というか、別にそんなの興味なんて……」

「恥ずかしがんな恥ずかしがんなー。あ、でも、大声で言っちゃ駄だ目めだからな？　ほら、本人に聞こえたら、卒業まで気まずい状態になっちゃうだろ？」

　そう言いつつ、博孝は声を潜めた。

「もしかして、本当に興味ない？　まさか男にしか興味がない？」

「……いや、ある……けど……」

「おう、良かった。もしもそうだったら、クラスメートとして今後の付き合い方を考えなきゃいかんところだった……で？　誰の水着姿が見たい？」

　肘ひじで突つつきつつ、博孝が尋ねる。その男子生徒は少しばかり言いよどんでいたものの、顔を赤らめながら口を開く。

「ま、松まつ下したさんとか、良いよな？」

　小声でそう呟く男子。それを聞いた博孝は、一気に笑顔になる。

「おーい恭介ー。ここにお前のライバルもしくは同士がいるぞー」

「なんですと!?　俺のライバルもしくは同士っすか!?」

　博孝の言葉を聞くと、瞬しゆん間かん移い動どうをしたように男子生徒の隣に姿を見せる恭介。

「趣しゆ味みが合うっすねぇ！　あ、でも本気で希美さんを狙ねらうならライバルっすよ!?」

「そ、そんなわけじゃ……」

　恭介と男子生徒がアレコレと言葉を交わす。博孝はそれを横目に見ながら苦笑を浮かべ――女子の一部から突つき刺ささる視線に気づいて、笑顔で食堂から逃げ出すのだった。




　その日の午後、いつも通り体たい操そう着ぎに着替えた博孝達はグラウンドに整列していた。

「ひどいっすよ博孝……自分だけ逃げ出すなんて、薄はく情じようっす……」

「すまん。女子の眼力に勝てなかった」

　恭介の恨みがましい声に、博孝は遠い目をして現げん実じつ逃とう避ひを試みる。そうやって小声で話していると、いつも通りきっちりと野や戦せん服ふくを着こんだ砂原がやってきた。

　暑くないのかと思う博孝だったが、『ＥＳ能力者』は年齢を重ねていくと、徐々に自身に対する外界からの干かん渉しようが弱くなっていく。夏でも暑くなく、冬でも寒くないといった具合である。地球上のあらゆる法則に影響されなくなる、と言っても良い。

　ただし、『ＥＳ能力者』や『ＥＳ寄き生せい体たい』が相手だとそれも適用されないため、注意が必要だ。車を簡単に持ち上げることができても、『ＥＳ能力者』を持ち上げようとすれば重たいのである。

　砂原は生徒が全員揃そろっていることを確認すると、表情を引き締めた。

「諸君らも訓練校に入校して三ヶ月だ。ＥＳ能力も体術も、少しは様になってきた。そこで、だ。次のステップとして、今度は小しよう隊たいごとの訓練に移る」

　なんでもない伝達事項のように砂原が言うが、生徒達は少しだけざわめく。

　最初の一ヶ月間で『ＥＳ能力者』としての能力を理解し、次の二ヶ月間で知識と体術、ＥＳ能力の向上。合計で三ヶ月経ったと思えば、今度は小隊での訓練に移るという。さすがに早すぎだと博孝は思ったが、同じことを思ったのか希美が挙きよ手しゆした。

「教きよう官かん、三ヶ月で小隊での訓練というのは、さすがに早いと思うのですが……」

　他の生徒達も同じことを思っていたのか、砂原に揃って視線を向ける。生徒達の視線を受けた砂原は、表情を引き締めたままでそれに答える。

「早いと思うか？　だが、これからさらに三ヶ月後……つまり入校して半年になるが、その頃には諸君らも授業の一いつ環かんとして任務に出ることになる」

　今度こそ、生徒達は本気で慌てたようにざわめいた。

　入校から半年で任務に出る。それは、生徒達は誰も予想していなかった話だ。心構えもできてはいない。まだ三ヶ月時間があるが、不安に思うのは当然だろう。

「授業で話したが、『ＥＳ能力者』の数は少ない。訓練校を卒業すれば、すぐに正規の任務が待っている。そのため、事前に予習するわけだ。もっとも、ひよっこの諸君らは正規部隊とは異ことなり、危き険けん度どが非常に低い任務を行っていく」

　そこまで言うと、砂原は生徒達を安心させるように表情を緩めた。

「安心しろ。諸君らは訓練校の中でも一番下の存在だ。危険度が低く、比較的安全な任務が割り振られる。ピクニック程度と思いたまえ。無む論ろん、訓練は卒業まで継けい続ぞくする。任務はその合間に行われるだけだ」

　砂原の口ぶりでは、あくまで訓練生は訓練に励み、時折簡単な任務に駆り出されるだけらしい。それを聞いた博孝は心中で納得する。

　突然正規の任務を割わり振ふられても、訓練生では対応できない。これは予行演習だと判断した博孝は、生徒達の間に漂ただよう不安の気配を感じ取って挙手した。

「はい、教官。質問です」

「河か原わら崎ざきか……なんだ？」

　博孝の挙手に、砂原が何かしらの意図を込めて視線を向けてくる。それを受けた博孝は、おどけるように笑った。

「任務というと、敵地へ潜せん入にゆうするとか、囮おとり捜そう査さとか、要よう人じん警けい護ごとかですか？　俺としては、可か愛わいい有名人の護衛を希望したいんですが！　そしてあわよくば――あだっ!?」

　言葉の途と中ちゆうで砂原の拳げん骨こつが振り下ろされる。拳骨を受けた博孝は頭を押さえて蹲うずくまり、オーバーに痛がった――が、実際にはほとんど痛くない。砂原も博孝の意図を理解し、博孝も砂原の求めることを行ったのだから、手加減は十分にされていた。それでも周囲の生徒にはわからなかったようで、少しばかり笑い声が上がっている。

　博孝や恭介が砂原に指導を受けるのはいつものことであり、生徒達にとっては日常風景の一つだった。その証しよう拠こに、それまであった不安の気配が多少払ふつ拭しよくされている。

「お前は周囲の生徒を見習って、もう少し神しん妙みようにしろ」

「すいません……でも、気になるところじゃないですか。任務って言われても漠ばく然ぜんとしてますし……あ、任務に出たらお給料に上乗せがあったり？」

　人差し指と親指で輪っかを作りながら博孝が尋ねた。すると再度拳骨が振り下ろされ、博孝は地面へと崩くずれ落ちる。今度は周囲からしっかりと笑い声が上がり、『馬ば鹿か』や『アホ』といった台詞せりふも聞こえたが、博孝は聞こえなかったことにした。

「まったく……良い質問だから教えるが、最初の任務は『ＥＳ寄生体』の出現頻ひん度どが低い地域の警けい邏らだ。そして、任務の際は現地を管かん轄かつとしている部隊の『ＥＳ能力者』が指導役として同行する。諸君らの先輩も同任務を行ったが、怪け我が人にんすら稀まれな任務だ」

　そんな話を聞きながら、博孝はゆっくりと立ち上がる。拳骨をもらった頭が痛かったが、それはいつものことなので無視した。

「それと、任務に出た場合は手当てがつく。簡単な任務だから金額は安いがな」

　博孝の質問にすべて答える形で砂原が言うと、生徒達は現金なもので、手当てという言葉に目の色を変えた。

「きょ、教官！　手当てはいくらぐらいなんですか!?」

「今もらっているお給料ぐらいですか？」

　生徒達がこぞって手を挙げ、質問する。それを聞いた砂原は苦笑を浮かべた。

「それは任務を無事に終えてから確認しろ。今聞くよりもやる気が出るだろう？」

　現在訓練生として博孝達がもらっている給料は、一ヶ月で三十万円。食費や売店での買い物ぐらいしか金の使い道がない生徒にしてみれば、十分に高給だ。それに加えて手当てがつくと聞き、生徒達は先ほどまでの不安を完全に忘れ去る。

　それを見て取った砂原は、釘くぎを刺すように口を開いた。

「だが、油断はするな。怪我人が出ることすら稀だとはいえ、仮に『ＥＳ寄生体』と遭そう遇ぐうすれば戦闘もあり得る。その際下手を打てば、死ぬぞ」

　冷や水を浴びせるような、砂原の言葉。その真しん剣けんさを感じ取った生徒達は、即そく座ざに真剣な顔つきになる。生徒達の顔を見た砂原は、このぐらい脅おどせばいいかと一つ頷うなずく。

「では、本題に移る。任務は小隊単位で行うことになるため、今日から小隊での訓練を行っていく。つまり諸君らを一小隊四人ごとに分けるわけだが……」

　そう言いつつ、砂原は生徒の考課を書いたノートを取り出す。

「この三ヶ月で、諸君らの性格や『ＥＳ能力者』としての能力、方向性は理解した。その結果をもとに、各小隊のメンバーを伝える」

　その言葉に、生徒達は顔を見合わせた。クラス替えの直前のような雰ふん囲い気きが流れ、仲の良い友人と同じ小隊になれればと顔色に出てくる。

（一小隊四人で、このクラスは三十二人。八個小隊か。誰と組むことになるやら……）

　博孝は人数を計算し、綺き麗れいに割り切れるなと一人頷く。これでもし、一人だけ余ったりしたらどうなっていたのか――考えるに、博孝がその余りの一人になっていただろう。

　可能ならば、恭介のように親しい生徒が同じ小隊にいれば良いが、と博孝は思う。

　以前喧けん嘩かを売ってきた三人組と組まされたら、断固として教官に陳ちん情じようしなければならないと博孝は思うが、個人の好こう悪おが原因ではそれも通りそうにない。むしろ面白がって組まされる可能性もあり、博孝は冷や冷やとした心境で砂原の発表を待つ。

「まずは第一小隊のメンバーだが……長は谷せ川がわ、岡おか島じま、武たけ倉くら、河原崎の四人だ」

　そして、砂原が告げたメンバーは、博孝としては最上に近かった。

「小隊長についてはまだ仮だが……河原崎、お前がやれ」

　――続いた言葉がなければ、だが。

　博孝は何を言われたか一瞬理解できなかったが、慌てて挙手する。

「お、俺ですか!?」

「お前だ。何か文句があるか？」

「いや、文句というか……小隊長って、小隊長ですよね？」

「そうだな、小隊長だ」

　混乱が収まっていないのか、要領を得ない質問をする博孝。それを聞いた砂原は、その通りだと頷く。

「俺、ＥＳ能力を使えないんですけど？」

「指揮能力とＥＳ能力は関係ない。正規部隊でも人間の上官が指揮を執とることがある」

　淡たん々たんと、砂原が答えた。博孝としては、そのメンバーなら沙織が小隊長に相応ふさわしいのではと考え――それはないか、と自分で否定した。沙織は周囲に馴な染じまず、自分のことを優先する節がある。小隊長として隊員を指揮するには向いていないだろう。

　恭介は周囲に馴染み、率そつ先せんして動くタイプである。だが、指揮を執れるかといえば微妙なところだった。時折迂う闊かつな行動をするため、それが任務で出たら致ち命めい的てきだ。

　里り香かは博孝よりも視野が広く思考の回転も速いが、性格が指揮官に向いていない。声を張り上げて隊員に指示を出す里香の姿が、まったく想像できなかった。

　消去法で自分が小隊長に選ばれたと博孝は考えたが、砂原の考えは異なる。各人の性格分析は博孝と同様だが、各人の能力を見た場合、博孝が最も適任だったのである。

『攻こう撃げき型がた』の沙織と『防ぼう御ぎよ型がた』の恭介、『支し援えん型がた』の里香に、何もできない博孝。しかし、砂原の目から見れば博孝は『ＥＳ能力者』としては落第点だが、指揮官としては及きゆう第だい点てんを与えても良いと思っていた。

　お調子者だが、意識してか無意識なのか、それをムードメーカーとして作用させている。里香を例外として、他の生徒と比べて視野が広い。状況の判断能力もそれなりにある。あとは実際に小隊長として使った結果次第だが、三ヶ月あれば形にはなるだろう。

　ＥＳ能力を使えないのは痛いが、それを補おぎなえるメンバーで構成してある。

「納得したか？」

「……はい」

　砂原が確認を取ると、博孝は少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから頷く。

　それを見た砂原は、次の小隊のメンバーの発表に移るのだった。




　各小隊の発表が行われた後、小隊で今後の立ち回りについて話し合う時間を与あたえられた。それを受け、博孝達も四人で集まって顔を合わせる。

「んじゃ、折せつ角かくチームになったんだし、これを機に呼び方を変えないっすか？」

　そして、恭介がそんなことを言い出した。それを聞いた博孝は片かた眉まゆを上げる。

「呼び方？　具体的には？」

「博孝は小隊長とか隊長でどうっすか？　カッコイイ響きっすよね！」

「そのカッコイイ名前で呼ばれることになる俺に対して何か一言ください」

「頑張るっすよ隊長！　カッコイイっすよ隊長！　マジでイケてるっすよ隊長！」

「うわっ、なんか恥ずかしっ!?　鳥とり肌はだが!?」

　隊長と呼ばれ、博孝は鳥肌が立つのを感じた。呼ばれ慣れないため恥ずかしいのだ。

「……くだらないわね。名前なんてどうでもいいでしょう？」

　すると、そんな博孝と恭介の会話を叩たたき斬きるように沙織が言った。腕を組んで眉を寄せ、苛いらついているのか人差し指で腕を叩いている。

「冷たいこと言わないでほしいっすよ。これから苦楽を共にする仲間なんっすから」

　そんな沙織の様子にめげず、恭介が沙織に絡み始めた。しかし、沙織はそんな恭介に向かって冷たい視線を向ける。

「この小隊も、まだ本決まりってわけじゃないでしょ。今後の状況次第では、他のメンバーと小隊を組むこともある。呼び方なんていちいち気にしてられないわ」

　そう言って、博孝に視線を移す沙織。小隊長が博孝ということで、思うところがあるらしい。だが、名前の話を振った恭介は沙織の剣けん呑のんな雰囲気を気にしなかった。

「そうっすねぇ……長谷川さんの場合、沙織っちとか！」

　笑顔で爆ばく弾だんを投下する恭介。沙織の頰ほおが引きつり、会話に入れなかった里香が唇くちびるを笑みの形に変えた。それを見た博孝は、危険と思いつつも恭介の話に乗る。

「おいおい、いくらなんでも嫌がるだろ。な？　沙織っち？」

「さ、沙織っち……」

　里香も小さく呟く。そのあと、小さな声で『可愛い』とつけ足すが、沙織の目つきが危なくなっていたため慌てて口を閉ざした。そして、里香が怯おびえるような目を沙織に向けると、その視線を受けた沙織はため息を吐く。

「岡島さんはともかく、男二人に言われると腹が立つわね……」

「お、良かったね岡島さん。沙織っちでいいってよ」

「え、え……いいの、かな？」

　博孝の言葉に、里香は首を傾かしげた。沙織は博孝に殺気すらこもった視線を向ける。

「次にそのくだらない呼び方をしてみなさい――叩き斬るわよ？」

　本当に、今にも『武器化』を行って大太刀で斬りかかってきそうな沙織の様子に、博孝は両手を上げて降こう参さんのポーズを取った。

「冗談だから叩き斬らないでください。まぁ、名前については各自が好きに呼ぶってことで……って、これも冗談だから、そのごっつい刀を消してもらえませんかね？」

　各自で好きに『沙織っち』と呼ぶように指示を出そうとすると、沙織は『武器化』で大太刀を発現して上じよう段だんに構える。それを見た博孝は、速すみやかに白しろ旗はたを揚あげた。

「でも、名字を呼び捨てにするのは許してくれよ？　長谷川さんって呼ぶの、長いし」

「博孝、博孝。河原崎君って呼ぶ方が文字数多いっすよ」

「……なんてことだ、失念してたぜ」

「そんでもって、俺は呼び捨てにする度胸がないんで長谷川さんって呼ぶっす。時折口が滑って沙織っちって呼ぶかもしれないっすけどね！　ってうおわぁっ!?」

　沙織っち、と口にした瞬間、峰みね打うちながら大太刀が振り下される。恭介はのけ反るようにして避けると、慌てて距きよ離りを取った。

「冗談っす！　冗談っす！」

「……次はないわよ」

　恭介に鋭するどい視線を向ける沙織だが、里香と視線を合わせると困ったように眉を寄せる。

「えっと……あなたのことは岡島さんって呼ぶわね？」

「う、うん……そ、それじゃあわたしは沙織ちゃんって呼んで……良い？」

　身長の関係で上うわ目め遣づかいになりながら里香が尋ねる。沙織は僅わずかに思案し、頷いた。

「……それなら、まあ……いいわよ」

　ちゃん付けならば問題ないらしい。許可が出て喜ぶ里香を複雑な目で見た沙織だが、博孝を見ると鼻で笑う。

「アンタは河原崎ね」

「なんて即そく断だん即そつ決けつ！　じゃあ俺は姐あね御ごってのぉっ!?」

　横よこ薙なぎに大太刀が振るわれ、博孝は上体を反らしてなんとか避けきる。そしてブリッジの体勢を取ると、それを見た沙織が大太刀を上段に構えた。

「名字をそのまま呼ぶんでしょうが……」

「そうだった！　そう呼ぶんで、大太刀を振り下ろさないでね！　絶対だよ!?」

　心の底から博孝は懇こん願がんする。大太刀が峰ではなく刃やいばの方を向いているのが、いっそう恐きよう怖ふを煽あおった。沙織は疲れたようにため息を吐くと、大太刀を下ろす。

「教官も、なんでこんな奴を小隊長に……」

　そして博孝にも聞こえる大きさで愚痴を言った。それを聞いた博孝は身を起こすと、笑顔を浮かべる。

「そんなこと言わずに！　これからよろしくな！」

　なるべく親しみを込めてそう言ったが、返ってきたのは冷たい視線だけだった。




　訓練校の中央に設置された、教員用の校舎。

　その中でも一番奥まった場所に造られたその部屋には『校長室』というプレートがかかっており、その部屋の中で二人の男性が向き合っていた。

「それでは砂原君、報告を頼む」

「はっ！」

　大おお場ばの声に、砂原が直立不動で答える。その様子を見た大場は、思わず苦笑した。

「砂原君、ここは軍ではない。もう少し肩の力を抜いてみてはどうかね？」

「は……申し訳ございません。どうにも長年の癖くせは抜けないようで」

　そう言って、砂原は体勢を楽なものにする。もっとも、それは足を肩かた幅はばに開いて腕を後ろで組む、いわゆる『休め』の体勢だった。そんな砂原を見た大場は苦笑を深める。

「君は変わらないねぇ……子供の頃を思い出すよ」

「その節は、たいへん御ご迷めい惑わくをおかけいたしました」

　大場が懐なつかしむように言うと、砂原は頭を下げて謝罪した。

　大場は教師一ひと筋すじの人間であり、昔は教きよう壇だんに立っていた。砂原はその頃受け持った生徒の一人であり、今でも付き合いが続いている。そのため互いの人ひと柄がらはよく知っており、大場は思わず懐かしむような感情を覚えてしまうのだ。

　それでも、今は懐かい古こする時間ではない。大場が表情を引き締めると、それを見た砂原が手に持った書類の束たばを手渡す。書類は現在砂原が教官を務める第七十一期訓練生達についての報告資料であり、大場に対して定期的に提出しているものでもあった。

　生徒達が入校して早三ヶ月。普段は厳きびしい態度を取ることもある砂原だが、この時ばかりは表情から険しい色がなくなっている。

　大場は砂原が手渡してきた書類をじっくりと読み、内容の漏もれが一切ないように記き憶おくしていく。しかし途中で気になったことがあり、書類を読みながら口を開いた。

「河原崎君はまだＥＳ能力が使えないのかね？」

「はっ。河原崎は以前のままです。小官の指導が足りず、お恥ずかしい限りです」

　砂原が『休め』の体勢を止やめ、踵かかとを合わせながら腰こしを折って頭を下げる。

「責めているわけではないよ。『ＥＳ能力者』の成長は、本人の資質に因よるところが大きいからね。おや？　ＥＳ能力以外は高い評価がついているようだね？」

　博孝の評価が記された書類を見つけ、大場は僅かに目を細める。

　ＥＳ能力はクラスでも最低点。しかし、その他の実技および座学面ではクラスでも上位の成績だった。特に、体術とリーダー性に優すぐれると記載されている。だが、最後に『調子に乗る傾けい向こうがある』と記載されており、大場は思わず笑ってしまった。

　新入生については何度も砂原から報告を受けていたが、その際にも博孝には『お調子者』やら『空気を読めるが、わざと読まないことがある』という評価がされていた。

「中々面白そうな子じゃないか。こういう子は、君が気に入りそうだね？」

「まあ、鍛えがいはありますな。今のところ体術と知識面しか鍛えられませんが」

　しれっと言ってのける砂原。それを聞いた大場は、どこか楽しげだ。

「だが、手のかかる生徒ほど可愛いものではないかね？」

「……素す直なおには賛同いたしかねます」

　博孝は恭介と共によく騒ぐ。二人の頭に拳骨を叩きこまない日がないほどにだ。

　砂原の態度を微笑ましく思いつつ、大場は書類を読み進めていく。書類には各生徒の近況がまとめられており、大場はその中でも一人の少女に注目した。

「長谷川沙織、か。彼女についてはさすがと言うべきだろうか……」

『武ぶ神しん』長谷川源げん次じ郎ろうの孫にして、今期の訓練生の中では飛び抜けた存在。僅か三ヶ月で正規の『ＥＳ能力者』に劣らぬＥＳ能力を身につけつつあるというのは、驚きよう愕がくすべき事態だ。しかし、砂原はそれに首を横に振って答える。

「ＥＳ能力の習得速度については異い常じようでしょう。ですが、それも頭打ちになりつつあります。なにより、まだまだ能力の習しゆう熟じゆくが足りません」

　砂原がそう評した沙織は、書類上の評価はクラスでもトップだ。何期か上の訓練生と模も擬ぎ戦せんを行わせても、大抵の場合は勝利するだろうとも評価している。だが、砂原の目から見ればまだまだひよっこ。他の訓練生と大差はなかった。

「厳しいね。しかし、君が言うからにはそうなんだろう」

　そう言いつつ、大場は書類をめくる。そして、最後の書類を見て僅かに眉を寄せた。

「入校して三ヶ月で小隊の訓練に移る、か……早すぎではないのかね？」

「小官もそう思いますが、あと三ヶ月も経てば任務に出ることになります。それを思えば、遅くはないかと」

「嘆なげかわしいことだ。こんな、年若い少年少女を戦いの道具にするなど……」

　読み終わった書類を机の上に置き、大場は手を組む。そこには教育者として、一人の大人として、憂ゆう慮りよの表情が浮かんでいた。それを見た砂原は、少しだけ相そう好ごうを崩す。

「校長の働きかけで、生徒達の任務は非常に簡単なものとなっております。危険もほとんどなく、経験を積むには良い機会でしょう。昔に比べれば余裕がある証しよう拠こです」

「それはそうだが……昨今の軍事バランスや国内の安定を考えれば、これが限界か」

　砂原の言葉を聞き、大場はため息を吐く。訓練生を『ＥＳ能力者』ではなく、一人の少年少女として捉とらえている大場としては、現状に対してやりきれない思いがあった。

「先生は、相変わらずお優やさしいですな」

　そんな大場に、砂原が笑みを浮かべながら言う。それを聞いた大場は、思わず苦笑を返していた。

「ふふ、君に先生と呼ばれるのも久しぶりだね。今の段だん階かいではこれ以上は難しい、か」

　大場はもう一度だけため息を吐くと、自身が信頼する教え子へと視線を向ける。

「せめて、彼らが少しでも健すこやかに育ってくれることを願うとするよ。君ならば、心身共に育ててくれるだろう？」

「はっ。全力を尽くさせていただきます！」

　そう言いながら敬けい礼れいを向けてくる砂原に、大場は何度目かになる苦笑を浮かべた。

『ＥＳ能力者』ではない彼にできるのは、少しでも訓練生達のためになる方法を模も索さくし、実行するだけなのだから。




　第七十一期訓練生第一小隊の小隊長に任命された博孝だが、彼は新たに発生した問題に直面し、その問題の難なん解かいさに心を折られかけていた。

「だーかーらー！　一人で突っ込むんじゃねえよ！　袋ふくろ叩だたきに遭あうぞ!?」

「ふん、その前に敵を全員叩き伏せればいいのよ」

　グラウンドで訓練に励んでいた生徒達の中で、そんな声が上がる。声を上げたのは博孝であり、それに答えたのは沙織だった。

　博孝が小隊長に任命されて一週間。博孝や他に小隊長に任命された者達は、通常の座学や実技の他に、小隊長向けの授業が追加されていた。

　内容としては小隊内の連携に関するものが主で、他にも様々な状況を想定しての小隊の動かし方や戦術を学んでいる。そして学んだ結果をもとに机き上じよう演習なども行っており、小隊長としての在あり方を叩きこまれていた。

　もちろん、隊員になる生徒達も似たような授業を受けている。そのため沙織も小隊としての動き方や意味を理解しているはずなのだが、博孝の指示をまったく聞かない。

　博孝が連携を重視するタイプならば、沙織は機を見れば単独でも突撃するタイプである。なまじ沙織の実力が突出していることもあって、ほとんどの場合は沙織の思い描いた結果になるのだが、博孝としては頭を抱えざるを得なかった。

　しかし、博孝は悩むと同時に砂原の采さい配はいが間違っていないことを確信する。もしも沙織が小隊長だった場合、真顔で『全員突撃』と言いかねないのだ。

「アンタは消極的なのよ。攻めるべき時に攻めないと、勝てるものも勝てなくなるわ」

「攻撃一択のお前が言うか!?　攻めるべき時に攻めるじゃなくて、常に攻めてるじゃねーか！　なんですか!?　攻められるのは嫌だってか!?」

　博孝と沙織が口こう論ろんを行っていると、それを聞いた恭介が興味深そうに頷く。

「攻めるのが好きで、攻められるのは嫌……なるほど、沙織っちはドＳっすか」

「はいそこー！　アホなこと言ってんな！　俺もちょっと思ったけどね！」

「さり気なく沙織っちって呼ぶんじゃないわよ！」

「ぎゃあああああ!?」

　恭介の台詞を聞いた沙織が殴りかかり、恭介が大きく吹き飛ぶ。それを見た里香は、おずおずと沙織の傍そばへと近づいた。

「で、でも、河原崎君の言うことも間違ってないよ？　えと、沙織ちゃんは、前に出過ぎだと思う……」

　里香がそう言うと、沙織は僅かに狼狽うろたえたような表情へと変わる。苦手意識というわけではないが、小動物的な雰囲気を振り撒まく里香を前にすると、どうにも強く出られないのだ。強く出た結果、それで泣かれでもしたら困る。

「う……でもね岡島さん、河原崎の出す指示は防御に偏かたより過ぎだわ」

「う、うん。でも、それは『自分達の身を守る』ためだと思うの。わ、わたし達はまだまだ弱いから、攻勢よりも守勢に重きを置いているんだと思う」

　弱いという言葉に反発しかける沙織。しかし、じっと見つめてくる里香の瞳ひとみを見て、言葉を飲み込んだ。

「いいぞいいぞー。岡島さん、もっと言ってやってくれー」

　その後ろでは、博孝が里香を応おう援えんしていた。沙織は博孝の言うことをまったく聞かないが、里香の言うことならば比較的聞くのだ。虎とらの威いを借かる狐きつねのようで情けない限りだが、少しでも考えを改めてほしい、と博孝は思っている。

　沙織の言うことも一理あるのだが、言い換えれば一理しかない。自身の技量を信じるのは良いが、それが原因で一人突出し、他の隊員を危険に晒さらすことは避さけたかった。

「うっさいわよ！　そもそも、アンタがまともにＥＳ能力を使えれば、わたし一人で突撃する必要もないんだから！」

「ぐっ……それが真実だけに心が痛い……心を抉えぐらないでください！　この鬼おに！　悪あく魔ま！　沙織っち！　つーか、どうせ沙織っちは一人で突っ込んでいくだろ？」

　沙織の言葉に心を抉られる博孝だが、沙織の性格を分析してそう言った。博孝がＥＳ能力を使えようとも、間違いなく沙織は単独で突撃するだろう。

「だから……沙織っちて呼ぶな！」

「おっと失礼！　って、『武器化』はやめて！　俺死ぬから！　本当に死ぬから！」

　薙ぎ払うように振るわれる大太刀を、必死に避ける博孝。それを見た沙織は、ますます怒って大太刀を振りかぶる。

「死にたくなかったら、大人しく斬られなさい！」

「なんてバイオレンスな発言!?　というか、斬られたら死ぬっての！」

　大太刀を持って博孝を追いかける沙織と、それを避ける博孝。そんな二人を見て、里香は困ったように右往左往する。

「あ、け、喧嘩は駄目だよ……な、仲良くしようよぉ……」

　しかし、か細いその声は、二人の耳には届かない。里香は助けを求めるように視線を彷徨わせるが、残りの隊員である恭介は、沙織の拳こぶしが良い具合に決まったのか地面に転がったまま起き上がってこない。

　里香は泣きたい気持ちになるが、それと同時に、自分の中で沙織に対する認識が若じやつ干かん変わっていることにも気づいた。

　最初沙織を見た時は、冷たそうな人だと思った。周囲との間に壁を作り、一人黙もく々もくと訓練に励む姿は、内気な里香にとって話しかけ辛づらい。しかし、同じ小隊の仲間として顔を合わせて話していくうちに、それが間違っていたのだと悟る。

　たしかに、冷たい面もある。しかし、それ以上に不器用なのだとわかったのだ。

　何か理由があるのだろうが、愚直に訓練に励むその姿は真剣そのもの。訓練に没ぼつ頭とうするという点では博孝にも重なる部分があるが、その性格は大きく異なる。

　話せば答えてくれるし、同性だからか、態度も多少は柔やわらかい。だが、人嫌いというわけではなさそうだった。自分と同じで、他人との距離感をつかむのが下へ手たで苦手なのだと、里香は判断していた。自分もそんなところがあるから、なおさらに。

　でも、怒って男子を殴なぐり飛ばすような勇気はないなぁ、と沙織に殴られて宙に舞う博孝の姿を見ながら、里香は思うのだった。




　小隊の訓練というのは、小隊としての動き方だけを学ぶものではない。実際に他の小隊と模擬戦を行い、予定通りの動きを確認することもあった。

　だが――。

「だーかーらー！　一人で突っ込んでいくんじゃねえええ！　……あれ？　この台詞せりふ、今日だけで何回言ったっけ？」

　小隊同士の模擬戦を開始するやいなや、真っ先に敵小隊へ向けて突っ込んでいく沙織。それを見た博孝は魂たましいを振り絞るように叫び、そのあと首を傾げた。何度も言い過ぎて、最早覚えていない。それほどまでに、沙織は博孝の指示を聞いていなかった。

　敵小隊は遠近の『攻撃型』が二人に、『防御型』と『支援型』が一人ずつという理想の組み合わせだ。沙織はそれでも躊ちゆう躇ちよせずに飛び込み、発現した『防壁』で敵の『射撃』を防ぎ、大太刀で斬り払い、あっという間に間合いを詰めて斬り伏せていく。

「うわー……俺達の出番、ないっすねー……」

　呆れたような恭介の視線の先で、敵の小隊長を大太刀で殴り倒す沙織の姿があった。その周囲には小隊員である他の生徒達が転がっており、全員ピクリとも動かない。

「よし、それまで」

　その様子を見ていた砂原が、模擬戦終了を告げる。沙織は大太刀を消すと、さっさと第一小隊へ戻ってきた。それを見た博孝は、額に手を当てながら口を開く。

「おーい、そこの斬殺大好きっ子の長谷川さんよ」

「……変な呼び方するようなら、お望み通り斬殺してあげるわよ？」

「んなこたどーでも良いんだよ。俺が模擬戦始まる前に言った指示、聞いてたか？」

　博孝がジト目で尋ねる。博孝は模擬戦を開始する前に、『一当てして相手の戦力を確認後、指揮官を狙う』という指示を出していた。まずは相手の戦力を調べ、次に指揮官を潰つぶすことで継戦を不可能にするという狙いだったのだ。

「アンタのお望み通り、一当てしてから指揮官を潰したじゃない」

「一当てってのは、『一度の攻撃で相手を倒す』ことじゃねえええ!?　なんなの？　何が不満なの？　君は定期的に誰かを殴り倒さないと死んじゃうの？」

　もしや、沙織は誰かを傷つけなければ自分が死んでしまう病やまいにかかっているのではないか、と博孝は半ば本気で心配になる。

　たしかに沙織は一当てしたあとに指揮官を潰しているが、もしも敵がそれを凌しのいでいたらどうなっていたのか。第一小隊の攻撃の要かなめである沙織が敵戦力に拘束され、残ったのは恭介と里香、それにＥＳ能力が使えない博孝だけだ。

　沙織以上の技量を持つ者がいれば、自分達が負けていた。しかし、沙織にしてみれば現実は見た通りのものだ。敵小隊を全員殴り倒し、それで終わりである。

「あー……もう、いいや……」

　故ゆえに、博孝は沙織を自分達に合わせるよう作戦を立てるのを止めた。ここまでくれば、沙織の攻撃に合わせて小隊を動かすべきだろう。沙織の実力は訓練生の中で突出しているため、沙織を軸じくとして動けば当面は通じると思われた。

「岡島さん、あとで陣形を相談したいから時間を作ってくれるか？　あと、俺の心を癒いやすために膝ひざ枕まくらをしてください、お願いします」

「え……っと、その、相談は、うん、良いよ。でも、ひ、膝枕はちょっと……」

「くっ！　この精神的逆境を乗り切るためには必要だというのに……」

　博孝の申し出に対して、顔を赤くしながら承しよう諾だくと拒きよ否ひをする里香。

「博孝って、ホント自由っすよねぇ……」

「恭介に真顔でそんなことを言われるとは思ってもみなかった。よし、それなら恭介も参加な。自腹で俺と岡島さんの飲み物を用意してくれたまえ。それとも何か？　俺の飲み物はともかく、岡島さんの飲み物を用意できねえってか!?　ああん!?」

「なんっすかそのキレ方!?　てか、なんで岡島さんにはそんな低姿勢なんっすか!?　何か岡島さんに弱みでも握にぎられてるんっすか!?」

　突然キレ出した博孝に、必死に逃げようとする恭介。だが、恭介の言葉を聞いた博孝は、動きを止めて震え出した。

「ば、ばばば馬鹿野郎！　よ、弱みなんて握られてねーですよ!?　物理的社会的に抹まつ殺さつとかされねーっすよ!?」

「うわ……そのリアクションは逆に気になるっすよ……」

　博孝の反応に、恭介は里香の方へ視線を向ける。本当に物理的社会的に博孝を抹殺できるようなネタを握っているのか、と視線で尋ねた。

「そ、そんなの知らないよっ。も、もうっ！　か、河原崎君も変なこと言わないでっ」

　視線を向けられた里香は、大慌てで否定する。だが、博孝はそんな里香の前に跪ひざまずくと、深々と頭を下げた。

「何を仰おつしやいますか。私わたくしめは、御おん身みの卑いやしい下げ僕ぼくに御ご座ざいます。その御命令とあらば、たとえ火の中水の中、喜んで飛び込みましょうぞ」

　物理的にはともかく、社会的に抹殺されそうなことを以前してしまったのだ。具体的には、とある事情からサッカーボールキックをもらった件である。それでも悪ノリをしてそんなことを口走る博孝だが、それを聞いた沙織は面白そうに目を細めた。

「じゃあアンタ、ちょっとプールで十分ぐらい潜もぐってきなさいよ」

「沙織っちの命令は受け付けられません。むしろこっちの言うことを聞いてください」

　さすがに冗談を止め、膝についた土を払いながら沙織へ視線を向ける博孝。呼び方に対して沙織は頰を引ひき攣つらせていたが、博孝の表情が真剣だったため口をつぐんだ。

「相手が同じ訓練生レベルなら問題ないだろうけど、それ以上の強さを持つ小隊とぶつかったら、間違いなく負けるぞ？　それは理解しているだろ？」

　博孝が言い聞かせるように言うと、沙織は顔を背そむける。

「負けないわ。わたし一人でも、勝ってみせる」

「相手が教官クラスの『ＥＳ能力者』でも、か？」

　沙織は、模擬戦で砂原に負けている。挑ちよう発はつではなく、事実としてそう尋ねてみるが、沙織は不快そうな表情をするだけだ。

「次は負けないわ」

　不機嫌そうにそう言う沙織。それを聞いた博孝は大きく、深いため息を吐いた。

「……はぁ。考えがあるのかもしれないけど、小隊長である俺の指示も聞いてくれ」

「アンタが小隊長に見合う実力を手に入れたら、考えてあげるわ」

　にべもなく言い捨てる沙織に、博孝は両手を上げる。これは駄目だと、諦あきらめにも似た表情で白旗を揚あげた。

　博孝を小隊長として認める気はないらしい。こうなると早急に小隊としての新しい戦い方を考えなければならず、里香に視線を向けると頷きが返ってきた。

（今度、教官にも相談してみよう……）

　こういう時は、先せん達だつの知恵を借りるべきだ。砂原ならば、的確なアドバイスをくれるに違いない。博孝は自分にそう言い聞かせると、もう一度だけため息を吐くのだった。




『ＥＳ能力者』として学ぶ場である訓練校は、一般社会と異なりカレンダー通りの休日が得られない場所でもある。入校当初こそはカレンダー通りに休みがあったが、一ヶ月も経った頃には『二日連続で休むと腕が鈍なまる』という理由により、三日訓練して一日休みといったサイクルで回っていた。

　いまだに外出許可が出ないため、ほとんどの生徒は自室で体を休めることに終始している。入校して半年経ち、『ＥＳ能力者』として自身の力を制御し得ると判断されれば外出できるようになるのだが、今期入校した生徒達にとってはまだまだ先の話だ。

　そんな休日ではあるが、博孝の行動は平日と比べて過か酷こくだった。ＥＳ能力が使えないため、体を鍛え、集中力を養やしない、他の生徒との差が少しでも広がらないようにする必要があるのである。そのため、朝から晩まで自主訓練に没頭しているのだ。

　朝の七時に目を覚まし、顔を洗い、体操着に着替えると、腰に携帯を差して部屋を後にする。そして食堂に到着すると、一番乗りだったのか誰もいなかった。

「おはようございまーす！」

　博孝は、調理室で朝食の準備をしている女性にとりあえず挨あい拶さつをする。すると、女性は博孝の顔を見て相好を崩した。

　黒くろ髪かみを頭の後ろでまとめ、年齢は五い十そ路じに差し掛かるかどうかといった外見だが、柔にゆう和わな表情が印象的である。しかしこの女性――榊さかき原ばら愛まな佳かこそ、第七十一期訓練生の食堂を取りまとめる存在だった。

「おや、ヒロ坊ぼうかい。相変わらず、休日だっていうのに早くから起きるんだねぇ」

　気さくに『ヒロ坊』と呼ばれ、博孝は頭を下げる。榊原は自分の母親が『ＥＳ能力者』だったらしく、訓練生に対して偏へん見けんなどもない。気軽に、気さくに接してくれるのだ。

「休日だからこそ時間を有効活用しないと。なんか手伝えることあったら手伝いますよ？」

「お客さんにそんなことをさせるわけにはいかないよ。丁度ご飯も炊たけたし、すぐに盛りつけるから待ってておくれ」

「了解です。それじゃおねーさん、大盛りでお願いします！」

　余よ談だんではあるが、博孝は榊原のことを『おねーさん』と呼んでいる。そう呼ぶと、榊原の機き嫌げんが良くなるのだ。そして、この日も榊原の機嫌は一気に良くなった。

「こんなおばさんを捕つかまえてよく言うよ！　おまけで果物もつけといてあげるから！」

「やった！　あざーっす！」

　今日は果物までつけてくれるらしい。トレイに載った朝食にはカットされたリンゴとオレンジが追加されており、それを見た博孝は笑みを浮かべるのだった。




　朝食を取った後は、自主訓練の時間である。

　博孝は僅かな食休みを挟み、グラウンドに出てきた。入念に準備運動をすると、ランニング用のリュックに鉄てつ塊かいを詰め込み、追加用の重りをリュックにぶら下げた。最後に携帯電話をリュックのサイドポケットに入れると、背負って持ち上げる。

「っとと……少し重たいな……でも、これぐらい負ふ荷かがないとなー」

　背負うリュックの重量は一トンを超えており、時折リュックの中で鉄塊同士がこすれる音がするが、リュック自体は破れそうにもなかった。素材として特とく殊しゆな鋼こう線せんが使われているらしく、無茶な動きをしなければ破れることはないだろう。

『ＥＳ能力者』になってから身体能力が人間の比ではなくなったとはいえ、鍛えれば成長し、怠なまければ衰おとろえる。博孝の場合はＥＳ能力が未いまだに使えないため、肉体面ぐらいは真剣に鍛えておこうと思っていた。

　ガチャガチャと背中の鉄塊が立てる音をＢＧＭに、博孝はグラウンドを走り続ける。すると、三十分ほど走ったところで新しい人影がグラウンドに現れた。

「おーっす、おはよう沙織っち。沙織っちも自主練？　っておっとぉっ!?」

　博孝と同じように、体操着姿でリュックを背負って走る沙織。そんな沙織に向かって挨拶をするなり、返答として鉄塊を投げつけられることとなった。鉄塊を両手で受け止めた博孝は重さでひっくり返り、リュックの重さで地面が少しだけ陥かん没ぼつする。

「あー、ビックリした。挨拶に対して鉄塊で返答するなんて、朝から過激じゃないか。何か嫌なことでもあったのかい？　んん？　ほら、お兄さんに言ってごらん？」

　沙織が投げた鉄塊を返しながら尋ねると、沙織が無表情のまま『武器化』で大太刀を作り出す。そして、博孝の首筋にぴたりと当てた。

「沙織っちって呼ぶなって、何度も言ってるでしょ？　刎はねるわよ？」

「オーケー落ち着け深呼吸をしろ。俺は君の敵じゃない。要求を聞こうじゃないか」

　ハハハ、と乾いた笑い声を上げる博孝。首筋に当てられた刃は、周囲の気温に反してとても冷たかった。そして、その刃に負けず劣らず、沙織の目も冷たかった。

「要求は一つよ――沙織っちって呼ぶな」

「その要求は却下されって力を入れないでください首が少し切れたじゃないですか」

　首筋が僅かに痛んだため、博孝は両手を上げて降参する。それを見た沙織は、大きくため息を吐いて大太刀を消す。そして走り出したので、博孝もそれに並走した。

「でも、その呼び名も可愛いじゃん。岡島さんなら喜んで呼ぶと思うぞ？」

「あの子はあの子で、対たい処しよに困るわね……」

「え？　もしかして、長谷川って岡島さんのこと嫌い？　……な、なんということだ！　我が小隊でそんな不和の種が燻くすぶっていたとは！」

　大げさに驚愕する博孝。それを見た沙織は、冷めた目で博孝を見る。

「別に、嫌いってわけじゃないわよ。ただ、苦手なの」

「華麗に流してくれたな……でも、そうか……苦手なのか」

「ええ。アンタや武倉みたいに、殴るわけにもいかないしね」

「……その発言は、さすがに引くわ。まさか、殴り合ってわかり合いたいとか？」

　第二言語は肉体言語ですか、と言おうとした博孝だが、さすがに自じ重ちようした。沙織はそんな博孝の問いに対して、予想外に真ま面じ目めな顔になる。

「そんな趣味はないわよ。ただ、ああいう女の子は苦手なの」

　そう言って、沙織は博孝から視線を外す。沙織の言葉を聞いた博孝は、僅かに首を傾げたあとに手を打ち合わせた。

「ああ、たしかに。岡島さんってこう、守ってあげたくなるというか、小動物的な可愛さがあるというか、保護欲をそそられるよな」

「……何か認識の齟そ齬ごがあるような気がするけど、まあ、そうね」

「本人も可愛いし」

「そうね……というか、アンタそういうことを臆おく面めんもなく言うのね」

　僅かに興味深そうな目で沙織が博孝を見る。その問いに対し、博孝は肩を竦すくめた。

「可愛い女性は可愛いって言うし、美人の女性は美人って言うぜ？」

「そういうことは普通、隠すものでしょ」

「そっかー？　あ、ちなみに長谷川はあれだよな。可愛いって言うより、美人な感じ。こう、姿勢とかもスラっとしてて、綺麗って言葉が似合うわ」

　おだてるわけでもなく、お世辞というわけでもなく、本心から博孝はそう言った。すると、沙織は街頭で性た質ちの悪いキャッチセールスに捕まったような顔をする。

「……気持ち悪い」

「ひでぇ!?　さすがにその反応はひでぇ!?」

　沙織は怖おぞ気けを払うように自分の二の腕をさすり、それを見た博孝はさすがに凹へこむ。

「なに？　そんなお世辞を言ってまでわたしに小隊での集団行動を強いたいの？」

「お世辞じゃなくて本心だってのに……あーあ、沙織っちは冷たいなーっと！」

『沙織っち』呼ばわりをして、博孝は地面を強く蹴ける。

　小隊長として、クラスメートとして、沙織とは少しでも仲を深めたいとは思うが、沙織は内面に踏み込ませるタイプではない。雑談に付き合っただけでも進歩なのだ。

　博孝は、今はこれぐらいで良いと判断する。そして、すぐさま追いかけてきた沙織と一緒に、捕まったら色々な意味で最期になりそうな鬼ごっこを開始するのだった。




「いやぁ、長谷川の右ストレートは世界を狙えますわ」

「……お前、いきなり何言ってんの？」

　場所が変わって体育館。博孝は休憩室でコーヒーを飲んでいた顔見知りの兵士に話しかけ、怪け訝げんそうな声を返された。

　体育館で自主訓練を行う旨むねを報告にきたのだが、沙織に捕まって左頰に食らった右ストレートを思い出し、自然と口走っていたのだ。兵士は怪訝そうな顔をしていたが、使い捨てのコップを取るとペットボトルのスポーツドリンクを注ぐ。

「ほらよ。飲むだろ？」

「おっと、ありがとうございます。いただきます」

　兵士に礼を言って、博孝は一息にスポーツドリンクを飲み干した。多少汗を流した体に染み込むようなその味は、運動後の一杯として格別である。

「ぷはー！　美う味まい！」

「酒じゃねえんだぞ……あ、飲むか？　上官が隠し持っていた酒、ガメてきたんだ」

「いやいや、未成年者に酒を勧すすめないでくださいよ。ってか、野の口ぐちさん任務中でしょ」

　兵士――野口に対して博孝がツッコミを入れると、野口も冗談だったらしく笑う。

　野口は博孝が体育館で自主訓練を行うようになってから知り合った兵士だが、その性情は一言で言い表せば不良兵士だ。それでも階級は伍ご長ちようらしく、部下も連れている。年齢は二十代の半ばで、百八十センチを超える身長と刈かり上げた髪が特徴だった。

「任務っつっても、訓練生が使う体育館の管理だぜ？　特に、休日はお前さんみたいな自主練をやる奴しか来ないしよ」

　そう言いつつ、野口は空の使い捨てコップに今度はコーヒーを淹いれて博孝に渡した。

　野口も暇らしく、傍にあった椅い子すに座る。それを見た博孝は、何年も兵士をやっているであろう野口に軽く相談をすることにした。

「そういえば、ちょっと相談があるんですけど」

「相談？　なんだ、金か？　それとも女か？」

　僅かに身を乗り出し、野口が小指を立ててみせる。それを見た博孝は、あながち間違ってはいないと頷いた。

「女といってもうちの小隊員の話ですけどね。俺の出す指示を無視するんですよ」

「あー……小隊の隊員が指示を無視する、ねぇ」

　意外と真剣な相談だったからか、野口は乗り出した身を元の位置へ戻す。そして、少しばかり乱らん暴ぼうに頭を掻かいた。

「俺は確かに兵士で部下も持つ身だが、お前さんは一応学生ってことになってる。そんなお前さんに俺からアドバイスをするのは、ルール違反になるんだが……」

「あ、そうなんですか？」

「おう。まあ、俺から言えるとすれば……部下は上官を選べねえが、上官も部下を選べねえ。そうなると、今いる部下で如い何かに上手くやるかってことになるんだが……」

　そう言っていくつか話をする野口だが、その内容は一般論の範はん疇ちゆうだった。部下の性格を把は握あくし、それに見合った作戦を立てるという、博孝でも思いつくものである。野口はそれらの内容を軽く話し、そこからふと、疑問を表情に浮かべながら口を開く。

「そもそも、俺達普通の兵士と『ＥＳ能力者』だと、部隊の運用方法も違うしな……お前さんに教えている教官、誰だったっけ？」

「教官ですか？　砂原教官です。フルネームは砂原浩こう二じ。階級は空くう戦せん軍ぐん曹そうですよ」

「空戦軍曹ってことは、空戦部隊出身か。いや、待て……砂原ってまさか、『穿せん孔こう』か？」

　顎あごに手を当てて何事かを呟いていた野口だが、合が点てんがいったように頷く。しかし、聞き慣れない言葉を聞いた博孝は疑問符を浮かべた。

「せ、『穿孔』？　なんですかそれ」

　言葉の意味を考えるなら『穴を開ける』といったところだが、それが何故砂原を指すのか。博孝の疑問を受けた野口は、自分もコーヒーを啜すすりながら説明を始める。

「有名な『ＥＳ能力者』はあだ名みたいなものがつくんだよ。大抵はその『ＥＳ能力者』と戦った敵がつけるんだが、それが回り回ってこっちまで伝わってきてな。『武神』が一番有名だが、『穿孔』もその筋じゃあ十分以上に有名だな」

「はぁ……『穿孔』ですか。え？　なんですかそれめっちゃカッコイイ！　つまりアレですか、教官は敵の『ＥＳ能力者』から『穿孔』の砂原とか呼ばれていたんですか!?」

「お、おお……お前さんの言う通り、そんな感じで呼ばれていたみたいだぜ。ほれ、昔『ＥＳ世界大戦』ってのが起きたんだが、知ってるか？」

　そう言いつつ、野口は博孝に話を振った。それを聞いた博孝は、『ＥＳ世界大戦』という単語を脳内から引っ張り出す。歴史関係の教科書には必ずと言っていいほど載っている話であり、博孝自身も小学校や中学校で習った話だった。

「たしか、１９９２年に起きたんでしたっけ？」

「おう。俺もまだガキの頃の話だが、あの時は大騒ぎになったもんだぜ」

「俺は生まれてもいませんよ……でも、そんなに騒ぎになったんですね」

　当時まだ生まれていなかった博孝としては、ピンとくるものがない。

『ＥＳ能力者』同士が激突したとされる『ＥＳ世界大戦』は、十八年ほど昔の話だ。

　当時、二割の『ＥＳ能力者』が命を落としたと言われるその戦いは、それまでの戦争と異なり民間人や兵士の命がほとんど失われないものだった。三ヶ月程度で終戦し、人間の流血の少なさから『近年最もクリーンな戦争』という皮肉が流は行やったほどである。

　切っ掛けは、とある同盟国同士が『ＥＳ能力者』部隊の合同演習を行っていた際、演習に無関係の他国の『ＥＳ能力者』が誤射をしたことが原因とされている。その際の流れ弾で多くの国民が殺傷され、報ほう復ふくから『ＥＳ能力者』を投入した大戦に発展したのだ。

　当時の日本は誤射を受けた側の国と軍事同盟を結んでいたため、空戦部隊を派は遣けんしている。その中に、砂原もいたのだろう。

「それで、教官は大活躍して『穿孔』っていうあだ名までついた、と」

「ああ。『ＥＳ能力者』を五人も倒せばエースって呼ばれるが、砂原軍曹は空戦一個中隊を単独で叩き潰したらしい……っと、空戦に所属していた時の階級はなんだったかな」

　砂原の以前の階級を思い出しているのだろう。野口は額に手を当てるが、その話を聞いた博孝は思わずコーヒーを噴き出しそうになっていた。

「い、一個中隊を叩き潰したんですか!?　それも一人で!?」

「おうよ。偵てい察さつで敵の中隊を発見して、それを全部片付けたらしい。俺も他人から聞いた話だから、本当かわからないけどな……って、やべえ。博孝、今の話は聞かなかったことにしろよ。調べればわかることだが、一応機密に該がい当とうするかもしれねえ」

　つらつらと話していた野口だが、途中で慌てたように言う。それを聞いた博孝は、良い話のネタになると思いつつも、機密に該当する可能性があるのならばと頷いた。

「貸し一つ、ですね」

「いつも飲ませてやってるコーヒー代でチャラにしとけ」

「うっわ、機密の価値って安いですね……」

　黙っておけというのなら、黙っておくつもりである。博孝はコーヒーを飲み干すと、椅子から立ち上がった。

「面白い話をありがとうございました。小隊の運用についてはもっと考えてみますよ」

　博孝は野口に礼を言うと、体育館の中で体術の訓練に移る。相手がいないため型かた稽げい古こになるが、それでも自分の体に覚え込ませるという点では有効だ。

「恭介が自主訓練に付き合ってくれればなぁ……部屋でゲームでもしてるだろうけど」

　折角の休日を満まん喫きつしている友人を、無理に付き合わせることはできない。そもそも、休日に自主訓練を行っているのは博孝と沙織ぐらいだ。

　博孝はＥＳ能力が使えないハンデを少しでも克こく服ふくするためだが、沙織のように己の技量を少しでも高めるために休日を自主訓練で潰す生徒はいなかった。

「――休日も訓練とは、感心だな」

　そう、生徒はいなかった。突然声をかけられて振り返ってみると、いつの間に体育館に足を踏み入れていたのか、体育館の入口に砂原が立っている。

「教官……今日は休日ですけど、自宅には帰らないんですか？」

　普段ならば、砂原は訓練校の中央に設けられた教官や職員用の寮りようで生活をしている。だが、正規の『ＥＳ能力者』である砂原は休日に外出することも可能なのだ。

　折角の休日ならば、妻や子が待つ自宅に帰るのではないか。砂原が教官職を務める理由を聞いたことがある博孝は、当然の疑問として尋ねる。

「教え子が休日でも、俺まで休めるとは限るまい。仕事というものはいくらでもある……まあ、今日は半分休暇のようなものだがな」

　博孝の質問の意図を理解し、砂原は苦笑を返した。それでも、瞬まばたきの間に真剣な表情へと変わり、博孝の元へと歩み寄る。

「それで……どうだ？　『構成力』は感じ取れたか？」

　真剣な表情ながらも、その声には労いたわるような色が混ざっていた。故に、博孝は苦笑しながら頭を掻く。

「相変わらず駄目ですね。『構成力』の存在を意識しつつ、体を鍛えてるんですが……」

「これまで駄目だったものが、すぐにできるようになるわけもない、か……」

　博孝の言葉を聞き、砂原は顎に手を当てながら呟いた。砂原は目を細めて思考していたが、十秒ほど経ってから一つ頷く。

「よし……それなら、鍛えられる部分を鍛えてやる。稽けい古こをつけてやろう」

「えっ!?　い、良いんですか？　授業外ですよ？」

　組手の相手がいればと思っていたが、砂原が相手ならば申し分ないどころか最上の相手だろう。訓練生同士で組手をするのも良いが、自分よりも技量が高い相手に教えを乞こえるのだ。ただし、博孝としては砂原に時間の余裕があるのかと心配に思う。

「なに、俺の職務は教え子を鍛えることだ。その点で言えば、これも職務の範疇だ」

　ニヤリと笑いつつ、拳の骨を鳴らす砂原。砂原が着ている服は藍あい色いろの野戦服であり、そのまま戦闘に移行することも可能な造りになっている。だが、熟練の『ＥＳ能力者』である砂原にやる気を見せつけられると、博孝としては威圧感を覚えざるを得ない。

「……殺さないでくださいね？」

「心配するな。手加減は得意だ。昔から正規部隊で部下を鍛えてきたが、全員が泣いて喜ぶほど親切かつ丁寧な指導だったと自負しているぞ」

「え？　自負？　指導を受けた人の評価はどこにいったんですか？」

　途中までは素直に聞いていた博孝だが、終しゆう盤ばんの発言がおかしかったため尋ねる。すると、砂原は楽しげに笑った。

「大丈夫だ。訓練で死んだ者はいない」

「答えになってないし、どう考えても大丈夫じゃないですよ!?」

　どう聞いても、どう考えても、恐ろしい未来しか見えない。大歓迎だった組手が、とてつもなく恐ろしい惨さん事じへと変へん貌ぼうしそうだ。

「ＥＳ能力が使えたとしても、体術を鍛えることは重要だからな。お前はＥＳ能力が使えないから、体術で補うしかあるまい。そうなると、まずは防御面を鍛えるか。なに、習うより慣れろだ。こちらが仕掛けるから、お前は防御か回避をしろ。いいな？」

「あ、ちょっと急用を思い出したので――」

「――いくぞ」

　博孝は逃げようとするが、砂原はそれに構わず組手の開始を宣言し――次の瞬間、砂原が消えた。

　姿を消した砂原が博孝の懐へと潜り込み、体育館を揺らすほどの強烈な踏み込みと共に掌しよう底ていを繰り出す。砂原は『防殻』すら発現していないが、繰り出された掌底はそれだけで博孝の命を刈り取れそうなほどに激烈なものだった。

「っ!?」

　砂原の強襲を前にして博孝ができたのは、息を呑のんでその場に立ち尽くすことだけだ。そんな博孝の眼前で掌底が停止し、次いで、両足を払うように下段蹴りが放たれる。

「うわっ!?」

「ぼうっとするな！　敵は待ってくれんぞ！」

　両足を刈られて床に転がった博孝だが、砂原の言葉を聞いて跳はね起きた。すると、そんな博孝の腹部に先ほどより速度を落とした掌底が迫せまる。博孝は半身開くことで辛かろうじて回避するが、機き関かん銃じゆうのように次々と掌底が繰り出され、必死に防御する羽目になった。

「攻撃も重要だが、防御や回避は更に重要だ！　防御や回避は攻撃以上に本人の技量が物を言う！　防御が間に合えば負傷を軽減し、回避できれば傷すら負わん！」

「わっ、ちょっ、い、言っていることは御ご尤もつともですがね!?　さすがにあだっ!?」

　砂原のあまりの手数の多さに抗こう議ぎしようとした博孝だが、額に掌底が直撃して後ろへと転がる。手加減されているが、十分に痛い。博孝は視界が揺ゆれるのを感じたが、砂原はそれで手を緩めるような性格をしていなかった。

「どうした！　回避しろ！　あるいは防御しろ！」

　声を張り上げつつ、砂原は追撃を行う。組手だというのに、いつの間にか一方的に防御と回避を行うことになっている。博孝は砂原が繰り出す掌底や蹴りをやり過ごしつつ、日が暮れるまで必死に逃げ回るのだった。




「サンドバッグの気持ちがよくわかる一日でした……」

　砂原による組手という名のサンドバッグ体験が終わった博孝は、疲れたように呟く。それを聞いた砂原は、汗一つかかずに涼すずしい顔で首を傾げた。

「反撃を禁止した覚えはないぞ？　何な故ぜ反撃しなかった？」

「反撃する暇がないぐらい教官の攻撃が速過ぎるんですよ！」

　不思議そうに尋ねられても、博孝としては答えが一つしかない。単純に、砂原の攻撃が速過ぎたため反撃をする暇がなかったのだ。攻撃の速度、移動の速度、体たい捌さばきのキレ、そのすべてが博孝とは桁けたが違った。博孝にできたのは、瞬きをする時間すら惜しんで防御と回避に努めることだけである。

「まあ、お前はＥＳ能力の扱いは壊かい滅めつ的てきだが体術は筋が良い。鍛錬を重ねれば、あれぐらいは捌けるようになるだろう……追い込んでみても何も起きなかったのは残念だが」

　最後は博孝に聞こえない程度の大きさで呟き、砂原は頭を振った。博孝は普段の性格は多少問題があるが、訓練への取り組みは真面目だ。言葉にした通り、体術については筋が良い。観察眼も同期の中では優れており、知識や知略といった面も及第点だ。

　組手という名目で徹底的に追い込んでみれば、危機感から『構成力』の感知ぐらいはできるようになるのではないか。そんな期待をしていた砂原だが、結果は失敗である。体術の技量向上にはつながったものの、ＥＳ能力を発現できる兆候はなかった。

「そういえば教官、せっかくなので長谷川について相談をしたいんですが……」

　考え込む砂原を他よ所そに、博孝は沙織の扱いについて話を振る。砂原は博孝の言葉で表情を改めると、教官として博孝と向き合った。

「長谷川の扱いが上手くいかないんですが、どうしたら良いんですかね？」

　どこか困った様子で博孝が口にしたのは、沙織の扱いについてだ。小隊で訓練を行う際、沙織は博孝の指示にほとんど従わない。博孝と沙織の相あい性しようが悪いのか、それとも攻撃を重視する沙織と連携を重視する博孝では馬が合わないのか。

「ふむ……俺から注意するのも手だが、部下の教育も小隊長の役割だぞ？」

「小隊長っていっても、部下の方が優秀なんですが……」

　砂原の回答に肩を落とす博孝だが、訓練校はその辺りの機き微びも含めて学ぶ場だ。『ＥＳ能力者』は数が少なく、一般企業や通常の軍隊以上に上司や部下の替えが利かない。それを思えば、博孝は将来につながる貴き重ちような体験をしているとも言える。

「自分で考え、改かい善ぜんにつなげてみろ。それがお前のためにもなる」

「……了解です。もう少し悩んでみますよ」

　そんな会話を交わし、博孝は砂原と別れた。自主訓練に付き合ってくれた砂原だが、他の仕事は終わっていないらしい。それでも付き合ってくれたことに感謝しつつ、博孝は休憩をとるために売店へ向かった。

「とりあえず飲み物でも……おや？　岡島さん？」

　飲み物を買って一息つこうと思っていた博孝だが、売店で見知った顔を見つけて声をかける。相手は里香であり、里香は売店の一角で売られている小物を眺めていた。

「え、あ、か、河原崎君……ど、どうしたの？」

「俺としては、そっちがどうしたのって聞きたいけど……」

　そう言いつつ小物の陳ちん列れつ棚だなを見てみると、置き物や小さいぬいぐるみが並んでいる。里香が見ていたのは柴しば犬いぬをデフォルメしたぬいぐるみであり、博孝は一つ頷く。

「なるほど、ぬいぐるみか。こういうのを売ってるってことに初めて気づいたよ」

「えと、これは、ね？　その、買おうと思ったんじゃなくて、可愛いなぁって……」

　衣服は支給品であり、博孝が売店で買う物は筆記具と飲食物程度である。そのため感心したように頷いたのだが、里香からすれば違うように聞こえたようだ。

　あたふたと、片手を振って購入を検討していたわけではないと否定する里香。博孝としては特に何かの意図があったわけではないが、里香は異なるらしい。

「え？　可愛いと思うなら買えば良いんじゃないか？　別に飾かざって困るものでもないだろ？　そりゃあ俺が部屋に飾っていたら引かれそうだけど」

「で、でも……うぅ……」

　博孝が部屋にぬいぐるみを飾っていれば引かれるだろうが、里香ならば問題ないのではないか。そう思った博孝を前にして、里香は右手をぬいぐるみへ伸ばし、伸ばしては引っ込めるといった動作を繰り返す。それでも博孝がいると買いにくいのか、チラチラと博孝へ視線を向けた。その視線を受けた博孝は、心得たと言わんばかりに首しゆ肯こうする。

「なるほど……つまり、俺に買えということですね？　よしきた！　ここは一つ、師し匠しようへの貢みつぎ物ものとしましょうや！」

「えっ!?　ち、違うよっ！　べ、別にいいから！」

「なんですと？　もしや、一つでは足りないと？　なら、商品を全て買い占めて――」

　わたわたと慌てる里香の様子に心が癒されるのを感じつつ、博孝はぬいぐるみに手を伸ばす。しかし、そんな博孝の背後から不意に声がかかった。

「――うるさいわよ、河原崎。アンタは黙って買い物もできないの？」

　冷たい声色に振り返ってみると、そこには沙織が立っていた。その手にはスポーツドリンクが握られており、売店を訪れた目的は博孝と同じだったのだろう。

　額から首筋にかけて汗が流れており、沙織も自主訓練を続けていたことが窺うかがえる。休憩に入ったばかりなのか、上気した頰や首元、流れる汗が健康的な色気を放っていた。

　それを見た博孝は、『眼がん福ぷく眼福』などと思いながら右手を上げる。

「おう、沙織っちも休憩かってぬおっ!?」

　休憩だろうと思って声をかけた博孝だが、『沙織っち』と呼んだ瞬間拳が放たれる。しかしその拳は砂原の掌底よりも遙はるかに遅く、博孝は余裕を持って回避した。

「……ちっ」

「舌打ちされた!?　本当にバイオレンスな女の子ですね!?」

　避けたことが気に食わなかったのか、沙織は舌打ちをして背を向ける。だが、そのまま立ち去るのかと思いきや、沙織は肩越しに振り返って博孝を睨にらむ。

「いくら教官の手ほどきを受けても、ＥＳ能力が使えないんじゃ意味ないわ。サボっている暇があったら、訓練に励むのね」

　それだけを言い残し、沙織は立ち去ろうとする。だが、そんな沙織の言葉を受けた博孝は肩を竦めてみせた。

「それを補うためにも、俺の指示に従ってほしいんだけどなぁ。なんなら、これから俺の訓練に付き合ってくれよ」

「嫌よ。アンタの手伝いをしている暇なんてないわ」

　冷たく言い放つ沙織。取りつく島もない、と落胆した博孝は大きなため息を吐いた。

「冷たい、沙織っちは冷たい。まったく、だから沙織っちは沙織っちなんだよ！」

「……どうやら喧嘩を売っているらしいわね」

『沙織っち』と連呼して博孝は逃げ出し、無表情になった沙織がそれを追って駆け出す。突然始まった鬼ごっこに、傍にいた里香は目を点にして見送るだけだ。

　逃げ出してから物陰へと飛び込んで隠れた博孝は、沙織の走る音が通り過ぎるのを待ち、怒らせるのも一苦労だと内心で嘆たん息そくする。沙織は普段から周囲との間に壁を作り、コミュニケーションを取る手段が限られていた。『沙織っち』と呼ぶのは沙織の感情を引き出すのに有効であり――そこでまで考えた博孝は、首を傾げる。

「……あれ？　俺が教官に訓練をつけてもらったこと、なんで知ってたんだ？」

　砂原によってサンドバッグにされていた時、体育館を訪れた者はいなかった。もしかすると、沙織は博孝と砂原の訓練の様子を目撃したのかもしれない。

「さっきの言葉も、沙織っちなりの励ましだったのかねぇ……」

　油を売っている暇があるのなら、訓練をしろということか。そう考えた博孝だが、沙織に限ってそれはないなと頭を振る。

　それよりも、今は駆け戻ってきた沙織から如何にして逃げ出すかが重要なのだ。




　博孝達が入校してから半年が経ち、とうとうその日を迎えたことで、博孝は朝から表情を曇くもらせていた。

「んお？　どうしたんすか？　朝っぱらからそんな真っ暗な顔して」

　一緒に朝食を食べていた恭介が、不思議そうな顔で尋ねる。それを聞いた博孝は、錆さびついたロボットのようなぎこちない動きで恭介を見た。

「暗くもなるわ！　俺は未いまだにＥＳ能力を使えないし！　沙織っちは相変わらず暴走するし！　そして今日は初任務の日だしよっ！」

　博孝はテーブルを叩きながら立ち上がり、絶叫するようにそう言った。

　入校から半年経っても博孝はＥＳ能力を使えず、初任務の日を迎えてしまったのだ。知識を覚え、体術を修めることは順調なものの、『ＥＳ能力者』としては不安が残る。

　沙織の手た綱づなは相変わらず握れておらず、沙織の突撃を前提とした小隊の運用に切り替えたぐらいだ。それでも、沙織が突出しすぎて上手く作用しない部分がある。

「教官の話だとピクニック気分で良いらしいし、少しは気を抜いたらどうっすか？」

　恭介は呑のん気きに味み噌そ汁しるを飲みながら言うが、博孝としては気を抜けるはずもない。

「現地の部隊が引いん率そつするらしいけど、不測の事態があるかもしれないだろ？」

「博孝は心配性っすねぇ。普段のテンションを見てると信じられないぐらいっすよ」

　その言葉を聞いた博孝は自分でもキャラではないと思いつつ、それに反論した。

「俺は長谷川の手綱を握れてないけど小隊長なんだぞ？　ＥＳ能力も使えないけど小隊長なんだぞ？　不測の事態に備えることも……って、自分で言ってて悲しくなってきた」

　しかし、途中で自分の言葉に傷つき、後半になるにつれて言葉が弱くなる。

　指示を守らないが、沙織は正規部隊員並の実力を持つ。それに加えて、引率として現地の部隊から『ＥＳ能力者』が合流する。恭介は『防殻』だけでなく汎用技能の『盾』を使えるようになっているし、里香も『接合』を完かん璧ぺきに使えるようになっていた。戦力としては十分以上のはずである。

（……あれ？　こうなると、問題点って俺だけじゃあ……）

　ふと、そんなことを考えてしまい、博孝は自じ傷しようしたような気分になった。だが、気にしていては精せい神しん衛えい生せい上じよう良くないと判断して気分を切り替える。

（ま、まあ？　俺もこの半年で体を鍛えたし？　体術はそりゃもう中々立派なもんだと思いたいよ？）

　鼓こ舞ぶするように内心で呟くが、博孝が自分で思っているほど自信があるようには思えない。それでも博孝は自分を無理矢理納得させると、朝食を片づけるのだった。




「よし、全員揃っているな」

　午前九時。初任務となる博孝達はグラウンドに集合していた。しかも、制服や体操着ではなく緑色の野戦服を着ている。砂原が着ている藍色の野戦服とは色が異なるが、これは博孝達が陸戦の『ＥＳ能力者』だからだ。砂原のように『飛行』を可能とする空戦の『ＥＳ能力者』ならば、藍色の野戦服を着用することとなる。

　どちらの色の野戦服にも共通しているのは、頑丈さを追求して作られ、胸や腰に複数のポケットがついていて収容性もあるという点だろう。

「これからバスに乗って移動する。だが、その前にこれを渡しておこう」

　そう言って、砂原と兵士が何かを生徒達に渡し始める。博孝は首を傾げるが、砂原から手渡されたものを見て納得した。

「『ＥＳ能力者』用のバッジか……」

　手渡されたのは、『ＥＳ能力者』用のバッジだった。大きさは三センチほどの楕だ円えん形けいであり、色は白。バッジの表面には、薄桃色の桜の花びらが描かれている。

　これは訓練生用のバッジであり、本来は『ＥＳ能力者』の所属や使用できるＥＳ能力によって形状や色が分かれ、バッジによって大まかな情報を得られるようになっていた。

　訓練生は楕円形に薄桃色の桜。

　陸戦部隊は四角形に緑の靴。

　空戦部隊は五角形に青の翼つばさ。

　数は少ないが、『ＥＳ能力者』の中でも研究職に就いている者は六角形に白い葉。

　同じく、数は少ないが技能職に就いている者は三角形に白い槌つち。

　それぞれの所属を示すために、形や刻むマークが決まっている。さらに、それらの形状、マークに加えて、色で『ＥＳ能力者』の技能等級を表している。

　汎用技能しか使えない者は白色。

　特殊技能を使える者は、技能に合わせて五級から一級になるにつれて青色、赤色、銅色、銀色、金色となる。

　独自技能を使える者は黒色のバッジが支給される。

　これらのバッジは、『ＥＳ能力者』が外出する場合や任務に就く場合は必ず着用するよう定められていた。それが免めん除じよになるのは、訓練校の中や家の中ぐらいである。

　博孝は自分の胸ポケットにバッジをつけると、思わず苦笑した。博孝はＥＳ能力を扱えず、白色のバッジをつけるのもおかしいのだが、代用品がないのである。そして、沙織が赤色のバッジを支給されているのを見て、少しだけ凹む。

　四級特殊技能である『武器化』が使える沙織は、訓練校の中では中々お目にかかることができない赤色のバッジになるのだ。その上、沙織のバッジには近接戦闘が得意な攻撃型であることを示す、刀のマークも刻きざまれている。

　所属と技能等級に加えて、本人の『ＥＳ能力者』としてのタイプがわかっている場合は、それを示すマークが彫ほられるのだ。

　攻撃型で近距離戦向きの場合は刀、遠距離戦向きの場合は拳けん銃じゆう。

　防御型の場合は西洋風の盾。

　支援型の場合は医療用メス。

　そして、万能型は攻撃二種に防御、支援と自らを含めた五ご芒ぼう星せいのマークが彫られる。

　博孝が視線を向けてみると、砂原の胸につけられたバッジには五芒星が輝いていた。しかも、バッジ自体は二等特殊技能を使える証である銀色だ。そこに空戦部隊出身であることを示すように、青色の翼のマークも彫ってある。

　あの翼のマーク、俺もほしい。博孝は、心からそう思う。すると、そんな博孝を見て恭介が話しかけてきた。

「んん？　どうしたんすか？」

　不思議そうな恭介も、胸にはバッジをつけている。こちらは『防御型』を示す盾と、訓練生であることを示す桜。汎用技能が使えるということで土台が白だった。

「いや、見ろよ教官のバッジ。シルバーに翼に五芒星だぜ？　心をくすぐられるよな」

「おお！　マジかっけーっすね！」

　そうやって博孝と恭介が騒ぐと、それが目についたのか砂原が近づいてくる。

「河原崎」

「はっ、教官殿！　自分は何も騒いでないであります！」

　実際には騒いでおり、砂原にも気づかれているだろう。故に拳骨の一発は覚悟していた博孝だが、砂原は僅かに迷ったあと、真まっ直すぐに博孝を見る。

「お前はＥＳ能力を扱うことができない。つまり、有事の際に一番危険な目に遭う可能性が高いということだ。そのため、今回に限り任務参加の拒否権を与える」

　砂原の言うことは博孝も危き惧ぐしていることであり、真実だ。それでも、この時期に訓練生が行う任務は最も危険が少ないものである。

　今回は参加せず、次回の任務までにＥＳ能力を発現すればいい、という考えなのだろう。だが、次回の任務までにＥＳ能力を発現する保証もなく、今回を見送るとより難しい任務が初うい陣じんになる可能性がある。場慣れをするためにも参加するべきだろう。

「いえ、拒否権は必要ないです。任務に参加します」

「……そうか」

　砂原は博孝が真剣に言っていることを確認すると、僅かに目を伏せた。そしてため息を一度吐くと、博孝の肩を軽く叩く。

「油断をするな。小隊長であるお前が倒れると、他の隊員も一気に崩れるぞ」

「了解です、教官」

　博孝は首肯する。それを見た砂原は、何か迷いを振り切るように頭を振った。

「……よし。それでは、全員バスに乗れ！　今回の任務地まで移動する！」

　声を張り上げた砂原に、生徒達が返事をする。そして小隊ごとにバスへ乗り込んでいくと、半年ぶりに訓練校の敷しき地ち外へと出ていくのだった。




　バスに揺られること一時間。途中で高速道路に入ったものの、博孝達は久しぶりに見た訓練校以外の風景を話題にして雑談の花を咲かせていた。しかし、任務地に近づくと徐々にその口数も減っていく。生徒のほとんどが、緊張しているのだ。

　それを見た博孝は、『よし、いっちょカラオケでもやるか』と立ち上がったが、観光バスなどとは違ってカラオケの機材は積んでいない。

「いっそ、アカペラで……」

「この場で歌い始めたら、さすがに顰ひん蹙しゆくを買うってレベルじゃないっすよ……」

　恭介も緊張しているのか、声に張りがない。博孝が視線を巡めぐらせてみると、小隊員である里香は目を開けたままで硬直しており、沙織は寝ているのか目を瞑つぶっていた。

「というか、博孝はなんでそんなに元気なんっすか？　緊張は？」

「緊張？　ああ、そんなものは母さんの胎はらの中に置いてきた」

「マジっすか!?」

「おうよ。俺って本番に強いタイプみたいで、そのことを母さんに話したら、『ごめんね、博孝と一緒に緊張って言葉を産んでないの』って言われた」

「すげぇ！　そんな話初めて聞いたっすよ!?　そんなこともあるんっすね！」

「うん。そりゃ作り話だからな。聞いたことはないだろうよ」

　さらっと言い放つ博孝。それを聞いた恭介は、驚愕の表情へ変わった。

「ひどいっすよ！　一瞬、本気でそんなこともあるのかと思ったじゃないっすか!?」

「あ、もうそろそろ着くみたいだな。よし、降りる準備をするか」

「無視っすか!?」

　恭介のリアクションを無視する博孝だが、昔から本番には強いタイプだった。それでも、今回ばかりは多少緊張する。そのため、いつもよりも口数が多くなっていた。

　バスは山の麓ふもとで停車し、扉とびらが開く。それを見た砂原が先導としてバスから降り、続いて生徒達が降りていく。

　訓練生が集団で移動するにあたり、護衛の『ＥＳ能力者』も一緒に降りてきた。しかし、任務にまで手を貸すわけではない。今回の主役は、あくまで生徒達なのだ。

　博孝はバスから降りると、周辺の様子を確認する。近くに民家はなく、今回バスが駐車したのは国有地のようだ。大きいコンクリート造りの建物がぽつんと建っているが、近辺の部隊が利用するための施設らしい。その施設の前に、複数の人影が見える。

　砂原が生徒達を率いて移動すると、人影も博孝達の方へと向かってきた。そして互いの顔が見える位置まで近づくと、砂原が敬礼する。

「第七十一期訓練生三十二名着任いたしました！　ご指示をお願いいたします！」

「私は第三十五陸戦部隊の部隊長、原はら田だ陸戦少しよう佐さだ。諸君らの着任を歓迎する」

　砂原の敬礼に、原田と名乗る少佐が答礼を返す。砂原同様軍人としての風格が漂う人物だったが、生徒達の緊張した顔を見ると破は顔がんした。

「ああ、あまり硬くならないでくれ。諸君らはまだ学生だ。軍規がどうとか、口うるさいことは言わん。今日は、諸君らの実地研修だ。主役として胸を張りたまえ」

　どうやら気さくな性格らしく、原田は生徒達の態度を好ましげに見るだけである。しかし、砂原に対しては軍人としての階級に則のつとった態度を取っていた。

「それでは軍曹、今回は八個小隊で間違いないな？」

「はっ、欠員もありません」

「うむ、よろしい。では、引率を行う我が部隊の者を紹介しよう」

　原田がそう言うと、それまで黙って控えていた者達が前に出てくる。その数は八人で、一小隊につき一人が引率としてつくようだ。その八人は自分の名前と階級を告げると、それぞれ担当となる小隊の元へと歩み寄る。

　博孝達の元へと来たのは、外見は博孝達とそれほど変わらない若年の少年だった。

「藤ふじ田た上じよう等とう兵へいだ。今回は諸君らが通う訓練校の卒業生に対する程度の態度で良い。今日一日、よろしく頼むよ」

　そう言って、にこやかに手を差し出してくる。どうやら軍隊としての任務はまだまだ先らしく、今日のところは現場の雰囲気に慣れることだけを優先するようだ。それを察した博孝は、ニヤリと笑いながら差し出された手を取る。

「第七十一期訓練生、第一小隊隊長の河原崎です。藤田先輩とお呼びしても？」

　博孝がそう言うと、藤田は僅かに目を見開き、次いで小さく笑う。

「中々肝きもが据わっている奴だな……先輩、か。訓練校ではそう呼ばれる機会がほとんどなかったから、新鮮だよ」

　問題ないらしい。それを確認した博孝も笑みを返す。そして、小隊員の名前とポジションも簡単に説明した。

「へぇ……長谷川さんは四級特殊技能を使えるのか。俺なんて、まだ五級特殊技能レベルだよ。最近の子は優秀なんだなぁ……」

「いや、長谷川を基準にされると困るっすよ先輩」

「そうですよ。俺なんて、一個もＥＳ能力が使えないんですから」

「え？　そうなのかい？」

　沙織に対してもそうだが、博孝の発言に対しても藤田が驚きの声を上げる。それでも指揮を執ることに問題はないと判断したのか、そういうこともあるのかと納得した。

「そっちの岡島さんは……もう少し人に慣れないと駄目かな？」

「あぅ……す、すいません……」

「訓練校ならまだしも、正規部隊は厳しいからね。もっとも、『ＥＳ能力者』の部隊は陸軍や海軍、空軍に比べればその辺は緩い。卒業までに直せればいいさ」

　里香の態度にも軽い注意で済ませるあたり、藤田の言う通り『ＥＳ能力者』の軍規は他に比べれば多少緩いのだろう。それでも、一定のラインはあるのだろうが。

「今回は俺が引率として、普段行っている警邏任務を実地で説明していく。実際に『ＥＳ寄生体』の警けい戒かい区く域いきを調査するから、油断はしないように」

「了解！」

　博孝達が気合の入った声を出すと、藤田は苦笑した。

「まあ、うちの部隊の先輩達が張り切って、事前に警戒区域に『ＥＳ寄生体』がいないか『探知』を使ってチェックしているから。そこまで気負わなくていいよ」

『探知』とは、五級特殊技能の一つである。『構成力』を探知する技能であり、熟じゆく練れん者しやになれば遠く離れた『構成力』も探知できるようになるため、索さく敵てきに重ちよう宝ほうする技能だ。

「俺が先導や説明を行うから、通常時の小隊の指揮は河原崎が執ること。有事の際は俺が指揮を執る」

　そう言って、藤田は博孝達を連れて歩き出す。博孝達が担当する区域は、ここから少し離れないといけないのだ。

（さてさて、どんな内容なのかね）

　実地で説明しながらというからには、現場体験程度なのだろう。博孝はそう思うが、小隊長として気を抜かないよう自分に向けて注意を促うながす。自分の判断によって、自分や小隊員が危険に陥おちいるかもしれないのだ。

　そんな博孝に従う恭介や里香は、博孝よりも楽観的に考えていた。二人が多少なり楽観的になったのは、任務の内容と藤田の態度を見て判断したからである。

　そして沙織は、退屈な任務になりそうだと思った。これなら訓練校で実技訓練を行っていた方がまだ実になる、と。

　それぞれ初任務に向けて思うところはあるが、こうして第七十一期訓練生の初任務が始まるのだった。




　――『ＥＳ寄生体』。

　それは、第二次世界大戦終戦後、『進しん化かの種たね』や『ＥＳ適てき合ごう者しや』の存在が世界的に確認されると同時に出現した、ＥＳ能力を使う動植物を指す。

『ＥＳ寄生体』が出現した理由は解明されておらず、どこかの国が『進化の種』を動植物に与えてしまった。落ちていた『進化の種』を動植物が取り込んで繁はん殖しよくした。『ＥＳ能力者』の影響を受けて生まれた。そんな様々な憶測が飛び交っている。

　近年では三つ目の、『ＥＳ能力者』の影響を受けて生まれたという説が主流となっているが、その真実は定かではない。

　問題なのは、『ＥＳ寄生体』が人間に敵対的という点だ。『ＥＳ寄生体』が市街地に辿たどり着ついた場合、被ひ害がいは甚じん大だいなものになる。

『ＥＳ能力者』の保有数の少ない国が、『ＥＳ寄生体』によって大きな被害を被こうむったという事例もあった。さすがに一国が滅ほろぶような事態にまでは発展していないが、『ＥＳ能力者』を保有していない国ならばそれも有り得てしまう。

　過去に起きた大事件として、『タンポポ事件』と呼ばれるものがある。可愛らしい名前なのだが、その実、『ＥＳ寄生体』の脅きよう威いを世界中に知らしめた事件だ。

　外見は十メートルを超す巨大なタンポポなのだが、手近な人間に蔓つるを伸ばして捕ほ食しよくするという特性を持っていた。さらに、通常のタンポポと同じように綿毛の生えた種しゆ子しを風に乗せて拡かく散さんさせるため、広範囲にわたって増殖したのだ。

　自ら移動することはなかったが、増殖のペースは脅威である。現地に『ＥＳ能力者』が駆けつけた時には一つの街が壊かい滅めつ。風に乗った種子は成長と種子の散布を繰り返し、一国を超えて多数の国へ被害を拡大させていった。

　この時ばかりは、周辺各国が強制的に介かい入にゆうした。それは戦争のためではなく、人道に基づいた行動である。タンポポの『ＥＳ寄生体』を根絶やしにしなければその国の国民は全滅し、自国まで危険に晒されるからだ。

　その国は国土が広く、人民の数も非常に多かった。それに見合った『ＥＳ能力者』の数を揃えてはいたが、その質は他国から笑われるレベルである。

　そのため対処が間に合わず、最終的には『ＥＳ能力者』の質、量ともに優れている欧おう米べい諸しよ国こく、海を挟んだ位置に存在した、『ＥＳ能力者』の数は国土に見合ったものながら質が非常に優れている日本にも救きゆう援えん要よう請せいが届いた。

　もしもこれが『ＥＳ能力者』を投入した戦争だったならば、その国は滅んでいただろう。しかし、各国とも大規模な被害を目の当たりにして、そして時を追うごとに増殖するタンポポの『ＥＳ寄生体』の脅威を前にして、そんな余裕はなかった。

　一種の天災として各国からの人道支援も行われたこの『タンポポ事件』は、三ヶ月近い時を経て収束する。死傷者の数は軽く万を超え、行方ゆくえ不ふ明めい者しやも多く出た。

　そしてこの事件をきっかけに、『ＥＳ能力者』による国際的な互ご助じよ組織である『ＥＳ国際連合』も誕生している。これは『ＥＳ寄生体』や『ＥＳ能力者』の犯罪者によって大きな被害が発生した場合に、各国から抽ちゆう出しゆつした戦力を当てて対処する組織だった。

　もっとも、これには自国の『ＥＳ能力者』の技量を誇こ示じする側面もある。他国の『ＥＳ能力者』の前でＥＳ能力を使うことは情報を与えることにも等しいが、それが優れているのならば警戒もするだろう。

　自国内で発生する『ＥＳ寄生体』の対処だけでなく、他国への牽けん制せいも兼かねる。

　そんな、様々な状況と各国の思惑によって『ＥＳ国際連合』が誕生したのだ。




　このように、放っておくと大きな被害につながる『ＥＳ寄生体』が発生していないか、また、発生している場合は速やかな報告と殲せん滅めつを行うのが陸戦部隊の役目である。

　そう話を締めくくった藤田は、少しばかり苦笑した。

「まあ、『ＥＳ国際連合』の部分は蛇だ足そくだったけどね。俺達陸戦部隊は、日夜警戒区域を巡じゆん回かいすることで『ＥＳ寄生体』の発生に備えているんだ」

「へぇ……しかし、タンポポがそんなおっかないものになるなんてビックリですよ」

「そうっすよね。動けないのが救いっすけど、『ＥＳ寄生体』になったことで種子を飛ばす速度も上がっているのがなんとも……怖い話っす」

「う、うん……き、脅威的だよね」

　藤田の話を聞いた博孝や恭介、里香はそれぞれ感想を口にした。沙織は話だけは聞いていたものの、それほど興味がなかったのか反応が薄い。

　博孝達がいるのは、警戒区域として定められた山の中である。陸戦部隊は市街地に近い山林で『ＥＳ寄生体』に対する警戒を行っており、今回博孝達が行っているのもその一環だ。『ＥＳ寄生体』がいないか、異常がないかを目視にて確認していく。

　周囲の状況を確認しながら進むこと一時間。博孝の携帯電話が電子音を上げ、博孝はすぐさま携帯電話を取り出すと、携帯の側面についているボタンを押して応答した。

『――こちら指揮所の砂原。状況を報告せよ』

　電話としてではなく、トランシーバーとして使用しているのだ。任務の際はトランシーバー機能を使用することで、他の部隊や指揮所との連絡が可能となっている。指揮所から離れ、木々が生おい茂しげる場所でも連絡が取れるというのはありがたい話だった。

『こちら第一小隊の河原崎です。異常ありません』

『そうか。だが、油断はするなよ。今後は三十分ごとに指揮所へ報告を行え』

　その言葉を最後に通信が切れる。博孝は携帯電話をポケットにしまうと、藤田に視線を向けた。

「藤田先輩が実際の任務を行う時も、こうやって連絡を入れるんですか？」

「そうだなぁ……トランシーバーでも報告するけど、手が離せない場合は――」

『こうやって、ＥＳ能力を使って報告をするよ』

　言葉が途中で途切れ、代わりに、脳のう内ないに声が響く。その声は小隊全員に聞こえていたらしく、沙織ですらも不思議そうな顔をしていた。

『五級特殊技能の〝通つう話わ〟だよ。〝構成力〟を電波のように飛ばして通話する支援系技能さ。小隊内で誰かが使えると便利だよ。声を出さずに意い思し疎そ通つうができるからね』

「へえ……すごいですね！　これって、一人が使っていれば周囲の『ＥＳ能力者』から話しかけることもできるんですか？」

　博孝がそう問うと、藤田は満足そうに頷く。

「そうだよ。もちろん、『通話』を発現していないと無理だけどね」

「はぁ……便利っすねぇ……」

　恭介は、呆ほうけたように呟いた。博孝は、これがあれば小隊としての連携を高めることにつながるだろうと判断する。もっとも、それでも沙織が指示を聞かないので、まずは『通話』よりも先にそちらの問題を片づける必要があるが。

「この『通話』は特定の個人に対して行う場合と、今回のように複数人に対して行う場合がある。使い手の技量によるけど、人によっては何キロ離れていても問題がないんだ。有事の際、付近の『ＥＳ能力者』に対して救援を求めるためにも使えるよ」

「ふーん……」

　今度ばかりは、沙織も多少の反応を示した。もっとも、『参考にはなるか』という空気が駄だ々だ漏もれである。

　そうやって話している間も、博孝達は山の中を進んでいく。険しい道のりだが、『ＥＳ能力者』にとっては平へい坦たんな道と変わらない。藤田は任務の解説を行い、時折軽い冗談を交えつつ博孝達を先導していった。

　博孝達の緊張を解ほぐすためか、藤田は様々な話をしてくれる。博孝達はその話を聞くことでリラックスしており、藤田の話には大きな効果があった。沙織も時折会話に参加するほどで、藤田は話し上手と言えただろう。

　それでも締めるところは締め、藤田は博孝達を連れて警戒区域の調査を進めていく。時折目印としてインクのつけられた木や岩があり、それを目安に進んでいるのだ。そうやって進んでいると、頭上の木の枝に止まっていた鳥が博孝達に驚いて飛び立つ。

　すると、沙織がすぐさま臨りん戦せん態たい勢せいを取った。ほぼ同時に藤田と博孝も鳥に視線を向けるが、険しい表情の沙織に藤田が苦笑を向ける。

「長谷川さん、鳥型の『ＥＳ寄生体』もいるけどさすがに警戒し過ぎだよ。気を張り続けると、疲れが溜まって肝心な時に失敗する。少しは肩の力を抜いたほうが良い」

「……はい」

　先輩からの助言に、沙織は渋しぶ々しぶながらも頷く。それでも警戒心を残す沙織に、藤田は苦笑を深めた。

　藤田も警戒していないわけではないが、今いる場所は警戒区域の中でも特に危険度が低い場所だ。特に、今回のように訓練生を連れてくるのだから、その危険度の低さは推おして知るべしである。

　藤田も正規の部隊に配属されてそれほど長い年月が経っていないが、この区域で『ＥＳ寄生体』に遭遇したことはない。部隊の仲間や先輩も、同じだった。

　沙織のように実際の任務を想定して動くのは良いことだと藤田は思うが、気を張り続けるのは難しい。そんな沙織と比較して、博孝は適度に緊張感を持っている。その点では、張り詰めっ放しの沙織よりも小隊長向きだと思った。これならば、訓練生の指揮官としては十分に使えると藤田は判断する。

　本来は恭介や里香も周囲に意識を向けるべきだが、今日はあくまで現場の空気に慣れることが目的だ。藤田もそこまでは求めない。

　藤田は時計を見て時間を確認すると、道の先を示す。

「そろそろ昼食の時間だ。もう少しで開けた場所に出るから、そこで昼食にしよう」

　そう言って、藤田は自身が背負うリュックを叩く。中には野戦食が入っており、簡単な任務の中の息抜きになるだろう。残念ながら、味の方までは保証できないが。

（なるほど、教官がピクニック気分で行ってこいと言うわけだ……）

　砂原から言われた言葉を思い出して、博孝は苦笑した。

『ＥＳ寄生体』が出現する可能性が極めて低く、親しみやすいよう引率者に訓練校の卒業生の中から若い者が選ばれている。普通の人間にとっては辛い山道も、『ＥＳ能力者』にとってみれば良い散歩道だ。ピクニックとは言い得て妙だ、と思いつつも、博孝は表面上だけは気楽に、しかし内面では沙織同様に警戒心を持つ。

　恭介は完全に気を抜き、里香もリラックスしている。半年ぶりに訓練校の敷地から外出し、今度は山の中と云いえど、開放感があるのだろう。その表情は明るい。

「よし、あそこだ。あの場所で昼食を取ろう」

　そうやっている内に、藤田が目的とする場所についたようだ。視線を向けてみると、たしかに開けた場所になっている。周囲を木々に囲まれているが、休憩用なのか腰を掛けるのにちょうど良さそうな岩も置かれていた。

「しかし、野戦食レーシヨンっすか。食べたことないっすけど、美味いんすかね……」

「ど、どうだろ……し、士し気きを保つ面もあるから、味は悪くないんじゃないかな？」

　恭介が呟くと、里香がそれに答える。里香は料理人を目指していたため、その味に興味があるのだろう。博孝はやれやれと思いつつも、その会話に参加しようとする。

　――その時だった。

「――ん？」

　不意に、博孝の視界の端で白い光が瞬またたく。その光は博孝達が反応するよりも先に藤田を貫くと、その体を大きく吹き飛ばした。藤田の体は木の幹に叩きつけられると、そのまま落下する。

　一瞬の沈黙。

　藤田が地面に転がり、光弾で貫かれた腹ふく部ぶや上じよう腕わん部ぶから血を噴き出す。それと同時に血臭が辺りに広がり、博孝達の鼻をついた。

　恭介と里香は沈黙し、互いに顔を見合わせて首を傾げる。

　はて、何か、非常におかしい光景のような気がするのだけれど、と互いに不思議そうな顔をした。

　街中を散歩していて、肩を叩かれたと思って振り返ったら、そこに熊が立っていたような非現実感。恭介と里香は眼前の光景を理解できない、否いな、理解したくないといわんばかりに思考を停止させる。

　そんな二人の様子に構う余裕もなく、事態に気づいた博孝は声を張り上げた。

「長谷川！　恭介！　倒れた藤田先輩を守るように防御態勢を組め！　岡島さんは『接合』で治ち療りようをしろ！　俺は教官に連絡を入れる！」

　博孝は咄とつ嗟さの判断で小隊員にそう命令する。状況を一瞬で判断し、それだけの命令を出せたのは初陣の小隊長としては称しよう賛さんすべきである。恭介や里香のように呆ぼう然ぜんとしていれば、声すら出せなかった可能性もあった。

　沙織と恭介を負傷者の防御に回し、里香はその治療。博孝は指揮所への連絡という役割を即座に割り振る。恭介と里香が訓練通りに動けるかが不安だが、沙織ならば平常通りに動けるだろうと博孝は考えた。

「――っ！」

　そして沙織は、平常通り博孝からの命令など聞いていないように前ぜん傾けい姿し勢せいを取る。光弾が飛んできた方向に目を向け、『武器化』で右手に大太刀を発現した沙織は、すぐさま地を蹴った。すると、予想通りの位置に白い光を纏まとう物体を発見する。

　なんの冗談か二メートル近い、巨体と呼べる犬らしき化け物――そう、化け物だ。そう形容せざるを得ないようなシルエットの『ＥＳ寄生体』を発見すると、沙織は躊躇なく突撃する。それに遅れて、博孝も『ＥＳ寄生体』を目視した。

　人間などひと嚙かみで喰くいちぎることができそうなほど凶きよう悪あくな牙きばに、もはや刃は物ものと呼んで差さし支つかえない程に伸びた鋭い爪つめ。目は爛らん々らんと赤く輝き、博孝達という獲え物ものを前にして興こう奮ふんしたのか荒く吐き出される鼻息。

　その見た目が、恐怖を誘う。そんな化け物に対して躊躇なく突撃できる沙織の神経もまた、称賛すべきかもしれない――博孝の命令を無視していなければだが。

「あの馬鹿！　こんな時に命令を無視しやがって！」

「ひ、博孝っ、ど、どうするっすか!?」

　思わず怒鳴る博孝に、恭介が震えた声で問いかける。それを聞いた博孝は恭介へと振り返り――そこで、恐怖で顔を歪ゆがませた恭介と視線がぶつかった。里香も表情に恐怖の色を浮かべ、地面に座り込んで呆然自失としている。

　そんな二人の様子を見た博孝は、逆に自分の心が落ち着くのを感じた。正直に言えば、博孝も怖い。しかし、不思議と恐きよう慌こうを起こすほどの恐怖は感じなかった。

　それは、ここで博孝まで取り乱せば更なる危険に陥るという危惧。小隊長として、博孝は自分を無理矢理に律りつする。それができなければ、最悪の事態もあり得るのだ。

　一度深呼吸をして頭を落ち着かせると、忙せわしなく視線を彷徨わせている恭介の頰を力任せに引ひっ叩ぱたき、胸むな倉ぐらを摑んで引き寄せる。いきなり頰を叩かれた恭介は、何が起きたのかわからない様子で目を瞬しばたたかせた。

「しっかりしろ恭介！　お前は『防殻』を発現しつつ、可能なら『盾』も出して周囲の警戒だ！　他の『ＥＳ寄生体』がいないとは限らないぞ！」

「あ……お、おう！　了解っす！」

　博孝に頰を叩かれて我に返ったのか、恭介はなんとか自身の『防殻』を発現する。それを確認した博孝は、地面に座り込む里香の傍へ膝をついた。

「岡島さん！　しっかりしろ！」

「ぅ……あ、か、河原崎、くん……」

　里香は返事をするが、その反応は鈍い。体を震わせ、目の端には涙なみだが溜まっていた。震えて歯の根が合わないのか、カチカチという音が小さく響く。

　本人の性格が問題なのか、恭介よりもショックの度合いが大きい。そう判断した博孝は、時間があれば冗談の一つでも飛ばして少しは気を和やわらげさせることができるのに、と歯嚙みをした。しかし、現実はそんな時間的猶予を与えてはくれない。

　藤田は大量の血を流し、ピクリともしない。気絶しているのか――既に、死んでいるのか。それでも、それを確認せずには前にも進めず、博孝はすぐさま考えをまとめる。

「恭介！　そのままついてきてくれ！　岡島さん、ちょっとごめん！」

　丁寧に抱きかかえる余裕もなく、博孝は正面から抱き締めるようにして里香を持ち上げた。そして藤田の傍まで移動すると、未だに呆然としている里香を地面に下ろす。だが、里香は大した反応をしなかった。

　博孝はそんな里香の様子に顔をしかめるが、恭介に再度警戒の指示を出す。そして自身は藤田のすぐ傍に膝をつくと、怪我の状態を確認しつつ腰のホルダーから携帯電話を取り出し、トランシーバー機能をオンにした。

『こちら第七十一期生第一小隊隊長の河原崎！　〝ＥＳ寄生体〟と遭遇！　引率の藤田上等兵がやられました！　至し急きゆう応援をお願いします！』

　本来ならば、襲撃を受けた時点で連絡を入れるべきである。しかし、小隊員がまともに動けない状態ではそれもできず、襲しゆう撃げきから僅かに遅れる形でその一報が砂原の元へと届くことになった。

『こちら砂原。状況を報告せよ』

　携帯から響く、砂原の落ち着いた声。博孝は手早く藤田の容態を確認して答える。

『〝ＥＳ寄生体〟の攻撃により、引率の藤田上等兵――負傷！　意識なし、呼吸および脈みやく拍はくあり、腹部および上腕部の二ヶ所に敵〝ＥＳ寄生体〟の攻撃を被ひ弾だん。うち、腹部が重傷。出血多量。残っている小隊員には防御態勢を取るよう指示を出しています』

　幸いにも、藤田の脈はあった。しかし、治療を施さねば危険である。いくら『ＥＳ能力者』が頑丈と云えど、出血が続けばやがて死に至るのだ。

『了解した。治療は可能か？　〝ＥＳ寄生体〟のタイプと現状は？』

『治療は……岡島さんが呆然自失としており、困こん難なんです。〝ＥＳ寄生体〟はおそらく犬をベースとしています。現在長谷川が交戦中です』

『なに？　単独での交戦を指示したのか？』

『いつものやつですよ』

『つまり――命令違反だな？』

　砂原の声が、僅かに冷たくなる。それを聞いた博孝は、己の失言を悟った。

『独どく断だん専せん行こう……というやつですよ』

　故に、砂原の言葉を訂てい正せいする。その意図を汲くみ取った砂原はため息を吐いた。

『……そうか。すぐに応援を――いや、少し待て』

　言葉の途中で砂原の様子が変わる。博孝は嫌な予感を覚えたが、藤田の腕の怪我を止血するため、胸ポケットから取り出したガーゼを傷口に当てて右手の平で圧あつ迫ぱくする。そうやって博孝が止血を行っていると、すぐに砂原から言葉が届いた。

『他の場所でも〝ＥＳ寄生体〟が確認された。そちらにも応援を向かわせているが、もう少し時間がかかる』

『……了解です。腕の止血を行っていますが、出血が酷ひどいです。腹部の治療については、応援が来るまでは岡島さんにやってもらいます』

『状況を確認後、俺も向かう。〝ＥＳ寄生体〟は複数いる可能性もあるから注意しろ』

『了解、こっちもそれは織り込み済みです。恭介にも、複数の敵に対する警戒を行うよう指示を出しています……いないことを願いますけどね』

『上出来だ。正規部隊員が駆けつけるまでは、最短でも五分かかる。油断するな』

　そう言って、砂原からの言葉が途と切ぎれる。博孝は念のためにトランシーバー機能を切らずにおくと、傍で警戒している恭介に手渡した。

「他のところでも『ＥＳ寄生体』が出ているらしい。応援はもう少し時間がかかる」

「え？　ということは……」

　恭介は、頰を引き攣らせながら博孝を見る。その視線を受けた博孝は何も答えず、傍に下ろしていた里香の肩を摑んで揺らす。

「岡島さん！」

「……ぁ……ぇ……」

　里香は博孝の方を見るが、相変わらず反応が鈍い。

　無理もない、と博孝は思った。博孝自身、動転しすぎて逆に落ち着いているような状態だ。半年前までは普通の生活を送っていた少女が、いきなり目の前で人が血を撒き散らしながら倒れるような事態に遭遇すれば、その動揺も理解できる。

　だが、今は一刻を争う。治療を可能とする技能を持つのは、里香しかいない。博孝は、この時ほどＥＳ能力を使えないことを悔やんだことはなかった。だが、悔やんでもＥＳ能力が使えるようになるわけではない。ならば、できる人間にやってもらうしかない。

「っ！　ええい、しっかりしろ！」

　呆然として動かない里香を見て、博孝は平手で強めに頰を叩く。普段ならば里香の頰を叩こうなどとは思わないが、緊急事態ということもあって博孝は躊躇なく頰を叩いた。

「……え？」

　頰を叩かれた里香が、小さく声を漏らす。博孝の大声と、頰から伝わる痛み。その二つによって瞳に理性の色が戻り始め、ゆっくりと博孝に視線を向ける。

「意識はしっかりしているか？　俺の言っている言葉、わかるか？　これ、何本だ？」

　里香の意識が自分に向いたのを確認して、博孝は指を三本立てた。里香は瞬きをすると、唇を震わせながら答える。

「えっと……三本？」

「よし、それじゃあ次は深呼吸だ。大きく息を吸って……次に吐いて……」

　次いで、里香に深呼吸をさせた。時間を掛けたくないが、里香が正気に戻らなければ藤田の命が危ない。そう判断した博孝は里香に深呼吸をさせ、落ち着かせる。

「藤田先輩が重傷だ。腕の方は止血をしているからまだもつけど、腹部の出血はすぐに治療する必要がある。何が必要か、わかるか？」

　博孝がそう言うと、状況を理解したのか里香は目を瞬かせた。ＥＳ能力は本人の集中力や精神状態に左右される面があるため、里香が呆然自失したままでは使えない。だが、里香はすぐさま求められているものを理解し、小さく頷く。

「う、うん。『接合』……だよね？」

　しっかりとした回答。それを聞いた博孝は、安あん堵どしたように息を吐く。

「ああ、その通りだ。『接合』を使えば応援が来るまでもつと思う。お願いできるね？」

　里香を落ち着かせるように、博孝は幼おさな子ごをあやすように言う。里香は博孝の言葉に頷くと、藤田の怪我に少しだけ怯おびえながらも集中し始めた。そして自身が血に汚れることを厭いとわず、藤田の腹部に手を当てる。里香の体が白く光り、その手に集まっていくのを確認した博孝は、大丈夫そうだと判断して立ち上がった。

「よし！　それじゃあ岡島さんは藤田先輩の治療を続行、恭介はその護衛を頼む！」

「って、博孝はどうするんすか？」

「俺？　決まってるだろ」

　恭介の問いに、博孝は沙織が姿を消した方向へ視線を向ける。そして、ため息混じりの声を吐き出す。

「あの特攻馬鹿の援えん護ごだ……といっても、俺にできることはないかもしれないけどな」

　援護も重要だが、沙織が不利なようなら殴ってでも連れ戻さないといけないのだ。




　沙織は、人生で初となる実戦に心を震わせていた。

　博孝が何かを言っていた気もしたが、人類の敵となる『ＥＳ寄生体』が相手なのだ。それを自分一人で倒しても、咎とがめられることはないと沙織は思っていた。

　――長谷川沙織には、一つの目標がある。

　それは、祖父である長谷川源次郎の役に立ちたいという、沙織の根幹を成す目標だ。

　沙織の祖父である源次郎は、『武神』と呼ばれる『ＥＳ能力者』である。第二次世界大戦末期より、『ＥＳ能力者』として生き抜いてきた源次郎。しかし、日本で最初の『ＥＳ能力者』として、彼は様々な苦難に見舞われてきた。

『ＥＳ能力者』の数が少ない頃は、様々な実験の被験者にもなっている。その最たるものを挙げるとすれば、『ＥＳ能力者』の出生率の初期値を出したのは、彼だった。

　源次郎には子供が五十人以上いる。それも、別々の女性が産んだ子供だ。最初期の『ＥＳ能力者』である源次郎は、自国の『ＥＳ能力者』を増やすという名目で種馬のような扱いをされていた。もっとも、それだけ多くの子供が生まれてもほとんどが『ＥＳ能力者』にはならず、国民から上がった非難の声によってその実験も立ち消えている。

　結局、沙織の祖母で源次郎の妻でもあった女性が後年に産んだ子供と、その子供の子供、つまり源次郎の孫である沙織が『ＥＳ能力者』となっただけであった。

　沙織は源次郎の直系の孫であり、何度も顔を合わせている。沙織にとっては偉い大だいな祖父であり、誕生日には必ずプレゼントをくれるような優しい祖父だ。沙織が身につけている白いリボンも、幼少の頃にもらった宝物である。

　沙織は、『武神』が優しい人物であると知っていた。しかし、『武神』の名を持つ以上、周囲への影響を考えて常に張り詰めた生活を送っている。

　そんな祖父の姿を見て、沙織は子供の頃から祖父の役に立ちたいと思っていた。

　なんでもいい。源次郎の役に立てるのならば、どんなことでもいい。子供の頃からそう願っていた沙織に訪れた転機――それが、ＥＳ適性検査だった。

　もともと自分が他の子供とどこか違うことを無意識に感じていた沙織は、見事にＥＳ適性検査で『構成力』の発現を確認された。

　あとは、全てが沙織の思い通りに進んだ。本当は訓練校など通わずに源次郎の元で働きたかったが、『ＥＳ能力者』としては新米である。そのため訓練校で力を磨みがき、将来につなげようと思っていた。

　そんな沙織も初任務ということで張り切っていたのだが、内容は拍ひよう子し抜ぬけするようなものだった。任務は何事もなく進み――しかし、沙織の望む展開へと変わる。

　二メートルを超える体たい軀くに、この世のものとは思えないほどの様相。常人ならば腰を抜かしそうな化け物――『ＥＳ寄生体』を前に、沙織は昂こう揚ようから口の端を吊り上げる。

『武器化』で生み出した大太刀は、源次郎が持つ愛刀を模したものだ。幼少の頃に強ね請だって見せてもらったことがあり、細部に至るまで漏らさず記憶していた沙織は自身が『ＥＳ能力者』になるなり、その記憶を頼りにＥＳ能力で大太刀を生み出した。それが四級特殊技能である『武器化』だと気づいたのは、それから少し経ってからである。

　砂原に圧へし折おられた時は悔しさから一晩眠れなかったほどだが、いずれは砂原も追い越してみせると沙織は思っていた。

　そんな、自信に溢あふれた沙織ではあるが、その実力は本物である。

『ＥＳ寄生体』が放つ『射撃』を掻かい潜くぐり、振り下ろされる前まえ肢あしを回避し、一いつ閃せんのもとに前肢を一本斬って落とす。激痛で暴れる『ＥＳ寄生体』の動きも冷静に観察し、今度は後うしろ肢あしを一本斬り裂いた。その際返り血が沙織の頰につくが、それを拭ぬぐう暇も惜しいと言わんばかりに大太刀を振るう。

「は……あははっ！　見なさい！　『ＥＳ寄生体』にだって、わたしは勝てるわ！」

　歓喜から、そんな声が漏れる。それは常の沙織らしからぬ、愉ゆ悦えつの表情だった。自身の身につけた技術が、ＥＳ能力が、『ＥＳ寄生体』を追い詰めているという満足感。震えるほどの、身を焦こがすほどの興奮。

　沙織は動きが鈍くなった獲物を前に、嗜し虐ぎやく的てきな笑みすら浮かべるのだった。




「わーお……なんだこりゃあ……」

　博孝は沙織の応援に駆けつけるなり、思わずそんな声を漏らした。局地的な竜巻が直撃したのかと勘違いするほど、沙織と『ＥＳ寄生体』の戦いの場は荒れ果てている。

　沙織が斬ったのか、それとも『ＥＳ寄生体』が叩き折ったのかはわからないが、半ばから上がない樹じゆ木もく。地面は『射撃』の着弾で抉れ、ところどころで岩が砕け散っている。

　そんな荒れ果てた舞台で、沙織は『ＥＳ寄生体』に対して優勢の戦いを行っていた。『ＥＳ寄生体』は前後の肢が一本ずつ欠けており、時折沙織へ攻撃を行うものの勢いがない。むしろ沙織に怯えている様子すらあり、生き物として屈しかけているようだ。

「こりゃ、応援はいらなかったかな……」

　ここまでくれば、沙織の勝利は揺るがないだろう。博孝がそう思えるほどに、沙織の力は卓たく越えつしていた。

　これならば、沙織が命令違反で動いたのも怪我人である藤田から『ＥＳ寄生体』を引き離すためだったと砂原に抗こう弁べんすることもできる――かもしれない。

（まあ、今回は上手くいったってだけだけどな……）

　だが、もしも『ＥＳ寄生体』が複数だった場合、沙織の判断は最悪のものとなる。沙織が駆け出した時、まともに動けるのは博孝しかいなかった。そうなると、ＥＳ能力の使えない博孝が一人で『ＥＳ寄生体』と戦うことになっていただろう。

　勝てる、勝てないは別として、他の小隊員を危険に晒したことに違いはない。

（今……いや、この任務を無事に乗り切ったら、一度本気で怒ってみるか……）

　沙織が素直に聞くかは微妙なところだが、それでも今回の沙織の行動は砂原も知るところである。なんとか独断専行だと押し通したが、それでも指導が入るのは確実である。砂原の言葉なら、多少は聞いてくれるだろうと思った。

　沙織は『ＥＳ寄生体』が苦し紛れに放った光弾を鮮やかに回避すると、人間でいう心しん臓ぞうに当たるであろう部分へ大太刀を突き刺す。そして一度捻ひねってから引き抜き、返り血を避けるように後退した。そこで沙織は博孝に気づいたのか、視線を向ける。

「なに？　アンタが来てもできることはないわよ」

　そう言った沙織の顔は、今までにないほど上機嫌に輝いていた。『ＥＳ寄生体』と戦った興奮からか、頰を鮮やかに赤く染めたその姿は色気すら感じる。しかし、その頰に『ＥＳ寄生体』の返り血をつけた沙織を見ては、博孝としてはかける言葉もない。

　何を言うべきか迷うが、ひとまず恭介たちの場所へ戻るべきだろうと判断した。

「……とどめは刺したな？　元の場所に戻るぞ。藤田先輩は重傷だけど、命に別状はなさそうだった。今は応援を待ちつつ、岡島さんが治療に専念できる状況にする。色々と言いたいことはあるけど、それはこの任務を終えてからにする」

「なによ……『ＥＳ寄生体』は倒したんだから、文句はないでしょ。心臓を潰せば、いくらなんでも死ぬでしょうし」

　しかし、博孝の言葉を聞いた沙織は不満そうな顔をする。沙織の様子に博孝は頭を抱えたくなるが、指示に従うつもりなのか、博孝の方へと歩み寄った。初の戦闘で多少は疲れているのだろう。先ほどとは違い、気の抜けたような顔をしていた。

　――ピクリと、沙織がとどめを刺したはずの『ＥＳ寄生体』の体が動く。

『ＥＳ寄生体』に背を向ける形になった沙織それに気づかず、気づくことができたのは博孝だけだ。飛びかかる『ＥＳ寄生体』を見て、博孝は即座に動く。

「長谷川！　伏せろ！」

「え？」

　沙織は不思議そうな顔をし、それを見た博孝は間に合わないと見て地を蹴った。

　沙織を無理矢理横へと突き飛ばし、自身も横に跳ぼうとする。しかし、それよりも早く『ＥＳ寄生体』が残った前肢を博孝へと振り下ろした。

「――づっ!?」

　沙織を突き飛ばして体勢を崩した博孝には、避けることができない。それでも両腕を交差して『ＥＳ寄生体』の剛ごう腕わんを受け止め、勢いに逆らわずに吹き飛ばされる。

　咄嗟の防御でも博孝はなんとか耐えきったが、『ＥＳ寄生体』の鋭い爪が博孝の右腕を深く抉り、空中に多量の血を撒き散らす。

「河原崎!?」

　血の尾おを引きながら吹き飛ばされる博孝を見て、沙織が声を上げる。たしかに心臓を潰したというのに、『ＥＳ寄生体』は動いていた。沙織は消さずにいた大太刀を振りかぶると、今度は心臓ではなく首を狙う。

　博孝への攻撃で最後の力を使い果たした『ＥＳ寄生体』は、その大太刀を避けることができない。踏み込んで振るわれた沙織の大太刀により、首を刎ねられる。

　さすがに、首を刎ねれば生きられないだろう。そう思った沙織だが、残心を解かずに『ＥＳ寄生体』の様子を窺う。しかし、今度こそ息絶えたようで安堵の息を吐いた。

　沙織はそこで博孝のことを思い出し、博孝が吹き飛ばされた方向へと駆ける。博孝は細い木を三本ほど圧し折り、勢いがなくなったことで地面へ転がっていた。それでも沙織の声を聞くと、腕から伝わる痛みに顔をしかめながら身を起こす。

「なんとか生きてるよ……くっそ、体を鍛えておいて良かったぜ」

　腕は折れておらず、多少の出血がある程度だ。それでも、治療をしなければならないだろう。切られたのは右腕だけなので、痛みを堪えながら沙織へ視線を向けた。

「長谷川、止血頼むわ」

　とりあえずガーゼを当て、止血用の布で縛っておけばしばらくはもつだろう。そう判断して沙織に視線を向けると、沙織は視線を逸らした。

「ん？　おい、長谷川？」

「……止血用の布、持ってきてないのよ」

「……はい？」

　沙織が不ふ貞て腐くされたように呟き、それを聞いた博孝は目を丸くした。

「おい……この野戦服に標準でついていただろ。なんで持ってきてないんだ？」

「怪我人なんて出ないと思って……少なくともわたしが怪我するとは思わなかったし」

　今度こそ博孝は頭を抱える。自分の持ってきた分は藤田の止血に使っており、予備がないのだ。とりあえず右手を心臓より上の位置に持ち上げ、ため息を吐く。

「……ああ、もういいや。とりあえず、恭介たちと合流するぞ」

　怒る気すら失せてしまい、博孝は痛みを堪えながらも歩き出す。沙織はそんな博孝の後ろを、黙ってついていくのだった。




「おお、博孝は無事……じゃ、ないっすね」

　恭介たちの元へ戻った博孝と沙織は、そんな第一声で出迎えられた。恭介は『防殻』と『盾』を発現させており、周囲を警戒しているようだった。

「『ＥＳ寄生体』に最後の悪あがきをされてなー。ざっくりと切られたわ」

　博孝がそう言うと、藤田の治療に集中していた里香が顔を上げる。

「あ、お、おかえり……え、ええっ？　か、河原崎君……う、腕っ」

　里香は博孝の腕から血が流れ、その下の服まで赤く染めているのを見て顔を青ざめる。しかし、博孝としてはそれよりも気になることがあった。

「藤田先輩の容態は？」

「え？　あ、応援が来るまではもつと思う。傷口も少しは塞ふさがったんだけど……」

　いつもの精神状態ではないからか、里香の『接合』も効果が低いようである。藤田の腹部の傷は多少治っているが、それでも出血は続いているようだった。

「俺の治療は厳しいか……オーケー、そのまま治療を続行してくれ。恭介、止血用の布は持ってるよな？　ちょっと巻いてくれるか？」

「え？　あ、そう言えば胸ポケットに入れてたっすね。ちょっと待つっすよ」

　恭介は自身の胸ポケットからガーゼと止血用の布を取り出すと、博孝の二の腕に巻きつけてきつく縛っていく。さすがに『防殻』や『盾』の維持をしながらでは難しかったのか、『盾』が消失した。

「『ＥＳ寄生体』はどうなったんすか？」

「長谷川が首を刎ねてとどめを刺したよ。これでひとまずは……って、おい、長谷川、どこに行く気だ」

　博孝の言葉の途中で沙織が背を向けて歩き出し、博孝は思わず声をかけた。

「……周辺を警戒してくるわ」

「おいおい……今はそれよりも、岡島さんの防御に回ってくれ」

「武倉がいれば十分でしょ」

　吐き捨てるように言って、沙織は木々の中へと消えていく。それを見た博孝は、大きなため息を吐いた。

「いや、たしかに周辺の警戒も必要だけどさぁ……ああもう！　あまり離れるなよ！」

　もしかすると、自分と顔を合わせ辛いのかと博孝は思った。とどめを刺したと思った『ＥＳ寄生体』に攻撃され、普段軽視している博孝に助けられたのだ。

（プライドが高そうだとは思ったけど、こりゃ重傷かねぇ……）

　周囲の警戒は確かに必要ということで、博孝は自分を納得させる。

「これで良いっすか？」

　すると、博孝の腕を縛り終えた恭介が博孝に尋ねた。博孝は問題なく手当てされたことを確認すると、しっかりと頷く。

「おし、サンキュー。あとは応援が到着するのを待つだけだな」

「あ、そう言えば教官から連絡があったっすよ。もうすぐ到着するらしいっす」

　恭介は博孝の携帯電話を手渡し、博孝は左手で受け取る。しかしいつもは右手で携帯ホルダーに入れているため、上手く収まらなかった。

「あ、俺が入れるっすよ」

「いや、恭介は周囲の警戒を――」

　そう言った瞬間、博孝は木々の中で微かすかに白い光が瞬くのを視認する。その光が先ほど藤田を襲ったものと酷こく似じして見えた博孝は、思わず目を見開いた。

（なっ!?　まさか、本当に二体――!?）

　思考は一瞬。敵の狙う先を直感で看かん破ぱした博孝は、声を張り上げる。

「恭介ぇっ！　岡島さんを守れ！」

「え？　っ!?」

　恭介が消えた『盾』を再度発現しようとするが、間に合わない。『ＥＳ寄生体』は恭介が『盾』を発現するよりも早く、里香に向かって光弾を発射した。

「――え？」

『接合』の維持に集中していた里香は、気づくのが一瞬遅れる。『防殻』を発現しようにも、驚愕が大きくて間に合いそうにない。

『ＥＳ寄生体』から放たれた光弾は、合計五発。避けようにも避けられず、里香は呆然と『射撃』の猛もう威いに晒され、その身を散らし――。

「させるかっ！」

　――それよりも早く、博孝が滑り込んだ。

　里香や藤田を庇かばうように、両手を広げて自身の体を盾にする。

『防殻』も使うことのできない『ＥＳ能力者』としては落第の身だが、体の頑丈さには自信があった――それこそ、たとえ死のうとも、里香達を守りきれるぐらいには。

「博孝ぁっ!?」

　恭介の声が遠くに聞こえる中で、博孝はその体を使って『射撃』を受け止めた。

『ＥＳ寄生体』から放たれた光弾は、滑り込んだ博孝の右腕と左足、胸部と右わき腹、そして、額に命中する。













「――――っ!?」

　焼けた火ひ箸ばしを神経に直接刺されたような痛みと衝撃。悲鳴すら上げることができず、博孝は全身から血を噴く。特に、先ほど『ＥＳ寄生体』より傷を受けていた右腕は、再度の衝撃によって博孝に激痛を与えた。

「か、河原崎……君？」

　目の前で起きた光景が理解できず、里香が呆然と呟いた。しかし、博孝は返答することもなく前のめりに倒れる。その際血が飛び散って里香の頰を汚したが、本人が気づくことはなかった。

「河原崎!?　武倉！　河原崎達を守りなさい！」

　周囲を警戒していた沙織が、ようやく異常に気づく。『ＥＳ寄生体』が潜んでいた場所とは逆の方向を警戒していたため、反応が遅れたのだ。

「か、河原崎君っ！　河原崎君！」

　沙織が『ＥＳ寄生体』を引きつけている間に、里香が博孝を抱き起こす。それだけでも博孝は体中に痛みが走ったが、喉のどに何かが詰まって声が出なかった。急激に吐き気がこみ上げてきたため口を開くと、血の塊かたまりが飛び出す。

　どこか内ない臓ぞうをやられたのか、と博孝は他ひ人と事ごとのように思った。血を吐いて少しは楽になった気がしたが、体の方はまったく言うことをきかない。

　博孝は自身の血で赤く霞かすむ視界で、自身を抱きかかえる里香の顔を見ると、その頰に自分の血が付着していることに気づいた。

「ごほっ！　……あ、あーあ……ご、ごめんな、俺の血で汚しちゃって……」

　喉元をせり上がってくる血を飲み下しつつ、博孝は震える手を伸ばし、里香の頰についた血を拭おうとする。しかし、指も震えて上手く拭うことができなかった。

「あー……くそ……余計に、汚し、ちまった、か……」

　掠かすれる声で、博孝は呟く。その声は本当に残念そうで、里香は血に塗まみれた博孝の手を握り締めた。

「い、いいからっ。そ、そんなのいいからっ」

「岡島さん！　『接合』を使うっすよ！　早く！」

「う、うんっ」

　恭介の言葉に、里香は自身が博孝を癒す手段を持っていることを思い出す。しかし、『接合』を使おうにも集中できず、その力を発揮することができなかった。

「岡島さん!?」

「ぅ……ど、どうして……」

　六ヶ月間共に過ごしたクラスメートが、友達が、目の前で苦しんでいる。それだというのに、里香は『接合』を発現することができない。そんな里香を見た恭介は思わず声を荒らげそうになるが、それよりも先に博孝が口を開いた。

「お、怒るな、よ……きょう、すけ……岡島さんの、せいじゃ、ない……」

　全身に激痛が走りながらも口の端を吊り上げた博孝の言葉に、恭介は口を閉ざす。博孝は恭介から里香に視線を移すと、僅かに血を吐き出してから話しかけた。

「そ、そういえば……一つ、謝っておかないと、いけなかったな……」

「……え？　な、なに？」

　この状況で、一体何を謝ることがあるのか。むしろ、自分が謝るべきではないかと里香は思った。そんな里香を見て、博孝は無理矢理笑ってみせる。

「さ、さっきは……頰を叩いて、悪かった……ね。女の子を叩くのは……俺の趣味じゃないんだけど、さ……緊急、事態ってことで、許してほしい」

　このままでは、あとから謝ることもできそうにない。そう思っての謝罪だった。それでも、暗くならないようにと、博孝はおどけるように言った。

　そんな博孝の言葉を聞いた里香は、目に涙を溜めて顔を伏せる。何かを言おうとするが、言葉にできないようだった。

「あ、ちゃあ……やっべ、女の子、泣かし、ちまったわ……」

　それでも自身の手を強く握り締めてくる里香の姿に、博孝は少しだけ満足感を覚えた。

　自身の負傷と引き換えに、里香に傷一つ負わせることなく守り通せたのだ。

　そのことに満足して、徐々に明滅し始めた意識を奮い立たせ、博孝は青空を仰ぎ見た。

「あー……空、飛びたかったな……」

　それだけを口にして、博孝はゆっくりと瞼まぶたを閉じる。それに合わせて、意識も遠とお退のく。全身が激痛に包まれているが、自身の出血でぬるま湯のように温かい。

「博孝？　おい、博孝!?」

「河原崎君！」

　消えかけの意識の中で、恭介や里香の声が聞こえた。しかし、そこから再び目を開けることはできそうにない。

「河原崎！　無事か!?」

　最後に砂原の声が聞こえたような気もしたが、博孝はそのまま意識を手放すのだった。
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　指し揮き所しよに対し、博ひろ孝たかが率ひきいる第だい一いち小しよう隊たいと希のぞ美みが率いる第四小隊から『ＥＳ寄き生せい体たい』発生の一報が届いたのは、正午に差し掛かった頃である。

　その他にも、警けい邏らを行っていた正規部隊員からも報告が入ってきた。

　幸いと言うべきか、希美が率いる第四小隊は付近に展てん開かいしていた陸戦部隊員が急行して事なきを得ている。だが、博孝が率いる第一小隊は正規部隊員が急行している途と中ちゆうで『ＥＳ寄生体』と遭そう遇ぐうし、救援に駆けつけるのに時間がかかっていた。

「――小しよう官かんが行きます」

　状況確認と情報共有を済ませた砂すな原はらは、『飛ひ行こう』を発現させて空へ飛び立つ。原はら田だも近きん隣りんの空くう戦せん部ぶ隊たいに応援を要請したが、砂原の方が早く到着するだろう。

　そして砂原が飛び立って二十分後、途中で合流した空戦部隊の小隊を連れて砂原が戻ってきた。砂原は血まみれの博孝を抱え、負傷した藤ふじ田たは空戦部隊が抱えている。

　他の空戦部隊員は第一小隊の残りメンバーを背負っており、危き険けんな区く域いきからの離り脱だつを優ゆう先せんしたのだろう。原田は用意していた治ち療りよう室しつへ博孝と藤田を運び込ませ、支し援えん型がたの『ＥＳ能力者』も治療に当たらせる。

　砂原も治療に当たっていたが、さすがに本職の支援型には敵かなわない。より重じゆう傷しような博孝の治療を任せると、砂原は藤田の治療を行ってから治療室を後にした。藤田はしばらく目を覚まさないだろうが、ひとまず傷は全て塞ふさいでいる。

　そして、治療室を出た砂原は、待っていたと思わしき恭きよう介すけにすぐさま捕まった。

「きょ、教きよう官かん！　ひ、博孝は大丈夫なんっすよね!?」

「武たけ倉くら、気持ちはわかるが落ち着け。まだ中で治療中だ」

　治療の妨さまたげになるだろうと、砂原は場所を移す。少し離れた場所にあった休きゆう憩けいスペースでは里り香かがベンチに腰かけており、顔を伏ふせながらその身を震わせていた。

　沙さ織おりは里香から距離を取っており、壁かべに背を預けて目を閉じている。その手は握にぎり締められているが、その心境までは窺うかがえなかった。

　砂原の恭介の足音を聞き、里香が顔を上げる。そして体を震わせながらも立ち上がると、近づいてきた砂原に縋すがりつくようにして話しかけた。

「ぁ……き、教官……か、河か原わら崎ざき君、は……」

　体と声が震え、泣なき腫はらしたのか声も掠かすれている。目を真まっ赤かにして博孝の容態を尋たずねる里香を見た砂原だが、希望を持たせることは言えずに淡たん々たんと答えた。

「まだ、なんとも言えん。治療中だ」

「……そう、ですか……」

　里香は砂原の言葉を聞くと、再びベンチに座り込む。そして、再度顔を伏せ、数秒もすれば押し殺したような小さな泣き声が廊ろう下かに響ひびき始める。

　恭介は時折治療室の方へ視し線せんを向け、後こう悔かいと不安の滲にじんだ表情をしている。博孝の止血をするために集中力が切れて『盾たて』を消してしまい、防ぼう御ぎよが間に合わなかったことを後悔しているのだろう。

　だが、砂原としては博孝の止血をしながら『防ぼう殻かく』と『盾』の維い持じができるとは考えていなかった。恭介は同期の中では優ゆう秀しゆうな方だが、訓練開始からまだ半年程度。沙織と博孝が離れている間、里香と藤田の護衛を行っていただけでも上出来だ。

　里香は相変わらず顔を伏せ、押し殺した泣き声を上げている。

　話を聞けば、博孝がその身を盾として庇かばったらしい。自分を守るために仲間が倒れたとなれば、心優しい里香のことだ。深いショックを覚えたことだろう。

　治療に集中して自身の防御が疎おろそかになったのは減点だが、藤田の治療は的確に行われていた。里香がいなければ、藤田の命も危うかったかもしれない。

　沙織は博孝の容態を尋ねず、拳こぶしを握りしめているだけだ。

『ＥＳ寄生体』と単独で戦闘を行い、とどめを刺し損ねていたことで博孝を危険に晒さらしたが、沙織の力がなければもっと被害が出ていたかもしれない。そうなると、初うい陣じんの訓練生にしては沙織の力は見事だったと言える。

　――独断専行の上、博孝の出した指示を全て無む視ししていなければ、だが。

　砂原は教官として、『ＥＳ能力者』の先せん達だつとして冷れい徹てつな仮面を被かぶると、三人に視線を向ける。そして、冷たい声色で言った。

「――良かったな、犠ぎ牲せいが河原崎一人で済んで」

「っ！」

　その言葉に、恭介が激げき昂こうして砂原に殴りかかる。しかし、砂原は恭介の拳を受け止めると、そのまま床ゆかへと叩きつけた。

「ぐぅ……そ、んな、言い方、ないっすよ！」

　恭介は不満そうに砂原を睨にらむ。床に叩きつけられて体が痛むが、博孝の、親友の行動を馬ば鹿かにされたように感じたのだ。砂原そんな恭介の視線を受けて、鼻を鳴らす。

「実際、貴き様さまらは運が良かった。初陣の訓練生が二体の『ＥＳ寄生体』と遭遇し、負ふ傷しよう者しやを治療しながら三人も無事に戻ってこられた。本当に運が良かったぞ」

「――っ!?　テメェッ！」

　床から跳はね上がり、恭介が全力で砂原に殴りかかる。その目は怒いかりを通り越して殺意が滲にじんでおり――砂原は、そんな恭介の拳を難なんなく手の平で受け止めた。

「岡おか島じま、河原崎の指揮はどうだった？」

　恭介の拳を押さえ込んだままで、砂原が里香へ尋ねる。その言葉を聞いた里香は、肩かたを震わせた。

「……ぐすっ……え、と……その、適切だったと、思います……」

　砂原の問いに、里香は涙なみだを拭ぬぐいながら呟く。

　恭介と里香を正気に戻らせて指示を出し、沙織を連れ戻した後の指示も的確だったと里香は思う。博孝がいなければ、里香はずっと混乱したままだっただろう。

　そして、博孝が庇わなければ、今頃里香も博孝と同じように――いや、完全に不意を突かれていたため、博孝とは違ってあの場で死んでいただろう。

　そんな里香の言葉を聞いた砂原は、その言葉に頷うなずいて沙織へ視線を向ける。

「そうだ。河原崎が指示したことは、あの場では最さい善ぜんだったと言える――長は谷せ川がわ、お前が指示に従したがってさえいればな」

　博孝の指示に沙織が従っていれば、『ＥＳ寄生体』の『射しや撃げき』を防げた。その後は恭介に防御を担当させ、沙織がもう一体の『ＥＳ寄生体』を仕し留とめれば良かったのだ。

　しかし、現実はそうはならなかった。砂原は淡々と、機械的に告げる。

「無能な上官は部下を殺す。しかし、無能な部下は上官もろとも他の仲間をも殺す。長谷川、お前の独断による行動の結果が、今の河原崎の姿だ」

　そう言って、砂原は恭介の拳を離す。恭介は砂原の様子に困惑し、殴りかかることを忘れたように話に聞き入った。

「河原崎は最善を尽つくしたのだろう。だが、お前はどうだ？　最善を尽くしたのか？」

「わたしは……」

　この場にきて、初めて沙織が声を出す。しかし、それは意味のある言葉ではなかった。

　砂原の言葉を反はん芻すうし、沙織は目を逸そらす。自分の取った行動が間ま違ちがっていると指し摘てきされても、それを認められずに目を逸らしたのだ。

「お前らは運が良かったと言ったな？　今回一番運が良かったのは長谷川、お前だ」

「……え？」

「お前は『ＥＳ寄生体』が複数いる可能性を考こう慮りよせずに戦闘に入ったな？　だが、戦っている最中に他の敵から不意打ちを受けたらどうなっていた？　河原崎が応援に駆けつけたことで、相手は敵が複数になったから手を出すのを控ひかえ、そのあと狙ねらいやすかった岡島を攻撃したのかもしれない。そう考えると、お前は幸運だった」

　もちろん、たらればの話だ。それでも一対一で『ＥＳ寄生体』を倒す沙織と駆けつけた博孝の姿を見て、その場から離れた可能性が高い。そして、里香達を狙おうとしたタイミングで沙織が離れたのだ。さぞ、狙いやすかっただろう。

「……もし、敵の『ＥＳ寄生体』が二体だったとしても、負けませんでした」

　それでも、間違ったと思っていない。そんな言葉が伝わってくる沙織の態度に、砂原は眦まなじりを吊り上げる。

「――この馬ば鹿か者ものが！　ここまで言ってまだわからんか！」

　大気を震わせるような、砂原の怒ど声せい。その声に恭介も里香も、そして、沙織も体を震わせる。間違いなく治療室の中にまで届いたと思えるほど、その声は大きかった。

　砂原は訓練で厳きびしい一面を見せるが、ここまで直ちよく截せつに生徒を罵ののしることはない。訓練生はあくまで学生であり、その一線だけは守ってきたのだ。沙織が本当の軍事学校や軍隊に入っていたならば、とっくに罵ば声せいと拳で矯正されていただろう。

　なにせ、沙織が行ったのは独どく断だん専せん行こうではなく命令違反だ。沙織個人の裁さい量りよう権けんを遙はるかに超える暴走である。

『ＥＳ寄生体』が複数いなければ、沙織が囮おとりとなって『ＥＳ寄生体』を引き離したと見ることもできた。しかし、ＩＦもしもの話をしても仕方がない。現実には二体いた『ＥＳ寄生体』によって、博孝が死にかけているのだ。

　博孝が沙織の命令違反を独断専行と報告しているが、その報告がなければ大問題に発展した可能性もある。その点でも、沙織は運が良かった。

「今回は偶ぐう然ぜん二体しかいなかったが、五体、十体といたらどうするつもりだったんだ!?　河原崎は最初から複数の『ＥＳ寄生体』がいることを想定していたぞ！　警けい戒かいするよう指示を出したが、それは織り込み済みとな！」

　沙織は何かを言おうと口を開くが、結局は何も言葉にできず、口を閉ざす。

　沙織自身、博孝の指示に合理性は認めている。博孝自身にも助けられている。それは理解しているが、沙織はそれを素直に認めることができない。

　敵の『ＥＳ能力者』や『ＥＳ寄生体』を打だ倒とうできる力があれば、それで良いじゃないかと思う心があった。

　そんな沙織の心情を読み取った砂原は、大きくため息を吐く。

「そう、か……では、全ては俺の責任だな。長谷川を第一小隊に加えたのが間違いだったか。いや、今回の任務を無理矢理にでも見送らせるべきだったな……」

　砂原の声は、どうしようもなく疲れ果てていた。本来、訓練生の前で口にすることではない。それでも、自然とその口から言葉が零こぼれていた。

　長年『ＥＳ能力者』として戦ってきた砂原には、博孝の状態がよくわかる。あれほどの重傷だ。十度に一度命を拾えれば僥ぎよう倖こうと言える。半年の付き合いとはいえ、教え子が死にかけていることを思えば砂原の心中にも重苦しいものが漂ただよう。

　砂原も、以前は『零ゼロ戦せん』に限らず現場の部隊にいた身だ。上官、同どう僚りよう、部下が死ぬところも見てきている。その時と同じ、いや、博孝に戦う術すべがほとんどない以上、かつて体験した身近な死よりも重く感じた。

　博孝ならば沙織も上手く扱えると判断したのが間違いだったのか、それとも博孝が相談をしてきた時点で小隊の人員を変えるべきだったのか。いや、博孝からの応援要請を受けてから、もっと早く動いていれば。

　――今となっては、全てが遅いが。

　砂原の表情を見て、恭介は力なく座り込む。そして、床を力強く殴りつけた。

「くっそ！　長谷川ぁ……なんでお前、博孝の指示に従わなかったんだよ……お前が従っていれば……従って、くれさえいれば……」

　言葉の途中で涙声に変わる恭介。沙織を責めてはいるが、それ以上に自分自身の無力さを嘆なげいているのだろう。そんな恭介の頭に砂原が手を置く。

　砂原は治療室の方へ視線を向けると、ぽつりと呟いた。

「しかし……岡島を庇って、か……あいつらしいな……」

　仲間を守るためとはいえ、無む茶ちやをし過ぎだ。もしも博孝が目を覚ますことがあるのならば、そのことを怒って、そして最後に褒ほめてやろう。

　砂原はそう内心で呟つぶやき、教え子が助かることを祈いのるのだった。




　ふわふわと、まるで浮いているような感覚。重力の重みから、体の重みからすらも解き放たれたような、開放感と浮ふ遊ゆう感かん。

　上下左右もわからないが、この浮いている感覚は非常に魅み力りよく的てきだった。きっと、空を飛べればこんな感じなのだろう。このまま眠ってしまいたい気分だ。

　博孝は自分が何な故ぜここにいるのかもわからなかったが、ひたすらに眠かった。

（眠いから、寝てもいいか……）

　状況もわからない。そもそも、何をしていたのかすらも、曖あい昧まいだった。

（俺、浮いてるわー……あー……『空を飛ぶ』って、こんな感じなのかなぁ……）

　徐じよ々じよに意識が遠とお退のいていく。しかし、そんな途と切ぎれそうな意識の中で、博孝は最後に一つだけ無意識のうちに呟いていた。

（最期に空を飛べて、良かった……）

　心の底からそう思う。そうだ、こんなふわふわとした世界で、のんびりと空を飛べたのだ。視界は真っ暗で、上下左右もわからないが、自分は飛んだのだ。

　それで満足だと、博孝は思った。きっと満足で、幸せで、このままぐっすりと眠れるに違いない。なにせ、夢が叶ったのだから。

（――――？）

　思考にノイズが走る。博孝の意識が、僅わずかに浮ふ上じようする。

　いや待てと、眠りに落ちそうになる頭と体を踏みとどまらせる。

（今、飛んでいる……のか？）

　改めて、自問した。この、意識が漂っているだけの、波間に揺ゆれるだけのような意識で、本当に飛んだと言えるのか。これで夢が叶ったと、本気で言えるのか。

「――この馬鹿者が！　ここまで言ってまだわからんか！」

　その時、どこか遠くで、そんな声が聞こえたような気がした。聞いたことがあるような、聞いたことがないような、そんな声。

　ただ、この声に怒鳴られると、非常に恐ろしく感じるのは何故だろうか。

　そして、それと同時に温かいものも感じるのは、何故だろうか。

　――楽しいかと問われると微妙なところだが、世界が変わるぞ？

　不意に思い浮かぶ、一つの言葉。

（うっわ、世界が変わりますかー。それは楽しみだ）

　何気なく呟き、博孝の意識は疑問に思う。

（なんだろう……この台詞せりふ、前にも言ったような……）

　不思議だ。疑問だ。だが、その台詞は本心から言ったものだったはずだ。

（あ、れ……俺、何で、ここにいるんだっけ……）

　何故自分がここにいるのかと、今にも眠りそうな意識の中で必死に思考する。

　そして、かちりと記憶がつながった。自分が何者で、何故こうしているのか。

（ああ……やべぇ……もしかしなくても、死にかけてるんじゃないか？）

『ＥＳ寄生体』の攻撃から里香や藤田を守るために、自分の体を盾にした。そこまで思い出し、博孝の意識がクリアになっていく。

（このまま死んだら……うん、岡島さんは絶対泣くな……恭介も、きっと泣いてくれる……長谷川は……まあ、線せん香こうの一本ぐらいはあげてくれるか？）

　女の子を泣かすのは趣味じゃねえなぁ、と博孝は苦笑した。

　それと同時に思う。

　――死にたくない、と。

　その瞬間、体の中心で何かに罅ひびが入る。それと同時に、博孝の視界が暗くら闇やみから薄うすい緑色へと変わっていく。

　ふと、意識が軽くなっていくのを感じた。そして、体の方も軽くなっていくのを感じた。心身が徐々に浮上する感覚に、博孝は少しだけ笑うのだった。




「砂原軍ぐん曹そう、こちらに」

　博孝が治療室に運ばれて三十分ほど経った頃、治療に当たっていた女性の『ＥＳ能力者』が出てきて砂原に声をかける。しかし、その表情は苦しげに歪んでいた。

「……わかった」

　砂原が頷くと、恭介がゆっくりと立ち上がる。里香も、震えながら立ち上がった。沙織は表情を暗いものに変えていたが、それでも、砂原のもとへと近づいてくる。

　待機しているように言おうと思った砂原だが、それはやめておくかと内心で呟く。

　治療室まで続く廊ろう下かがやけに長いものに感じたのは、きっと錯さつ覚かくだろう。あるいは、砂原としても結果を知りたくないのかもしれない。

　治療室の扉とびらを開け、診しん察さつ台だいに寝かされた博孝を見て――砂原は目を見開いた。

「なんだ……これは……」













　博孝の負った傷が、その傷口が、光に包まれている。それも、砂原がよく目にする『構成力』による白い発光ではない。ぼんやりと、薄緑色の光を放っているのだ。

　そして、砂原達が入ってくる音に反応したのか、ゆっくりと博孝が目を開く。それと同時に、博孝の傷口を覆おおっていた光は消えた。

　博孝は何度か瞬まばたきをすると、砂原達に視線を移し、小さく笑う。

「……いやぁ……なんか、夢の中で教官が怒鳴る声が聞こえましてね……そしたら、目が覚めちゃいましたよ」

「河原崎君っ！」

「博孝！」

　起き抜けにそう呟く博孝に、砂原は深く息を吐き出す。そんな博孝の言葉を聞き、治療室に里香と恭介の喜びの声が大きく響き渡った。

　治療に当たっていた『ＥＳ能力者』は里香と恭介の声で我に返り、博孝の状態を確認する。意識がしっかりとしていることを確認し、驚きよう愕がくの表情を砂原に向けた。

「……このまま治療に専念すれば、数日で完全に回復すると思います。しかし、信じられません……一体何が起きたのか……」

　博孝は生身の状態で『ＥＳ寄生体』の『射撃』を五発も受けた。それは一切の加減がない、『防殻』を発現していても負傷は免まぬかれない攻撃である。

『ＥＳ能力者』の頑がん丈じようさがあったからこそ即死という事態は免れたが、博孝の場合は沙織を庇う際に受けた右腕、そして額ひたいの怪我が深刻だった。

　右腕は辛うじてつながっているが、完全にちぎれれば『治癒』で治すのは難しい。『修しゆう復ふく』や『復ふく元げん』という支援系の技能もあったが、それは並の『ＥＳ能力者』に使える技能ではなかった。

　額の方は脳のうへの影響が問題である。外傷はすぐに治せたが、脳に対する影響は詳くわしく調べてみないとわからない。

　博孝の治療に当たった『ＥＳ能力者』は、それまで多くの『ＥＳ能力者』を治してきた。その経験から、博孝がもたないことを悟さとったのである。それ故に砂原達に最期の別れをさせようとしたが、博孝は目を覚まし、喋しやべることまでできている。

　脳は精せい密みつ検けん査さ、右腕は『治癒』をかけ続けることが必要だとしても、先ほどまで博孝に浮かんでいた死相が綺き麗れいになくなっていた。

「ひ、博孝……良かったっすよ！　あのまま死んだらどうしようかと思ったっす！」

　寝台の上で眠そうに目を擦る博孝を見て、恭介が声をかける。重傷者に対して勧められる行こう為いではないが、いつもと変わらない様子の博孝を見て思わず声が出たのだ。

「なんか、やたらと眠気を誘う夢を見ていた気がするんだけど……教官の怒鳴り声が聞こえて飛び起きたわ」

　あのまま眠っていたら死んでいたね、と明るく言い放つ博孝。それを聞いた恭介は、いつもと変わらない博孝の様子に心底安あん堵どし、力が抜けたように座り込んだ。

「ははは……はぁ……博孝らしいというか、なんというか。ホント、良かったっす」

　目の端に涙を溜めながら呟く恭介を見て、博孝は本当にありがたいと思った。そして、ここまで心配してくれる友人を持てたことを、嬉うれしく思う。

　そうやって博孝が内心で感謝していると、今度は里香が博孝の前に立った。床に座り込んだ恭介を見ていた博孝は顔を上げ――思わず、絶句する。

「……ぅ……っ……っく……ひっ……うぅ……」

　涙ぐんだ恭介と違い、里香は完全に泣いていた。ぽろぽろと涙を流し、それを両手で拭っている。長時間泣いていたのか、目は真っ赤だった。

「お、おお!?　ちょ、なんでそこまで泣いて……ど、どこか痛いのか!?　はっ！　まさか、『ＥＳ寄生体』の攻撃を防ぎきれずに岡島さんがどこか怪我を――」

　博孝のその言葉で、限界を超え――里香は飛び込むようにして博孝へ抱き着く。本当に博孝が生きていることを、確かめるように。

　だが、抱き着かれた博孝は思考を停止させた。里香が怪我をしている様子はなく、そうなると自分を心配してくれたのだと判断できる。だが、里香の行動は予想外過ぎた。

「……ほ、本当に、よ、良かった……か、河原崎君、し、死んじゃうって……」

　そして博孝の耳元で囁ささやかれる涙声。横から抱き着かれる形になった博孝は、女の子らしい柔やわらかい感触と、ほのかに香る里香の匂においに、停止した思考を混乱させる。

「ふおおおおぉぉっ!?　ちょっ！　岡島さん!?　え？　なにこの嬉し恥はずかしのシチュエーション!?　実はここって天国!?　ここ天国なのってぐああああああああああああああっ!?　ち、ちょ、お、岡島さん、傷口を握るのは……やめてっ！　やめてくださいお願いします！　いだだだだだだっ！　ここは地獄!?」

　里香が右腕の傷に触れ、博孝は悲鳴を上げる。これで死んだら洒落しやれにならないが、里香の体が震えているのを見て、博孝は痛みを気合で抑え込んだ。

「っとと……ゴメン、心配かけた」

　そう言って、博孝は里香の背中を左手で軽く叩いた。

　自分を庇って博孝が傷つき、そのまま死にそうだったのだ。里香の性格を思えば、さぞ苦しみ、心を痛めたに違いない。そのことを、博孝は申し訳なく思った。

　里香は博孝の胸に顔をうずめていたが、しばらくしてその震えも止まる。それを博孝が不思議に思うと、里香は静かに寝息を立てていた。

　初の実戦に、仲間の負傷。そして、博孝の治療の間ずっと張り続けていた緊張の糸が切れたのだろう。まるで気絶するように、里香は眠りに落ちていた。

「まったく……お前は死にかけても元気なんだな」

　砂原が里香を抱き起こし、離れたところに設置されている寝台へと寝かせながら呟く。その声には紛れもなく安堵の色が籠こもっており、それを聞いた博孝は頭を下げた。

「心配をおかけしたようで……すいません」

「まったくだ。さて、これはお前の怪我が治ってから言おうと思っていたが、そこまで元気が有り余っているなら問題はなさそうだな」

「えぇー……いや、まさか、お説教ですか？」

　砂原の表情が引き締められたのを見て、博孝は眉を寄せる。このタイミングでの説教は勘弁してほしい。なにせ、つい数分前まで死の淵ふちを彷徨さまよっていたのだから。

　しかし、『ＥＳ能力者』である博孝の容態は、一度死の淵から抜け出して非常に安定している。戦闘行動を取らない限り死ぬこともないだろう。

　砂原は博孝の傍まで歩み寄ると、その頭に拳骨を振り下そうとして止める。脳の精密検査が終わるまでは、そういった類たぐいの指導はできない。代わりにため息を一つ吐いて、博孝を見た。そんな砂原の視線を受けて、博孝は痛む体で背を伸ばす。

「今回、お前は良くやれていた。引いん率そつの藤田上等兵を庇い、二体の『ＥＳ寄生体』と交戦しながらも全員が生き延びている。これは小隊長であるお前の手て柄がらだ。誇ほこれ」

「……え、あ、はい。ありがとうございます」

　どんな説教かと身構えていた博孝は、砂原の言葉に拍子抜けしたように頷く。しかし、砂原はそこから視線を鋭くした。

「だが、お前自身は死にかけた。そうだな？」

「……はい」

　鋭い視線と声を前にした博孝は再度頷く。それは、間違えようのない事実だからだ。

「仲間を庇って死ぬ。それは、ある意味素晴らしいことかもしれん。称しよう賛さんされるべきことかもしれん――庇われた仲間のことを考えなければ、な」

　そう言いつつ、砂原は里香や恭介、沙織に視線を向けた。その視線を追って、博孝は砂原の言いたいことを悟る。もしもあのまま博孝が死んでいれば、どうなっていたか。

　里香は間違いなく、深い心的外傷を負っただろう。

　恭介も、里香と同じようになったかもしれない。

　沙織はどう思うかわからなかったが、それでも何かしらの影響があっただろう。

「理解したようだな」

　博孝の表情に納得の色を見たのか、砂原が問いかける。その問いに対して、博孝は深く頷いてみせた。

「お前の取った行動は、確かに人として誇るべきものかもしれん。だが、それでお前が死んでしまえば元も子もない。特に、庇われた岡島は一生引きずるだろう」

「……そう、ですね」

　里香の性格ならばそうなるだろう。一生引きずるに違いない。

　そのことを深く心に刻きざみつけ、博孝はもう一度だけ頷く。そんな博孝の表情を見て納得したのか、砂原はそれまで厳しかった表情を緩めた。

「良かったな、『ＥＳ能力者』の一生は非常に長いぞ？」

　口調も和やわらげて、笑えない冗談すら口にする。それを聞いた博孝は、眠ってしまった里香を見て肩を竦すくめた。

「いや、ホント良かったですよ。さすがに、女の子に一生モノのトラウマを植えつけたら、死んでも死に切れません」

　砂原の言葉に冗談を返して、博孝は苦笑する。そして、そんな博孝を見て、砂原はその頭に手を乗せて少しだけ乱らん暴ぼうに撫なでた。

「――だが、偉いぞ。よくやった……よく生きて戻ったな」

　様々な思いが込められた声。そこに大きな心配の色を感じ取った博孝は、頭を撫でられていることも含めて照れくさく思う。

　砂原にも心配をかけたのだろう。それでもあまりに照れくさくて、話を逸らすように沙織を見た。

「それで、なんで長谷川はそんなに拗すねてるんだ？」

「……拗ねてないわよ」

　治療室には入っていたが、沙織はどこかバツの悪そうな顔である。博孝の言葉を聞いた恭介は、目の端に浮かんだ涙を指で払って笑顔を浮かべる。

「教官にこっ酷ぴどく叱しかられたからっすよ」

「なぬ？　てことは、馬鹿者呼ばわりされたのは長谷川かよ」

　そう言いつつも、博孝が死にかけたのは沙織が原因である部分が大きい。そのことを理解している博孝は、どこか悄しよう然ぜんとしている沙織の顔を見て口を開いた。

「やーい、沙織っちの馬鹿者ー。怒られてやんのー」

　そして、ひとまずからかうことにした。いつもと違う様子の沙織を見て、悪戯いたずら心ごころが湧いたのである。

「……っ！」

　博孝の言葉を聞いた沙織はいつものように目つきを鋭くするが、それも数秒すれば元に戻る。それを見た博孝は、『思ったよりも重傷なのか？』と首を傾げた。

（やれやれ、これも小隊長の役目なのかねぇ……）

　たしかに、沙織の独断専行で自分は死にかけた。これに対しては博孝も怒りを感じるが、思ったよりも怒ってないのだ。自分のことだが、その点は非常に不思議に思う博孝である。故に、冷静に思考して話しかけることができた。

「これに懲こりたら少しは指示に従ってくれよ？　そうすれば楽に勝てたんだからな」

　これは、心からの本心である。沙織が指示に従っていれば、今回の事態はなかっただろう。そのため、博孝はそれだけを口にした。

　不意打ちで負傷した藤田を除けば、誰も負傷せずに切り抜けることができたはずだ。沙織が指示に従うならば、今回のようなことがあっても無事に済む可能性が高い。そう判断した博孝は、自身を治療してくれた『ＥＳ能力者』の女性に視線を向ける。

「治療をしてくれて、ありがとうございます。おかげでなんとか生き延びられましたよ」

「あ……いえ、わたしができたことは少しだけでしたので……」

　そんな博孝に対し、女性は首を横に振った。女性は博孝が助からないと判断したというのに、無事に起き上がって礼を言われれば複雑な心境になる。

「それで、俺っていつぐらいに訓練校に戻れますかね？」

「そ、そうですね……容態は安定していますし、『ＥＳ能力者』用の病院に搬はん送そうして、そこから精密検査と再度の治療。それらは三日もあれば終わると思います」

　まるで死人に話しかけられたような心境だが、それでも女性は答えた。

「そっか、三日ですかー……短いような、長いような。三日もじっとしてたら、体が鈍なまりそうだなぁ……あーあ、また鍛きたえ直すかぁ」

　ＥＳ能力もそこまで万能ではないのかと博孝は思うが、今回は敵の攻撃が頭に直撃している。脳の精密検査があるため、時間がかかるのだ。

「……なのよ」

　不意に、沙織がぽつりと呟く。会話のあとに何か続くと思っていた博孝の言葉――自身を罵るであろう言葉に身構えていたら、あっさりとその矛ほこ先さきを変えてしまったのだ。気軽に自分の退院予定を尋ねる姿など、まるで馬鹿にしているように感じられた。

「なんなのよっ！　アンタはわたしが勝手に動いたから死にかけたのよ！　他に言うことがあるでしょう!?」

　沙織の叫び声が、治療室に響き渡る。沙織としても、自分の行動で人ひとりが死にかければ思うところがある。自分の言葉が、如い何かに理不尽なものかもわかっている。それでも、言わずにはいられないのだ。

　砂原と博孝の会話を聞いて、もしも博孝が死んでいれば、里香や恭介がそのことを一生引きずるということに思い至っていなかった自分に気づいたのだ。

　博孝は普段から連れん携けいを重視するように言ってきたが、沙織は悉ことごとく無視してきた。今回も沙織はいつものように一人で飛び出し、『ＥＳ寄生体』を倒したと思ったら博孝に庇われ、その上、里香の護ご衛えいを指示されたのすら無視して周囲の警戒を行っていた――その警戒が役に立たず、博孝が里香を庇って死にかけるというおまけ付きで。

　それだというのに博孝は何も言わない。これからは指示に従うよう言ってきたが、もっと声こわ高だかに非難するなり、罵るなりあって然しかるべきだと沙織は思ったのだ。

「……なんだろう、俺のこれまでの人生の中でも、かつてないほど理不尽な理由でキレられている気がするぞ……」

　そんな沙織の言葉と態度を受けて、博孝はそんなことを呟いた。沙織が突然キレた理由がわからず、困惑する。

「もしかして、それでも俺の指示に従うのが嫌だって？　おいおい、頼むぜ長谷川。今回は助かったけど、同じようなことが何度もあったら生きていける自信ねーぞ俺」

「いや、長谷川が言っているのはそんなことじゃないと思うっすけど……」

「え？　そうなの？」

　博孝が首を傾げるが、すぐに何かに思い至ったのか左手で沙織を拝おがむ。

「あ、あー！　なるほど！　さっき沙織っち言ったことを怒ってるのか。いや、ノリで言っただけだから、殴るのは勘弁な。そしたら本当に死ぬから」

　博孝がそう言うと、沙織からの怒ど気きが膨ふくれ上がる。それを見た博孝は降参として両手を上げようとしたが、右手が動かず諦めた。そして、やれやれと頭を振る。

　沙織のプライドを考えると、さらっと流しておきたかったところだ。それでも沙織が食いついてきたため、博孝は冗談を止やめる。寝台に背を預け、ため息を吐いた。

「はぁ……まったく、長谷川には困ったもんだよ。俺の指示を聞かないし、融ゆう通ずうが利かない性格だし、怒ったらすぐに殴るし、負けず嫌いだし、俺より喧けん嘩かっ早いし。むしろ戦闘狂と言っても過言ではないね、うん」

　沙織が望むであろう断罪の言葉――というよりも、ただの愚ぐ痴ちを博孝は口にする。

「正直、扱いに困って教官とかにも相談したんだぜ？　でも、『それを考えるのも小隊長の役目だ』って突き返されてさぁ。いやはや、悩み過ぎて禿はげるかと思ったよ」

　そう言って、博孝はため息を吐いてみせた。そして、他に言うことがあったかと考え込み、思っていたことは大体口にしたと判断して苦笑した。

「今回はまあ、運が悪かった。それでも長谷川がいたから切り抜けられたんだ。いたのが長谷川以外だったら、もっと大惨事になっていたかもしれないし」

　沙織にそう言いつつ、沙織以外が小隊員だったらと考えた博孝はゾッとする。沙織が単独で『ＥＳ寄生体』を抑えられたからこそ、博孝以外が無事だったと捉えることもできた。最悪の場合、恭介や里香を正気に戻す余裕もなかっただろう。

（……あれ？　そう考えると、長谷川の行動も問題ない気がしてきた……）

　独断専行および博孝が死にかけたことさえ除けば、結果的には問題がないのだ。

「……でも」

　しかし、沙織らしくないことに、博孝の態度と言葉では納得しかねるらしい。

「あーもうめんどくせー。沙織っちめっちゃめんどくせー。俺も死んでたらさすがに文句の一つも言ってたけど……って、死んでたらそれも無理か。ま、とにかく独断専行さえなければ良かったんじゃね？」

　死にかけた人間の言う言葉とは思えず、沙織は絶句する。もしも自分が博孝の立場に立ったら、烈れつ火かの如ごとく怒っただろう。

　そして、博孝の言葉を聞いた砂原は少しばかり眉を寄せた。

「そうもいかんぞ。もしも正規部隊だったならば、命令違反は重罪だ。お前は長谷川の行動を独断専行と言っているが、今回は明らかな命令違反になる。小隊長の命令や指示を無視したとなれば、通常の軍ならば懲ちよう罰ばつがある。最悪、軍法会議ものだぞ」

　そう言われて、博孝は視線を逸らす。小隊長として専用の授業を受けている博孝としては、命令違反ではなく独断専行として押し通したかった。

　言い分が通れば、沙織は自身の裁さい量りようで『ＥＳ寄生体』の拘束を行い、他の隊員が立て直す時間や藤田を治療する時間を捻ねん出しゆつしたと解かい釈しやくできる。

　だが、命令違反となれば話は別だ。訓練校とはいえ、将来的なことを考えれば沙織の気質は厄やつ介かいでしかない。特に、今回は小隊長である博孝が直接命令を出したにもかかわらずそれに従わなかったのだ。命令違反として、十分に成り立つ。

「軍法会議って言われても……俺達は一応、学生なんですよね？」

「だが、任務に出ていた。学生だからという言い分は通じんぞ」

「むぅ……そうなると、長谷川には何かしらの罰が与えられるわけですか？」

　見逃してもらえそうにないため、博孝は砂原の言葉に追従するように言った。しかしそれは、砂原の言葉には何かしらの意図が感じられたためである。

　砂原は博孝が自分の意図を感じ取ったことを察し、少しばかり口の端を吊り上げた。

「罰は必要だが、学生という身分を超えて罰を与えることもできん。そこでだ、今回は上官であるお前に長谷川が受ける罰の内容を一任してやろう。どうだ？」

　沙織からは見えない角度で砂原が笑い、それを見た博孝は大仰に喜んで見せる。

「おお、なるほど。死にかけた俺に対するご褒ほう美びってわけですか。いや、教官のご厚情に感謝します」

　砂原の演技に乗り、博孝は顎あごに手を当てて沙織への罰を考え始める。

「あくまで学生の範はん疇ちゆうに収まる内容で、だぞ？」

「わかっていますよ。うっわー、何にしようかなぁ……」

　とても楽しそうに悩む博孝を見て、沙織は戸惑ったような表情を浮かべた。気がつけば、自分に対して何かしらの罰が下るという話になっている。それでも正規部隊に比べれば遙かにマシだろうと判断して、沙織は博孝の決定を待った。

「うーん……」

　そんな沙織の心情を読んだのか、博孝は勿もつ体たいぶったかのように沙織へ視線を向ける。沙織の頭からつま先までをじっくり見て、わざと好色そうな笑みを浮かべた。

「っ!?」

　その笑みを向けられて、沙織は自分の体を両腕で庇いながら一歩後ろに下がった。そんな沙織の反応を見て、博孝はニヤリと笑う。

「……よし、長谷川への罰が決まった」

「な、なによ……」

　戦いとは別種の恐怖を感じて、沙織は少しだけ表情を曇くもらせる。学生の範疇に収まる罰らしいが、博孝の様子を見ていたら体を求めてきそうだった。

　博孝は『裸エプロンで俺に給きゆう仕じをしてくれ！』とアホなことを口走ろうとしたが、砂原の手前止めておく。折せつ角かく妥だ協きようしてくれたのだから、活いかさなければならない。

　それまでの演技を止めて、博孝は真ま面じ目めな表情を浮かべた。

「罰は二つだ。一つは、今後は任務の際にちゃんと上官の命令に従うこと。また勝手な行動をしたら、今度こそ本当に罰を受けることになるからな？」

　まず博孝は、今後沙織が任務の際に命令違反を起こさないよう言い含める。本来ならば当然のことなのだが、沙織が相手ならば明言する必要があった。

　さすがの沙織も同意するように頷く。今回の件で懲りたのだろう。

「そしてもう一つは――」

　さも重要そうに、真面目な顔の博孝。しかし、それも途中で笑顔に変わる。

「俺の小隊内での、長谷川に対する各自の呼び方を自由にする。だから、沙織っちって呼ばれても怒るの禁止な」

「……はぁっ!?」

　二つ目の罰に、沙織は理解するのに数秒の時を要した。

「ちょっと！　何を馬鹿なことを言ってるのよ！」

　理解すると同時に、博孝に食ってかかる。そして砂原に対しても、そんな罰はないだろうと視線に込めて尋ねた。すると、砂原は真面目な顔で顎に手を当てる――少しばかり、頰が笑みの形に歪んではいるが。

「そうか……河原崎、その二つの罰で、長谷川の命令違反を許すんだな？」

「はい。これで第一小隊も完璧になりますね」

　言外に、沙織を小隊から外さないでほしいと博孝は言う。それを聞いた砂原は、困ったように頭を掻いた。

「小隊の構成は考え直したかったが……いや、丁度良かったのかもしれんな」

「んん？　丁度良かったって、どういうことです？」

　砂原の言葉に疑問を覚えた博孝が尋ねる。すると、砂原は意味ありげに笑った。

「お前が完治すれば教えてやろう。いや、その前に自分で気づくかもしれんがな」

「ちぇー……了解です。精々早く治すようにしますよ」

　聞きたい気持ちがあるが、砂原がそう言うからには体が治ってからの方が良いのだろう。納得する博孝に、砂原は笑みを深める。

　沙織に与えられた罰は、通常で考えれば甘いどころの話ではない。減げん俸ぽうや営えい倉そう入りもないのだ。だが、博孝達はあくまで学生である。砂原だけでなく博孝すらも甘すぎると思っているが、今は学生という身分を利用することにした。

「さて、お前は病院に移動しないといけないな。俺も付き添う必要があるが……お前達は訓練校に戻れ。その間、第一小隊の指揮は武倉が執とれ」

「えー!?　きょ、教官～、俺も病院についていきたいっすよ！」

　砂原の言葉に恭介がそう言うと、砂原は苦笑した。

「河原崎の容態が気になるのはわかるが、ここまで安定すればあとは怪我を治すだけだ。安心して戻れ。なに、三日もすれば訓練校に戻れるだろう」

「う……わ、わかったっすよ。大人しく訓練校に戻るっす……」

「岡島は……長谷川、抱えることはできるか？」

「……問題ないです」

　博孝の下した罰について唇くちびるを尖とがらせる沙織だが、いつまでも騒いでいるわけにもいかない。一見元気になったように見えるが、博孝はいまだに重傷を負っているのだ。

　そう自分に言い聞かせて、沙織は里香を背負う。本来なら沙織よりも力のある恭介が背負う方が良いのだろうが、それはさすがの沙織でも里香に悪いと思った。

「それじゃあ、元気になって戻ってくるっすよ！」

「おうよ。俺がいないからって訓練サボるなよ！」

　最後に拳を軽く打ち合わせる博孝と恭介。沙織はそんな二人を見て、小さく鼻を鳴らす。博孝に色々と言いたいことはあるが、博孝が回復しなければそれも無理なのだ。

　今回は見逃そうと憤いきどおりを隠かくし――博孝への申し訳なさも、一緒に隠すのだった。




『ＥＳ能力者』用の病院に搬送された博孝は、脳の精密検査とＥＳ能力での治療を受けるために三日間拘束されることになった。

　博孝としては家族に連絡を入れたいところではあったが、『ＥＳ能力者』として任務に従事していたため、負傷や関わった任務については守秘義務が課せられている。

「あー……入院って嫌ですよねぇ。ＥＳ適性検査を受けた時の検査も嫌でしたけど」

　そのため、思わず砂原に対してそんな愚痴を言ってしまう。それを聞いた砂原は、苦笑を浮かべて博孝の頭を指差した。

「怪我の場所が頭だから検査は必要だ。それ以上馬鹿になったら困るだろう？」

「うっわ、ひでえ！　間違っても教え子に言う台詞じゃねえ!?」

「はっはっは。まあ、それだけ元気があれば問題ないだろう。あとで原田少佐が見舞いに来られるそうだ。任務の後始末もそろそろ終わるだろうしな」

　砂原の言葉を聞き、博孝はお偉いさんと会うのは嫌だなぁ、と内心で呟く。一体どんな態度を取れば良いのか博孝が悩んでいると、病室の扉がノックされる。

「む？　少佐が来られるにはまだ早いが……『構成力』も感じないが、誰だ？」

　来客に疑問を覚える砂原だが、ノックを受けたからには応対する必要がある。軽く警戒しながら扉を開けると、そこには訓練校の校長である大おお場ばが立っていた。

「大場校長……今日は大事な会議があったのではなかったのですか？」

　大場の姿を確認し、砂原は困惑したような声を出す。大場は訓練校の校長ということもあって、多忙な身なのだ。しかし、そんな砂原の問いに大場は苦笑する。

「会議は早めに切り上げたよ。我が校の生徒が大怪我を負ったと聞いて、じっとしていられなくてね。河原崎君、失礼するよ」

　大場が病室に入ってきたため博孝は身を起こそうとするが、大場は手で制す。

「ああ、そのままで構わないよ」

　言葉に甘えて、博孝はベッドに身を預ける。大場が駆けつけてくるとは思わず、博孝は柄にもなく緊張した。『ＥＳ寄生体』との交戦から、まだ半日も経っていない。

　大場は本当に急いで来たのだろう。学校で着ているような普通のスーツではなく、博孝から見ると高級でどこか偉そうなスーツを着ていた。その外見からも、会議を切り上げてきたということが真実だと窺える。

「怪我の具合はどうかね？　重傷だと聞いたが……」

「もう大丈夫です。仲間を庇ってちょっと死にかけましたけど、なんとか生き返りました。いやぁ、体を鍛えておいて良かったです」

　沈ちん痛つうな大場の表情をなんとかしたくて、博孝は明るく振る舞う。それでも大場の表情が硬いままだったため、博孝は大場が手に持っているモノに視線を向けた。

「と、ところで校長先生……その右手に持っているものは……」

「ん？　ああ、これか。まだお店が開いていたからね。お見舞いの品だよ」

　大場は手に持った果物の詰め合わせを持ち上げる。マスクメロンやリンゴ、桃ももや葡ぶ萄どう、バナナやみかんなどが入っており、高級感溢あふれる見舞い品だった。

「ひゃっほーい！　ありがとうございます！　やったぜ！　メロンを丸々食べられるなんて初めてですよ！　あ、でも全部食べて良いものなのかな……」

　大げさに喜ぶ博孝の様子を見た大場は、驚いたものの笑みを浮かべる。

「どうやら、大事はないようだね。安心したよ」

「一時は危なかったみたいなんですけどね。でも、今はこの通りです。なんなら、リンゴの丸かじりもできますよ！」

　そう言って手を伸ばそうとすると、その手は砂原によって叩き落とされる。

「馬鹿者。精密検査の結果が出るまで食事は禁止だ」

「ちぇ……そうでした」

　手の届かない位置に見舞い品を移動され、博孝は拗ねてみせた。すると、大場は楽しそうに笑う。

「なるほど、砂原君の報告にあった通りだ。なんとも元気が良い」

「うわ……教官の報告とか、すごく気になるんですが」

　おそらく、『お調子者』とか『馬鹿』とか報告しているのだろうと確信する博孝。大場は博孝の言葉にもう一度笑うと、砂原に目を向ける。

「河原崎君はどれぐらいで退院できるのかね？」

「治療の担当者によると、三日もあれば退院できるそうです。小官も同じように見ています。検査の結果次第で変わるでしょうが、この様子なら問題もないでしょうな」

「そうか……たった三日、か」

　どこか影のある声で呟く大場。死の淵まで踏み込んでいながら三日で退院できるのは喜ばしいが、『ＥＳ能力者』として再び訓練校に戻ることになる。それが、とても残酷なことに思えたのだ。だが、その言葉を聞いた博孝の感想は大きく異なる。

「そうなんですよ、三日も病院にいないといけないなんて……体が鈍るなぁ。あ、そうか、夜中にこっそりと筋トレでも……」

「駄目に決まっているだろうが」

　博孝の言葉を、砂原が斬って捨てた。訓練に対しては非常に真面目だが、さすがにそれは許可できない。大場は博孝の発言を聞くと、どこか悲しそうな顔をした。そして、僅かに逡しゆん巡じゆんしたものの博孝に対する問いを口にする。

「君は先ほど、自分で死にかけたと言っていたが……それでも、すぐに訓練校に戻りたいのかね？　何か理由があるのかい？」

　大場には、博孝の心情が理解できない。博孝は十五歳で『ＥＳ能力者』となり、連日授業や訓練に身を尽くし、休日も自主訓練に励んでいる。

　そこまでして何になるのか、というのが大場の偽らざる気持ちだった。その問いを聞いた博孝はきょとんとした表情を浮かべると、腕を組んで首を捻る。

「何か理由があるのか、と聞かれても……」

　理由がないのか。大場は博孝の態度を見てそう思った。疑問に思うこともなく、さしたる理由もなく、『ＥＳ能力者』だから訓練に励むのか。この国で『ＥＳ能力者』になる子供は、それほど悲しい存在なのかと、大場は思った。

　しかし、博孝はそんな大場の感情を吹き飛ばすように笑う。

「校長先生、俺はですね、将来空を飛びたいと思っているんですよ」

「……空を、飛ぶ？」

「はい！　明確な切っ掛けとか理由があるってわけじゃないんですが、子供の頃から憧あこがれていまして……今はまあ、『構成力』の感知もできない落ちこぼれですが、いずれは夢を叶えたいな、と。だから、早く訓練に戻りたいですね」

　一片の迷いもなく、己の夢を語る博孝。笑顔で告げられた言葉に、大場は大きく息を吐く。夢に向かって努力をしていると言われれば、大場としても頷かざるを得ない。しかも、博孝は戦う手段として『飛行』を覚えるのではなく、ただ空を飛んでみたいからだと言う。

（なんとも純粋なことだ……）

　微笑ましく思い、大場は自身の感情がただの杞き憂ゆうなのだと悟った。

「そうか……それはなんとも目指し甲が斐いのある夢じゃないか。私は応援するよ」

「ありがとうございます！」

　だからこそ、大場は笑顔で博孝の夢を応援する。博孝も笑顔で感謝の言葉を返すが、途中で何かに思い至ったように額に手を当てる。

「あー……あとはですね、訓練校に戻って友達と会いたいからっていうのもあって……」

「ほう、友達か……もしや、友達ではなく彼女かね？」

　博孝の様子を見て、大場はニヤリと笑みを浮かべた。

「あっはっは。女の子の友達もいますけど、彼女じゃないですよ。気が合う親友と、めっちゃ可愛いんだけどからかうと涙目になるんで弄いじりたくなる子と、これからは気が合うかもしれない子ですねー」

　なんとも子供らしい言葉に、大場は笑みを深める。

「そうかそうか。では、早く怪我を治さないといけないな」

「まったくです。特に、俺が無事ってわかるなり泣いてくれた子がいるんですけど、そのまま気を失いましてね。ちゃんと無事ってわかってくれていれば良いんですが」

「おや？　君はその子が気になるのかな？　以前言ったが、恋愛相談にも乗るよ？」

　少しばかり笑みの種類を変える大場に、博孝は顎に手を当てて思考を巡めぐらせる。里香が好きかと言われれば、見た目も性格も普段のリアクションも大好きなのだが、異性として好きかと言われると頷けなかった。

「んー……気になるは気になりますけど、まだ友達ですねぇ。ま、好きになるか、好きな子ができたら遠えん慮りよなく恋愛相談をさせてもらいますよ」

「はっはっは！　そうか、その時は遠慮なく来たまえ。いくらでも時間を作ろう。もちろん、その他の相談事でも大歓迎だ」

「うっす！　ありがとうございます！」

　楽しげに笑う大場に、博孝は頭を下げる。そんな博孝を好ましげに見て、大場はあまり長居をしても迷惑だろうと退室することにした。大場を見送るために砂原もついてくるが、そんな砂原に向かって大場は楽しげな口調で話しかける。

「君が気に入るのもわかる気がするよ。実に元気で明るく、良い子じゃないか」

「……小官としては、非常に恥ずかしく思います」

　そう言って渋面を作る砂原に、大場はもう一度だけ笑うのだった。




　入院から三日も経つと、博孝は予定通り退院することができた。検査の結果、特に問題がなかったのである。体の方も、連日支援型の『ＥＳ能力者』が治療を施ほどこしてくれたため問題はない。右腕の傷も額の傷も、全て綺麗に治っていた。

　博孝は訓練校まで護送されるが、『ＥＳ能力者』になった時のように護衛の兵士や『ＥＳ能力者』がついた。これには第三十五陸戦部隊の隊長である原田が人員を手配し、四人もの『ＥＳ能力者』が護衛についている。

　博孝が入院している間、原田と第一小隊を引率していた藤田が訪れ、博孝へのお見舞いと、藤田が無事であったことに対する感謝を伝えに来たのだ。

『これで訓練生でなければ勲くん章しようの申請をするんだが』と笑顔で言われたので、勲章代わりに見舞いの果物をありがたくいただいた博孝である。そんな博孝の態度が気に入ったのか、訓練校卒業後はうちの部隊に来いとも言われた。その上、訓練校までの護送は任せろと言われたのである。

『ＥＳ能力者』が四人、一個小隊もの面メン子ツを揃そろえられれば、何の問題も起きないだろう。自分一人のためにここまでしてもらうのは恐縮に思う博孝だったが、藤田の同僚や先輩でもある彼らは率先して引き受けてくれた。

　そして何の問題もなく、二時間ほどで訓練校まで辿り着く。第七十一期訓練生が使用している校舎が見えてくると、博孝は窓から顔を出して周囲の様子を窺う。

　現在の時刻は午後三時。訓練生は通常ならばグラウンドで実技訓練を行っているはずだが、生徒達の姿はない。教室にも電気はついておらず、授業を行っているわけでもなさそうだった。しかし、寮りようの傍まで近づくと、玄げん関かんで餌えさを求める熊のようにうろうろとしている恭介がいることに気づく。

「おーい！　恭介ー！」

　声を張り上げると、恭介もすぐに気づいた。そして驚きつつも笑顔を浮かべ、携けい帯たいを取り出してどこかにかけ始める。博孝はそんな恭介の行動を不思議に思いつつ、護衛をしてくれた兵士や『ＥＳ能力者』に礼を言って車を降りた。

「本当に三日で退院できたんすね。いや、良かったっすよ……って、その手に持っているのは何っすか？」

「あ、これ？　校長と原田少佐からもらったお見舞い。全部は食べきれなくてさー。良かったら恭介も食ってくれ。腐くさったら勿もつ体たいないし」

　そう言いつつ、博孝は右手に持った籠かごを持ち上げてみせた。中にはまだいくつかの果物が残っている。もちろん、マスクメロンは残っていない。

「ほれバナナ」

「お、サンキュっす……うーん、俺は柔らかくなってないほうが好きなんすけど」

「贅ぜい沢たく言うなよ。美う味まいぞ」

「マジっすか……うわ！　マジでうめぇっす！　なんっすかこれ!?　高級品!?」

「だろ？　いやぁ、一体いくらだったんだろ……」

　そんなことを呟きつつ、玄関の階段に腰をかけてバナナを食べ始める二人。死にかけた人間の三日後の行動とは思えないが、本人達は何も気にしていない。

　博孝と恭介は二人並んでバナナを齧かじり、そこでふと、博孝は疑問に思ったことを恭介に尋ねることにした。

「そう言えば、なんで寮にいるんだ？　今日って授業じゃなかったっけ？」

「その予定だったんすけど、任務で『ＥＳ寄生体』と戦ったじゃないっすか。あれ、俺達以外の小隊でも『ＥＳ寄生体』に遭遇したのがちらほらいたみたいで、けっこうショックが大きかったんすよね……それで、今日までは休みを与えられたんっすよ」

「なるほど。だから授業も実技訓練もやってないわけだ。恭介はもう大丈夫か？　岡島さんは？　長谷川は聞くだけ無駄だろうから聞かないけど」

「俺はもう大丈夫っすよ。沙織っちもいつも通り。岡島さんについては……」

　恭介の言葉に納得し、小隊員の近況を尋ねる博孝。それを聞いた恭介は、にやっと笑って視線を移動させた。

「本人に直接聞いてみたらどうっすか？」

「あん？」

　釣られて視線を移動させると、女子寮の玄関から慌てた様子で里香が飛び出してくる。博孝の姿を見つけると急いで駆けつけ――焦あせり過ぎたのか、その途中で転んだ。

「ワオ！　顔面から突っ込みましたよ!?」

「……いやぁ、知らせた俺が言うのもなんっすけど、焦りすぎっすよね」

　どうやら、先ほど連絡を取った相手は里香だったらしい。里香は何かに躓つまずいたのか、足がもつれたのかは不明だったが、まるでコントのようだと博孝は思った。

「あとは沙織っちと、教官にも連絡したっす。沙織っちは体育館で自主練中。教官はこの前の件で色々と忙しいみたいっすけどね」

「へぇ……沙織っちはブレねえな。おっと、岡島さんが起き上がったぞ」

　転んだ里香が起き上がり、今度は早足程度の速さで近寄ってくる。ただし、転んで恥ずかしかったのか、顔は真っ赤で涙目だったが。

「おっす、岡島さん」

「か、河原崎君……」

　博孝が気軽に挨拶をすると、里香は転んだのとは別の理由で涙を浮かべる。そしておずおずと博孝の傍まで歩み寄ると、僅かに震えながら右手を伸ばした。

　里香の右手が、博孝の胸に触れる。そしてしっかりと脈を打っていることを確認すると、安堵するように息を吐いた。

「……うん……良かった……も、もう、大丈夫なの？」

「いやいや、岡島さんの方が大丈夫じゃないっぽいけど……鼻、赤いよ？」

　転んだ時にぶつけたのか、里香の鼻が赤くなっている。それを指摘すると、里香は顔を真っ赤にして両手で顔を隠した。

「い、痛くないから……」

「そっか。なら良いんだけど……ま、とりあえずこっちは無事回復したよ」

「そ、そう……」

　博孝の言葉を聞いた里香は、所在なさげに自身の髪を指先でいじる。しかし、不思議そうな目で博孝が見ると、里香は何かを覚悟するように両手を握り締めた。

「あの、あのね？　そ、その……ね？」

　言い出しにくそうに、里香が博孝を見る。そんな里香の様子に『おや？』と思いながら、博孝は里香の言葉を待った。里香は博孝を真っ直ぐに見つめると、口を開く。

「か、庇わせて、その、ご、ごめんなしゃい！」

「あ、嚙かんだ」

　無意識の内に呟く博孝。それを聞いた里香は、顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「う……うぅ……な、なんで嚙んじゃうかなぁ……」

　本気で恥ずかしかったのか、里香はかつてないほど顔を真っ赤にしている。それを見た博孝は、口元をにやけさせた。

「いやぁー、退院早々良いものが見れたわー」

「なんっすかねぇ……俺、激しくお邪じや魔ま虫むしな感じがヒシヒシと……」

　博孝と里香のやり取りを見ていた恭介は、見舞い品の中からバナナをもう一本取り出し、皮を剝むきながらそんなことを呟く。この場にいて良いのかと思うが、博孝が戻ってきて嬉しいのは恭介も同じだった。そのため、気を利かせて撤てつ収しゆうとはいかない。

　俯いてしまった里香を見た博孝は、苦笑を浮かべる。

「心配をかけちゃってゴメンな？　でも、岡島さんに怪我一つなくて良かったよ」

「で、でも……わたしを庇ったから、河原崎君が……ぅ……ぐすっ……あ、あんな……お、大怪我し、しちゃ、って……」

　博孝の言葉を聞いた里香は、博孝の重傷ぶりを思い出して目に涙を溜め、しゃくりを上げ始めた。それを見た博孝は、砂原の言葉を思い出してため息を吐く。

　もしも博孝が死んでいれば、里香はこれ以上の落ち込み様を見せていただろう。下手をすると、立ち直ることもできなかったかもしれない。そのことを考えれば、迂う闊かつな行動だったと言えるだろう。しかし、里香を庇っていなければ、今度は博孝達が逆の立場になっていたのだ。そのことを考え、博孝は困ったように頰を掻く。

「うーん……俺は小隊長として、仲間として、できることをやっただけだからなぁ……あとは、まあ――」

　博孝は僅かに腰を折って里香と目線を合わせ、同年代の女の子にすることではないと思いつつも、里香の頭に手を乗せて軽く撫でた。

「――これでも、男の子だからな。女の子に傷の一つも負わせたとあっちゃあ、自分を許せないって」

　それで死んだら元も子もないと思うが、それでも、今回は生き延びることができたのだ。それならば良しとしようと、博孝は思う。里香を正気に戻すために頰を叩いてしまったが、それは緊急事態ということで勘弁してほしかったが。

「っ……うぅ……」

　そんな博孝の言葉を聞いた里香は、余計に涙を流してしまう。それを見た博孝は、慌ててポケットからハンカチを取り出した。

「あーあー、そんなに泣かないでくれよ。俺は無事だったんだし、な？　鼻も赤いままだし……くっそー、ホントこういう時に治療系のＥＳ能力が使えればって思うぜ」

　そう言いつつ、博孝は無意識のうちに里香の赤くなった鼻の頭を指で撫で――瞬く間に、赤みが引いた。

「ん？」

　里香が転んで打ちつけ、赤らんでいた鼻が一瞬で元の色に戻る。博孝は『何事？』と首を傾げた。

「ふぅ……なんか、本当にお邪魔虫な感じがするっす……嗚あ呼あ、バナナうめぇ……ぶふっ!?　ひ、博孝!?　な、何してるんっすか!?」

　そして、そんな博孝を見て恭介が驚愕の声を上げる。ついでに食べていたバナナを噴き出してしまったが、そのことに気づいていないように博孝を指差した。

「な、なにって……岡島さんが泣き止んでくれないから、涙を拭ってだな……」

「違うっすよ！　体！　体！　なんで薄緑色に光ってるんっすか!?」

「はぁ？」

　言われるままに視線を下ろし、博孝は自分の体を見る。

「…………ｏｈ」

　何故か、英語が口から出てきた。恭介の言葉通り、博孝の体は薄緑色の光に包まれていたのである。発光の仕方からして『構成力』が表に出ているだけのようだったが、恭介達が『構成力』を使ってＥＳ能力を使う時に現れるのは白い光だ。

「――って、なんじゃこりゃああああああああああああああ!?」

　思わず絶叫する博孝。そんな博孝の声に驚き、里香も体を震わせる。そして、博孝の体が薄緑色の光に包まれているのを見て、目を見開いた。

「あ……そ、それ……」

「なに!?　何か知ってるの!?　やばい状態じゃないよね!?　このまま一定時間が過ぎたら爆発したりしないよね!?」

「う、うん……ば、爆発はしないと思う……よ？」

「ああっ!?　自信のなさそうなところが不安を誘う!?」

　自分の体が突然薄緑色の光に包まれた博孝は恐きよう慌こうしかけるが、次の瞬間には光が消える。そして自分の体に異常がないことを確認すると、首を傾げた。

「お？　おお？　な、なんだったんだ……」

　その場で軽くジャンプをするが、体に異常はない。強いて言えば、少し疲れたような気がする程度だ。体の様子を確認する博孝を見て、涙が止まった里香が口を開く。

「い、今の……か、河原崎君が治療室に運び込まれた後にも見たよ？　き、傷口を覆おおっていた光に似てる……」

「ああ！　そういえばそうっすね！　なんか、博孝の体がさっきの光に包まれていたっすよ。博孝はそのあとに目を覚ましたっす」

　恭介と里香からそう言われ、博孝はもう一度自分の体を見下ろす。

（二人の話と状況から考えると……もしかして……）

　博孝は目を閉じて意識を集中する。入校してから半年間、毎日欠かさず集中力を高めるよう訓練をしてきたのだ。すぐさま集中すると、博孝は自分の中に大きな違和感があることに気づいた。入院している間は体を休めることに注力していたため気づかなかったが、一度意識してみるとその違和感は驚くほど強く、大きい。

　集中を継続したままでその違和感を動かし、全身に行き渡らせる。そして目を開くと、体中が白い光に包まれていた。

「――よっしゃああ！　これが『防殻』か――って、さっきと色がちげえええええ!?」

　思い描いた通り『防殻』が発現できたことに喜ぶ博孝だったが、体を包んでいるのは白い光である。先ほどの薄緑色の光ではなく。博孝は頭を抱えた。

「え？　なに？　これじゃ駄目なの？　いや、『防殻』ができたのは嬉しいけど……」

　そう言いつつも、『防殻』の発現を維持する博孝。

　博孝が恭介と里香の方を見てみると、二人も驚愕で固まっていた。半年間も博孝がＥＳ能力を使えないところを見てきたのだ。それがあっさりと『防殻』を発現してみせたことに驚き――次いで、大きく喜んだ。

「良かったじゃないっすか！」

「う、うんっ。お、おめでとう」

「ありがとう！　これがＥＳ能力を使う感覚なのかぁ……くうっ、涙が……」

　あまりの嬉しさに、涙が出そうになる。しかし博孝の予想とは違い、白い『構成力』が身を覆っているのだ。先ほどは薄緑色の『構成力』だったのだが、と首を傾げる。

「――退院早々、騒がしいな」

　そんな三人に対して、声がかけられた。博孝達が振り向くと、砂原が苦笑を浮かべながら立っている。そして、博孝が『防殻』を発現しているのを見て目を細めた。

「やはり、ＥＳ能力が使えるようになっていたか……」

　博孝が発現している『防殻』。それは、たしかに自身の『構成力』を感知し、操れていることの証あかしだ。だが、砂原の言葉を聞いた博孝は慌てたように砂原へ詰め寄った。

「やはりって……わかっていたならなんで教えてくれなかったんですか!?」

「ん？　いや、ちゃんと言っただろう？　お前が完治したら教えてやる、ただしその前に自分で気づくかもしれん、とな」

　さすがに、重傷者にその場でＥＳ能力を使ってみろとは言えない。そのため怪我が完治してからと思ったが、見事に博孝はＥＳ能力を扱えるようになったようだ。砂原はそのことを嬉しく思うが、同時に疑問も覚える。

「あの時は薄緑色の『構成力』だったが、今は白色か……何か条件があるのか？」

「え？　さっきも薄緑色の『構成力』が体から出てましたよ。なんでなのかはさっぱり不明ですけど」

　博孝の言葉を聞き、砂原は何かを考えるように目を細めた。博孝の状況からある程度推測をつけると、おもむろに自身の指を嚙み切って博孝に示す。

「この傷を治せるか？」

「い、いきなりですね……」

　砂原の取った行動に少しだけ引きながらも、博孝は砂原の指の傷に手を伸ばしてみる。しかし何も起こらず、砂原は僅かに眉を寄せた。

「治療系のＥＳ能力だと思ったのだが……条件が違うのか、それとも河原崎自身、能力の制御ができていないのか……」

　可能ならば色々な条件で調べてみたいが、博孝自身にも何が起きるかわからない。安全に調べるには、先に博孝の技量を向上させる必要があるだろう。

　そういった研究を行う者もいるが、現状の博孝を送り出せばどうなるかわからない。実験動物扱いされる可能性もあるため、砂原としてはその手は打てなかった。

　故に、訓練を通してこれから知っていけば良いだろうと砂原は判断する。そして、楽しそうに博孝を見た。

「折角だ。河原崎、『防殻』を発現したまま両手を重ねて構えろ」

「……なんか嫌な予感がしますけど、こうですか？」

　言われるままに、博孝は自身の前面で両手を重ねて砂原に向ける。すると、それを見た砂原が『防殻』を発現させた。その防殻は非常に力強く、〝『ＥＳ能力者』の技量を見たければ『防殻』を見ろ〟という言葉を実感させるほどである。

　砂原は気軽に博孝との間合いを詰めると、そのまま博孝の両手に向かって掌しよう底ていを叩きこむ。すると博孝の体は大きく後ろへと弾かれ――倒れずに踏みとどまった。

「ほう……」

　踏みとどまった博孝を見て、砂原が感かん嘆たんしたような声を漏らす。しかし、掌底を受け止めた博孝は驚きから抗こう議ぎの声を上げた。

「ビックリしたぁ!?　退院したばかりの生徒にやることじゃないですよね!?　やると思いましたけど！」

　少しばかり痛む両手を振りつつ、博孝が言う。だが、砂原はそんな博孝を見て、実に楽しそうに笑った。

「『防殻』をきちんと維持できたか……これはますます鍛えがいがあるな」

「……そんな楽しそうな笑顔で言われても、嬉しくないんですが……」

　砂原が何を考えているかわからず、博孝は肩を落とす。そんな博孝を見た砂原は、笑みを苦笑の形に変えた。

「すまんな。お前が『防殻』を発現しているのを見て試したくなった。しかし、中々の防御力だな……今後の訓練次第だが、かなり伸びるかもしれんぞ」

「え？　マジっすか!?」

　砂原の賛辞に近い言葉に、一転して博孝は喜色を浮かべる。それを見た砂原は、苦笑のままに頷いた。

「『ＥＳ適合者』の場合、『構成力』が膨ぼう大だいだったり、独自技能を発現したりする場合がある。確率的にも『ＥＳ能力者』に比べれば高い。どうやら、お前はその両方だな。今後の訓練次第では大成するかもしれん」

「ほ、本当ですか!?　俺の時代が来る!?　来ちゃう!?」

　喜びから、砂原の重要な発言に気づかず、『防殻』を発現したままで両手を突き上げる博孝。それを見た砂原は、苦笑を引っ込めて真面目な顔になる。

「だが、それも今後の訓練次第だ。怠なまけたり、増長したりすれば成長を阻そ害がいするぞ」

「うっす！　了解です！　これからもご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いします！」

　博孝は砂原の言葉を受け止め、大きく頭を下げる。嬉しいのは事実だが、スタートラインに立っただけなのだ。

　笑顔の博孝を見た砂原は、言おうとしていたことを言うべきか悩む。しかし、重要なことだと判断すると、周囲の視線がないことを確認してから三人を促して移動する。

　砂原は三人を伴って校舎に入り、教室に入ってカーテンを閉め、周囲に三人以外の『構成力』がないことを『探知』で確認してから口を開いた。

「河原崎、お前が薄緑色の『構成力』を発現したことは他の訓練生には言うな。どうやって発現するかわかっていないが、俺がいない場所で無暗に見せることも禁じる」

「――え？」

　砂原の表情がかつてないほど真剣なものになっているのを見て、博孝は首を傾げる。

　砂原は恭介と里香を見て少しだけ思案するが、博孝が薄緑色の『構成力』を発現しているのを知っているため、同時に釘くぎを刺すことにした。

「お前が発現した薄緑色の『構成力』は、独自技能によるものだと思われる。以前話したことがあると思うが、ロシアの『猛もう毒どく』、アメリカの『溶よう解かい』……独自技能を持つ者を何人か知っているが、それぞれ独自技能を使う際、『構成力』の色が通常と異なるんだ。その点を考えると、お前も何かしらの独自技能を使えると判断するべきだろう」

　独自技能。その言葉を知識として知っている博孝ではあるが、自身がその独自技能を使えるかもしれないと言われれば、砂原の懸け念ねんも自然と理解できた。

「もしかしてですけど……他の『ＥＳ能力者』に知られたら危険、ですかね？」

「能力にもよるだろうが、他国の『ＥＳ能力者』からすれば非常に邪魔だろうな」

　邪魔という言葉を聞いて、博孝や恭介、里香は体を震わせる。その言葉が意図するところは明白であり、事の重大さに気づいたのだ。

「訓練校の中ならば危険も少ないが、今後は身の回りにも注意しろ。俺も可能な限り注意を行う」

「りょ、了解です」

　博孝が想像したよりも深刻な砂原の様子に、博孝は僅かな不安を覚えつつ頷いた。

「長谷川には俺から言っておく。河原崎は当面普通のＥＳ能力の制御に注力しろ。そして、薄緑色の『構成力』を発現したらすぐに報告しろ。これは命令だ」

「はい！」

　少しばかり硬くなった様子で返事をした。すると、それを見た砂原は表情を緩める。

「安心しろ。訓練校にいる限り、俺が手出しはさせん。それに、そこいらの『ＥＳ能力者』がお前を襲っても、余裕で返り討ちにできるよう徹てつ底てい的てきに鍛えてやる」

「……ありがたいんですが、お手て柔やわらかにお願いします」

　砂原の表情に安堵したものの、発言の内容が気になって素直に頷けない博孝だった。そんな博孝を見て、砂原は楽しそうに笑う。

「教きよう導どう部ぶ隊たいに放り込めば安全かつ成長も早いんだろうが、『ＥＳ能力者』の教導部隊はないからな。徹てつ底てい的てきにしごけば、早い段階で一人前の『ＥＳ能力者』になるだろう」

「うわっ、駄目だ、聞いてねぇ……」

　お手柔らかにと言ったはずなのに、砂原は『徹底的にしごく』と言っている。それでも、博孝は『望むところだ』と思う気持ちもあった。ようやくＥＳ能力が使えるようになったのだから、いずれは空を飛べるようになるかもしれない。

　そう思えば、砂原の言う徹底的なしごきにも耐えられる――ような気がした。あくまで、気がするだけである。

「明日からの訓練を楽しみにしておけ。今日は退院したばかりだからな。体を休めろ……ああ、『防殻』の練習ぐらいなら許可する。岡島と武倉も良いな？」

「りょ、了解っす！」

「は、はい……」

　砂原からの言葉に、恭介と里香も頷く。気になることはあったが、混乱していて質問もできなかった。

「それでは解散とする」

　そう言って、砂原が教室から出ていく。『ＥＳ寄生体』と訓練生が戦ったことによる報告書の作成に加えて、博孝の現状についてまとめる必要ができたのだ。

（訓練校の防衛を行う『ＥＳ能力者』や兵士の数をそれとなく増やすよう、大場校長にも相談が必要だな……）

　周囲に異常を悟られない程度で、訓練校の防衛担当者を増やす必要もあるだろう。少なくとも、大場には博孝の現状を報告する必要がある。

　そうやって今後のことを組み立てながら歩き去る砂原を、博孝達はどこか困ったような表情で見送るのだった。




　翌日、博孝は目が覚めるなり、ベッドから起き上がって『防殻』を発現させていた。昨日のことが夢ではないことを確認すると、ガッツポーズを取る。もしもこれで昨日のことが夢で、『防殻』はおろか『構成力』を感じ取ることすらできなかったら、間違いなく泣いていただろう。

「おっし！　ちゃんとＥＳ能力が使えるぜ！」

　これで、実技訓練で他の訓練生に後れを取ることはないだろう。そこまで考えた博孝は、頭の片かた隅すみに引っかかるものを感じた。

「ん？　んんー……おお、そう言えば、ＥＳ能力が使えるようになったら真っ先にやらないといけないことがあったな」

　そう言って、博孝は口元を邪悪に歪めた。『空を飛ぶ』という目標よりも先に、達成すべき目標があったのだ。そのことを思い出し、実技訓練の時間に想いを馳はせる。

「ふっふっふ……さあて、リベンジの時間まで待ち遠しいぜ」

　以前、博孝はクラスメートの三人組と喧嘩をした。その時はＥＳ能力が使えず、『ＥＳ能力者』としての身体能力だけで戦ったが、負けたことが非常に悔しかったのだ。

「その悔しさを今日、熨の斗しをつけて叩き返してやる！」

　だが、『防殻』だけとはいえ『ＥＳ能力者』として同じ土ど俵ひように立てたことになる。あとは気合と根性と、半年間で磨みがいた体術を使って土俵から叩き落とすしかない。

　テンションを高めつつも、『防殻』を維持する博孝。ＥＳ能力が使えずとも半年間集中力を養う訓練を続けたおかげか、大抵のことでは『防殻』を消失させることはない。

　体を動かしながら『防殻』を維持することは、今の博孝にとって容易たやすい。今までＥＳ能力が使えなかったことが噓うそのように、十全に『構成力』を操ってみせた。

　博孝は昂たかぶる心情を無理矢理抑え込むと、制服に着替えて部屋から出る。そしていつも通りに朝食を取り、いつも通りに午前中の授業を受けた。その際、ＥＳ能力が使えることは口外しないよう恭介や里香に口止めをするほどの周到振りである。

　そして午後、博孝は体操着に着替えると、やる気満々といった表情でグラウンドに集合していた。ついでに目標である三人組――クラスメートである中なか村むら、和わ田だ、城じよう之の内うちに視線を向ける。

　この三人は初任務の際にも『ＥＳ寄生体』と遭遇しなかったのか、平常通りの様子だった。しかし、博孝の視線に気づくと示し合せたように近づいてくる。

「よお、もう怪我はいいのかよ？」

　三人組のリーダー格であり、第六小隊の小隊長を務める中村がニヤニヤとしながら話しかけてきた。外部へは機密扱いになっているが、クラスメートが相手ではそれもない。博孝は三日間入院していたのだ。何かがあったと推察するのは容易だろう。

　そんな中村に追従するように、和田も嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「大怪我したんだってな？　いやぁ、クラスメートとして心配したんだぜぇ。ＥＳ能力が使えないってのは大変だなぁ」

「まったくだ。怪我で済んで良かったぜ……なあ？」

　城之内も和田と同じように、嫌な笑みを浮かべた。言葉だけを聞けば心配しているようだが、態度は全く心配しているように見えない。事実、傍で聞いていた恭介がその瞳に怒りの色を浮かべた。

「テメェら……」

　拳を握りしめた恭介が一歩前に出る。その気迫に三人組は少しばかり気け圧おされたが、すぐに気を取り直した。

「なんだよ武倉。お前には関係ないだろ？　引っ込んでろよ」

「そうだよ。でも、お前も大変だよなぁ。そんな無能が小隊長をやってるとよ」

「なんなら俺が第一小隊の小隊長をやってやるぜ？」

　恭介は『防ぼう御ぎよ型がた』の『ＥＳ能力者』であり、三人いれば脅きよう威いではないと思っているのだろう。中村は接近戦が得意な『攻こう撃げき型がた』、和田は遠距離戦が得意な『攻撃型』、城之内は『防御型』である。『防御型』の恭介一人、恐れるほどでもない。

　それでも恭介はなんの躊ちゆう躇ちよもなく戦うだろうが、博孝が目線でそれを制した。

「なんだ、お前ら心配してくれたのか。いやぁ、嬉しいなぁ」

　そして、とてもイイ笑顔を浮かべて気軽にそう言ってみせる。そこには一切の怒りの色がなく、嘲あざけりの言葉をかけた三人の方が戸惑うほどだ。同時に、博孝の笑顔を見た恭介は一気に怒りが収まるのを感じる。

（あ、絶対何かやらかす気っすね……）

　絶対何かを企たくらんでいると、恭介は悟った。これでも半年間親しくしてきた友人だ。今の言葉に怒っていない――ように見えるのは、何かしらの考えがあるのだろう。

　反対に、これまで嘲りの言葉を投げかけ、時には直接的な暴力に出ていた三人組は博孝の態度が気に食わない。

「んだよ……怪我して頭の螺ね子じが外れたか？」

　代表して、中村がそんな言葉を口にした。それを聞いた博孝は、ニヤリと笑う。

「おうよ。螺子やら歯車やら、色んなモノが外れた気分だよ。ふっふっふ……いやぁ、この時をどれほど待ったことか」

　楽しげに笑う博孝。その表情を見た三人組は、顔を見合わせる。

「いや、お前……本当に大丈夫か？　頭とか……」

　続いて、今度は本気で心配された。それを聞いた博孝は、笑みを深くする。

「ノープロブレム。絶好調だよ、俺。まあ、強いて言うなら退院祝いが欲しいところだな――というわけで、以前お前らに負けた分、ここらで取り戻させてもらおうか？」

　拳を握り締め、博孝が骨を鳴らす。それを見た三人組は視線を交わし合うと、口元を吊り上げた。

「へぇ……良い度胸じゃん。『防殻』も使えないくせによ」

「あの時と違って『防殻』の維持は完璧だぞ。どうなるかわかってんだろうな？」

　以前博孝がこの三人組と喧嘩をした時は、ＥＳ能力の扱いが下へ手ただったため戦うことができた。しかし、今はその未熟さもだいぶなくなっている。少なくとも、投げ飛ばすぐらいでは『防殻』の維持を止めさせることはできないだろう。

「そんなに慌てるなよ。教官に許可を取ってからだ。模も擬ぎ戦せんって形にしてもらおう」

　博孝がそう言うと、中村が眉を寄せた。

「模擬戦？　まさかお前、長谷川や武倉に助勢を頼むつもりじゃねえだろうな？」

　警戒するように言うと、名前を呼ばれた恭介が首を傾げる。

「俺っすか？　博孝、どうするっすか？　必要なら手を貸すっすけど？」

　半ば答えを予想しつつ恭介が問うと、博孝は恭介が予想した通り首を横に振った。

「いらねー。のんびり観戦しててくれ。あ、なんなら、昨日あげた果物でも食べつつ」

「昨日もらった果物は美お味いしかったから全部食べたっすよ」

　博孝の言葉に、恭介は気が抜けるのを感じる。それでも、言うべきことは口にした。

「ちゃんと教官に許可を取ってからやるっすよー。あと、油断は禁物っすからね」

　恭介がそう言うと、実技の時間になったため砂原がグラウンドへと姿を見せる。そしてすぐに博孝達の雰ふん囲い気きがおかしいことに気づくと、片かた眉まゆを上げた。

「これは何の騒ぎだ？」

　砂原に声をかけられたため、博孝は背筋を伸ばして真剣な視線を向ける。

「実戦形式の模擬戦をやりたくてですね――三対一で」

「ほう……実戦形式の模擬戦か。それも三対一で、か」

　博孝の言葉を聞いた砂原は博孝と相対するように立つ三人組を確認するが、その顔ぶれを見て苦笑する。博孝が何を望んでいるか、すぐにわかったのだ。

「あの件か……しかし河原崎、お前は退院したばかりだろう？」

「大丈夫です！　しっかり休養が取れて、むしろ調子が良いぐらいですよ！」

　拳を握りしめて力説する博孝。それを見た砂原は、困ったやつだとため息を吐く。

「中村、和田、城之内。お前らは河原崎の申し出を受けるのか？」

　一応は尋ねてみると、三人組は頷く。

「教官の許可が出るのなら、今すぐにでも」

「クラス全員の前で恥をかかせてやりますよ」

　全員やる気のようだった。それを見た砂原は、再度ため息を吐く。

「やれやれ……今回だけだぞ。それで遺い恨こんは全て流せ。良いな？」

　三人組というよりは、博孝に向けて砂原が言う。それを聞いた博孝は笑顔で頷いた。

　どの道、最近の三人組の態度は目に余ると思っていた砂原である。それに加えて、博孝に対して確認したいことがあったため、砂原は許可を出すことにした。こんな騒ぎができるのは、訓練校までである。喧嘩ならば可愛いものだろうと思った。

　博孝と三人組は砂原の許可が出たことで、他のクラスメート達から離れる。実戦形式と言った以上、ＥＳ能力の使用もあるからだ。

「実戦形式とはいえ、模擬戦である以上相手を殺さつ傷しようする威い力りよくの攻撃は禁じる。その場合は問答無用で割って入るぞ。それと河原崎は……わかっているな？」

「了解です」

　一応の警告を発する砂原に、四人とも頷いた。特に、博孝は例の薄緑色の『構成力』について注意を受けたため深く頷く。博孝は三人組の顔を見ると、小さく笑った。

「なんだよ、余裕じゃねえか。これから大恥を晒すっていうのによ」

　そんな博孝の様子を見て、中村が不快そうに言う。客観的に見れば、博孝は『ＥＳ能力者』でありながらＥＳ能力が使えない落ちこぼれだ。体術においては男子のトップだが、女子のトップである沙織に勝てるかどうかといったレベルであり、クラスメート達の評価はそこまで高くなかった。

　だが、博孝はそんな嘲りも心地ここちよいと言わんばかりに笑みを深める。ようやく借りを返すことができそうなのだ。そのため、精神を昂揚させながらも油断はしない。

「ＥＳ能力も使えない癖くせによ……ボコボコにしてやるぜ」

　そう言いつつ、三人が『防殻』を発現する。この時点で、生徒の大半は博孝の敗北を予想した。だが、その中でも第一小隊の面々の心境は大きく異なる。

　恭介は、博孝が調子に乗ってやり過ぎなければ良いな、と思った。

　里香は、博孝が暴れ過ぎて怪我をしないことを祈った。

　沙織は、結末が見えている勝負に興味を持たなかった。

　一名ほど平常運転だったが、それでも各人が抱いた心境は他のクラスメートと大きく異なることに違いはない。当の博孝は、そんな自らが率いる小隊の仲間達の心境を知ってか知らずか、急に高笑いを始める。

「くっくっく……はぁーっはっはっは！　愚おろか者ものめぇ！　人が進歩しない生き物だと思ったかっ！」

　悪役のように笑う博孝。そして、『防殻』を発現させて拳を握り締める。

「なっ!?」

「お前、いつの間に!?」

　驚く三人組を見て、博孝は満足そうに笑う。そして、告げた。

「――というわけで、ボクシングごっこしようぜ！　お前らサンドバッグな！」

　以前言われた言葉を返して、それが模擬戦開始の合図になる。

『防殻』を発現した博孝に驚きつつも中村は拳を構え、和田は『射撃』で光弾を発現し、城之内は『盾』を発現する。

　手始めに和田が光弾を放つが、博孝は半歩動くだけでそれを避けてみせた。次いで、地を蹴って中村へと接近する。それを見た和田が慌てたように再度『射撃』を行うが、飛んでくる光弾を博孝は掠らせもせずに回避した。

「無駄無駄ァ！　俺を倒したいなら五発以上同時に『射撃』を撃ち込むんだなぁ！」

　実体験に基づいてそう叫ぶ博孝。しかも、今は『防殻』を発現しているため、五発以上『射撃』を食らっても耐えきれる自信がある。まがりなりにも実戦を経験した博孝は、和田の放つ『射撃』に何の脅威も感じなかった。

「このっ！」

　間合いに踏み込んできた博孝に対して、中村が迎げい撃げきのために拳を振るう。左足で踏み込み、博孝の顔面を右拳で狙った。それに対して博孝も前へと踏み込み、振るわれた拳に合わせるようにして左拳を繰り出す。

　中村の拳が左頰を掠めるが、博孝はそれに構わず、中村の腕にかぶせるようにして自身の左拳を中村の右頰に叩きつけた。それは、俗ぞくに言うクロスカウンターである。まともに殴られた中村は後ろへと弾かれるが、博孝は突き出されていた中村の右腕を摑む。

「おらよっと！」

　腕を取り、足を払い、体を巻き込むように回転させる。勢い良く中村を地面へ叩きつけると、殴られた衝撃もあって集中が切れたのか中村の『防殻』が消失した。それを見た和田が『射撃』で博孝を狙うが、それを察知した博孝は中村を盾にする。

「ぐはっ!?」

「あ、て、テメェ！」

　背中に『射撃』が直撃した中村は、その衝撃で気を失う。博孝はそのまま中村を持ち上げると、盾代わりにしたままで和田へ向かって駆け出した。

　それを見た城之内が割って入ろうとするが、『防御型』である彼には『防殻』を発現したまま立ちふさがることぐらいしかできない。接近戦を挑むこともできるが、城之内はそれほど体術が得意ではなかった。

　城之内は『盾』も使えるが、相手が肉にく弾だん戦せんを挑んできた場合に『防殻』と同時に使えるほど習熟していない。『射撃』なども一応使えるが、実戦で通用する威力はない。

　博孝は持ち上げていた中村を盾にしたままで城之内に近づくと、組みつかれるよりも先に中村を城之内へと投げ渡す。城之内はさすがに仲間を避けるわけにもいかず、慌てて中村を受け止め――その隙すきに、博孝は城之内のすぐ傍に踏み込んでいた。

　正面は中村を受け止めたことで塞がっているため、真横から、脇わき腹ばらを抉えぐるようにして折りたたんだ肘ひじを叩きこむ。さすがに『防御型』の『防殻』は頑丈だったが、それでも博孝は自身が発現した『防殻』を頼りに、二度三度と打撃を加えた。

　和田は博孝と城之内が接近しすぎているため、『射撃』を使うことができない。それでも博孝は油断をせずに、打撃を加えて城之内を無力化した。

　そして最後の仕上げとばかりに和田の元へと向かう。和田は博孝が城之内達から離れたことで『射撃』を再開するが、博孝には当たらない。

　相手の目線や発現した光弾の位置から狙いを看かん破ぱすれば、単調な『射撃』など当たらないのだ。

　もしも『射撃』を習熟しているならば、複数の光弾を発現させて同時に放つか、何発かを囮にして放つだろう。『ＥＳ寄生体』が五発もの光弾を放った時のように、避けられない状況を作れば良いのだから。

　しかし、和田は複数の光弾を発現する技量がない。そのため、嬉き々きとして向かってくる博孝に対してできたのは、せめてもの抵抗に『射撃』を継続することだけだった。




　模擬戦は、五分もかからずに終了した。それも、大半のクラスメートの予想を裏切る、博孝の勝利という形での終幕である。

　博孝は最後に残った和田を気絶させると、両手を突き上げて歓喜の声を上げた。以前喧嘩で負けたことが、余程悔しかったのだろう。

　それでも半年間、腐らずに自分ができることを行った結果が、この光景である。

「――それまで」

　三人を倒した博孝を見て、砂原が模擬戦の終了を告げた。それと同時に恭介が博孝のもとへと駆け寄るが、その様子を見ながら砂原は顎に手を当てる。

（模擬戦とはいえ、戦闘中でもあの『構成力』は発現しないか……）

　砂原が模擬戦を許可した理由は、博孝が持つ薄緑色の『構成力』について考察する目的もあった。生徒の目もあるが、仮に博孝が薄緑色の『構成力』を発現しても言い繕つくろうことができる。そう思っての許可だったのだが、結果は『防殻』のみを使用した博孝の圧勝という形で幕を閉じた。

（河原崎の精神状態は関係ないのか？　そうなると、単純に河原崎がもう一つの『構成力』を発現させるだけの技量がないということになる、か……）

　これは今後の検討事項だな、と内心で呟く。そして、博孝が倒した三人組に対して『治癒』を行う。目を覚ました三人は状況が理解できないのか、周囲の様子を見て目を瞬しばたたかせた。しかし、自分達が博孝に負けたことを悟ると悔しそうな顔をして俯く。

　三対一で、それまで格下だと侮っていた博孝に負けたのだ。激げき昂こうして博孝に殴りかからなかっただけ大人しい反応だと言えるだろう。それでも悔しそうな顔を見る限り、良い薬になったと砂原は判断した。

　博孝は三人が目を覚ましたことに気づくと、そちらへと歩み寄る。三人は博孝が歩み寄ってきたことに気づくと、不ふ貞て腐くされたように顔を逸らした。だが、そんな三人を見た博孝は苦笑しながら手を差し出す。

「これで一勝一敗……つまり、対等だな」

「なんだよ……何が言いたいんだ？」

　中村が不貞腐れながら問う。すると、博孝は苦笑を笑みに変えた。

「俺もＥＳ能力を使えるようになった。まあ、他のみんなと比べたら遅すぎたけどな。どうだ？　これで俺のことも、クラスメートとして認めてくれるんじゃないか？」

　ＥＳ能力が使えない落ちこぼれではなく、同じステージに立つ『ＥＳ能力者』として。

　博孝がそう言うと、三人は不貞腐れたような顔から一転、バツの悪そうな顔になる。

「……お前が騒がしくて、それをうるさいと思ったのは事実だからな」

「ああ、そりゃ悪い。でも、こういう性格なんでな。諦めてくれ」

「……で、その手はなんだよ？」

　手を差し出したままの博孝を見て、城之内が尋ねた。それを聞いた博孝は、予想外のことを聞いたと言わんばかりに目を見開く。

「そりゃお前、仲直りの握手だよ」

　他に何がある、と博孝は首を捻った。心底不思議そうな博孝の言葉を聞いた三人は、自分の耳を疑う。

　三人が博孝に喧嘩を吹っかけたのは、自分達の力を試したかったからだ。その際博孝を選んだのは、博孝が気に食わなかったというのもある。しかし、それ以上にＥＳ能力が使えないという一点で――言わば弱者を選んだのだ。それ故に、博孝が根に持つと思っていた。だからこそ、今回こんな模擬戦を行ったのだろう、と。

　だが、手を差し伸べる博孝から負の感情は一切感じられない。三人を倒した、見返してやったという達成感だけしか見受けられなかった。

「そっちは俺がムカついた。俺もお前らがムカついた。だから喧嘩した。それなら、あとは仲直りぐらいしかやることはないだろ？」

「なんだそれ……殴り合ったから仲直りなんて、そんな単純な思考はしてねえぞ」

　博孝の言いたいことはわかったが、理解ができなくて和田は呟く。それを聞いた博孝は、その言葉を笑い飛ばした。

「いいじゃねーか！　単純でけっこう！　折角のクラスメート、折角の仲間なんだし、仲良くしたいじゃんか！」

　再度手を差し出す博孝。三人は顔を見合わせ、複雑そうな顔をする。それでも代表として中村が手を取ると、博孝は力を入れて立ち上がらせた。そして、ニヤリと笑う。

「そんじゃ、仲直りな？」

「……うっせ。また無駄に騒いでみろ。その時はフクロにすっからな」

「おお怖い。でも、喧嘩したら教官に怒られるから模擬戦でな？」

　博孝がそう言うと、それを聞いた砂原が歩み寄ってくる。

「河原崎、もしまた今回のようなことをしたら、模擬戦でも私し闘とうと見み做なすぞ？」

「げっ……や、やだなぁ。ちゃんとした模擬戦ですって！　な？　そうだよな!?」

　博孝は馴れ馴れしく中村の肩に手を回すと、頷けよと小さく呟く。それを聞いた中村は、ため息を吐いた。

「模擬戦じゃなくて、喧嘩がしたいそうです」

「ちょ、おまっ!?」

　即座に裏切られ、博孝は焦ったような声を上げる。すると、砂原が楽しそうに笑った。

「そうか。それならどうだ、河原崎。俺と喧嘩をするか？」

「うっわ！　それは勘弁してください!?」

　拳を鳴らす砂原と、後ずさる博孝。それを見た三人は、思わず笑みを浮かべる。

「お前ら何笑ってんだよ!?　ああもう！　やっぱり模擬戦じゃなくて喧嘩で――」

「なるほど、余よ程ほど指導を受けたいようだな？」

　そう言って、砂原が拳骨を落とす。それを見た生徒達は、楽しそうに笑い出した。

　――入校して半年。

　それが、博孝が『ＥＳ能力者』としてクラス全員に認められた瞬間だった。
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　その日、早朝から自じ主しゆ訓くん練れんを行うためにグラウンドに出てきた沙さ織おりは、奇き妙みような生き物を発見した。その生き物は『防ぼう殻かく』を発現させつつ、夜間ということで外がい灯とうに照らされたグラウンドを爆走し、時折奇き声せいを発しては飛とび跳はねるといった奇行を繰り返している。

「アーッハッハッハッハァー！」

　その生き物はそんな声を上げ、ロンダートから後こう方ほう倒とう立りつ回かい転てんとび、そこから後こう方ほう伸しん身しん四回宙返りという体操選手が見たら目を剝むくような動きをして沙織の傍そばに着地すると、笑顔で手を上げる。『ＥＳ能力者』の身体能力を活用した、実に無む駄だな動きだった。

「おっす、沙織っち！　今日も良い天気だな！」

　奇妙な生き物――博ひろ孝たかに対して、沙織は冷たい目を向けた。日の出が近い夜空は雲が少なく快晴と言えるが、日も昇らぬうちから『良い天気』と言われても納得できない。

「沙織っちって――」

「罰ばつ」

「ぐっ……」

　独どく断だん専せん行こうの懲ちよう罰ばつを出され、沙織は口をつぐむ。博孝は早速活用し、沙織を『沙織っち』と呼んでいた。

「沙織っちも自主練か？」

「……まあ、そんなところよ」

　汗を拭ぬぐいながら尋ねてくる博孝に、沙織は渋しぶ々しぶ答える。しかし、そこでふと気になったことがあって沙織は口を開いた。

「アンタ、何時から自主練やってたの？」

「ん？　えーっと……六時だな」

「そう……え？」

　今の時刻は午前五時である。沙織は携けい帯たい電でん話わと校舎の掛け時計を見比べ、時間が狂くるっていないことを確認した。そんな沙織の動作を見た博孝は、手を打ち合わせる。

「ああ、六時って、昨日の午後六時な」

「……呆れたわね。まさか、実技訓練が終わってから一晩中自主訓練をしていたの？」

「おう！　さすがに食事休きゆう憩けいは挟んだけどな！」

　そう言って朗ほがらかに笑う博孝に、沙織は頭が痛むのを感じた。沙織も毎日自主訓練を行っているが、博孝は非常識に過ぎる。しかし、博孝は元気な様子で笑った。

「いやー、ＥＳ能力が使えるようになってから、テンションが上がりっぱなしでなー。興こう奮ふんして寝つけねーよ」

　まるで、欲しかった玩具おもちやを買い与えられた子供のようだ。しかし、博孝はクラスメートが続々とＥＳ能力を身につけていく中で、『構こう成せい力りよく』すら感じ取れなかったのである。それが改かい善ぜんされた以上、嬉うれしく思わない方が無理だった。

　幸い、『ＥＳ能力者』になってからは数日ぐらいなら徹てつ夜やをしても問題がない。精神的な休きゆう養ようのために睡眠を取ることもあるが、『ＥＳ能力者』の体に慣れた博孝は最低限の睡眠時間しか取っていなかった。

　ちなみに、一晩かけて博孝が練習していたのは長時間『防殻』を維い持じしたまま激しく体を動かすことである。中なか村むら、和わ田だ、城じよう之の内うちと模も擬ぎ戦せんをした時はなんとか『防殻』を維持できたが、戦いが長時間になればそれも難しい。

　だが、入校から半年の間、体術や集中の訓練に身を尽くしてきた博孝にとっては、慣れさえすれば『防殻』を維持し続けるのは容易だった。

　博孝は沙織を見ると、良いことを思いついたといわんばかりに目を輝かせる。

「そうだ、良かったら組くみ手てしないか？　使用するのは『防殻』だけだけどな」

　一人で行う訓練には限界があると理解している博孝は、沙織にそう申し出る。その申し出を聞いた沙織は、時間の無駄と断る――前に、少しばかり思考した。

（以前の河原崎が相手だったら時間の無駄にしかならないけど、今ならどうかしら？）

　そんなことを考えつつ、沙織は博孝を見る。

　博孝はＥＳ能力が使えない期間を利用し、体術を鍛え続けた。その腕前は生徒達の中では頭一つ、二つは飛び抜けている。体術だけならば沙織と同等の水準近くまで鍛きたえており、体格を考こう慮りよすると敗北する可能性もあった。

　そこに『防殻』が加わればどうなるのか。沙織はそれを考え、口の端はしを吊つり上げる。

「そうね……良いわよ」

「ですよね、駄目ですよね……って、マジで!?」

　博孝にとっては予想外のことに、沙織は承しよう諾だくした。授業の時を除けば、常に一人でいるような沙織が、である。博孝は驚きよう愕がくしつつも、承しよう諾だくしてくれたことを喜ぶ。

「うわ、マジか!?　ありがとうな！　あ、でも、本当に『防殻』だけだぞ？　沙織っちはすぐ『武ぶ器き化か』を使うからな」

「わかってるわよ」

　念を押してくる博孝に、沙織は苦笑しながら答えた。これは『防殻』を使った体術の訓練であり、『ＥＳ能力者』として実戦を想定したものではない。

　そう思った沙織だが、その言葉を聞いた博孝はどこか訝いぶかしげな表情をしている。

「なによ？」

「いや……なんでもない」

　博孝は表情を笑顔に変えつつ、内心で首を捻ひねった。

（なーんか、沙織っちがあまりトゲトゲしくないような……どんな心境の変化だ？）

　初任務以来、沙織の態度は軟なん化かしている。訓練の時も、以前に比べると素直に指示を聞いてくれるのだ。好機を捉とらえると前に出るが、深追いはせずに博孝の指示を聞いて下がってくれる。博孝が『防殻』を発現できるようになったため、指示を出しつつ沙織のサポートができるのも大きい。

　そして、これは本当に僅かな変化であるが、小隊の中にいる時の沙織は時折笑みを見せることがあった。それは里香に対する苦笑だったり、博孝や恭介に対する嘲ちよう笑しようだったり、種類は色々だが、表情が変化するようになっている。

（――ま、良い変化ってことかねぇ）

　そう思いつつ、博孝は沙織に視線を向けた。

「準備運動はどうする？」

「いらないわ。実戦だと、準備運動すらできないかもしれないしね」

「ははっ、確かに」

　初任務の時は、まさにその通りだった。準備運動どころか心構えをする暇もなく、戦闘に突入したのだ。沙織にすれば、準備運動など今更だろう。そもそも、『ＥＳ能力者』は準備運動をせずともそれほど体に影響がない。

　博孝と沙織は二メートルほど離れると、それぞれ構えを取った。

　博孝は開いた左手を前に突き出し、右手は自身の右腰へ。足は左足を前に出し、適度に脱力しながら腰を落とす。入校以来磨いてきた、待ちのスタイルだ。

　沙織は胸の前で拳を構えつつステップを踏む。沙織は蹴りを主体にしており、『ＥＳ能力者』としての身体能力と相まって、凶きよう器き染じみた蹴り技を繰り出すのが得意である。

　そして、両者は合図もなく動きだし、拳と蹴りを交え合うのだった。
















　結果から言えば、博孝が負けた。

　互いに『防殻』を維持したままで組手を行い、その実力は伯はく仲ちゆうしていたと言える。攻める沙織に、守る博孝。『ＥＳ能力者』として高い体力と身体能力をフルに使って十分もの打撃戦を繰り広げていた二人だが、勝敗を分けたのは博孝の自滅だった。

　沙織の蹴りを受け流し、懐へと踏み込んだところまでは良かった。しかし、拳ではなく掌しよう底ていを使う方が得意な博孝は、そのまま掌底を繰り出し――その掌底が、回避中の沙織の胸に当たったのである。

　高い集中力を持つ博孝ではあるが、これにはさすがに動どう揺ようした。だが、沙織は一切動じることなく博孝の腕を摑つかむと、そのまま捻って地面へと組み伏ふせたのである。

「ふふん。わたしの勝ちね」

　誇らしげに沙織が言う。それを聞いた博孝は、頭を下げた。

「あー……降こう参さん。あと、胸に触っちまってゴメン。本当は顎あごを狙ったんだけどな」

　組み伏せられた状態で博孝がそう言うと、沙織は顔色を変えずに首を傾げた。

「え？　組手だから仕方ないでしょ。というかアンタ、そんなことで集中を切らしていたら、実戦で女性の『ＥＳ能力者』が相手だったらどうするのよ？」

「むう……正論過ぎて反論ができんぜ」

「敵が裸はだかだったらどうするの？　それで動揺していたら戦えないわ」

「発言が漢おとこらしすぎるっ!?」

　今も博孝を組み伏せるために沙織が背中に乗っているが、それに対しては動揺しない。沙織は博孝を解放すると、額ひたいの汗を拭った。

「ふぅ……けっこう良い訓練になったわ。ありがとう」

「おう、こっちも……」

　沙織の言葉に頷きつつ立ち上がった博孝だが、その発言に看過し得ないモノが含まれていて思わず驚愕し、後ずさる。

「さ、沙織っちが、あ、ありがとう……だと？」

「はぁ？　わたしだって、お礼の言葉ぐらい言うわよ？」

「お、おう……そ、そうだな。いや、すまん。純粋に驚いた」

「……それはそれでムカつくわね」

　まったく、と沙織は大きく息を吐く。少しばかり息が上がっているが、十分間連続で動き続けたために頰が上気し、健康的な美しさが漂っていた。

　博孝はなんとなくそれを見つつ、腕の痛みを取るように払う。

「しかし、沙織っちは剣術だけでなく体術もやれるのが羨ましいな」

「子供の頃から体を動かすのは得意だったしね。河原崎は？」

「俺？　俺も運動は得意だったけど、武道とか武術の経験はほとんどないんだよなぁ」

「へぇ……その割には良い筋してるわよ。素人しろうとだから飲み込みが早いんでしょうね」

　珍しく雑談にも付き合う沙織。それに気を良くした博孝は、沙織の髪をまとめているリボンに目を向けた。

「そういや、沙織っちはいつもそのリボンをつけてるよな？　お気に入り？」

　話題の切っ掛けとして問うと、沙織は手を伸ばしてリボンに触れ、少しだけ微笑ほほえむ。

「……わたしが小さい頃に、お祖じ父い様が誕生日プレゼントとしてくれたのよ」

　沙織の祖父と言えば、『武ぶ神しん』長は谷せ川がわ源げん次じ郎ろうだろう。博孝は自分の抱いていたイメージが少しだけ変わるのを感じた。

「お祖父さんが……良い人なんだな」

「ええ……孫として、誇ほこらしく思っているわ」

　そう言いつつ、沙織はどこか遠くを見るように目を細める。それを見た博孝は、少しばかり悪戯心が湧くのを感じた。

「その白いリボンも、沙織っちの長い黒髪にピッタリだもんな。綺麗な髪だしね」

「そう？　まあ、手入れは欠かしていないから」

　だが、褒め言葉に対しても沙織はクールだった。里香のように慌てたり、顔を赤くしたりはしない。そのことに肩かた透すかしを食らった気分になる博孝だが、頰を赤らめる沙織というのも想像できず、苦笑するだけに留めた。

「あ、そうだ。良ければ汎はん用よう技ぎ能のうについて教授してくれないか？」

　話題を変え、そんなことを頼んでみる。長時間『防殻』が維持できたため、次のステップに進みたいのだ。それでも、沙織の性格ならば断わるだろうと思っていた。

「……そう、ね。アンタが汎用技能を覚えれば、小隊の底上げになるかしら……」

　だが、予想を裏切って沙織の反応は好感触だった。今日は予想外のことが何度も起きる日だと博孝は目を見開く。

「わたしは厳きびしいわよ？」

「ははっ、望むところだ」

　沙織の言葉に笑いつつ、博孝も頷くのだった。




　初任務から二週間も経つと、博孝は汎用技能の全てを発現できるようになっていた。

『射しや撃げき』は沙織に、『盾たて』は恭きよう介すけに、『接せつ合ごう』は里り香かに教わることで、あっという間に身につけることができたのだ。半年間で培つちかった高い集中力のおかげか、三人よりも効果が劣おとるもののＥＳ能力自体は身につけることができている。

　あとは各技能の習熟を高めたり、五級特殊技能に手を出したりしようと考えていた。博孝としては、優先して『通つう話わ』や『探知』などを身につけたいと思っている。それらのＥＳ能力を身につけることができれば、小隊として戦術の幅も広がるだろう。

「長谷川！　右！」

　そんなことを考えつつ、小隊ごとの模擬戦を行っていた博孝は沙織に指示の声を飛ばした。思考することで相手と会話ができる『通話』ならばもっと楽になるだろうと思ってしまったため、ついつい模擬戦の最中にそんなことを考えてしまったのである。

　博孝の指示を聞いた沙織が右側から接近してきた中村を迎撃し、その間に博孝は和田に向かって走りつつ口を開いた。

「恭きよう介すけ！」

「合点っす！」

　和田から『射撃』が行われるが、恭介が発現した『盾』によって防がれる。それによって最短距離で間合いを詰めた博孝は、掌底を和田の鳩みぞ尾おちに叩き込む。そして振り向きざまに、防御を固めている城之内目がけて『射撃』で光弾を二発発射した。

「ちょっ!?」

『射撃』とはいえ、博孝が複数の光弾を放ったことに驚愕する城之内。それでも『盾』を発現して防ぐが、短時間で中村を下した沙織が接近してきたのを見て絶望の表情へ変わる。博孝を見れば、『射撃』を防御されたのに構わず急速に接近してきていた。

「二対一とか卑怯なぶへっ!?」

　結局そのまま沙織に殴り倒され、城之内は気を失う。相手の小隊に残ったのは支援型の女子一人となり、その時点で砂すな原はらは模擬戦の決着を宣言した。

「お前ら強すぎるんだよ！　長谷川だけでなく、河原崎まで強くなってるしよ！」

　模擬戦が終わるなり、中村が文句をつけるように言う。元々沙織一人でも勝てなかったというのに、博孝まで加わったのだ。中村の文句に同調するように、和田も頷く。

「接近戦じゃ勝てないし、距離を離しても詰められる……長谷川なんて『盾』も『防殻』も平気でぶち抜くから、勝ちようがないって……」

『武器化』を操る沙織の攻撃は、並の訓練生では防ぎようがない。そこに博孝の指示が飛び、追加で博孝から『射撃』で複数の光弾が放たれるのだ。接近戦でも腕が立つため、博孝率いる第一小隊は他の小隊では手がつけられない状態になっていた。

「つーか河原崎、お前いつの間に『射撃』で複数の弾が撃てるようになったんだ？」

　博孝の『射撃』を防いだ城之内が問うが、博孝としては答えは一つしかない。

「毎日徹夜で訓練をしていたら、自然と撃てるようになってた。努力の勝利だな」

「……ああ、そういや徹夜で訓練してたっけ」

　当たり前と言えば当たり前の答えに、城之内は遠くを見た。日中の訓練だけでもきついというのに、博孝は連日のように徹夜で自主訓練を行っているのだ。城之内もやろうと思えばできるのだろうが、精神がもたない。

　小隊同士の模擬戦が一段落したことで、博孝は中村達と情報交換をしていく。戦った相手に聞くのもどうかと思ったが、中村達も博孝達を倒すために率先して情報交換を行っていた。そこには以前のわだかまりなどなく、競い合おうとする感情しかない。

「『射撃』で複数の弾を撃てるようになったら、けっこう戦いの幅が広がるぞ？　和田は遠距離の攻撃得意だろ？　やらねえの？」

「撃てることは撃てるんだけど、威力が均一にならないし、狙いもずれるからな……」

「はーん……でも、それでもいいんじゃね？　恭介はどう思うよ？」

「俺っすか？　んー……たしかに、しっかり狙われるのも嫌っすけど、コントロールが荒いと弾道が読みにくくて防御しにくいってのはあるっすね」

　男連中で集まり、あーだこーだと意見を交わす。砂原がその様子を見て少しだけ口元を緩めたが、それに気づく者はいない。

「あとさー、戦力で劣おとるなら戦い方で引っくり返すしかないんじゃね？」

「戦い方って……じゃあ、どうやって戦えば良かったんだよ？」

　和田が怪訝そうに尋ねる。それを聞いた博孝は、地面の砂に指を走らせる。

「んー……そうだなぁ」

　博孝は第一小隊の基本的な陣形を地面に描く。沙織が前衛、博孝が前衛寄りの中衛、恭介が後衛寄りの中衛、里香が後衛という配置にしていた。

　それに対して、中村の第六小隊は前衛として近接戦向きの中村、その少し後ろに防御型である城之内、中衛として遠距離戦向きの和田、後衛として支援型の女子だ。

「小隊長の中村が前面でガチンコってのはまずいだろ。指示が出しにくくね？」

「それはあるな……かといって、俺が前に出ないと相手を止められないし」

「いやいや、そこはほら、城之内を前に出して壁にするとか」

「壁って言うなっ!?」

「博孝、それはさすがに酷いっすよ……」

　防御型である恭介と城之内から抗議の声が上がるが、博孝は至って真面目である。

「そっか？　さすがに沙織っちを止めるのは難しいだろうけど、大体の攻撃型は止められるだろ。そこで相手の攻撃型を止めたら、あとは和田が『射撃』で援護をしつつ、中村が敵の防御型を潰す。さすがに攻撃型二人がかりなら勝てるだろ」

　博孝は砂にいくつか線を書き加え、説明を続けていく。

「一人崩せればあとは楽だ。城之内が止めた攻撃型を中村が挟み撃ちして、和田は邪じや魔まされないよう『射撃』で牽制。攻撃型を倒せたら、あとは数任せで勝てる。ＥＳ能力の使い方とか工夫すれば良いんじゃないか？　『盾』で相手の足を引っ掛けるとか」

『盾』は使用者の技量によって発現する場所や形、大きさを調節できるため、相手の足を引っ掛ける、といった用途にも使えると博孝は思っている。また、手などに発現させればそれだけで籠こ手て代わりになるだろう。

「ぬぅ……たしかに、な」

　博孝の説明を聞くと、中村は納得したように頷く。それを見た博孝は苦笑した。

「もちろん、状況が変化するから油断はできないけどなぁ……というか、お前らうちと戦う時にワンパターンすぎるんだよ。いくら沙織っちが脅威だからって、中村が突っ込み過ぎ。それともなにか？　中村は沙織っちに殴られるのが好きなのかなぁ？」

「ばっ!?　な、何言ってんだテメェ!?」

　からかうように博孝が言うと、中村は動揺したような声を出す。それを見た博孝と恭介は、顔を見合わせた。

「あら、見ました奥さん。あの顔……あれは、きっとアレよねぇ？」

「ええ、見ましたわよ奥さん。ビックリだわ……って、なんで奥さんなんっすか？」

「そこはノリだ」

　不思議そうな恭介に答えると、博孝はにやにやと笑った。

「ふむふむ、君が沙織っちに向かって突撃するのはそういうことかね？　ああ、心配するな。言いふらすようなことはしないとも」

　ふふふ、と笑みを浮かべながら博孝が言うと、中村は頰を引き攣らせる。

「だ、だから違うって言ってんだろうが！」

「おや？　本当に？　ホントの本当？　まったく気にならない？　沙織っちなんて微み塵じんも気にならず、意識の端にも上らず、路ろ傍ぼうの石のようだと？」

「……お、おう」

　そこで僅かに勢いが小さくなる中村。だが、そこで当の沙織がいないことを確認するために視線を周囲に向けてしまったのは、明らかな失策だった。中村が視線を戻すと、その場にいた男子が全員生暖かい目で自分を見ているのだから。

「意外。うん、意外」

　そう言いつつ、組手で沙織の胸を触ったことは絶対に口外すまいと博孝は思う。

「そっすよねー。アレっすか。あのツンケンっぷりが良いんすか？」

「気づかなかった……そうだったのか」

　博孝達四人がそう言いながら中村を見ると、中村は何かを言おうとする。しかし、言葉にならず拗すねたように視線を逸らした。

　もっとも、博孝達もそれを言いふらすような野暮な真似はしない。互いに頷き合うと、もう一度だけ中村に生暖かい視線を送るのだった。




『構成力』を自在に操れるようになった博孝だが、最近は少しばかり気になることがあった。

「岡おか島じまさん……岡島さん？」

「っ！　え、な、なに？」

　博孝が二度呼びかけると、ようやく里り香かが反応する。そして、博孝の顔を見ると少しばかり表情を曇くもらせた。

「いや、ちょっと聞きたいことがあったんだけど……」

　そう言いつつ、博孝は里香の様子を窺う。初任務以降、どことなく里香に元気がない。授業は真ま面じ目めに受けているが、実技訓練になるとそれが顕著だった。

　博孝は実技訓練が終わってから里香に声をかけたが、どう話したものかと頰を掻かく。

「最近、あまり調子が良くないみたいだからさ……心配になってね」

「あ……」

　里香は気づかれていたのかと目を見開くが、すぐに目を伏せた。

「う、ううん……そ、そんなこと、ないよ」

　小さく首を横に振る。博孝はその里香の動作が干渉を拒絶しているように見えて、二の足を踏んだ。

「いや、そんなことあるって」

　だが、そこで踏みとどまる博孝ではない。小隊長として、クラスメートとして、仲間として、里香が何かを悩んでいるのなら、力になりたかった。

「……………………」

　対する里香は、沈黙。目だけでなく顔まで伏せ、ふるふると首を横に振るだけだ。

「岡島さん……」

　明らかに何かがあると言わんばかりの様子に、博孝は困ったような声を出す。踏み込んではいけない部分なのか、それとも敢あえて踏み込むべきか。

　純粋に、体調が悪いだけなのかもしれない。初任務で精神的に疲れ、その疲れが抜けていないだけなのかもしれない。

「わ、わたしは……大丈夫、だよ？」

　そんな博孝を安心させるように、里香が微笑む。しかし、その笑顔に影を感じた博孝は口を開き――そのまま閉ざす。

　無理に聞き出そうとしても里香は答えないだろう。そう考え、博孝も笑顔を浮かべる。

「そっか！　いや、ごめんな？　最近元気がないみたいだったから気になってたんだ」

「う、うん……心配かけて、ごめんなさい」

「いやいや、大丈夫ならいいよ……でも――」

　博孝は笑顔から一転、真剣な表情に変わった。

「何かあったら、遠えん慮りよなく相談してくれよな？」

「……うん」

　博孝の言葉に、里香は頷く。

　ただ、里香が素直に話してはくれないだろうと、その時の博孝は何故か確信ができた。

　故に、里香の気持ちが少しでも紛れることが何かあれば良いがと思いつつ、博孝は里香と別れる。




　――この判断が間違いだったと気づくのは、まだ先のことだった。
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　イラスト担当の赤井てらさん、編集担当のＴさん、他にも拙せつ作さくに関わられた多くの方々。この場を借りて感謝の言葉を申し上げます。

　赤井てらさん。各キャラクターをこれ以上ないほど魅み力りよく的てきに描いてくださり、ありがとうございました。初めてラフ画を見た時、喜びすぎて奇声を上げました。

　Ｔさん。予定の頁ページ数を大幅にオーバーしてご迷惑をおかけしました。本当、この小説を書いたの誰だよ……と何度も呟くほどオーバーしましたね。

　そして「小説家になろう」様にて拙作を読み、応援してくださった読者の方々。更新の度に感想等をいただき、本当に感謝しております。皆様の応援のおかげでここまでくることができました。物書きとしてスタートラインから一歩踏み出すことができ、これからも二歩三歩と進んでいければと思います。あと、砂すな原はらをヒロイン扱いするのは勘かん弁べんしてください。毎回感想を見て、頭を抱えつつ笑っています。

　１巻は物語の導入であり、設定の解説的な部分が非常に多くなっております。物語が進むにつれて盛り上げていければと思いますので、見捨てないでいただけると嬉うれしい限りです。

　Ｗｅｂ版を読まれた方にとって真っ先に気付く変更点は、タイトルだと思います。Ｗｅｂ版ではメインタイトルだったものがサブタイトルに移動し、新しいメインタイトルに変わっています。それが意味するものは……。

　物語に関してもＷｅｂ版と比べて変わった部分があるので、比較してみると新たな発見があるかもしれません。

　それでは、次巻でまたお会いすることができれば幸いに思います。





二○一五年一月某日　池崎数也









著者
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Kazuya Ikesaki




大阪在住の肥後もっこす。高校時代、徒歩で通学中に前触れなく『そうだ、小説を書こう』と思い立つ。その後、高校の図書館でライトノベルと出会い、傾倒。二〇〇七年頃からＷＥＢサイト『小説家になろう』にて活動を開始。本作にてデビューを果たす。










イラスト

赤井てら

Tera Akai




宮城県出身のイラストレーター。『デスニードラウンド』・『生ポアニキ』（オーバーラップ文庫）、『魔力の使えない魔術師』（ヒーロー文庫）、『ラドロンの娘』（スーパーダッシュ文庫）など多数のライトノベルを手掛ける。
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